
久留米大学医学部

業 績 目 録

2005年 1月～ 12月



目　　　次

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.学長直属 1
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.分子生命遺伝情報 6
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.分子生命高分子化学 11
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.分子生命細胞工学 13

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.生物学 14
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.化学 15
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.物理学 16

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.解剖学 (肉眼・臨床解剖） 18
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.解剖学 (顕微解剖・生体形成） 19

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10.生理学（脳・神経機能） 22
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11.生理学（統合自律機能） 25

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12.医化学 28
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13.薬理学 33

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14.病理学（神代） 35
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15.病理学（大島） 41

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16.細菌学 46
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17.ウイルス学 47
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18.寄生虫学 48
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19.免疫学 49
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20.環境医学 53
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21.公衆衛生学 55

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22.法医学・人類遺伝学 58
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥23.内科学（呼吸器・神経・膠原病） 60

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24.内科学（血液） 75
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25.内科学（消化器） 79
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥26.内科学（心臓・血管） 113
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥27.内科学（内分泌代謝） 131

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥28.内科学（腎臓） 134
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥29.小児科学 137
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥30.放射線医学 143
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥31.神経精神医学 154

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥32.皮膚科学 172
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥33.外科学（白水） 185
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥34.外科学（青柳） 187

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥35.小児外科 190
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥36.脳神経外科学 192
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥37.整形外科学 202

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥38.眼科学 211
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥39.産婦人科学 215
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥40.泌尿器科学 219

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥41.耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 221
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥42.麻酔学 230
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥43.救急医学 235

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥44.形成外科・顎顔面外科学 241
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥45.歯科口腔医療センター 244

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥46.消化器疾患情報 246
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥47.医療センター :リウマチ・膠原病センター 250

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥48.医療センター :循環器科 251
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥49.医療センター :外  科 252
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥50.医療センター :脳卒中科 254
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥51.医療センター :整形外科 255

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥52.医療センター :リハビリテーションセンター 256
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥53.医療センター :眼  科 257
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥54.医療センター :放射線科 258

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥55.循環器病研究所 259



‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥56.高次脳疾患研究所 261
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥57.先端癌治療研究センター 270

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥58.バイオ統計センター 277
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥59.ＧＣ／ＭＳ施設 279
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥60.動物実験センター 280

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥61.ＲＩ施設 281
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥62.情報教育センター旭町分室 286

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥63.画像診断センター 287
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥64.臨床検査部 292
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥65.中央手術部 294

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥66.高度救命救急センター 295
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥67.大学病院リハビリ部 299
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥68.放射線治療センター 302
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥69.人工腎臓センター 307
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥70.臨床研修管理センター 309

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥71.病理部 310
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥72.循環器病センター 315

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥73.総合周産期母子医療センター 317
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥74.緩和ケアセンター 318
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥75.集学治療センター 319

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥76.病院情報部 322
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥77.薬剤部 323
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥78.看護部 324

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥79.医療センター :臨床検査室 325
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥80.看護学科 327

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥81.医療センター :看護部 337
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥82.健康・スポーツ科学センター 338

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥83.情報システム室 (病院） 339





1.学長直属

「単行本 /著書」

【著　　者】 内海健、和田守正、桑野信彦  編集者 植田和光

【タイトル】 Ⅳ -2. 抗がん剤感受性と Dubin-Johnson症候群

【書名・発行所】 ABC蛋白質 学会出版センター

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 135-157

【著　　者】 桑野信彦、細井文仁、大家真治、小野眞弓   編者 門田守人、松浦成昭

【タイトル】 分子標的治療

【書名・発行所】癌転移のメカニズムがよくわかる肝転移のすべて 永井書店

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 118-124

【著　　者】 桑野信彦、小野眞弓
編者 金倉譲

【タイトル】 がん治療の最前線と今後の展望

【書名・発行所】臨床腫瘍内学入門  永井書店

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 71-74

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 桑野　信彦

【論　　題】 がん分子標的治療開発に関する基盤研究
-ベットサイドへの貢献を目指して -

【雑 誌 名】 久留米医学会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 68 , 16-21

【著　　者】 桑野　信彦

【論　　題】 “イレッサ (ゲフィチニブ )”と“サリドマイド”と基礎医学への期待

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 19-20

【著　　者】 桑野信彦、小野眞弓

【論　　題】 血管新生阻害剤  がん分子標的薬―開発から臨床への最新動向

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 215 , 607-612

1.学長直属

- 1 -



【著　　者】 桑野　信彦

【論　　題】 癌の分子標的治療の進歩

【雑 誌 名】 癌治療と宿主

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 5

【著　　者】 Nakamura, H., Takamori, S., Fujii, T., Ono, M., Yamana, H., Kuwano, M. and
Shirouzu, K.

【論　　題】 Cooperative cell-growth inhibition by combination treatment with ZD1839 (Iressa)
and trastuzumab (Herceptin) in non-small-cell lung cancer.

【雑 誌 名】 Cancer Lett.

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 230 , 33-46

【著　　者】 Sata, R., Ohtani, H., Tsujimoto, M., Murakami, H., Koyabu, N., Nakamura, T.,
Uchiumi, T., Kuwano, M., Nagata, H., Tsukimori, K., Nakano, H., and Sawada, Y.

【論　　題】 Functional analysis of organic cation transporter 3 expressed in human placenta.

【雑 誌 名】 J.Pharmacol.Expt.Therapeut.

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 315 , 888-895

【著　　者】 Nakao, S., Kuwano, T., Tsutsumi-Miyahara, C., Ueda, S., Hamano, S., Sonoda, K.,
Saijo, Y., Nukiwa, T., Ishibashi, T., Kuwano, M., and Ono, M.

【論　　題】 Infiltration of COX2-expressing macrophage is prerequisite for IL-1beta- induced
neovascularization and tumor growth.

【雑 誌 名】 J.Clinic.Invest.

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 115 , 2979-2991

【著　　者】 Fujii, T., Nakamura, A. M, Yokoyama, G., Yamaguchi, M., Tayama, K., Miwa, K.,
Toh, U., Kawamura, D., Shirouzu, K., Yamana, H., Kuwano, M. and Tsuda, H.

【論　　題】 Antineoplaston induces G1 arrest by PKCα and MAPK pathway in SKBR-3 breast
cancer cells.

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 14 , 489-494

【著　　者】 Sanda, T., Kuwano, T., Nakao, S., Iida, S., Ishida, T., Komatsu, H., Shudo, K.,
Kuwano, M., Ono, M. and Ueda, R.

【論　　題】 Antimyeloma effects of a novel synthetic retinoid Am80 (Tamibarotene) through
inhibition of angiogenesis.

【雑 誌 名】 Leukemia

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 19 , 901-909

1.学長直属
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【著　　者】 Hirata, A., Hosoi, F., Miyagawa, M., Ueda, S., Naito, S., Fujii, T., Kuwano, M and
Ono, M.

【論　　題】 HER2 Overexpression Increases Sensitivity to Gefitinib, an EGF receptor tyrosine
kinase inhibitor, through inhibition of HER2/HER3 heterodimer formation in lung
cancer cells.

【雑 誌 名】 Cancer Research

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 65 , 4253-4260

【著　　者】 Yokoyama, G., Fujii, T., Tayama, K., Yamana, H., Kuwano, M., Shirouzu, K.

【論　　題】 PKCδ and MAPK mediate G1 arrest induced by PMA in SKBR-3 breast cancer
cells.

【雑 誌 名】 Biochemical and Biophysical Research Communiations

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 327 , 720-726

【著　　者】 Torigoe, T., Izumi, H., Ishiguchi, H., Yoshida, Y., Tanabe, M., Yoshida, T., Igarashi,
T., Niina, I., Wakasugi, T., Imaizumi, T., Momii, Y., Kuwano, M. and Kohno, K.

【論　　題】 Cisplatin resistance and transcription factors.

【雑 誌 名】 Curr. Med. Chem. ‒ Anti-Cancer Agents

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 15-27

「その他」

【著　　者】 桑野　信彦

【論　　題】 新しいがん治療学への期待

【雑 誌 名】 がん研究助成金贈答記念特別講演

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 細井文仁、大家真治 ,小野眞弓 ,丸山祐一郎 ,馬崎雄二 ,矢野博久 ,神代正道 ,桑野
信彦

【論　　題】 Cap43/NDRG1の発現は肝癌における分化マーカーとなるか否か ?

【雑 誌 名】 第 64回 日本癌学会総会 (ポスター )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 木村 祐介、中尾新太郎 ,上田秀一 ,桑野隆史 ,ベレツキ ビボルカ ,大家真治 ,高森
信三 ,
桑野信彦 ,小野眞弓

【論　　題】 炎症性サイトカイン IL-1β依存性の癌進展とマクロファージの関与

【雑 誌 名】 第 64回 日本癌学会総会 (ワークショップ )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

1.学長直属
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【著　　者】 丸山 祐一郎、小野眞弓 ,細井文仁 ,大家真治 ,馬崎雄二 ,木下壽文 ,桑野信彦

【論　　題】 膵癌における悪性形質獲得の標的としての Cap43/NDRG1の発現とその機能

【雑 誌 名】 第 64回 日本癌学会総会 (ワークショップ )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 大家 真治、細井文仁 ,丸山祐一郎 ,馬崎雄二 ,鳥村拓司 ,矢野博久 ,上野隆登 ,小
野眞弓 ,
神代正道 ,桑野信彦

【論　　題】 インターフェロンαと 5-FU併用のヒト肝癌細胞に対する相乗効果を制御する分
子機序

【雑 誌 名】 第 64回 日本癌学会総会 (ポスター )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 フォトバティー  アバス、藤井輝彦 ,小野眞弓 ,山名秀明 ,桑野信彦

【論　　題】 乳癌細胞におけるタモキシフェン、ハーセプチン、ドキソルビシンによる Cap43
の発現制御

【雑 誌 名】 第 64回 日本癌学会総会 (ポスター )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 大家 真治、細井 文仁、丸山 祐一郎、馬崎雄二、小野 眞弓、桑野 信彦

【論　　題】 ヒト肝癌細胞におけるインターフェロンαと 5-FU併用相乗効果を制御する分子
標的

【雑 誌 名】 第 9回がん分子標的治療研究会 (ポスター )

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 細井文仁、丸山祐一郎 ,大家真治 ,小野眞弓 ,木下壽文 ,桑野信彦

【論　　題】 Cap43/NDRG1/Drg-1/Rit42は膵癌、肝癌及び乳癌の転移や悪性形質獲得の分子標
的となるか ?

【雑 誌 名】 第 14回日本がん転移学会総会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 丸山祐一郎、大家真治、馬崎雄二、細井文仁、小野眞弓、鹿毛政義、原雅雄、白
水和雄、青柳成明、木下壽文、桑野信彦

【論　　題】 転移抑制遺伝子 Cap43の発現は膵癌の悪性形質獲得の分子標的である

【雑 誌 名】 第 105回日本外科学会定期学術集会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

1.学長直属
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【著　　者】 内海健、和泉弘人 ,桑野信彦 ,河野公俊

【論　　題】 YB-1(Y-box 結合タンパク )と B23との結合と翻訳制御

【雑 誌 名】 第 64回 日本癌学会総会 (ワークショップ )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 Maruyama, Y., Oie, S., Basaki, Y., Hosoi, F., Ono, M., Tanaka, S., Kage, M., Aoyagi,
S., Kinoshita, H. and Kuwano, M.

【論　　題】 Low expression of the metastasis-suppressor gene Cap34 is associated with poor
prognosis in pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 96th AACR Annual Meeting (第 96回アメリカ癌学会 )(ポスター )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ono, M., Nakao, S., Kuwano, T., Ueda, S., Kimura, N. Y., Oie, S. and Kuwano, M.

【論　　題】 The control of tumor growth and angiogenesis by inflammatory cytokines and
infiltration of macrophages in tumor microenvironment.

【雑 誌 名】 96th AACR Annual Meeting (第 96回アメリカ癌学会 ) (ポスター )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

1.学長直属
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2.分子生命遺伝情報

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 佐藤貴弘 , 児島将康

【論　　題】 佐藤貴弘 , 児島将康 (2006)グレリン遺伝子欠損マウスを用いた、成長ホルモン細
胞の機能調節に関する研究 (ISSN 0386-7617)

【雑 誌 名】 研究年報 財団法人 成長科学協会

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 151-160

【著　　者】 Mori K, Miyazato M, Ida T, Murakami N, Serino R, Ueta Y, Kojima M, Kangawa K.

【論　　題】 Identification of neuromedin S and its possible role in the mammalian circadian
oscillator system.

【雑 誌 名】 EMBO J.

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 24 , 325-35

【著　　者】 Ida T, Mori K, Miyazato M, Egi Y, Abe S, Nakahara K, Nishihara M, Kangawa K,
Murakami N.

【論　　題】 Neuromedin s is a novel anorexigenic hormone.

【雑 誌 名】 Endocrinology.

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 146 , 4217-23

【著　　者】 Maiko Moriyama, Takahiro Sato(equally contributed), Hiromasa Inoue, Satoru
Fukuyama, Hitoshi Teranishi, Kenji Kangawa, Tatsuhiko Kano, Akihiko Yoshimura,
Masayasu Kojima.

【論　　題】 Maiko Moriyama, Takahiro Sato(equally contributed), Hiromasa Inoue, Satoru
Fukuyama, Hitoshi Teranishi, Kenji Kangawa, Tatsuhiko Kano, Akihiko Yoshimura,
Masayasu Kojima (2005) The neuropeptide neuromedin U promotes inflammation by
direct activation of mast cells.

【雑 誌 名】 J Exp Med.

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 202 , 217-224

【著　　者】 Sato T, Fukue Y, Teranishi H, Yoshida Y, Kojima M.

【論　　題】 Molecular forms of hypothalamic ghrelin and its regulation by fasting and 2
-deoxy-d-glucose administration.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 146 , 2510-6
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【著　　者】 Nishi Y, Hiejima H, Mifune H, Sato T, Kangawa K, Kojima M.

【論　　題】 Developmental Changes in the Pattern of Ghrelin's Acyl Modification and the Levels
of Acyl-Modified Ghrelins in Murine Stomach.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 146 , 2709-15

【著　　者】 Nishi Y, Hiejima H, Hosoda H, Kaiya H, Mori K, Fukue Y, Yanase T, Nawata H,
Kangawa K, Kojima M.

【論　　題】 Ingested medium-chain fatty acids are directly utilized for the acyl modification of
ghrelin.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 146 , 2255-64

【著　　者】 Fukushima N, Hanada R, Teranishi H, Fukue Y, Tachibana T, Ishikawa H, Takeda S,
Takeuchi Y, Fukumoto S, Kangawa K, Nagata K, Kojima M.

【論　　題】 Ghrelin directly regulates bone formation.

【雑 誌 名】 J Bone Miner Res

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 20 , 790-8

【著　　者】 Kojima M, Kangawa K.

【論　　題】 Ghrelin: structure and function.

【雑 誌 名】 Physiol Rev

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 85 , 495-522

【著　　者】 Yabuki A, Ojima T, Kojima M, Nishi Y, Mifune H, Matsumoto M, Kamimura R,
Masuyama T, Suzuki S.

【論　　題】 Characterization and species differences in gastric ghrelin cells from mice, rats and
hamsters.

【雑 誌 名】 J Anat

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 205 , 239-46

【著　　者】 Moriyama M, Watanabe S, Hiraki T, Kano T, Okawa T, Ishibashi M

【論　　題】 Relationship between intraoperative transesophageal echocardiography findings and
perfusion scintigraphy results on the 1st postoperative day

【雑 誌 名】 British Journal of Anesthesia

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 94 , 607-612
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【著　　者】 Hashizume T, Horiuchi M, Nonaka S, Kasuya E, Kojima M, Hosoda H, Kangawa K.

【論　　題】 Effects of ghrelin on growth hormone secretion in vivo in ruminants.

【雑 誌 名】 Regul Pept

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 126 , 61-5

【著　　者】 Itoh F, Komatsu T, Yonai M, Sugino T, Kojima M, Kangawa K, Hasegawa Y,
Terashima Y, Hodate K.

【論　　題】 GH secretory responses to ghrelin and GHRH in growing and lactating dairy cattle.

【雑 誌 名】 Domest Anim Endocrinol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 280 , 34-45

【著　　者】 Iwakura H, Hosoda K, Son C, Fujikura J, Tomita T, Noguchi M, Ariyasu H, Takaya K,
Masuzaki H, Ogawa Y, Hayashi T, Inoue G, Akamizu T, Hosoda H, Kojima M, Itoh
H, Toyokuni S, Kangawa K, Nakao K.

【論　　題】 Analysis of rat insulin II promoter-ghrelin transgenic mice and rat glucagon
promoter-ghrelin transgenic mice.

【雑 誌 名】 J Biol Chem

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 280 , 15247-56

【著　　者】 Taketomi T, Yoshiga D, Taniguchi K, Nonami A, Kato R, Sasaki M, Sasaki A,
Ishibashi H, Moriyama M, Nakamura K, Nishijima J and Yoshimura A

【論　　題】 Loss of mammalian Sprouty2 leads to enteric neuronal hyperplasia and esophageal
achalasia

【雑 誌 名】 Nature neuroscience

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 in press

【著　　者】 Moriyama M, Sato T, Inoue H, Fukuyama S, Teranishi H, Kangawa K, Kano T,
Yoshimura A and Kojima M

【論　　題】 The neuropeptide neuromedin U promotes inflammation by direct activation of mast
cells

【雑 誌 名】 Journal of Experimental Medicine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 in press

【著　　者】 Shousha S, Nakahara K, Kojima M, Miyazato M, Hosoda H, Kangawa K, Murakami
N

【論　　題】 Different effects of peripheral and central ghrelin on regulation of food intake in the
Japanese quail

【雑 誌 名】 Gen Comp Endocrinol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 141 , 178-83
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【著　　者】 Yokoyama M, Nakahara K, Kojima M, Hosoda H, Kangawa K, Murakami N.

【論　　題】 Influencing the between-feeding and endocrine responses of plasma ghrelin in healthy
dogs

【雑 誌 名】 Eur J Endocrinol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 152 , 155-160

【著　　者】 Takahiro Sato, Yoshihiko fukue, Hitoshi Teranishi, Yayoi Yoshida, Masayasu
Kojima

【論　　題】 Takahiro Sato, Yoshihiko fukue, Hitoshi Teranishi, Yayoi Yoshida, Masayasu
Kojima (2005) Molecular forms of hypothalamic ghrelin and its regulation by fasting
and 2-deoxy-D-glucose administration.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 146 , 2510-2516

【著　　者】 Yoshihiro Nishi, Hiroshi Hiejima, Hiroharu Mifune, Takahiro Sato, Kenji Kangawa,
and Masayasu Kojima

【論　　題】 Yoshihiro Nishi, Hiroshi Hiejima, Hiroharu Mifune, Takahiro Sato, Kenji Kangawa,
and Masayasu Kojima (2005) Developmental changes in the pattern of ghrelin's
acyl-modification and the levels of acyl-modified ghrelins in murine stomach.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 146 , 2709-2715

「その他」

【著　　者】 井田隆徳、森健二、宮里幹也、江木裕、阿部信介、西原真杉、中原桂子、寒川賢
治、村上昇

【論　　題】 新規生理活性ペプチド、Neuromedin Sの摂食行動に対する作用について

【雑 誌 名】 第 140回日本獣医学会学術集会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 198

【著　　者】 井田隆徳、森健二、宮里幹也、西原真杉、中原桂子、寒川賢治、村上昇

【論　　題】 新規生理活性ペプチド、Neuromedin Sの摂食行動に対する作用について

【雑 誌 名】 第 23回内分泌・代謝学サマーセミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 23 , 43

【著　　者】 井田隆徳

【論　　題】 新規生理活性ペプチド、ニューロメディン Sの摂食機構への関与について

【雑 誌 名】 久留米大学神経合同セミナー

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】
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【著　　者】 佐藤貴弘 , 福江善彦 , 寺西仁志 , 吉田弥生 , 児島将康

【論　　題】 佐藤貴弘 , 福江善彦 , 寺西仁志 , 吉田弥生 , 児島将康 (2005) ラット視床下部におけ
るグレリンの同定と合成・分泌動態の検討

【雑 誌 名】 第 78回 日本内分泌学会 [東京 ]

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 佐藤貴弘 , 福江善彦 , 寺西仁志 , 吉田弥生 , 児島将康

【論　　題】 佐藤貴弘 , 福江善彦 , 寺西仁志 , 吉田弥生 , 児島将康 (2005) ラット視床下部におけ
るグレリンの同定と合成・分泌動態の検討

【雑 誌 名】 第 32回 日本神経内分泌学会 [沖縄 ]

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 佐藤貴弘

【論　　題】 佐藤貴弘 (2005) ラット視床下部におけるグレリンの同定と合成・分泌動態の検討

【雑 誌 名】 第 2回 GPCR研究会 [東京 ]

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 24
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3.分子生命高分子化学

「単行本 /著書」

【著　　者】 諸井将明
一瀬白帝編

【タイトル】 その他の血小板膜糖蛋白

【書名・発行所】図説 血栓・止血・血管学 血栓症制圧のために
中外医学社

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 199～ 204

【著　　者】 諸井将明
坂田洋一、小澤敬也 編

【タイトル】 血小板 GPVI-最近の進歩

【書名・発行所】別冊・医学の歩み 血液疾患ー state of arts Ver.3  医歯薬出版

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 123～ 126

【著　　者】 諸井将明
高久史麿、溝口秀昭、坂田洋一、金倉譲、小島勢二編

【タイトル】 新規血小板凝集メカニズム :血小板膜糖蛋白質 GPVIと血小板シグナリング

【書名・発行所】 Annual Review 血液 2005

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 247-256

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kunicki TJ, cheli Y, Moroi M, Furihata K

【論　　題】 The influence of N-linked glycosylation on the function of platelet glycoprotein VI

【雑 誌 名】 Blood

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 106 , 2744~2749

【著　　者】 Kanaji S, Kanaji T, Jacquelin B, Chang M, Nugent DJ, Komatsu N, Moroi M, Izuhara
K, Kunicki TJ

【論　　題】 Thrombopoietin initiates demethylation-based transcription of GP6 during
megakaryocyte differentiation

【雑 誌 名】 Blood

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 105 , 3888~3892

3.分子生命高分子化学

- 11 -



【著　　者】 Gruner S, Prostredna M, Koch M, Miura Y, Schulte V, Jung SM, Moroi M, Nieswandt
B.

【論　　題】 Relative antithrombotic effect of soluble GPVI dimer compared with anti-GPVI
antibodies in mice.

【雑 誌 名】 Blood

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 105 , 1492-1499

【著　　者】 Tomokiyo K, Kamikubo Y, Hanada T, Araki T, Nakatomi Y, Ogata Y, Jung SM,
Nakagaki T, Moroi M

【論　　題】 Von Willebrand factor accelerates platelet adhesion and thrombus formation on a
collagen surface in platelet-reduced blood under flow conditions

【雑 誌 名】 Blood

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 105 , 1078~1084

「その他」

【著　　者】 諸井将明

【論　　題】 血小板とコラーゲンの反応機構とその生理機能

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 68 , 270～ 276

【著　　者】 諸井将明

【論　　題】 コラーゲン受容体異常症 :GPVI欠損症

【雑 誌 名】 日本血栓止血学会誌

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 16 , 187～ 194

3.分子生命高分子化学

- 12 -



4.分子生命細胞工学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Saitoh S, Ishii K, Kobayashi Y, Takahashi K.

【論　　題】 Spindle checkpoint signaling requires the mis6 kinetochore subcomplex, which
interacts with mad2 and mitotic spindles.

【雑 誌 名】 Molecular Biology of the Cell

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 16 , 3666~3677

【著　　者】 Takahashi K, Takayama Y, Masuda F, Kobayashi Y, Saitoh S.

【論　　題】 Two distinct pathways responsible for the loading of CENP-A to centromeres in the
fission yeast cell cycle.

【雑 誌 名】 Philos Trans R Soc Lond B Biol Sci.

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 360 , 595~607

【著　　者】 Kayoko Maehara, Kimi Yamakoshi, Naoko Ohtani, Yoshiaki Kubo, Akiko Takahashi,
Seiji Arase, Nic Jones and Eiji Hara

【論　　題】 Reduction of total E2F/DP activity induces senescence-like cell cycle arrest in cancer
cells lacking functional pRB and p53.

【雑 誌 名】 The Journal of Cell Biology

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 168 , 553-560

【著　　者】 Minoda A, Saitoh S, Takahashi K, Toda T.

【論　　題】 BAF53/Arp4 homolog Alp5 in fission yeast is required for histone H4 acetylation,
kinetochore-spindle attachment, and gene silencing at centromere.

【雑 誌 名】 Molecular Biology of the Cell

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 16 , 316~327

4.分子生命細胞工学

- 13 -



5.生物学

「単行本 /著書」

【著　　者】 K. Kanmiya   (S. Dorosopoulos & M. Claridge eds.)

【タイトル】 Communication by Vibratory Signals in Diptera

【書名・発行所】 Insect Sounds and Communication: Physiology, Behaviour, Ecology, and Evolution.
Tayler & Fransis CRC Press

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 397-412

【著　　者】 K. Kanmiya (S. Dorosopoulos & M. Claridge eds.)

【タイトル】 Mating Behaviour and Vibrational Sounds in Whiteflies (Hemiptera:Aleyrodiade)

【書名・発行所】 Insect Sounds and Communication: Physiology, Behaviour, Ecology, and Evolution.
Tayler & Francis CRC Press

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 381-395

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kanmiya K

【論　　題】 Chloropidae (Diptera)from the Akasaka Imperial Gardens, Tokyo.

【雑 誌 名】 Memoirs of the  National Science Museum

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 39 , 337-345

「その他」

【著　　者】 上宮　健吉

【論　　題】 ハエ類の配偶行動における基質振動の普遍性 ,特にマメハモグリバエ属について

【雑 誌 名】 日本昆虫学会第 65回大会講演要旨集

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 75

【著　　者】 河内俊英・辻本美恵子・西村和子

【論　　題】 オランダ・ドイツ・スイスにおける環境保全と福祉・介護の実態

【雑 誌 名】 産業経済研究

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 45 , 519～ 572

5.生物学

- 14 -



6.化学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Eriko Oda, Yasuhiro Nakamura, Munehiko Yamamoto, Masamichi Kojiro

【論　　題】 Immunohistochemical distribution of tuburin beta II in human normal and neoplastic
tissues

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 52 , 117~125

【著　　者】 Yasuo Sugita, Yasuhiro Nakamura, Munehiko Yamamoto, Eriko Oda, Osamu
Tokunaga, Minoru Shigemori

【論　　題】 Expression of tubulin beta II in neuroepithelial tumors: reflection of architectural
changes in the developing human brain

【雑 誌 名】 Acta Neuropathology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 110 , 127~134

【著　　者】 Yasuhiro Nakamura, Munehiko Yamamoto, Eriko Oda, Yonehiro Kanemura, Eri
Kodama, Atsuyo Yamamoto, Hideyuki Yamamoto, Kenji Miyado, Hirotake james
Okano, Ryouji Fukagawa, Koichi Higaki, Mami Yamasaki, Hideyuki Okano

【論　　題】 A nobel marker for Purkinje cells, KIAA0864 protein. An analysis based on a
monoclonal aitibody HFB-16 in developing human cerebellum

【雑 誌 名】 Journal of Histochemistry & Cytochemistry

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 53 , 423~430

6.化学

- 15 -



7.物理学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 S. Shigetomi, T. Ikari

【論　　題】 Impurity Levels in The Layered Semiconductor p-GaSe Doped with Group V
Elements As, Bi and Sb

【雑 誌 名】 physica status solidi (b)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 242 , 3123~3128

【著　　者】 Shigeru Shigetomi, Tetuso Ikari

【論　　題】 Impurity Effect on Electrical Conduction in n-GaSe Doped with Si, Sn and Ge

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Applied Physics

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 44 , p.7521~7523

【著　　者】 S. Shigetomi, T. Ikari

【論　　題】 Radiative Centers in GaS Doped with Zn and Cd

【雑 誌 名】 Review of Scientific Instruments

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 76 , 066108-1~066108-2

【著　　者】 S. Shigetomi, T. Ikari

【論　　題】 Radiative Centers in Layered Semiconductor GaS Doped with Zn

【雑 誌 名】 Journal of Luminescence

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 113 , 137-142

【著　　者】 Shigeru Shigetomi, Kentaro Sakai, Tetsuo Ikari

【論　　題】 Impurity Levels in Layered Semiconductor GaS Doped with Cu

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Applied Physics

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 44 , 1306-1309

「その他」

【著　　者】 重冨 茂、碇 哲雄

【論　　題】 Ⅳ族元素ドープ GaSeの光学的・電気的性質

【雑 誌 名】 第 66回応用物理学会 (徳島大学 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 予稿集 322

7.物理学

- 16 -



【著　　者】 鶴岡　富士雄

【論　　題】 Radio-frequency pulse traces in resonant oscillation spectrum of metallic powders

【雑 誌 名】 The 14th Intern. Conf. on Internal Friction and Mechanical Spectroscopy

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

7.物理学
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8.解剖学 (肉眼・臨床解剖）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 嵯峨 堅、北嶋禎治、渡部功一、矢毛石 玲、宗 博子、平尾 健、南野麻里子、小林
聖司、山木宏一 .

【論　　題】 重複下大動脈に遠肝性側副血行路を伴った一例 .

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 68 , 339～ 345

【著　　者】 渡部功一、福島淳一、西由起子、王丸陽光、清川兼輔 .

【論　　題】 第 1趾の剥奪損傷に対し遊離内側足底皮弁による再建を行った 1例 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 25 , 600～ 606

【著　　者】 渡部功一、清川兼輔、坂本有孝、森久陽一郎 .

【論　　題】 感染を生じた下腿部巨大 Chronic Expanding Hematomaの治療経験 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 25 , 296～ 302

【著　　者】 T.Saga, T.Hirao, S.Kitashima, K.Watanabe, M.Nohno, Y.Araki, S.Kobayashi,
K.Yamaki

【論　　題】 An Anomalous Case of the Left Gastric Artery, the Splenic Artery and
Hepato-Mesenteric Trunk Independently Arising from the Abdominal Aorta

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 52 , 49-52

8.解剖学 (肉眼・臨床解剖）
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9.解剖学 (顕微解剖・生体形成）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kido MA, Ibuki T, Danjo A, Kondo T, Zhang J-Q, Yamaza T, Yamashita Y, Higuchi
Y, Tanaka T

【論　　題】 Immunocytochemical localization of the neurokinin 1 receptor in rat dental pulp

【雑 誌 名】 Arch histol cytol

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 68 , 259-265

【著　　者】 Kawate H, Wu Y, Ohnaka K, Tao RH, Nakamura K, Okabe T, Yanase T, Nawata H,
Takayanagi R

【論　　題】 Inpaired nuclear translocation, nuclear matrix targeting, and intranuclear mobility of
mutant androgen receptors carrying amino acid substitutions in the deoxyribonucleic
acid-binding domain derived from androgen insensitivity syndrome patients

【雑 誌 名】 J Clin Endocrinol Metab

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 90 , 6162-6169

【著　　者】 Hirata M, Nakamura K, Kondo S

【論　　題】 Pigment cell distributions in different tissues of the zebrafish, with special reference to
the striped pigment pattern.

【雑 誌 名】 Dev Dyn

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 234 , 293-300

【著　　者】 Taketomi T, Yoshiga D, Taniguchi K, Kobayashi T, Nonami A, Kato R, Sasaki M,
Sasaki A, Ishibashi H, Moriyama M, Nakamura K, Nishimura J, Yoshimura A

【論　　題】 Loss of mammalian Sprouty2 leads to enteric neuronal hyperplasia and esophageal
achalasia.

【雑 誌 名】 Nat Neurosci

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 8 , 855-857

【著　　者】 Lee S-W, Lee SE, Ko SH, Hong EK, Nam KI, Nakamura K, Imayama S, Park Y-J,
Ahn KY, Bae CS, Kim BY, Park SS

【論　　題】 Introduction of tyramide signal amplification (TSA) to pre-embedding nanogold-silver
staining at the electron microscopic level.

【雑 誌 名】 J Histochem Cytochem

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 53 , 249-252

9.解剖学 (顕微解剖・生体形成）
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【著　　者】 Y. Kawaguchi, H. Doira, K. Ohta, T. Kusakabe, K. Koga

【論　　題】 Inheritance of gon, a body color mutaion of newly hatched larvae in Bombyx mori

【雑 誌 名】 Journal of Insect Biotechnology and Sericology

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 74 , 35～ 37

【著　　者】 Kuroda J, Nakagawa K, Yamasaki T, Nakamura K, Takeya R, Kuribayashi F,
Imajoh-Ohmi S, Igarashi K, Shibata Y, Sueishi K, Sumimoto H

【論　　題】 The superoxide-droducing NAD(P)H oxidase Nox4 in the nucleus of human vascular
endothelial cells

【雑 誌 名】 Genes to Cells

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 1139-1151

「その他」

【著　　者】 中村桂一郎、近藤照義、太田啓介、小林正利、石橋義広、当間宏樹、金丸孝昭

【論　　題】 カハールの介在細胞 ICCと免疫応答細胞

【雑 誌 名】 顕微鏡

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 40 , 157-161

【著　　者】 近藤照義、中村桂一郎、金丸孝昭、石川文彦

【論　　題】 マウス顎下腺・舌下腺における骨髄由来細胞の分布と形態学的特徴

【雑 誌 名】 日本顕微鏡学会第 50回シンポジウム

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 金丸孝昭、高州信一、重松 実、近藤照義、中村桂一郎

【論　　題】 ハイブリッド SEMの開発と応用 -SEMと蛍光顕微鏡 -

【雑 誌 名】 日本顕微鏡学会第 50回シンポジウム

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 安納弘道、小林正利

【論　　題】 去勢後のラット後球海綿体筋萎縮時におけるアポトーシスの関与

【雑 誌 名】 日本体力医学会大会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 近藤照義

【論　　題】 Immunohistochemical localization of β 2-adrenergic receptors in the rat spinal cord

【雑 誌 名】 日本神経科学学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

9.解剖学 (顕微解剖・生体形成）
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【著　　者】 安納弘道、小林正利

【論　　題】 去勢後のラット後球海綿体筋におけるユビキチン活性化酵素発現に関する免疫組
織化学的研究

【雑 誌 名】 日本体力医学会東北地方会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 近藤照義、太田啓介、小林正利、石橋義広

【論　　題】 ラット脊髄後角及び外側脊髄核の介在ニューロンにおけるβ 2アドレナリン受容
体の局在

【雑 誌 名】 第 110回日本解剖学会全国学術集会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 西井清雅、江頭活子、中村桂一郎、熊井まどか、森本幸生、柴田洋三郎

【論　　題】 ギャップ結合遺伝子 connexin45変異 ES細胞を用いた初期心拍動の機能解析

【雑 誌 名】 第 110回日本解剖学会総会・全国学術集会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

9.解剖学 (顕微解剖・生体形成）
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10.生理学（脳・神経機能）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Harris SE, Chand AL, Winship IM, Gersak K, Nishi Y, Yanase T, Nawata H nad
Shelling AN.

【論　　題】 INHA promotor polymorphisms are associated with premature ovarian failureE

【雑 誌 名】 Molecular Human Reproduction

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 11 , 779-784

【著　　者】 Niiyama, S., Tanaka, E., Tsuji, S., Murai, Y., Satani, M., Sakamoto, H., Takahashi, K.,
Kuroiwa, M., Yamada, A., Noguchi, M., Higashi, H.

【論　　題】 Neuroprotective mechanisms of lidocaine against in vitro ischemic insult of the rat
hippocampal CA1 pyramidal neurons

【雑 誌 名】 Neurosci. Res.

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 53 , 271 ~ 278

【著　　者】 Nishi Y, Hiejima H, Mifune H, Sato T, Kangawa K, Kojima M.

【論　　題】 Developmental changes in the pattern of ghrelin's acyl-modification and the levels of
acyl-modified ghrelins in murine stomach.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 146 , 2709-2715

【著　　者】 Y. Yokomizo, Y. Murai, E. Tanaka, H. Inokuchi, J. Kusukawa, H. Higashi

【論　　題】 Excitatory GABAergic synaptic potentials in the mesencephalic trigeminal nucleus of
adult rat in vitro.

【雑 誌 名】 Neuroscience Research

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 51 , 463-474

【著　　者】 A. Nishi, Y. Watanabe, H. Higashi, M. Tanaka, A.C. Nairn, P. Greengard

【論　　題】 Glutamate regulation of DARPP-32 phosphorylation in neostriatal neurons involves
activation of multiple signaling cascades.

【雑 誌 名】 P.N.A.S.

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 102 , 1199-1024

10.生理学（脳・神経機能）
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【著　　者】 Wu Y, Ghosh S, Nishi Y, Yanase T, Nawata H, Hu Y.

【論　　題】 The orphan nuclear receptors NURR1 and NGFI-B modulate aromatase gene
expression in ovarian granulosa cells: a possible mechanism for repression of
aromatase expression upon luteinizing hormone surge.

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 146 , 237-246

【著　　者】 M. Hamada, JP Hendrick, GR. Ryan, M. Kuroiwa, H. Higashi, M. Tanaka, AC Nairn,
P. Greengard, A. Nishi

【論　　題】 Nicotine regulates DARPP-32 (dopamine- and cAMP- regulated phosphoprotein of 32
kDa) phosphorylation at multiple sites in neostriatal neurons.

【雑 誌 名】 JPET

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 315 , 872-878

「その他」

【著　　者】 御船弘治 ,西 芳寛 ,比江島啓至 ,益山 拓 ,鈴木秀作 ,児島将康

【論　　題】 2型糖尿病モデル SDT ラットのグレリン動態

【雑 誌 名】 第 3回 SDT ラット研究会 (H.17 12/17,東京 )

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 西 芳寛 ,御船弘治 ,比江島啓至 ,児島将康 ,東 英穂 .

【論　　題】 離乳・離乳移行期におけるグレリンの脂肪酸修飾変動に関する検討

【雑 誌 名】 第 23回九州実験動物研究会総会 (鳥栖 )
九州実験動物雑誌 (抄録 )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 70(抄録 )

【著　　者】 比江島啓至 ,西 芳寛 ,御船弘治 ,細田洋司 ほか

【論　　題】 食餌制限および PPAR-alpha ligand (Fenofibrate) 投与によるグレリンの脂肪酸修飾
の変化

【雑 誌 名】 第 78回 日本内分泌学会総会
(日本内分泌学会雑誌 2005 4.20)

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 81 , 204(発表抄録 )

【著　　者】 西 芳寛 ,比江島啓至 ,御船弘治 ,細田洋司 ほか

【論　　題】 哺乳・離乳移行期に認められるグレリンの脂肪酸修飾の変動に関する検討

【雑 誌 名】 第 78回 日本内分泌学会総会
(日本内分泌学会雑誌 2005 4.20)

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 81 , 204(発表抄録 )

10.生理学（脳・神経機能）
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【著　　者】 Mifune h, Nishi Y, Hiejima H, Masuyama T, Suzuki S, Kojima M.

【論　　題】 Ghrelin level in non-obese diabetic SDT rat.

【雑 誌 名】 The 52nd Annual Meeting of the Japanese Association for Laboratory Animal Science
(2005, 5, Tokyo)

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

10.生理学（脳・神経機能）
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11.生理学（統合自律機能）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 木谷有里 ,	石松 秀 , 桑波田 卓 , 山下裕史朗 , 赤須 	崇 , 松石 豊次郎

【論　　題】 ラット青斑核ニューロンの神経活動に対する milnacipranの作用 ―
methylphenidateとの比較―

【雑 誌 名】 脳と発達

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 37 , 31～ 38

【著　　者】 Gu J-W, Hasuo H, Takeya M, Akasu T.

【論　　題】 Effects of emodin on synaptic transmission in rat hippocampal CA1 pyramidal neurons
in vitro.

【雑 誌 名】 Neuropharmacology

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 49 , 103～ 111

【著　　者】 Asaumi Y, Hasuo H, Akasu T

【論　　題】 Properties of dopamine-induced outward current in neurons of the rat dorsolateral
septal nucleus.

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 52 , 57-62

【著　　者】 Gu JW,Zheng CX,Zhang AH,Hasuo H,Akasu T,Yang WT, Yang LB, Xia X, Ma Y.

【論　　題】 Effects and wavelet spectral entropy analysis of rhubarb extracts rhein on synaptic
transmission in rat hippocampal ca1 area in vitro.

【雑 誌 名】 Chin Med J

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 118 , 817-823

「その他」

【著　　者】 蓮尾 博、大場 (古賀 )さとみ、村岡 範裕、赤須 崇

【論　　題】 液体打撃実験モデルラット脳海馬 CA1ニューロンにおける過興奮

【雑 誌 名】 せり学研究所研究会「シナプス伝達の細胞分子調節機構」

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 蓮尾 博

【論　　題】 実験的頭部液体打撃後のラット海馬 CA1ニューロンにおける過興奮に対するジア
ゼパムの効果

【雑 誌 名】 Neurol Med Chir

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 45 , W1214-O-2

11.生理学（統合自律機能）
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【著　　者】 Asaumi Y, Hasuo H, Akasu T.

【論　　題】 Long-lasting facilitation of the EPSP induced by Dopamine via the presynaptic D1
receptor-PKA system in rat dorsolateral septal nucleus neurons.

【雑 誌 名】 The Fifth Japan-Korea Joint Symposium of Brain Sciences, and Cardiac and Smooth
Muscles

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 60

【著　　者】 Hasuo H, Gu J-W, Takeya M, Akasu T.

【論　　題】 Contribution of endogenous adenosine to the effect of emodin on the excitatory
synaptic transmission in rat hippocampal CA1 pyramidal neurons in vitro.

【雑 誌 名】 The Fifth Japan-Korea Joint Symposium of Brain Sciences, and Cardiac and Smooth
Muscles

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 37

【著　　者】 Koga S, Muraoka N, Hasuo H, Akasu T, Shiemori M

【論　　題】 Effects of diazepam on the post-traumatic hyperexcitability in the hippocampal CA1
neurons after lateral fluid percussion injury.

【雑 誌 名】 Neurosci Res

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 52 , S166

【著　　者】 Cao RF, Koga S, Hasuo H, Akasu T

【論　　題】 Hyperexcitability in the hippocampal CA1 neurons of rats with traumatic brain injury

【雑 誌 名】 Neurosci Res

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 52 , S166

【著　　者】 Hasuo H, Takeya M, Akasu T

【論　　題】 Activation of A1 receptors contributes to the depression of EPSPs induced by emodin
in rat hippocampal CA1 pyramidal neurons in vitro

【雑 誌 名】 Neurosci Res

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 52 , S165

【著　　者】 Asaumi Y, Hasuo H, Akasu T

【論　　題】 Effects of dopamine on the excitatory synaptic transmission in neurons of the rat
dorsolateral septal nucleus (DLSN).

【雑 誌 名】 Neurosci Res

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 52 , S71

11.生理学（統合自律機能）
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【著　　者】 Hasuo H

【論　　題】 Long-lasting facilitation of the EPSP induced by Dopamine via the presynaptic D1
receptors-PKA system in rat dorsolateral septal nucleus neurons

【雑 誌 名】 The Fifth Japan-Korea Joint Symposium of Brain Sciences, and Cardiac and Smooth
Muscles Program & Abstracts

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 60

【著　　者】 Takeya M, Hasuo H, Akasu T

【論　　題】 Effects of high temperature on the resting membrane potential and the excitatory
postsynaptic potential in hippocampal CA1 neurons.

【雑 誌 名】 Jpn J Physiol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 55 , S150

【著　　者】 Koga S, Muraoka N, Hasuo H, Akasu T, Shigemori M

【論　　題】 Effects of lateral fluid percussion injury on the neuronal activity in the hippocampal
CA1 neurons.

【雑 誌 名】 Jpn J Physiol

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 55 , S233

11.生理学（統合自律機能）
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12.医化学

「単行本 /著書」

【著　　者】 福山恵一 ,杉島正一  編者 :野口正人

【タイトル】 生体高分子の形と機能

【書名・発行所】基礎医学・生物系の同位体実験 -放射性同位体・安定同位体・X線結晶解析の基
礎 -,久留米大学医学部放射性同位体実験施設

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 99-113

【著　　者】 井上浩義・東元祐一郎・坂本寛・桑野剛一・高橋研一・野口正人・福山惠一・杉
島正一

【タイトル】 酵素

【書名・発行所】基礎医学・生物系の同位体実験 ー放射性同位体・安定同位体・X線結晶解析の基
礎ー
慧文社

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 73-98

【著　　者】 東元 祐一郎

【タイトル】 遺伝子工学

【書名・発行所】基礎医学・生物系の同位体実験 -放射性同位体・X線結晶解析の基礎 - 久留米大
学

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 33~49

【著　　者】 野口 正人 ,高橋 研一

【タイトル】 酵素

【書名・発行所】基礎医学・生物系の同位体実験 -放射性同位体・X線結晶解析の基礎 -
久留米大学

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 73-98

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 原田沙織、高橋研一、甲斐田泰彦、野口正人

【論　　題】 ヒトペプチド C末端アミド化酵素ー 2頭酵素としての発現システムの検討および
精製酵素の性質ー

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 68 , 187 - 200

12.医化学
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【著　　者】 Sakamoto H., Takahashi K., Higashimoto Y., Harada S., Palmer G., and Noguchi M.

【論　　題】 A kinetic study of the mechanism of conversion of alpha-hydroxyheme to verdoheme
while bound to heme oxygenase

【雑 誌 名】 Biochem Biophys Res Commun

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 338 , 578~583

【著　　者】 Niiyama S, Tanaka E, Tsuji S, Murai Y, Satani M, Sakamoto H, Takahashi K,
Kuroiwa M, Yamada A, Noguchi M, Higashi H

【論　　題】 Neuroprotective mechanisms of lidocaine against in vitro ischemic insult of the rat
hippocampal CA1 pyramidal neurons

【雑 誌 名】 Neurosci. Res.

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 53 , 271-278

【著　　者】 Goro Kikuchi, Tadashi Yoshida, Masato Noguchi

【論　　題】 Heme Oxygenase and heme degradation

【雑 誌 名】 BBRC

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 338 , 558-567

【著　　者】 Sugishima M, Hagiwara Y, Zhang X, Yoshida T, Migita CT, Fukuyama K

【論　　題】 Crystal structure of dimeric heme oxygenase-2 from Synechocystis sp. PCC 6803 in
complex with heme

【雑 誌 名】 Biochemistry

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 44 , 4257-4266

【著　　者】 Hideaki Sato, Masahiro Watanabe, Yoshio Hisaeda, Takashi Hayashi

【論　　題】 Unusual Ligand Discrimination by a Myoglobin Reconstituted with a Hydrophobic
Domain-linked Heme

【雑 誌 名】 J. Am. Chem. Soc.

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 127 , 56-57

【著　　者】 Higashimoto, Y., Sakamoto, H., Hayashi, S., Sugishima, M., Fukuyama, K., Palmer,
G., and Noguchi, M.

【論　　題】 Involvement of NADP(H) in the interaction between heme oxygenase-1 and
cytochrome P450 reductase

【雑 誌 名】 J. Biol. Chem.

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 280 , 729-737

12.医化学
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【著　　者】 Takashi Matsuo, Takashi Tsuruta, Keiko Maehara, Hideaki Sato, Yoshio Hisaeda,
Takashi Hayashi

【論　　題】 Preparation and O2 Binding Study of Myoglobin Having a Cobalt Porphycene

【雑 誌 名】 Inorg. Chem.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 44 , 9391-9396

「その他」

【著　　者】 東元祐一郎 ,山岸昌一 ,井上浩義 ,野口正人

【論　　題】 グリセルアルデヒド由来終末糖化産物に対する DNAアプタマーの応用

【雑 誌 名】 第 52回日本臨床検査医学会・第 45回日本臨床化学会年会連合大会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 杉島正一 ,萩原義徳 ,高橋康弘 ,福山恵一

【論　　題】 フェレドキシン依存性ビリン還元酵素 PcyAの構造解析

【雑 誌 名】 生物物理、日本生物物理学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 45 , S37

【著　　者】 東元祐一郎 ,山岸昌一 ,井上浩義 ,野口正人

【論　　題】 In vitro selection of DNA aptamers against glyceraldehydes-derived AGEs

【雑 誌 名】 生化学、第 78回日本生化学会大会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 77 , 1055

【著　　者】 高橋研一 ,原田沙織 ,野口正人

【論　　題】 The reaction of peptidylglycine alpha-hydroxylating monooxygenase with
phenylhydrazine

【雑 誌 名】 生化学、第 78回日本生化学会大会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 77 , 815

【著　　者】 小俣義明 ,野口正人

【論　　題】 Amino acid residues crucial for the catalysis of human uroporphyrinogen Ⅲ synthase

【雑 誌 名】 生化学、第 78回日本生化学会大会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 77 , 801

【著　　者】 坂本寛 ,杉島正一 ,東元祐一郎 ,福山恵一 ,野口正人

【論　　題】 ヘムオキシゲナーゼの立体構造からみた反応機構

【雑 誌 名】 生化学

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 77 , 634-638

12.医化学
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【著　　者】 杉島正一 ,萩原義徳 ,高橋康弘 ,福山恵一

【論　　題】 フェレドキシン依存性ビリン還元酵素の PcyAの結晶構造

【雑 誌 名】 第 32回生体分子科学討論会講演要旨集、生体分子科学討論会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 88

【著　　者】 萩原義徳 ,杉島正一 ,高橋康弘 ,福山恵一

【論　　題】 Synechocystis sp. PCC6803 由来 PcyA-biliverdin 複合体の結晶構造

【雑 誌 名】 第 5回日本蛋白質科学会年会プログラム・要旨集、日本蛋白質科学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 49

【著　　者】 東元祐一郎 ,山岸昌一 ,井上浩義 ,野口正人

【論　　題】 グリセルアルデヒド由来終末糖化産物 (AGE2)に対する DNAアプタマーの創製

【雑 誌 名】 平成 17年度日本生化学会九州支部例会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 村田大 ,林高史 ,佐藤秀明 ,松尾貴史 ,久枝良雄

【論　　題】 鉄ポルフィセンミオグロビンの過酸化水素との反応評価

【雑 誌 名】 日本化学会第 85春季年会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yuichiro Higashimoto,Hiroshi Sakamoto,Masakazu Sugishima,Keiichi
Fukuyama,Masato Noguchi

【論　　題】 Involvement of NADP(H) in the interaction between heme oxygenase-1 and
cytochrome P450 reductase

【雑 誌 名】 HO conference 2005, The 4th International Congress

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 Sugishima M, Hagiwara Y, Migita CT, Zhang X, Yoshida T, Fukuyama K

【論　　題】 Crystal structures of cyanobacterial hemeoxygenases

【雑 誌 名】 Acta Crystallographica Section A

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 61 , C213

【著　　者】 Hagiwara Y, Sugishima M, Takahashi Y, Fukuyama K

【論　　題】 Crystal structure of PcyA-biliverdin IXalpha complex

【雑 誌 名】 Acta Crystallographica Section A,  XX Congress of the International Union of
crystallography

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 61 , C194

12.医化学
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【著　　者】 Hagiwara Y, Sugishima M, Takahashi Y, Fukuyama K

【論　　題】 Structural analysis of phycocyanobilin: ferredoxin oxidoreductase (PcyA), an enzyme
involved in the biosynthesis of bilin pigments in photosynthetic organisms

【雑 誌 名】 生化学、日本生化学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 77 , 812

12.医化学
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13.薬理学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 田中　正敏

【論　　題】 人はなぜ眠るのか

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 747～ 752

【著　　者】 田中　正敏

【論　　題】 ストレスー不安のメカニズム

【雑 誌 名】 シナジー

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9～ 12

【著　　者】 Hamada M, Hendrick JP, Ryan GR, Kuroiwa M, Higashi H, Tanaka M, Nairn AC,
Greengard P, Nishi A

【論　　題】 Nicotine regulates DARPP-32 phosphorylation at multiple sites in neostriatal neurons.

【雑 誌 名】 J Pharmacol Exp Ther

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 315 , 872-878

【著　　者】 Uematsu K, Futter M, Hsieh-Wilson LC, Higashi H, Maeda H, Nairn AC, Greengard
P, Nishi A

【論　　題】 Regulation of spinophilin Ser94 phosphorylation in neostriatal neurons involves
DARPP-32-dependent and -independent pathways

【雑 誌 名】 J Neurochem

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 95 , 1642-1652

【著　　者】 Ohshima T, Ogura H, Tomizawa K, Hayashi K, Suzuki H, Saito T, Kamei H, Nishi A,
Bibb JA, Hisanaga S-I, Matsui H, Mikoshiba K

【論　　題】 Impairment of hippocampal long-term depression and defective spatial learning and
memory in p35-/- mice

【雑 誌 名】 J Neurochem

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 94 , 917-925

【著　　者】 Futter M, Uematsu K, Bullock SA, Kim Y, Hugh C. Hemmings HC Jr, Nishi A,
Greengard P, Nairn AC

【論　　題】 Phosphorylation of spinophilin by ERK and cyclin-dependent PK 5 (Cdk5)

【雑 誌 名】 Proc Natl Acad Sci USA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 102 , 3489-3494

13.薬理学

- 33 -



【著　　者】 Nishi A, Watanabe Y, Higashi H, Tanaka M, Nairn AC, Greengard P

【論　　題】 Glutamate regulation of DARPP-32 phosphorylation in neostriatal neurons involves
activation of multiple signaling cascades

【雑 誌 名】 Proc Natl Acad Sci USA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 102 , 1199-1204

【著　　者】 Hase M, Depre C, Vatner SF, Sadoshima J

【論　　題】 H11 has dose-dependent and dual hypertrophic and pro-apoptotic function in cardiac
myocytes: A potential involvement of casein kinase-2 in H11-induced cardiac myocyte
apoptosis.

【雑 誌 名】 Biochem J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 388 , 475-483

「その他」

【著　　者】 西 昭徳

【論　　題】 タンパク質リン酸化・脱リン酸化の行動への影響

【雑 誌 名】 実験医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 1164-1169

【著　　者】 西 昭徳

【論　　題】 ドーパミンおよびグルタミン酸シグナル統合における DARPP-32の役割

【雑 誌 名】 第 28回日本神経科学会シンポジウムで発表

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

13.薬理学
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14.病理学（神代）

「単行本 /著書」

【著　　者】 神代 正道
木曜会「編者」

【タイトル】 肝・胆・膵
肝細胞癌 (病理診断の問題点 )

【書名・発行所】「消化器癌の診断・治療 内視鏡と病理の接点」
新興医学出版社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 85～ 91

【著　　者】 神代 正道

【タイトル】 特別発言 病理学的観点から

【書名・発行所】早期肝細胞癌の画像的診断基準に迫る
(肝血流動態イメ -ジ研究会教育シンポジウム記録集 )
メディカルトリビュ -ン

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 93

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 渡辺次郎、植山雅彦、佐藤 圭、松本聡美、中島 収、上杉憲子、濱池勝弘、蓮尾泰
之
竹下盛重

【論　　題】 嚢胞性奇形種の線毛上皮成分より発生した卵巣悪性黒色腫の 1例

【雑 誌 名】 診断病理

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 273～ 275

【著　　者】 竹本由美、牛嶋公生、津田尚武、西田直代、神代咲子、竹本周二、村岡泰典、神
代正道
嘉村敏治

【論　　題】 子宮腺筋症より発生したと推測される子宮体部漿液性腺癌の一例

【雑 誌 名】 日本婦人科腫瘍学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 572～ 577

【著　　者】 内藤嘉紀、菅 偉哉、岡部義信、堀内彦之、児玉孝仁、木下壽文、神代正道、信川
文誠
須田耕一

【論　　題】 主膵管に浸潤せずに胆管に浸潤がみられた浸潤性膵管癌の 1例

【雑 誌 名】 膵臓

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 380～ 386

14.病理学（神代）
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【著　　者】 高梨訓博、高梁 稔、加藤淳二、高田弘一、宮西浩嗣、林 毅、由崎直人、高山哲
治、
神代正道、新津洋司郎

【論　　題】 正常肝に発症した直径 75mmの高分化型肝細胞癌の 1例

【雑 誌 名】 日本消化器病学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 102 , 332～ 339

【著　　者】 M Takeshita, H Sakai, S Okamura, Y Oshiro, K Higaki, O Nakashima, N Uike
I Yamamoto, M Kinjo, F Matsubara

【論　　題】 Splenic large B-cell lymphoma in patients with hepatitis C virus infection

【雑 誌 名】 Human Pathology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 36 , 878～ 885

【著　　者】 Y Arima , S Matsuda , H Yano , M Harada , K Itoh

【論　　題】 Parathyroid hormone- related protein as a common target molecule in specific
immunotherapy for a wide variety of tumor types

【雑 誌 名】 Int.J.Oncology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 981～ 988

【著　　者】 Yi Wang, Mamoru Harada, Hirohisa Yano, Sachiko Ogasawara, Hiroko Takedatsu,
Yoshimi Arima, Satiko Matsueda, Akira Yamada, Kyogo Itoh

【論　　題】 Prosttic Acid Phosphatase as a Tatget molecule in Specific Immunotherapy for
Patients With Nonprostate Adenocarcinoma

【雑 誌 名】 J Immunother

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 535-541

【著　　者】 Iwao IKai, Shigeki Arai, Takafumi Ichida, Kiwamu Okita, Masao Omata,Masamichi
Kojiro,
kenichi Takayasu, Yasuni nakanuma, Masatoshi Makuuchi, Yutaka Matsuyama,
Yoshio Yamaoka

【論　　題】 Report of the 16th follow-up survey of primary liver cancer

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 32 , 163～ 172

【著　　者】 H Miyaaki , M Fujimoto, M kurogi , O Nakashima , K Eguchi , M Kojiro

【論　　題】 Pathomorphological study on small nodular lesions in hepatitis C virus-related
cirrhosis

【雑 誌 名】 ONCOLOGY REPORTS

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 14 , 1469～ 1474

14.病理学（神代）
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【著　　者】 T Yokoyama, A Kawahara, M Kage,  M Kojiro H, Takayasu, T Sato

【論　　題】 Image Analysis of irregularity of Cluster Shape in Cytological Diagnosis of Breast
Tumors:  Cluster Analysis with 2D- Fractal Dimension

【雑 誌 名】 Diagnostic Cytopathology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 33 , 71-77

【著　　者】 Momosaki S, Uemura T, C.H.Scudamore, Kojiro M, H.J.Alter, E.Tabor

【論　　題】 SEN virus infection in patients with hepatocellular carcinoma

【雑 誌 名】 J. Viral Hepatitis

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 129 , 435～ 438

【著　　者】 S Kume, S Kato, S Yamagishi, Y Inagaki, S Ueda, N Arima, T Okawa, M Kojiro
K Nagata

【論　　題】 Advanced Glycation End-Products Attenuate Human Mesenchymal Stem Cell
and Prevent Cognate Differentiation Into Adipose Tissue, Cartilage, and Bone

【雑 誌 名】 J. Bone and Mineral Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 1647～ 1658

【著　　者】 Numata S, Nakamura Y, Imamura Y, Honda  J, Momosaki S, Kojiro M

【論　　題】 Rapid Quantitative Analysis of Human Cytomegalovirus DNA by the Real-Time
Polymerase Chain Reaction Method

【雑 誌 名】 Arch Pathol Lab Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 129 , 200～ 204

【著　　者】 J Akiba , T Umemura , H J Alter , M Kojiro , E Tobor

【論　　題】 SEN virus: epidemiology and characteristics of a transfusion-tansmitted virus

【雑 誌 名】 TRANSFUSION

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 45 , 1084～ 1088

【著　　者】 Ogasawara S,Yano H,  Momosaki S,  Nishida N,Takemoto Y, Kojiro S,Kojiro M

【論　　題】 Expression and matrix metalloproteinases(MMPs) in cultured hepatocellular
carcinoma(HCC) cells and surgically resected HCC tissues

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 1043～ 1048

14.病理学（神代）
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【著　　者】 Yano H, Ogasawara S, Momosaki S, Akiba J, Nishida N, Kojiro S,Ishizaki H,
Kojiro M

【論　　題】 Expression and activation of apoptosis - related molecules involved in interferon-
α -mediated apoptosis in human liver cancer cells

【雑 誌 名】 Int.J.Oncology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1645～ 1652

【著　　者】 Kojiro M

【論　　題】 Histopathology of liver cancers

【雑 誌 名】 Best Practice & Research Clinical Gastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 39～ 62

【著　　者】 Kojiro M, Tania Roskams

【論　　題】 Early Hepatocellular Carcinoma and Dysplastic Nodules

【雑 誌 名】 Liver Disease

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 133～ 142

【著　　者】 K Shiota, A Jimi, R Yamaguchi, M Hara, H Kinoshita, M Kojiro

【論　　題】 Carcinoid Tumor of the Vater 's Papilla Presenting with Chronic Pancreati
̶ A Cace report

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 105～ 109

「その他」

【著　　者】 中島 収

【論　　題】 血管構築

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 421～ 425

【著　　者】 鹿毛政義、谷川 健

【論　　題】 Budd-Chiari 症候群

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 371～ 378

14.病理学（神代）
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【著　　者】 鹿毛政義、谷川 健

【論　　題】 腫瘍類似病変との鑑別 :胆管細胞腺腫と胆管性過誤腫

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 50 , 905～ 908

【著　　者】 神代正道、黒木美菜、津留正樹

【論　　題】 腫瘤形成型肝内胆管癌の病理

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 7 , 757～ 762

【著　　者】 神代正道、黒木美菜、津留正樹

【論　　題】 腫瘤形成型肝内胆管癌の病理

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 7 , 757-762

【著　　者】 山岡義生、猪飼伊和夫、有井滋樹、市田隆文、沖田 極、小俣政男、神代正道、
高安賢一、中沼安二、幕内雅敏、松山 裕

【論　　題】 第 16回全国原発性肝癌追跡調査報告 (2000～ 2001)

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 46 , 234～ 254

【著　　者】 神代正道、津留正樹

【論　　題】 肝癌の病理 -最近の話題 -

【雑 誌 名】 外科治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 93 , 15～ 18

【著　　者】 神代正道

【論　　題】 肝硬変から肝細胞癌へ :病理学的観点から

【雑 誌 名】 大阪透析研究会会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 1～ 7

【著　　者】 神代正道

【論　　題】 早期肝細胞癌 , 腺腫様過形成の病理と生検診断

【雑 誌 名】 病理と臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 127～ 135

14.病理学（神代）
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【著　　者】 岡部義信、管偉哉、木山雅晴、川原隆一、安永昌史、木下壽文、内藤嘉紀、山口
倫、自見厚郎、神代正道、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 腫瘤形成型肝内胆管癌の病理

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 7 , 747～ 750

14.病理学（神代）
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15.病理学（大島）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kodama T, Ohshima K, Nomura K, Taniwaki M, Nakamura N, Nakamura S, Kohno S,
Yamamoto J, Karube K, Yamasita Y, Shirakusa T, Kikuchi M.

【論　　題】 Lymphomatous polyposis of the gastrointestinal tract, including mantle cell
lymphoma, follicular lymphoma and mucosa-associated lymphoid tissue lymphoma.

【雑 誌 名】 Histopathology

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 47 , 467-478

【著　　者】 Nakashima Y, Tagawa H, Suzuki R, Karnan S, Karube K, Ohshima K, Muta K,
Nawata H, Morishima Y, Nakamura S, Seto M.

【論　　題】 Genome-wide array-based comparative genomic hybridization of natural killer cell
lymphoma/leukemia: different genomic alteration patterns of aggressive NK-cell
leukemia and extranodal Nk/T-cell lymphoma, nasal type.

【雑 誌 名】 Genes Chromosomes Cancer

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 44 , 247-255

【著　　者】 Yasuo Sugita,Yasuhiro Nakamura,Munehiko Yamamoto,Eriko Oda,Osamu
Tokunaga,Minoru Shigemori

【論　　題】 Expression of tubulin beta II in neuroepithelial tumors:reflection of architectural
changes in the developing human brain

【雑 誌 名】 Acta Neuropathologica

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 110 , 127~134

【著　　者】 Kakumitsu H, Kamezaki K, Shimoda K, Karube K, Haro T, Numata A, Shide K,
Matsuda T, Oshima K, Harada M.

【論　　題】 Transgenic mice overexpressing murine thrombopoietin develop myelofibrosis and
osteosclerosis.

【雑 誌 名】 Leuk Res

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 29 , 761-769

【著　　者】 Shimizu S, Nakashima H, Karube K, Ohshima K, Egashira K.

【論　　題】 Monocyte chemoattractant protein-1 activates a regional Th1 immunoresponse in
nephritis of MRL/lpr mice.

【雑 誌 名】 Clin Exp Rheumatol

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 23 , 239-242

15.病理学（大島）
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【著　　者】 Masamitsu Abe,Kenji Fukudome,Yasuo Sugita,Tsuyoshi Oishi,Kazuo
Tabuchi,Teruaki Kawano

【論　　題】 Thrombus and encapsulated hematoma in cerebral cavernous malformation

【雑 誌 名】 Acta Neuropathologica

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 109 , 503~509

【著　　者】 Rahmawati Minhajat,Daisuke Mori,Fumio Yamasaki,Yasuo Sugita,Toshimi
Satoh,Osamu Tokunaga

【論　　題】 Endoglin (CD105) expression in angiogenesis of colon cancer:analysis using tissue
microarrays and comparison with other endothelial markers

【雑 誌 名】 Virchow Archiv

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 448 , 1~8

【著　　者】 Yamaguchi T, Ohshima K, Karube K, Tutiya T, Kawano R, Suefuji H, Shimizu A,
Nakayama J, Suzumiya J, Moroi Y, Urabe K, Furue M, Koga T, Kikuchi M.

【論　　題】 Clinicopathological features of cutaneous lesions of adult T-cell leukaemia/
lymphoma.

【雑 誌 名】 Br J Dermatol

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 152 , 76-81

【著　　者】 Karube K, Ohshima K, Tsuchiya T, Yamaguchi T, Kawano R, Suzumiya J, Harada M,
Kikuchi M

【論　　題】 A "floral" variant of nodal marginal zone lymphoma

【雑 誌 名】 Hum Pathol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 36 , 202-206

【著　　者】 Kanegane H, Ito Y, Ohshima K, Shichijo T, Tomimasu K,Nomura K, Futatani T,
Sumazaki R, Miyawaki T

【論　　題】 X-linked lymphoproliferarive syndrome presenting with systemic lymphocytic
vasculitis

【雑 誌 名】 Am J Hematol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 78 , 130-133

15.病理学（大島）
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【著　　者】 Fujii A, Oshima K, Hamasaki M, Utunomiya H, Okazaki M, Kagami Y, Seto M,
Kikuchi M.

【論　　題】 Differential expression of cytokine, chemokines and their receptors in follicular
lymphoma and reactive follicular hyperplasia:;assessment by complementary DNA
microarray.

【雑 誌 名】 Fujii A, Oshima K, Hamasaki M, Utunomiya H, Okazaki M, Kagami Y, Seto M,
Kikuchi M.
Oncology Reports

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 ,  819-824

【著　　者】 Suefuji H, Ohshima K, Karube K, Kawano R, Nabeshima K, Suzumiya J, Hayabuchi
N, Kikuchi M.

【論　　題】 CXCR3-positive B cells found at elevated frequency in the peripheral blood of patients
with MALT lymphoma are attracted by MIG and belong to the lymphoma clone.

【雑 誌 名】 Int J Cancer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 114 ,  896--901

【著　　者】 Takino H, Okabe M, Li C, Ohshima K, Yoshino T, Nakamura S, Ueda R, Eimoto T,
Inagaki H.

【論　　題】 p16/INK4a gene methylation is a frequent finding in pulmonary MALT lymphomas at
diagnosis

【雑 誌 名】 Modern pathol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 1187-1192

【著　　者】 Guo Y, Karube K, Kawano R, Yamaguchi T, Suzumiya J, Huang GS, Ohshima K.

【論　　題】 Low-grade follicular lymphoma with t(14;18) presents a homogeneous disease entity
otherwise the rest comprises minor groups of heterogeneous disease entities with Bcl2
amplification, Bcl6 translocation or other gene aberrances.

【雑 誌 名】 Leukemia

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 1058-1063

【著　　者】 Fujimura S, Xing Y, Takeya M, Yamashita Y, Ohshima K, Kuwahara K, Sakaguchi N.

【論　　題】 Increased expression of germinal center-associated nuclear protein RNA-primase is
associated with lymphomagenesis

【雑 誌 名】 Cancer Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 65 , 5925-5934

15.病理学（大島）
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【著　　者】 Oshimi K, Kawa K, Nakamura S, Suzuki R, Suzumiya J, Yamaguchi M, Kameoka J,
Tagawa S, Imamura N, Ohshima K, Kojya S, Iwatsuki K, Tokura Y, Sato E, Sugimori
H; NK-cell Tumor Study Group.

【論　　題】 NK-cell neoplasms in Japan

【雑 誌 名】 Hematology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 237-245

【著　　者】 Kawano N, Ishikawa F, Shimoda K, Yasukawa M, Nagafuji K, Miyamoto T, Baba E,
Tanaka T, Yamasaki S, Gondo H, Otsuka T, Ohshima K, Shultz LD, Akashi K, harada
M.

【論　　題】 Efficient engraftment of primary adult T-cell leukemia cells in newborn
NOD/SCID/beta2-microglobulin(null) mice..

【雑 誌 名】 Leukemia

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 1384-1390

「その他」

【著　　者】 大島孝一、加留部謙之輔

【論　　題】 ウイルス (HTLV-1,EB virusなど )関連病変

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 215 , 947-950

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、原田実根

【論　　題】 Nodal marginal zone lymphomaは単一疾患か ?

【雑 誌 名】 血液・腫瘍科

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 449

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、鈴宮淳司、末藤大明、原田実根

【論　　題】 頭頚部悪性リンパ腫の病態と病理診断―鼻型 NK/T細胞性リンパ腫を中心にー

【雑 誌 名】 病理と臨床

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 23 , 1208

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、原田実根

【論　　題】 ホジキンリンパ腫

【雑 誌 名】 血液フロンティア

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 15 , 1685

15.病理学（大島）
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【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、河野理子、鈴宮淳司、原田実根

【論　　題】 「悪性リンパ腫の病態」「Bcl2陰性の濾胞性リンパ腫における各種抗アポトーシス
分子および p53の発現についての検討」

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会総会 ワークショップ

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、竹下盛重、岩崎宏、原田実根

【論　　題】 染色体検査と免疫遺伝学的手法

【雑 誌 名】 癌の臨床

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 51 , 573

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、竹下盛重、岩崎宏、原田実根

【論　　題】 「染色体検査と免疫遺伝学的手法」

【雑 誌 名】 第 94回日本病理学会総会 ワークショップ

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、原田実根

【論　　題】 ホジキンリンパ腫の遺伝子プロファイリング

【雑 誌 名】 血液・腫瘍科

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 50 , 205-210

【著　　者】 Kennosuke Karube, Koichi Ohshima, Junji Suzumiya, Mine Harada

【論　　題】 Gene expression profile of cytokine and chemokine status in microdissected primary
Hodgkin and Reed-Sternberg cells

【雑 誌 名】 9th International Conference on Malignant lymphoma

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

15.病理学（大島）
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16.細菌学

「単行本 /著書」

【著　　者】 桑野剛一

【タイトル】 生体情報と細胞応答

【書名・発行所】基礎医学・生物系の同位体実験 -放射性同位体・安定同位体・X線結晶解析の基
礎 -

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 p.52～ 71

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kuwano K, Tanaka. N, Shimizu T, Nagatoshi K, Nou S, Sonomoto K

【論　　題】 Dual antibacterial mechanisms of nisin Z against Gram-positive and Gram-negative
bacteria.

【雑 誌 名】 Int J Antimicrob Agents.

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 26 , 396～ 402

【著　　者】 Shimizu, T., Kida, Y., Kuwano, K.

【論　　題】 A dipalmitoylated lipoprotein from Mycoplasma pneumoniae activates NF-kB through
TLR1, TLR2, and TLR6

【雑 誌 名】 Journal of Immunology

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 175 , 4641-4646

【著　　者】 Kida, Y., Shimizu, T., Kuwano, K.

【論　　題】 Conditional expression of liver-enriched transcriptional activator protein augments
Acholeplasma laidlawii-induced granulysin gene expression in a human monocytic
cell line, THP-1

【雑 誌 名】 Immunology

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 114 , 121-132

16.細菌学
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17.ウイルス学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 本田元人、今村宜寛、松枝智子、濱田信之

【論　　題】 医療スタッフから短期間に検出されたインフルエンザウイルスの遺伝子解析

【雑 誌 名】 臨床とウイルス

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 33 , 347-352

17.ウイルス学
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18.寄生虫学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 江下優樹 ,浦川豊彦 ,福間利英

【論　　題】 睡眠病を制御する ～再起の第一歩を推進するために～

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 212 , 185～ 190

【著　　者】 M. Hirata, K. Hirata, T. Hara, M. Kawabuchi, T. Fukuma

【論　　題】 Expression of TGF-β -like molecules in the life cycle of Schistosoma japonicum.

【雑 誌 名】 Parasitology Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 95 , 367～ 373

【著　　者】 Masahiro Inoue, Yasuo Nakamura, Kouichi Yasuda, Natsumi Yasaka, Tatsuru Hara,
Achim Schnaufer, Kenneth Stuart and Toshihide Fukuma

【論　　題】 The 14-3-3 proteins of Trypanosoma brucei function in motility, cytokinesis, and cell
cycle.

【雑 誌 名】 The Journal of Biological Chemistry

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 280 , 14085~14096

【著　　者】 Yano, M., Kanesaki, Y., Koumoto, Y., Inoue, M., and Kido, H.

【論　　題】 Chaperon activities of the 26S and 20s proteasome.

【雑 誌 名】 Current Protein and Peptide Science

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 6 , 197～ 203

【著　　者】 Tatsuru Hara, Toshihide Fukuma

【論　　題】 Diagnosis of the primary amoebic meningoencephalitis due to Naegleria fowleri.

【雑 誌 名】 Parasitology International

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 219～ 221

18.寄生虫学
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19.免疫学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Takedatsu H, Yoshimoto K, Okamura T, Yakushiji K, Imamura R, Hashiguchi M, Seki
R, Obata Y, Harada M, yamada A, Yamana H, Sata M, Itoh K.

【論　　題】 Immunological evaluation of vaccination of peptide derived from epithelial
cancer-related antiegns in two patients with hematological malignancy.

【雑 誌 名】 Int. J. Oncol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1605~1612

【著　　者】 Harada M, Matsueda S, Yao A, Noguchi M, Itoh K.

【論　　題】 Vaccination of cytotoxic T lymphocyte-directed peptides elicited and spread humoral
and Th1-type immune responses to prostate-specific antigen protein in a prostate
cancer patient.

【雑 誌 名】 J. Immunother.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 368~375

【著　　者】 Eto M, Harada M, Tatsugami K, Hoka H, Matsuzaki G, Naito S.

【論　　題】 Anti-tumor activity of heat-shock protein 60-recognizing CD4+ T cells against
syngeneic murine renal cell carcinoma.

【雑 誌 名】 BJU INT

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 95 , 421-424

【著　　者】 Hara M, Matsueda S, Tamura M, Takedatsu H, Tanaka M, Kawano K, Mochizuki K,
Kamura T, Itoh K, and Harada M.

【論　　題】 Identification of human papillomavirus 16-E6 protein-derived peptides with the
potential to generate cytotoxic T-lymphocytes toward human leukocyte antigen-A24+
cervical cancer

【雑 誌 名】 Int. J. Oncol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 1371-1379

【著　　者】 Matsueda S, Takedatsu H, Yao A, Tanaka M, Noguchi M, and Itoh K.

【論　　題】 Identification of peptide vaccine candidates for prostate cancer patients with HLA-A3
supertype alleles.

【雑 誌 名】 Clin Cancer Res.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 6933-6943

19.免疫学
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【著　　者】 Wang Y, Harada M, Yano H, Ogasawara S, Takedatsu H, Arima Y, Matsueda S,
Yamada A, Itoh K.

【論　　題】 Prostatic acid phosphatase as a target molecule in specific immunotherapy for patients
with nonprostate adenocarcinoma.

【雑 誌 名】 J. Immunother.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 535-541

【著　　者】 Arima Y, Matsueda S, Yano H, Harada M, Itoh K

【論　　題】 Parathyroid hormone-related protein as a common target molecule in specific
immunotherapy for a wide variety of tumor types.

【雑 誌 名】 Int J Oncology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 981-988

【著　　者】 Tamura M, Yamada A, Takao Y, Matsueda S, Komatsu N, Yutani S, Ide T, Sata M,
Itoh K

【論　　題】 Identification of hepatitis C virus 1b-derived peptides recognized by both
cellular and humoral immune systems in HCV1b+ HLA-A24+ patients

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 32 , 227-234

【著　　者】 Takedatsu H, Yoshimoto K, Okamura T, Miyazaki H, Kuwaki T, Sata M, and Itoh K.

【論　　題】 Determination of thrombopoietin-derived peptides recognized by both cellular and
humoral immunities in healthy donors and patients with thrombocytopenia.

【雑 誌 名】 Stem Cells

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 975-982

【著　　者】 Shichijo S, Ito M, Azuma K, Komatsu N, Maeda Y, Ishihara Y, Nakamura T, Harada
M, and Itoh K.

【論　　題】 A unique gene having homology with the kinesin family member 18A encodes a
tumor-associated antigen recognized by cytotoxic T lymphocytes from HLA-A2+
colon cancer patients.

【雑 誌 名】 Eur J Cancer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 41 , 1323-1330

【著　　者】 Yamamoto K, Mine T, Katagiri K, Suzuki N, Kawaoka T, Ueno T, Matsueda S,
Yamada A, Itoh K, Yamana H and Oka M

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination for patients with
pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 875-883

19.免疫学
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【著　　者】 Yao A, Harada M, Matsueda S, Ishihara Y, Shomura H, Takao Y, Noguchi M,
Matsuoka K, Hara Isao, Kamidono S, and Itoh K.

【論　　題】 New epitope peptides derived from parathyroid hormone-related protein which have
the capacity to induce prostate cancer-reactive cytotoxic T lymphocytes in HLA-A2+
prostate cancer patients.

【雑 誌 名】 The Prostate

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 62 , 233-242

【著　　者】 Shichijo S, Ishihara Y, Azuma K, Komatsu N, Higashimoto N, Ito M, Nakamura T,
Ueno T, Harada M, and Itoh K

【論　　題】 ABCE1, a member of ATP-binding cassette transporter gene, encodes peptides capable
of inducing HLA-A2-restricted and tumor-reactive cytotoxic T lymphocytes in colon
cancer patients

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 907-913

【著　　者】 Noguchi M, Itoh K, Yao A, Mine T, Yamada A, Obata Y, Furuta M, Harada M,
Suekane S, Matsuoka K.

【論　　題】 Immunological evaluation of individualized peptide vaccination with a low dose of
estramustine for HLA-A24+ HRPC patients

【雑 誌 名】 The Prostate

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 1-12

【著　　者】 Hosokawa M, Kadota R, Shichijo S, Itoh K, Dmitriev I, Krasnykh V, Curiel D T,
Takue Y, Wakasugi H, Takashima S, Heike Y.

【論　　題】 Cell cycle arrest and apoptosis induced by SART-1 gene transduction.

【雑 誌 名】 Anticancer Res.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 1983-1990

【著　　者】 Yajima N, Yamanaka R, Mine T, Tsuchiya N, Honma J, Sano M, Kuramoto T, Obata
Y, Komatsu N, Arima Y, Yamada A, Shigemori M, Itoh K and Tanaka R

【論　　題】 Immunologic evaluation of personalized peptide vaccination for patients with
advanced malignant glioma.

【雑 誌 名】 Clin. Cancer Res.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 5900-5911

19.免疫学
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「その他」

【著　　者】 田村 真由美、山田 亮、高尾 由香里、小松 誠和、由谷 茂、井出 達也、佐田 通夫、
伊東 恭悟

【論　　題】 細胞性および液性免疫によって認識される C型肝炎ウイルス抗原ペプチドの同定

【雑 誌 名】 第 64回日本癌学会学術総会

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 矢島直樹、山中龍也、峯孝志、重森稔、伊東恭悟、田中隆一

【論　　題】 悪性神経膠腫に対する CTL precursor-oriented ペプチドワクチン療法。

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 582-587

【著　　者】 峯孝志、伊東恭悟

【論　　題】 トランスレーショナルリサーチの今

【雑 誌 名】 Frontiers in Gastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 338-342

【著　　者】 峯孝志、伊東恭悟

【論　　題】 ペプチドによる癌免疫療法。

【雑 誌 名】 細胞工学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , 1196-1199

【著　　者】 矢島直樹、山中龍也、田中隆一、峯孝志、伊東恭悟

【論　　題】 進行性脳腫瘍へのテーラーメイドペプチドワクチン

【雑 誌 名】 神経進歩

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 49 , 927-929

19.免疫学
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20.環境医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 佐川公矯 石竹達也「編者」

【タイトル】 久留米大学公開講座 28 ライフステージからみた健康診断

【書名・発行所】五絃社

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 1～ 179

【著　　者】 佐川公矯、石竹達也「編者」

【タイトル】 健康診断を上手につかった健康管理

【書名・発行所】久留米大学公開講座 28 ライフステージからみた健康診断 五絃社

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 161～ 179

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 森美穂子 堤明純 高木勝 重本亨 三橋睦子 石井敦子 名切信 五嶋佳子 石竹達也

【論　　題】 退職後の睡眠の質におよぼす交代勤務の影響

【雑 誌 名】 産業衛生学雑誌

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 47 , 113～ 118

【著　　者】 五嶋佳子 永富香織 重本亨 石井敦子 佐藤祐桂 鬼崎信好 石竹達也

【論　　題】 介護保険制度下における訪問リハビリテーションの利用状況分析

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 68 , 37～ 44

【著　　者】 Ishitake T, Ando H

【論　　題】 Significance of finger coldness in hand-arm vibration syndrome

【雑 誌 名】 Envrion Health Prev Med

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 371-376

【著　　者】 Ando H, Nieminen K , Toppila E, Starck J, Ishitake T

【論　　題】 Effect of impulse vibration on red blood cells in vitro

【雑 誌 名】 Scand J Work Environ Health

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 31 , 286-290

20.環境医学
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【著　　者】 Smith D, Devine S, Leggat P, Ishitake T

【論　　題】 Alcohol and tabacco consumption among police officers

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 69 , 63-65

【著　　者】 Nagamatsu Y, Terazaki Y, Muta F, Yamana H, Shirouzu K, Ishitake, T

【論　　題】 Expired gas analysis during exercise testing pre-pneumonectomy

【雑 誌 名】 Surg Today

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 35 , 1021-1025

「その他」

【著　　者】 Ando H, Ishitake T

【論　　題】 Response to cold stress in young Japanese women complaining of cold intolerance

【雑 誌 名】 The 16th China Korea Japan Joint Conference on Occupational Health (China, Dalian)

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

20.環境医学
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21.公衆衛生学

「単行本 /著書」

【著　　者】 柴田 彰、「監修」田島和雄「編者」徳留信寛、古野純典、中地 敬

【タイトル】 肝臓がん

【書名・発行所】がん予防の最前線 下 最新の研究成果と予防戦略、昭和堂

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 56～ 59

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Hoshi H, Yagi Y, Iijima H, Matsunaga K, Ishihara Y, Yasuhara T

【論　　題】 Isolation and characterization of a novel immunomodulatory alpha-glucan-protein
complex from the mycelium of Tricholoma matsutake in basidiomycetes

【雑 誌 名】 J Agric Food Chem

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 53 , 8948-8956

【著　　者】 Kurozawa Y. Ogimoto I. Shibata A. Nose T. Yoshimura T. Suzuki H. Sakata R. Fujita
Y. Ichikawa S. Iwai N. Tamakoshi A. JACC Study Group

【論　　題】 Coffee and risk of death from hepatocellular carcinoma in a large cohort study in
Japan.

【雑 誌 名】 British Journal of Cancer

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 93 , 607～ 610

【著　　者】 Ishihara Y

【論　　題】 Selectin family (E-selectin, P-selectin, L-selectin)

【雑 誌 名】 Nippon Rinsho

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 63 , 146-150

【著　　者】 Nishiyori A. Shibata A. Ogimoto I. Uchimura N. Egami H. Nakamura J. Sakata R.
Fukuda K.

【論　　題】 Alcohol drinking frequency is more directly associated with alcohol use disorder than
alcohol metabolizing enzymes among male Japanese.

【雑 誌 名】 Psychiatry & Clinical Neurosciences.

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 59 , 38-44

21.公衆衛生学
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「その他」

【著　　者】 kyoso M, Narisawa M, Ito E, Ishijima M, Yana K, Kato A, Ito T, Ishihara Y

【論　　題】 Influence of exposure to diesel emission in rats and distribution profile for R-R
interval

【雑 誌 名】 Proceedings of 27th annual international conference of the IEEE engineering in
medical and biology society

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ishihara Y

【論　　題】 Health effects of nanoparticle aerosol-fullerene and carbon nanotube as carbon
materials-

【雑 誌 名】 J Aerosol Res

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 20 , 193-199

【著　　者】 Y. Ishihara, M. Kyoso, M. Ishijima,K. Yana, T. Ito, K. Tamura,
M. Tanazawa, M. Ochi, Y. Imano

【論　　題】 Effects of 1-w diesel exhaust exposure on cardiopulmonary functions in 15-month-old
rats with hypertension

【雑 誌 名】 American Thoracic Society International Conference

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Y.Ishihara, M.Kyoso, T.Nishikawa, M Ishijima, T.Suzuki, T.Kobayashi, M.Ochi

【論　　題】 Effects of 3-day CAPs exposure on cardiac function in two-year-old F344 rats

【雑 誌 名】 American Thoracic Society International Conference

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Y. Ishihara, M. Kyoso, M. Ishijima, K. Yana, T. Ito, K. Tamura, M. Yamamoto, M.
Ochi, Y. Imano

【論　　題】 Effects of long-term diesel exhaust exposure on cardiopulmonary functions in aged
rats

【雑 誌 名】 American Thoracic Society International Conference

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kyoso M, Ishijima M, Ishihara Y, Yana K, Ito T, Maejima K

【論　　題】 Evaluation of biological effect by diesel exhaust emission-Analysis of circadial rhythm
of heart rate variability-

【雑 誌 名】 transactions of the Japanese society for medical and biological engineering

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 43 , 562

21.公衆衛生学
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【著　　者】 Kyoso M, Narisawa M, Ito E, Ishijima M, Ishihara Y, yana K, Ito T, Maejima K

【論　　題】 Resting R-R interval extraction from R-R histogram to evaluate the effect of diesel
emissions

【雑 誌 名】 transactions of the Japanese Society for Medical and Biological Engineering

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 43 , 560

21.公衆衛生学
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22.法医学・人類遺伝学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Soejima M, Koda Y.

【論　　題】 Denaturing high-performance liquid chromatography-based genotyping and genetic
variation of FUT2 in Sri Lanka.

【雑 誌 名】 Transfusion

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 45 , 1934-1939

【著　　者】 Soejima M, Koda Y.

【論　　題】 Molecular mechanisms of Lewis antigen expression.

【雑 誌 名】 Leg Med

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 7 , 266-269

【著　　者】 Kim SJ, Winter K, Nian C, Tsuneoka M, Koda Y, McIntosh CH.

【論　　題】 Glucose-dependent insulinotropic polypeptide (GIP) stimulation of pancreatic beta-cell
survival is dependent upon phosphatidylinositol 3-kinase (PI3K)/protein kinase B
(PKB) signaling, inactivation of the forkhead transcription factor Foxo1, and
down-regulation of bax expression.

【雑 誌 名】 J Biol Chem

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 280 , 22297-22307

【著　　者】 Tsuneoka M, Teye K, Arima N, Soejima M, Otera H, Ohashi K, Koga Y, Fujita H,
Shirouzu K, Kimura H, Koda Y.

【論　　題】 A Novel Myc-target Gene, mimitin, That Is Involved in Cell Proliferation of
Esophageal Squamous Cell Carcinoma.

【雑 誌 名】 J Biol Chem

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 280 , 19977-19985

【著　　者】 Soejima M, Tachida H, Tsuneoka M, Takenaka O, Kimura H, Koda Y.

【論　　題】 Nucleotide sequence analyses of human complement 6 (C6) gene suggest balancing
selection.

【雑 誌 名】 Ann Hum Genet

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 69 , 239-252

22.法医学・人類遺伝学
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【著　　者】 Akinori Sano and Hidenori Tachida

【論　　題】 Gene Genealogy and Properties of Test Statistics of Neutrality Under Population
Growth

【雑 誌 名】 Genetics

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 169 , 1687

【著　　者】 Hiromatsu Y, Fukutani T, Ichimura M, Mukai T, Kaku H, Nakayama H, Miyake I,
Shoji S, Koda Y, Bednarczuk T.

【論　　題】 Interleukin-13 gene polymorphisms confer the susceptibility of Japanese populations
to Graves' disease.

【雑 誌 名】 J Clin Endocrinol Metab

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 90 , 296-301
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23.内科学（呼吸器・神経・膠原病）

「単行本 /著書」

【著　　者】 古賀丈晴
編集 工藤翔二

【タイトル】 気管支喘息診断の落とし穴

【書名・発行所】呼吸器診療のコツと落とし穴、中山書店

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 2 , 42～ 44

【著　　者】 相澤久道

【タイトル】 プライマリケアで COPDを見落とさないために

【書名・発行所】呼吸器診療のコツと落とし穴 2 閉塞性肺疾患・呼吸不全

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 70～ 72

【著　　者】 綾部光芳

【タイトル】 Glial fibrillary acidic protein (GFAP)

【書名・発行所】生体の科学 ,医学書院

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 56 , 488～ 489

【著　　者】 相澤久道、光武良幸

【タイトル】 テオフィリンの使用法

【書名・発行所】気管支喘息診療ハンドブック

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 127～ 134

【著　　者】 古賀丈晴
編集 工藤翔二

【タイトル】 外来で診る急性呼吸器感染症ー有効な抗菌薬投与のコツ

【書名・発行所】呼吸器診療のコツと落とし穴、中山書店

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 1 , 116～ 117

【著　　者】 庄司紘史 ,佐藤留美 ,永渕雅子 ,綾部光芳

【タイトル】 ヘルペス脳炎

【書名・発行所】臨牀と研究

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 82 , 1455～ 1460
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【著　　者】 綾部光芳 ,庄司紘史

【タイトル】 神経疾患治療の進歩 (2004)感染症の治療の進歩

【書名・発行所】神経治療学

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 22 , 453～ 456

【著　　者】 田中健ほか

【タイトル】 悪性リンパ腫の治療

【書名・発行所】 year note 2006 主要病態・主要疾患の論文集
MEDIC MEDIA

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 1153-1161

【著　　者】 相澤久道

【タイトル】 COPDの治療 ステロイド

【書名・発行所】化学療法の領域

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 21 , p125-p131

【著　　者】 星野友昭、菅村和夫、宮園貢平浩平、宮澤恵二、田中伸幸

【タイトル】 IL-18

【書名・発行所】サイトカイン・増殖因子 用語ライブラリー

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 45-47

【著　　者】 星野友昭、菅村和夫、宮園貢平浩平、宮澤恵二、田中伸幸

【タイトル】 IL-1

【書名・発行所】サイトカイン・増殖因子 用語ライブラリー

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18-19

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 森松嘉孝、青木由香、溝口祐輔、北里裕彦、相澤久道

【論　　題】 柑橘類 (マーコット )の種子誤嚥によって右上葉多発浸潤影が増悪・寛解を繰り返
し、気管支異物に対する生体反応を証明しえた症例

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会雑誌

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 43 , 746-750

【著　　者】 星野友昭、北里裕彦、木下隆、今岡治樹、加藤誠也、相澤久道

【論　　題】 抗酸化薬の呼吸器疾患への可能性

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 24 , 1009-1014
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【著　　者】 高岩亜輝子、山下謙一郎、野村拓夫、志田堅四郎、谷脇考恭

【論　　題】 炭鉱爆発による一酸化炭素中毒後遺症 40年後の神経心理学的検討 :画像失認の一
例

【雑 誌 名】 脳と神経

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 57 , 997~1002

【著　　者】 北里裕彦、米光純子、本多靖洋、竹尾正彰、丸岡 浩、西山 守、大下祐一、星野友
昭、末安禎子、古賀丈晴、力丸 徹、相澤久道

【論　　題】 多発筋炎に合併した急速進行性間質性肺炎の 1例

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 24 , 793～ 797

【著　　者】 有村公一、村井弘之、菊地仁志、重藤寛史、谷脇考恭、古谷博和、吉良潤一

【論　　題】 胃切除後に再発を繰り返したWernicke脳症の 1例

【雑 誌 名】 日本内科学会雑誌

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 94 , 142~144

【著　　者】 北里裕彦 , 末安禎子 , 松本久美 , 木戸文子 , 田中真紀 , 星野友昭 , 相澤久道

【論　　題】 各疾患における性差医療 ;呼吸器疾患と性差医療

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 82 , 1304-1309

【著　　者】 北里裕彦 , 田尻守拡 , 森松嘉孝

【論　　題】 プロピオン酸フルチカゾンからブデソニドへの変更によって症状改善を認めた難
治性喘息の 2例

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 23 , 71-75

【著　　者】 金青玉、野村拓夫、越智博文、谷脇考恭、古谷博和、吉良潤一

【論　　題】 皮質性小脳萎縮症の経過中に中枢型睡眠時無呼吸症候群を呈した一例

【雑 誌 名】 臨床神経学

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 45 , 490~495

【著　　者】 黒木紀子、大八木保政、本村今日子、谷脇考恭、吉良潤一

【論　　題】 CAGリピート延長著明な若年発症型ハンチントン病におけるMRI・SPECT画像

【雑 誌 名】 神経内科

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 62 , 610~612
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【著　　者】 高瀬敬一郎、大八木保政、古谷博和、谷脇考恭、吉良潤一

【論　　題】 HTLV-1感染を合併し ,脳MRI上の病巣が大脳皮質に及び SPECTにて広汎な大
脳血流低下を呈した進行性多巣性白質脳症の 1例

【雑 誌 名】 臨床神経学

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 45 , 426~430

【著　　者】 山下謙一郎、野村拓夫、大八木保政、谷脇考恭、古谷博和、桑原康雄、吉良潤一

【論　　題】 記憶力低下にて発症した一次性慢性進行型多発性硬化症の一例

【雑 誌 名】 臨床神経学

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 45 , 351~356

【著　　者】 古賀丈晴、大下祐一、上村知子、古賀英之、相沢久道

【論　　題】 慢性副鼻腔炎合併気管支喘息の臨床的特徴の検討

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 24 , 441～ 442

【著　　者】 田中正人、大八木保政、川尻真和、谷脇考恭、飛松省三、古谷博和、吉良潤一

【論　　題】 タスク負荷時の運動皮質活動性低下を認めたゴルフ誘導性局所ジストニーの一例

【雑 誌 名】 臨床神経学

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 45 , 304~307

【著　　者】 真崎勝久、大八木保政、村井弘之、菊地仁志、船越慶、薄敬一郎、谷脇考恭、吉
良潤一

【論　　題】 IgG抗 GT1a抗体単独陽性で味覚障害を伴った acute oropharyngeal palsyの 1例

【雑 誌 名】 末梢神経

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 16 , 49-54

【著　　者】 花田三貴子、今岡治樹、大下祐一、力丸 徹、相澤久道

【論　　題】 ミカファンギンナトリウムが著効を示した Candida parapsilosis によるカンジダ血
症の 1例

【雑 誌 名】 感染症学雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 79 , 284～ 289

【著　　者】 森松嘉孝、廣橋伸之、小川邦子、坂本照夫、加納龍彦、原田博史、有馬信之、相
澤久道

【論　　題】 上顎洞腺癌の肺動脈腫瘍塞栓によって呼吸不全を呈した von Recklinghausen病

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43 , 252～ 257
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【著　　者】 森松嘉孝、相澤久道

【論　　題】 COPD症例におけるチオトロピウムの臨床効果～主に患者の自覚症状に着目して
～

【雑 誌 名】 クリニカル プラクティス

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , 69～ 72

【著　　者】 足立 満、大田 健、佐野靖之、谷口博之、石原享介、相澤久道、中島光好

【論　　題】 成人喘息患者におけるサルメテロール /プロピオン酸フルチカゾン配合剤とテオ
フィリン徐放製剤及びプロピオン酸フルチカゾンの併用療法の臨床的比較

【雑 誌 名】 Allergology & Immunology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 64～ 77

【著　　者】 北里裕彦、田尻守拡、松永和子、大下祐一、星野友昭、古賀丈晴、相澤久道

【論　　題】 縦隔・肺門部リンパ節腫大を呈した木村病の一例

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43 , 252-257

【著　　者】 Sato R, Ayabe M, Shoji H, Ichiyama T, Saito Y, Hondo R, Eizuru Y

【論　　題】 Herpes simplex virus type-2 recurrent meningitis (Mollaret’s meningitis): a
consideration for the recurrent pathogenesis

【雑 誌 名】 J Infect

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , e217~220

【著　　者】 Takeharu Koga, Takao Kitajima, Reiko Tanaka, Masashi Hirokawa, Masao Ichiki,
Toru Rikimaru,Hisamichi Aizawa

【論　　題】 Chronic pulmonary scedosporiosis simulating aspergillosis

【雑 誌 名】 Respirology

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 10 , 682～ 684

【著　　者】 Maekawa. T, Goto. Y, Kinukawa. N, Taniwaki. T, Kanbe. S, Tobimatsu. S

【論　　題】 Functional characterization of mismatch negativity to a visual stimulus.

【雑 誌 名】 Clinical Neurophysiology

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 116 , 2392~2402
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【著　　者】 Osoegawa. M, Niino. M, Tanaka. M, Kikuchi. S, Murai. H, Fukazawa. T, Minohara.
M, Miyagishi. R, Taniwaki. T, Tashiro. K, Kira. J

【論　　題】 Comparison of the clinical course of opticospinal and conventional forms of multiple
sclerosis in Japan

【雑 誌 名】 Internal Medicine

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 44 , 934~938

【著　　者】 Hirai R, Ayabe M, Shoji H, Kaji M, Ichiyama T, Sakai K

【論　　題】 Herpes simplex encephalitis presenting with bilateral hippocampal lesions on magnetic
resonance imaging, simultaneously complicated by small cell lung carcinoma

【雑 誌 名】 Inter Med

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 44 , 1006~1008

【著　　者】 Oishi. A, Tobimatsu. S, Arakawa. K, Taniwaki. T, Kira. J

【論　　題】 Ocular dominancy in conjugate eye movements at reading distance

【雑 誌 名】 Neuroscience Research

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 52 , 263~268

【著　　者】 Koga T, Ikeda J, Fujimoto K, Takamori S, Kinoshita M, Aizawa H

【論　　題】 Recurrent pneumonia in a 38-year-old female

【雑 誌 名】 Breathe

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 1 , 341～ 344

【著　　者】 Nakagawa. M, Kuwabara. Y, Taniwaki. T, Sasaki. M, Koga. H, Kaneko. K, Hayashi.
K, Honda. H

【論　　題】 Evaluation of the relationship between D2 receptor binding and glucose metabolism in
patients with Parkinsonism

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 19 , 267~275

【著　　者】 Isizu. T, Osoegawa. M, Mei. F-J, Kikuchi. H, Tanaka. M, Takakura. Y, Minohara. M,
Murai. H, Mihara. F, Taniwaki. T, Kira. J

【論　　題】 Intrathecal activation of the IL-7/IL-8 axis in opticospinal multiple sclerosis

【雑 誌 名】 Brain

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 128 , 988~1002
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【著　　者】 Imaizumi T, Nisizaka S, Ayabe M, Shoji H, Ichiyama T, Sugita Y

【論　　題】 Probable chronic viral encephalitis with microglial nodules in the entire brain: a case
report with necropsy.

【雑 誌 名】 Med Sci Monit

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 1 , cs23-26

【著　　者】 Yoshiura. T, Mihara. F, Tanaka. A, Togao. O, Taniwaki. T, Nakagawa. M, Nakao. T,
Noguchi. T, Kuwabara. Y, Honda. H

【論　　題】 Age-related structural changes in the young adult brain shown by magnetic resonance
diffusion tensor imaging

【雑 誌 名】 Academic Radiology

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 12 , 268~275

【著　　者】 Ohyagi. Y, Asahara. H, Chui. D-H, Tsuruta. Y, Miyoshi. K, Sakae. N, Yamada. T,
Kikuchi. H, Ikezoe. K, Taniwaki. T, Murai. H, Furuya. H, Shoji. M, Kawarabayashi.
T, Checler. F, Iwaki. T, Makifuchi. T, Takeda. K, Kira. J, Tabira T

【論　　題】 Intracellular Aβ 42 activates p53 promoter: a pathway to neurodegeneration in
Alzheimer’s disease.

【雑 誌 名】 FASEB Journal

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 19 , 255~257

【著　　者】 Yamagchi K, Ohno A, Kashitani F, Iwata M, Honda J, et al

【論　　題】 In vitro susceptibilites to levofloxacin and various antibacterial agents of 11,475
clinical isolates obtained from 52 centers in 2002

【雑 誌 名】 Jpn J Antibiot

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 58 , p17-44

【著　　者】 Numata S, Nakamura Y, Imamura Y, Honda J, Momosaki S, Koiro M

【論　　題】 Rapid quantitative analysis of human cytomegalovirus DNA by the real-time
polymerase chain reaction method.

【雑 誌 名】 Arch Pathol Lab Med,

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 129 , p200-2004

【著　　者】 Yamasaki. T, Goto. Y, Taniwaki. T, Kira. J, Tobimatsu. S

【論　　題】 Left hemisphere specialization for rapid temporal processing: a study with auditory 40
Hz steady-state responses.

【雑 誌 名】 Clinical Neurophysiology

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 116 , 393~400
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【著　　者】 Osoegawa. M, Ochi. H, Mei. F-J, Minohara. M, Murai. H, Taniwaki. T, Kira. J

【論　　題】 Th2 shift in juvenile muscular atrophy of distal upper extremity: a combined
allergological and flow cytometric analysis.

【雑 誌 名】 Journal of the Neurological Sciences

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 228 , 87~92

【著　　者】 Matsuse. D, Ochi. H, Tashiro. K, Nomura. T, Murai. H, Taniwaki. T, Kira. J

【論　　題】 Exacerbation of chronic inflammatory demyelinating polyradiculoneuropathy during
interferon beta-1b therapy in a patient with childhood-onset multiple sclerosis.

【雑 誌 名】 Internal Medicine

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 44 , 68~72

【著　　者】 T.Yokoyama, T.Kinoshita, T.Rikimaru, H.Aizawa.

【論　　題】 Helicobacter pylori infection rate in patients with nontuberculous mycobacteriosis who
are on longtern combination chemotherapy of clarithromycin and rifampicin.

【雑 誌 名】 J Infect Chemother.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 173～ 176

【著　　者】 K.Machida, H.Inoue, K.Matsumoto, M.Tsuda, S.Fukuyama, H.Koto, H.Aizawa,
Y.Kureishi, N.Hara and Y.Nakanishi.

【論　　題】 Activation of P13K-Akt pathway mediates antiapoptotic effects of β -adrenergic
agonist in airway eosinophils.

【雑 誌 名】 Am J Physiol Lung Cell Mol Physiol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 288 , 860～ 867

【著　　者】 T.Yokoyama, T.Sakamoto, N.Shida, M.Kinoshita, Y.Kunou, R.Karukaya,
M.Takamatsu, H.Aizawa.

【論　　題】 Fatal rapidly profressive interstitial pneumonitis associated with amyopathic
dermatomyositis and CD8 Tlymphocytes.

【雑 誌 名】 J Intensive Care Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 160～ 163

【著　　者】 M.Shigyo, H.Inoue, Y.Honda, S.Takata, T.Iwanaga, H.Koto, N.Takahashi, H.Ichiki,
H.Aizawa

【論　　題】 Once-daily administration of fluticasone propionate does not worsen controlled airway
hyperresponsiveness in patients with asthma.

【雑 誌 名】 Respiration

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 72 , 299～ 302
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【著　　者】 H.Ichiki, T.Hoshino. T.Kinoshita, H.Imaoka, S.Kato, H.Inoue, H.Nakamura, J.Yodoi,
H.A.Young, H.Aizawa.

【論　　題】 Thioredoxin suppresses airway hyperresponsiveness and airway inflammation in
asthma.

【雑 誌 名】 Biochemical and Biophysical Research Communications

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 334 , 1141～ 1148

【著　　者】 M.Kaji, T.Fukuda, M.Tanaka, H.Aizawa.

【論　　題】 A side effect of neuraminidase inhibitor in a patient with liver cirrhosis.

【雑 誌 名】 J. Infect Chemother

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 41～ 43

【著　　者】 M.Kaji, S.Kaieda, K.Tanaka, R.Ayukawa, T.Fukuda, K.kojima, H.Aizawa.

【論　　題】 Two cases of cervical abscess in rhumatoid arthritis patients.

【雑 誌 名】 Mod. Rheumatol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 213～ 216

【著　　者】 T.Yokoyama, T.Rikimaru, T.Kinoshita, T.Kamimura, Y.Oshita, H.Aizawa.

【論　　題】 Clinical utility of lipoarabinomannan antibody in pleural fluid for the diagnosis of
tuberculous pleurisy.

【雑 誌 名】 J.Infect Chemother

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 81～ 83

【著　　者】 A.Shimada, T.Koga, M.Shimada, T.Kitajima, T.Mitsui, M.Sata, H.Aizawa,

【論　　題】 Cytomegalovirus pneumonitis presenting small nodular opacities.

【雑 誌 名】 Internal Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43 , 1198～ 1200

【著　　者】 Y.Fukuchi, A.Nagai, K.Seyama, M.Nishimura, K.Hirata, K.Kubo, M.Ichinose,
H.Aizwa, Reserch Group TB.

【論　　題】 Clinical efficacy and safety of transdermal tulobuterol in the treatment of stable
COPD:an open-label comparison with inhaled salmeterol.

【雑 誌 名】 Treat Respir Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 4 , 447～ 455
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【著　　者】 H.Terasaki, K.Fujimoto, NL.Muller, J.Sadohara, M.Uchida, T.Koga, H.Aizawa,
N.Hayabuchi.

【論　　題】 Pulmonary sarcoidosis:comparison of findings of inspiratory and expriratory
high-resolution CT and pulmonary function tests between smokers and nonsmokers.

【雑 誌 名】 Am J Roentgenol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 185 , 333～ 338

「その他」

【著　　者】 三浦史郎、柴田弘紀、古谷博和、松永宏美、三好安、小副川学、大八木保政、山
田猛、谷脇考恭、吉良潤一、服巻保幸

【論　　題】 脊髄小脳失調症 16型の原因遺伝子の探索

【雑 誌 名】 第 28回 日本分子生物学会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 谷脇考恭、吉良潤一

【論　　題】 多発性硬化症の精神症状

【雑 誌 名】 神経内科

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 63 , 510~513

【著　　者】 谷脇考恭、吉良潤一

【論　　題】 各科でよくみる意識障害の治療―内科

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 82 , 1803~1807

【著　　者】 北里裕彦

【論　　題】 間質性肺炎における炎症性サイトカイン IL-18及び Redox活性蛋白 Thioredoxin
の発現

【雑 誌 名】 第 55回日本呼吸器学会九州地方会総会 若手講演 5

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 Leading article

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 24 , 835
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【著　　者】 加地正英、鮎川竜祐、田中勝一郎、後藤明子、福田孝昭、相澤久道

【論　　題】 2005年インフルエンザ B型ウイルス流行における迅速診断キット有用性の検討

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 82 , 101～ 103

【著　　者】 谷脇考恭、吉良潤一

【論　　題】 インフルエンザワクチンと顔面神経麻痺

【雑 誌 名】 CLINICAL NEUROSCIENCE

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 23 , 1036~1037

【著　　者】 濱田美奈子、相澤久道

【論　　題】 COPD(慢性閉塞性肺疾患 )

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 53 , 915～ 922

【著　　者】 木下 隆、相澤久道

【論　　題】 呼吸機能検査 気道過敏性の評価

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 24 , 761～ 767

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 COPD非薬物療法の現況と展望

【雑 誌 名】 日本内科学会雑誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 94 , 1799～ 1804

【著　　者】 三浦史郎、柴田弘紀、古谷博和、松永宏美、三好安、小副川学、大八木保政、山
田猛、谷脇考恭、吉良潤一、服巻保幸

【論　　題】 脊髄小脳失調症 16型の遺伝解析

【雑 誌 名】 第 50回 日本人類遺伝学会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 北里裕彦、星野友昭、今岡治樹、木下隆、一木裕子、西村宗胤、藤木玲、川山智
隆、
古賀丈晴、相澤久道

【論　　題】 各種間質性肺炎の死因における呼吸器感染症の臨床的検討
- カリニ肺炎、サイトメガロウイルス肺炎合併例を中心に ‒

【雑 誌 名】 第 270回日本内科学会九州地方会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

23.内科学（呼吸器・神経・膠原病）

- 70 -



【著　　者】 北里裕彦、星野友昭、成田優子、大下祐一、末安禎子、古賀丈晴、相澤久道、米
光純子、
西山守、力丸徹

【論　　題】 多発性筋炎に合併し、ステロイド +シクロスポリン併用療法が奏効した急速進行
性間質性肺炎の 1例

【雑 誌 名】 第 54回日本呼吸器学会九州地方会春季学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 岩永知秋、相澤久道

【論　　題】 「対談」プラマリーケアでの COPD診療の重要性

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 82 , 140～ 146

【著　　者】 田中 健

【論　　題】 HIV 診療における地方拠点病院の実情

【雑 誌 名】 第 102回日本内科学会講演会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 北里裕彦 , 星野友昭 , 岡元昌樹 , 藤本公則 , 寺崎洋 , 佐土原順子 , 加藤誠也 , 木下正
治 ,
大下祐一 , 末安禎子 , 古賀丈晴 , 相澤久道

【論　　題】 特発性肺線維症 (IPF)における Redox活性蛋白 Thioredoxin(TRX)の発現

【雑 誌 名】 第 45回日本呼吸器学会学術講演会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 相澤久道、藤木 玲

【論　　題】 急性増悪の病態と診断

【雑 誌 名】 COPD FRONTIER

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 4 , 7～ 12

【著　　者】 山口惠三、相澤久道、本田順一、他

【論　　題】 2002年に全国 52施設から分離された臨床分離株 11,475株の各種抗菌薬に対する
感受性サーベイランス

【雑 誌 名】 The Japanese Journal of Antibiotics

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 58 , 17～ 44
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【著　　者】 北里裕彦 , 星野友昭 , 岡元昌樹 , 加藤誠也 , 藤本公則 , 永田忍彦 , 木下正治 , 古賀丈
晴 ,
古賀英之 , 相澤久道

【論　　題】 特発性間質性肺炎における IL-18/IL-18受容体α鎖 (IL-18Rα ), および Redox蛋
白 Thioredoxin(TRX)の発現の検討

【雑 誌 名】 第 4回肺分子病態研究会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 COPD

【雑 誌 名】 ガイドライン外来診療 2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 p68-p73

【著　　者】 川山智隆、相澤久道

【論　　題】 新しくなったガイドラインの変更点 -GOLDと日本呼吸器学会の比較 -

【雑 誌 名】 THE LUNG

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 15～ 22

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 在宅呼吸管理と社会保障

【雑 誌 名】 日本胸部臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 64 , 37～ 45

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 レリーバとしてのβ 2刺激薬

【雑 誌 名】 アレルギーの臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 23～ 28

【著　　者】 川山智隆、相澤久道

【論　　題】 Regulatory T Cell と気管支喘息

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , 573～ 578

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 COPD診療と気管支拡張薬

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 39～ 42
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【著　　者】 藤木 玲、相澤久道

【論　　題】 アレルギー性気管支肺アスペルギルス症

【雑 誌 名】 今月の治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 148～ 150

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 気管支喘息診断の実際

【雑 誌 名】 今月の治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , p23-p28

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 モンテルカストナトリウム

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , p245-p251

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 吸入ステロイド薬の今後

【雑 誌 名】 喘息

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , p33-p37

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 気道炎症

【雑 誌 名】 呼吸器科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 8 , 555～ 561

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 吸入ステロイドの適応時期をめぐって

【雑 誌 名】 Q&Aでわかるアレルギー疾患

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1 , 319～ 324

【著　　者】 Takeharu Koga, Hiroto Matsuse, Hirotsugu Kohrogi, Shigeru Kohno, Hisamichi
Aizawa

【論　　題】 Clinical efficacy of leukotriene antagonist in patients with asthma and allergic rhinitis

【雑 誌 名】 15th ERS Annual Congress (Copenhagen, Denmark)

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Yasuko Kido, Toru Rikimaru, Yoshiko Sueyasu, Takehau Koga, Hisamichi Aizawa

【論　　題】 3D-CT evaluation of endobronchail tuberculosis during aerosol therapy with
corticosteroid and streptomycin

【雑 誌 名】 15th ERS Annual Congress (Copenhagen, Denmark)

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 Koga T

【論　　題】 Impact of add-on medicaitons on patient's satisfaction in patietns with asthma

【雑 誌 名】 15th ERS Annual Congress (Copenhagen, Denmark)

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 Nakamura, T., Nakamura, H., Hoshino, T., Ueda, S., Wada, H., and Yodoi, J.

【論　　題】 Redox regulation of lung inflammation by thioredoxin.

【雑 誌 名】 Antioxid Redox Signal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 7 , 60-70
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24.内科学（血液）

「単行本 /著書」

【著　　者】 岡村 孝 .

【タイトル】 原発性骨髄線維症

【書名・発行所】「疾患別最新処方 改訂第 4 版」メジカルビュー社

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Seki R, Okamura T, Maruyama T, Tanaka K, Ide T, Kage M, Sata M, Uyesaka N

【論　　題】 Quantitative studies on the impaired filterability of erythrocytes from patients with
liver cirrhosis

【雑 誌 名】 日本バイオレオロジー学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 50-59

【著　　者】 Hashiguchi M, Okamura T, Yoshimoto K, Ono N, Imamura R, Yakushiji K, Ogata H,
Seki R, Otsubo K, Oku E, Kuroiwa M, Higuchi M, Kato K, Taniguchi S, Gondo H,
Shibuya T, Nagafuji K, Harada M, Sata M

【論　　題】 Demonstration of reversed flow in segmental branches of the portal vein with
hand-held color Doppler ultrasonography after hematopoietic stem cell transplantation

【雑 誌 名】 Bone Marrow Transplant

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 36 , 1071-1075

【著　　者】 Imamura R, Miyamoto T, Yoshimoto G, Kamezaki K, Ishikawa F, Henzan H, Kato K,
Takase K, Numata A, Nagafuji K, Okamura T, Sata M, Harada M, Inaba S

【論　　題】 Mobilization of human lymphoid progenitors after treatment with granulocyte
colony-stimulating factor

【雑 誌 名】 J Immunol

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 175 , 2647-2654

【著　　者】 TakedatsuH, Yoshimoto K, Okamura T, Miyazaki H, Kuwaki T, Sata M, Itoh K

【論　　題】 Determination of thrombopoietin-derived peptides recognized by both cellular and
humoral immunities in healthy donors and patients with thrombocytopenia

【雑 誌 名】 Stem Cells

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 23 , 975-982
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【著　　者】 Takedatsu H, Yoshimoto K, Okamura T, Yakushiji K, Imamura R, Hashiguchi M, Seki
R, Obata Y, Harada M, Yamada A, Yamana H, Sata M, Itoh K

【論　　題】 Immunological evaluation of vaccination of peptides derived from epithelial
cancer-related antigens in two patients with hematological malignancy

【雑 誌 名】 Int J Oncol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1605-1612

「その他」

【著　　者】 岡村 孝

【論　　題】 臨床医の独り言

【雑 誌 名】 久留米大学医学図書館ニュース 巻頭言集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 113

【著　　者】 今村理恵、安元真希子、高田有香、奥英二郎、大坪維範、関 律子、大崎浩一、橋
口道俊、薬師寺和昭、吉本幸治、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 骨髄原発の DLBCL の 2例

【雑 誌 名】 第 9回筑後血液懇話会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 和田有希、永松洋明、牛島知之、石田祐介、光武良崇、佐谷 学、角野通弘、吉田
博、島松一秀、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 多血性腫瘍像を呈した HCV 陽性肝障害合併肝原発悪性リンパ腫の 2例

【雑 誌 名】 第 36回日本肝臓学会西部会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 関 律子、吉田隆文、岡村 孝、奥英二郎、大坪維範、今村理恵、橋口道俊、薬師寺
和昭、吉本幸治、緒方秀章、竹田津宏子、南野隆一、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor は骨髄腫細胞において NADPH オキシダーゼ活
性を介した ROS 産生を抑制する

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 大坪維範、奥英二郎、今村理恵、橋口道俊、薬師寺和昭、関 律子、吉本幸治、緒
方秀章、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 Gla domain 内に点変異 (Gla32 → Gln)を示した先天性凝固第Ⅹ因子異常症の一例

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 今村理恵、奥英二郎、大坪維範、橋口道俊、薬師寺和昭、吉本幸治、関 律子、竹
田津宏子、緒方秀章、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 原発性マクログロブリン血症 3例の治療経験

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 橋口道俊、大坪維範、今村理恵、薬師寺和昭、吉本幸治、関 律子、奥英二郎、緒
方秀章、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 原発性骨髄線維症に HLA 完全一致同胞ドナーから同種骨髄非破壊的移植を行い良
好な経過を得ている一例

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 関 律子、岡村 孝、井出達也、神代龍吉、佐田通夫、藤野武彦、上坂伸宏、丸山
徹

【論　　題】 C 型慢性肝炎における赤血球変形能と治療の影響

【雑 誌 名】 日本膜学会第 27年会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 梶原雅彦、松尾 隆、熊谷穂積、白土睦人、有松秀敏、井上欣哉、實藤俊昭、田口
順、石井邦英、安倍弘彦、関 律子、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 肝動注施行後に、t-MDS (therapy-related myelodysplastic syndrome) を呈した肝細
胞癌の 3症例

【雑 誌 名】 第 91回日本消化器病学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ritsuko Seki, Takafumi Yoshida, Kazuo Nakamura, Sho-ichi Yamagishi, Tsutomu
Imaizumi, Takashi Okamura, Michio Sata

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits multiple myeloma through
suppressing NADPH oxidase ROS generation

【雑 誌 名】 American Society of Hematology (47th Annual Meeting and Exposition)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ritsuko Seki, Takafumi Yoshida, S Yamagishi, K Nakamura, Takashi Okamura, T
Imaizumi, Michio Sata

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits multiple myeloma through
antioxidant capacity

【雑 誌 名】 10th Congress of the European Hematology Association

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Nobuhiro Uyesaka, Ritsuko Seki, Takashi Okamura, Kazuo Tanaka, Tatsuya Ide,
Masayoshi Kage, Michio Sata, Toru Maruyama

【論　　題】 Quantitative studies on the impaired filterability of erythrocytes from patients with
liver cirrhosis

【雑 誌 名】 12th International Congress of Biorheology and 5th International Conference on
Clinical Hemorheology

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Toru Maruyama, Ritsuko Seki, Takashi Okamura, Kazuo Tanaka, Tatsuya Ide, Michio
Sata, Nobuhiro Uyesaka

【論　　題】 Eicosapentaenoic acid improves the impaired filterability of erythrocytes from chronic
hepatitis patients treated with interferon plus ribavirin

【雑 誌 名】 12th International Congress of Biorheology and 5th International Conferenceon
Clinical Hemorheology

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】
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25.内科学（消化器）

「単行本 /著書」

【著　　者】 光山慶一、佐田通夫、金内 理 . 荒川泰行 編 .

【タイトル】 炎症性腸疾患に対するプレバイオティクス療法の作用機序と効果

【書名・発行所】「消化器病学の進歩 2005 - モノグラフ -」日本メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 231-235

【著　　者】 神代龍吉、桑原礼一郎、佐田通夫 .
市田隆文 編 .

【タイトル】 肝移植療法における HCV 陽性レシピエントの問題点と将来展望

【書名・発行所】「C 型肝炎ウイルスと生体肝移植」アークメディア

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 34-43

【著　　者】 中村 徹、佐田通夫、上野隆登 . 荒川泰行 編 .

【タイトル】 線維化肝での TGF-β シグナル伝達阻害は肝再生因子を促進させる

【書名・発行所】「消化器病学の進歩 2005 - モノグラフ -」日本メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 307-312

【著　　者】 中村 徹 . 小俣政男 編 .

【タイトル】 変異型 TGF-β II 受容体の肝星細胞への遺伝子導入は肝硬変の進展阻止と肝再生
促進を引き起こす

【書名・発行所】「消化器疾患における自然免疫 ( innate immunity ) 第 12 回浜名湖シンポジウム」
アークメディア

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 101-103

【著　　者】 中村 徹 .

【タイトル】 血管内皮前駆細胞を用いた肝線維化に対する新しい細胞療法の試み

【書名・発行所】「Liver Forum in Kyoto 第 7 回学術集会」メディカルトリビューン社

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 33-40

【著　　者】 吉田隆文 . 山岸昌一 編 .

【タイトル】 NASH と糖尿病の関連について教えて下さい 1 インスリン抵抗性と NASH 病態へ
の関与 2 NASH の治療

【書名・発行所】「ファーマナビゲーター 糖尿病編」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 326-329
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【著　　者】 富安信夫、鶴田 修 . 上村直実、菅野健太郎 編 .

【タイトル】 0157 腸炎に対する抗菌薬療法 ( ホスホマイシンカルシウムが良いのか ? )

【書名・発行所】「臨床に直結する消化管疾患治療のエビデンス」文光堂

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 173-175

【著　　者】 於保和彦、豊永 純 . 千葉 勉、井廻道夫 編 .

【タイトル】 バルーン下逆行性経静脈的塞栓術

【書名・発行所】「消化器疾患診療実践ガイド」文光堂

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 319-323

【著　　者】 於保和彦、豊永 純 . 千葉 勉、井廻道夫 編 .

【タイトル】 内視鏡的静脈瘤結紮術

【書名・発行所】「消化器疾患診療実践ガイド」文光堂

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 317-319

【著　　者】 於保和彦、豊永 純 . 千葉 勉、井廻道夫 編 .

【タイトル】 内視鏡的効果療法

【書名・発行所】「消化器疾患診療実践ガイド」文光堂

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 313-317

【著　　者】 於保和彦、豊永 純 . 千葉 勉、井廻道夫 編 .

【タイトル】 S-B チューブ挿入法

【書名・発行所】「消化器疾患診療実践ガイド」文光堂

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 312

【著　　者】 於保和彦、豊永 純 . 森脇久隆 監修 .

【タイトル】 胃静脈瘤治療

【書名・発行所】「肝疾患クリニカルパス実例集」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 67-73

【著　　者】 光山慶一、豊永 純、佐田通夫 .
日比紀文 編者 .

【タイトル】 病態生理 : (1) 腸管粘膜免

【書名・発行所】「新しい診断と治療の ABC 29 消化器 4 炎症性腸疾患」最新医学社

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 28-36
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【著　　者】 長尾由実子、佐田通夫 .
白鳥康史、下瀬川 徹 他 編者 .

【タイトル】 A 型肝炎

【書名・発行所】「専門医のための消化器病学」医学書院

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 314-320

【著　　者】 鶴田 修 . 工藤進英 編 .

【タイトル】 大腸の EMR に用いる器具の特徴と使い分け

【書名・発行所】「EMR のコツと落とし穴 [2] 下部消化管」中山書店

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 10-12

【著　　者】 井出達也、佐田通夫 . 上西紀夫、菅野健太郎、田中雅夫、滝川 一 編 .

【タイトル】 急性肝炎

【書名・発行所】「講義録 消化器学」メジカルビュー社

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 414-419

【著　　者】 豊永純

【タイトル】 胆道癌の診断と悪性胆道狭窄のドレナージ法について

【書名・発行所】総合医学社

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 225～ 230

【著　　者】 鶴田 修 . 石竹達也、佐川公矯 編 .

【タイトル】 中高年からの健康診断 -大腸癌 -

【書名・発行所】「ライフステージからみた健康診断」五絃舎

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 47-65

【著　　者】 坂本雅晴 . 原田 尚、谷川久一 編 .

【タイトル】 肝類洞壁細胞からみた門脈圧亢進の機序

【書名・発行所】「肝臓フォーラム '04 記録集」医事出版社

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 211-222

【著　　者】 緒方 啓、井出達也、佐田通夫 . 林 紀夫 編 .

【タイトル】 急性肝炎の診断と治療 (各論 ): (3)C 型急性肝炎

【書名・発行所】「新しい診断と治療の ABC 27/ 消化器 3 ウイルス性肝炎」最新医学社

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 88-97
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【著　　者】 居石哲治 . 寺野 彰 編 .

【タイトル】 下腹部痛で受診したまれな疾患 (腸壁、腸間膜、腹壁 )

【書名・発行所】「腹痛診療のコツと落とし穴」中山書店

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 140-141

【著　　者】 長尾由実子、佐田通夫 .
石井裕正 編者 .

【タイトル】 急性肝炎 1.1 A 型急性肝炎

【書名・発行所】「臨床消化器病学」朝倉書店

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 394-397

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純 . 長南明道、田尻久雄、田中信治編 .

【タイトル】 色調

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 上部消化管」日本メディカルセンター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 186-194

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純 . 長南明道、田尻久雄、田中信治編 .

【タイトル】 陥凹

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 上部消化管」日本メディカルセンター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 158-165

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純 . 長南明道、田尻久雄、田中信治編 .

【タイトル】 色素内視鏡

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 上部消化管」日本メディカルセンター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 57-61

【著　　者】 中原慶太、荒木裕美子、吉田秀文、水町寿伸、前川 進、馬場保昌 . 日本消化器集
団検診学会編 .

【タイトル】 間接撮影で発見し得た小 IIc

【書名・発行所】「新・胃 X 線撮影法 ( 間接・直接 ) ガイドライン」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 86-87

【著　　者】 原田 大、佐田通夫 . 白鳥康史、下瀬川 徹 他編 .

【タイトル】 Wilson 病、ヘモクロマトーシス

【書名・発行所】「専門医のための消化器病学」医学書院

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 374-379

25.内科学（消化器）

- 82 -



【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、吉森建一 . 田中信治、長南明道、田尻久雄、編 .

【タイトル】 粘液の洗浄 (大腸 )

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 下部消化管」日本メディカルセンター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 86

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 . 田中信治、長南明道、田尻久雄、編 .

【タイトル】 診断のプロセス - 陥凹 -

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 下部消化管」日本メディカルセンター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 118-131

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健 . 田中信治、長南明道、田尻久雄、編 .

【タイトル】 生検すべき場所 (大腸 )

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 下部消化管」日本メディカルセンター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 60

【著　　者】 岡部義信、豊永 純

【タイトル】 胆管癌

【書名・発行所】「消化器疾患ガイドライン - 最新の診療指針 -」総合医学社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 S208-S210

【著　　者】 長尾由実子、佐田通夫 .
石井裕正 編者 .

【タイトル】 肝炎ウイルスによる肝外病変

【書名・発行所】「臨床消化器病学」朝倉書店

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 514-516

【著　　者】 Ueno T, Nakamura T, Sasaki N, Morita Y, Nagata E, Sata M. Okita K ed.

【タイトル】 Pathogenesis and significance of restricted diet and exercise therapy in nonalcoholic
steatohepatitis (NASH)

【書名・発行所】「NASH and Nutritional Therapy」Springer-Verlag

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 84-91
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「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 岡部義信、菅 偉哉、木山雅晴、川原隆一、安永昌史、木下壽文、内藤嘉紀、山口
倫、自見厚郎、神代正道、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 中心部壊死と膵管内腫瘍栓を認めた膵腺房細胞癌の 1 例

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 7 , 747-750

【著　　者】 佐田通夫、長尾由実子、田中一雄

【論　　題】 HBc 抗体は、 HCV 関連肝癌の発症に関与する : HCV 高感染地区で得られた知見

【雑 誌 名】 第 25 回犬山シンポジウム ウイルス肝炎からの発癌とその予防

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 51-54

【著　　者】 弥永 円、前川隆一郎、宮島一郎、岩永真一、田邉 亮、草場喜美子、植山敏彦、森
光洋介、鶴田 修、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 MALT リンパ腫との鑑別が困難であった十二指腸 follicular lymphoma の 1 例

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 40 , 1433-1438

【著　　者】 岡部義信、菅 偉哉、斎藤文彦、内藤嘉紀、朽網留美子、品川正治、豊永 純、佐田
通夫、木下壽文

【論　　題】 非機能性膵島腫瘍疑い

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 7 , 599-603

【著　　者】 井出達也、安倍弘彦、石井邦英、吉田 博、草場信秀、村島史朗、白地美紀、久富
斉子、長田英輔、森田恭代、松隈則人、都田憲司、酒井輝文、権藤和久

【論　　題】 久留米大学第 2 内科および関連施設における C 型慢性肝炎に対するコンセンサス
インターフェロンの治療成績

【雑 誌 名】 医学と薬学

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 53 , 805-810

【著　　者】 長岡 栄、板野 哲、久富順次郎、永松洋明、松垣 諭、田尻能祥、山崎三樹、黒木
淳一、秋吉順史、佐田通夫

【論　　題】 大動脈内留置型特殊リザーバーシステム (System 1-2) を用いて治療を行った膵頭
部癌 (stage IV-B) の 1 例

【雑 誌 名】 Radiology Frontier

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 8 , 52-55
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【著　　者】 隈部 力、加治亮平、荒川正博、小野崇典、末藤大明、倉田精二、早渕尚文、佐田
通夫、鹿毛政義

【論　　題】 アメーバ性肝膿瘍の 1 例

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 7 , 231-233

【著　　者】 菅 偉哉、鶴田 修、小野尚文、岡部義信、増田淳也、和田有希、神代龍吉、木下壽
文、豊永 純、神代正道、佐田通夫

【論　　題】 興味ある画像所見を呈した小腸腸間膜血管腫の 1 例

【雑 誌 名】 日本消化器病学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 102 , 31-36

【著　　者】 恩地森一 ,滝川 一 ,村田洋介 ,久持顕子 (他 14人中 3番目 )

【論　　題】 民間薬および健康食品による薬物性肝障害の調査

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 46 , 142-148

【著　　者】 滝川 一 ,恩地森一 ,高瀬頼雪 ,久持顕子 (他 11人中 10番目 )

【論　　題】 DDW-J 2004ワークショップ薬物性肝障害診断基準の提案

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 46 , 85-90

【著　　者】 Seki R, Okamura T, Maruyama T, Tanaka K, Ide T, Kage M, Sata M, Uyesaka N

【論　　題】 Quantitative studies on the impaired filterability of erythrocytes from patients with
liver cirrhosis

【雑 誌 名】 日本バイオレオロジー学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 50-59

【著　　者】 唐原 健、鶴田 修、河野弘志、吉森建一、豊永 純

【論　　題】 (1) 拡大内視鏡観察にて確診しえた serrated adenoma

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 200-201

【著　　者】 吉森建一、鶴田 修、河野弘志、唐原 健、豊永 純

【論　　題】 患者の症状なく通過電にて穿孔を起こした症例

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 484

25.内科学（消化器）

- 85 -



【著　　者】 内藤嘉紀、菅 偉哉、岡部義信、堀内彦之、児玉孝仁、木下壽文、神代正道、信川
文誠、須田耕一

【論　　題】 主膵管に浸潤せずに胆管に浸潤がみられた浸潤性膵管癌の 1 例

【雑 誌 名】 膵臓

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 38-43

【著　　者】 Morita Y, Ueno T, Sasaki N, Kuhara K, Yoshioka S, Tateishi Y, Nagata E, Kage M,
Sata M

【論　　題】 Comparison of liver histology between patients with non-alcoholic steatohepatitis and
patients with alcoholic steatohepatitis in Japan

【雑 誌 名】 Alcohol Clin Exp Res

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 29 , 277S-281S

【著　　者】 Hashiguchi M, Okamura T, Yoshimoto K, Ono N, Imamura R, Yakushiji K, Ogata H,
Seki R, Otsubo K, Oku E, Kuroiwa M, Higuchi M, Kato K, Taniguchi S, Gondo H,
Shibuya T, Nagafuji K, Harada M, Sata M

【論　　題】 Demonstration of reversed flow in segmental branches of the portal vein with
hand-held color Doppler ultrasonography after hematopoietic stem cell transplantation

【雑 誌 名】 Bone Marrow Transplantation

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 36 , 1071-1075

【著　　者】 Yotsuyanagi H, Okuse C, Yasuda K, Orito E, Nishiguchi S, Toyoda J, Tomita E, Hino
K, Okita K, Murashima S, Sata M, Hoshino H, Miyakawa Y, Iino S; Japanese Acute
Hepatitis B Group

【論　　題】 Distinct geographic distributions of hepatitis B virus genotypes in patients with acute
infection in Japan

【雑 誌 名】 J Med Virol

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 77 , 39-46

【著　　者】 TakedatsuH, Yoshimoto K, Okamura T, Miyazaki H, Kuwaki T, Sata M, Itoh K

【論　　題】 Determination of thrombopoietin-derived peptides recognized by both cellular and
humoral immunities in healthy donors and patients with thrombocytopenia

【雑 誌 名】 Stem Cells

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 23 , 975-982

【著　　者】 Imamura R, Miyamoto T, Yoshimoto G, Kamezaki K, Ishikawa F, Henzan H, Kato K,
Takase K, Numata A, Nagafuji K, Okamura T, Sata M, Harada M, Inaba S

【論　　題】 Mobilization of human lymphoid progenitors after treatment with granulocyte
colony-stimulating factor

【雑 誌 名】 J Immunol

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 175 , 2647-2654
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【著　　者】 Fukumori K, Shakado S, Miyahara T, Fukuizumi K, Takemoto R, Nishi H, Sakai H,
Muranaka T, Sata M

【論　　題】 Atypical manifestations of pancreatitis with autoimmune phenomenon in an adolescent
female

【雑 誌 名】 Intern Med

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 44 , 886-891

【著　　者】 Mitsuyama K, Suzuki A, Matsumoto S, Tomiyasu N, Takaki K, Takedatsu H, Masuda
J, Handa K, Harada K, Nishida H, Toyonaga A, Sata M

【論　　題】 Diminished cytokine signaling against bacterial components in mononuclear
leukocytes from ulcerative colitis patiens atter leukocytapheresis

【雑 誌 名】 Clin Exp Immunol

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 141 , 130-140

【著　　者】 Kawaguchi T, Nagao Y, Tanaka K, Ide T, Harada M, Kumashiro R, Sata M

【論　　題】 Causal relationship between hepatitis C virus core and the development of type 2
diabetes mellitus in a hepatitis C virus hyperendemic area: a pilot study

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 16 , 109-114

【著　　者】 Ide T, Kumashiro R, Kuwahara R, Koga H, Koga Y, Hino T, Tanaka K, Hisamochi A,
Ogata K, Sata M; Hepatitis B study group

【論　　題】 Clinical course of patients with chronic hepatitis B with viral breakthrough during
long-term lamivudine treatment

【雑 誌 名】 J Gastroenterol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 40 , 625-630

【著　　者】 Ohkawara T, Miyashita K, Nishihira J, Mitsuyama K, Takeda H, Kato M, Kondo N,
Yamasaki Y, Sata M, Yoshiki T, Sugiyama T, Asaka M.

【論　　題】 Transgenic over-expression of macrophage migration inhibitory factor renders mice
markedly more susceptible to experimental colitis

【雑 誌 名】 Clin Exp Immunol

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 140 , 241-248

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, Omary MB, Kawaguchi T, Taniguchi E, Koga H,
Yoshida T, Maeyama M, Baba S, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Keratin-containing inclusions affect cell morphology and distribution of cytosolic
cellular components

【雑 誌 名】 Exp Cell Res

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 304 , 471-482
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【著　　者】 Sakamoto M, Ueno T, Nakamura T, Sakata R, Hasimoto O, Torimura T, Sata M

【論　　題】 Improvement of portal hypertension and hepatic blood flow in cirrhotic rats by
oestrogen

【雑 誌 名】 Eur J Clin Invest

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 35 , 220-225

【著　　者】 Sasatomi K, Sakisaka S, Kawaguchi T, Hanada S, Taniguchi E, Koga H, Harada M,
Sata M

【論　　題】 Cholestasis in a rat model of graft-versus-host disease is accompanied by alteration of
the expression and distribution of tight-junction-associated proteins

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 15 , 431-436

【著　　者】 Nagao Y, Kawaguchi T, Ide T, Kumashiro R, Sata M

【論　　題】 Exacerbation of oral erosive lichen planus by combination of interferon and ribavirin
therapy for chronic hepatitis C

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 15 , 237-241

【著　　者】 Ikeda M, Fujiyama S, Tanaka M, Sata M, Ide T, Yatsuhashi H, Watanabe H

【論　　題】 Risk factors for development of hepatocellular carcinoma in patients with chronic
hepatitis C after sustained response to interferon

【雑 誌 名】 J Gastroenterol

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 40 , 148-156

【著　　者】 Harada M, Kawaguchi T, Kumemura H, Terada K, Ninomiya H, Taniguchi E, Hanada
S, Baba S, Maeyama M, Koga H, Ueno T, Furuta K, Suganuma T, Sugiyama T, Sata
M

【論　　題】 The Wilson disease protein ATP7B resides in the late endosomes with Rab7 and the
Niemann-Pick C1 protein

【雑 誌 名】 Am J Pathol

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 166 , 499-510

【著　　者】 Tanaka Y, Hanada K, Orito E, Akahane Y, Chayama K, Yoshizawa H, Sata M, Ohta
N, Miyakawa Y, Gojobori T, Mizokami M

【論　　題】 Molecular evolutionary analyses implicate injection treatment for schistosomiasis in
the initial hepatitis C epidemics in Japan

【雑 誌 名】 J  Hepatol

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 42 , 47-53
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【著　　者】 Yano Y, Yamashita F, Kuwaki K, Fukumori K, Kato O, Kiyomatsu K, Sakai T,
Yamamoto H, Yamasaki F, Ando E, Sata M

【論　　題】 Partial spontaneous regression of hepatocellular carcinoma: a case with high
concentrations of serum lens culinaris agglutinin-reactive alpha fetoprotein

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 97-103

【著　　者】 Morita Y, Ueno T, Sasaki N, Tateishi Y, Nagata E, Kage M, Sata M

【論　　題】 Nateglinide is useful for nonalcoholic steatohepatitis (NASH) patients with type 2
diabetes

【雑 誌 名】 Hepatogastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 1338-1348

【著　　者】 Kanauchi O, Igarashi K, Ogata R, Mitsuyama K, Andoh A

【論　　題】 A yeast extract high in bioactive peptides has a blood-pressure lowering effect in
hypertensive model

【雑 誌 名】 Current Medicinal Chemistry

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 3085-3090

【著　　者】 Andoh A, Tsujikawa T, Inatomi O, Deguchi Y, Hata K, Kitoh K, Sasaki M,
Mitsuyama K, Fujiyama Y

【論　　題】 Suppression of inflammatory cytokine secretion by granulocyte/monocyte adsorptive
apheresis in active ulcerative colitis

【雑 誌 名】 Therapeutic apheresis and dialysis

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 123-127

【著　　者】 Andoh A, Tsujikawa T, Inatomi O, Deguchi Y, Sasaki M, Obata H, Mitsuyama K,
Fujiyama Y

【論　　題】 Leukocytapheresis therapy modulates circulating  T cell subsets in patients with
ulcerative colitis

【雑 誌 名】 Therapeutic apheresis and dialysis

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 270-276

【著　　者】 Matsumoto S, Hara T, Hori T, Mitsuyama K, Nagaoka M, Tomiyasu N, Suzuki A,
Sata M

【論　　題】 Probiotic lactobacillus-induced improvement in murine chronic inflammatory bowel
disease is associated with the down-regulation of pro-inflammatory cytokines in
lamina propria mononuclear cells

【雑 誌 名】 Clin Exp Immunol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 140 , 417-426
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【著　　者】 Nagao Y, Kawaguchi T, Tanaka K, Kumashiro R, Sata M

【論　　題】 Extrahepatic manifestations and insulin resistance in an HCV hyperendemic area

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16 , 291-296

【著　　者】 Shichijo S, Ishihara Y, Azuma K, Komatsu N, Higashimoto N, Ito M, Nakamura T,
Ueno T, Harada M, Itoh K.

【論　　題】 ABCE1, a member of ATP-binding cassette transporter gene, encodes peptides capable
of inducing HLA-A2-restricted and tumor-reactive cytotoxic T lymphocytes in colon
cancer patients

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 907-913

【著　　者】 Iwasa M, Zeniya M, Kumagi T, Hisamochi A, Yasuda H, Nishiuchi M, Akisawa N,
Mantani N, Watanabe M, Ito T, Nakamura A, Takikawa H, Adachi Y

【論　　題】 Modified diagnostic criteria of drug-induced liver injury proposed by the international
consensus meeting

【雑 誌 名】 Hepatogastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 869-874

【著　　者】 Shichijo S, Ito M, Azuma K, Komatsu N, Maeda Y, Ishihara Y, Nakamura T, Harada
M, Itoh K

【論　　題】 A unique gene having homology with the kinesin family member 18A encodes a
tumour-associated antigen recognised by cytotoxic T lymphocytes from HLA-A2+
colon cancer patients

【雑 誌 名】 European Journal of Cancer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 41 , 1323-1330

【著　　者】 Harada M, Kumemura H, Harada R, Komai K, Sata M

【論　　題】 Scleroderma and repeated spontaneous abortions treated with vitamin E--a case
report--

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 93-95

【著　　者】 Harada M, Kumemura H, Yanagimoto C, Sata M

【論　　題】 Vascular endothelial growth factor is involved in angioedema associated with
eosinophilia

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 89-91
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【著　　者】 Suga H, Tsuruta O, Okabe Y, Saitoh F, Noda T, Yoshida H, Ono N, Kinoshita H,
Toyonaga A, Sata M

【論　　題】 A case of mediastinal pancreatic pseudocyst successfully treated with somatostatin
analogue

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 161-164

【著　　者】 Takedatsu H, Yoshimoto K, Okamura T, Yakushiji K, Imamura R, Hashiguchi M, Seki
R, Obata Y, Harada M, Yamada A, Yamana H, Sata M, Itoh K

【論　　題】 Immunological evaluation of vaccination of peptides derived from epithelial
cancer-related antigens in two patients with hematological malignancy

【雑 誌 名】 International Journal of Oncology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1605-1612

「その他」

【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 「だんご虫」とヘリコバクター・ピロリ

【雑 誌 名】 久留米大学医学図書館ニュース 巻頭言集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 108

【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 がんワクチン開発に着手 肝炎ウイルス検査の啓発にも尽力

【雑 誌 名】 ホスピタウン

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 13 , 128-129

【著　　者】 斉藤裕輔、多田正大、工藤進英、小林広幸、田中信治、鶴田 修、津田純郎、藤谷
幹浩、武藤徹一郎

【論　　題】 通常内視鏡による大腸 sm 癌垂直浸潤距離 1,000 μ m の診断精度と浸潤所見

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 40 , 1855-1858

【著　　者】 中村 徹、鳥村拓司、坂本雅晴、谷口英太郎、橋本 修、井上欣哉、坂田隆一郎、上
野隆登、佐田通夫

【論　　題】 血管内皮前駆細胞移植による肝線維化抑制、肝再生促進および生存率改善効果

【雑 誌 名】 第 13回浜名湖シンポジウム (国際科学振興財団フォーラム )

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】
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【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森建一、佐々木 英

【論　　題】 いわゆる側方発育型大腸腫瘍の治療 - 私はこう考える

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 40 , 1824-1826

【著　　者】 川口 巧、佐田通夫

【論　　題】 肝疾患と栄養

【雑 誌 名】 八女筑後医報

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 4-9

【著　　者】 坂田隆一郎、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 カテキンの有用性

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 1011-1017

【著　　者】 上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 類洞壁細胞の機能と生活習慣

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 659-666

【著　　者】 光山慶一、富安信夫、増田淳也、山崎 博、高木孝輔、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 潰瘍性大腸炎に対する白血球除去療法の作用機序の検討 :骨髄細胞動員および炎
症性シグナル発現に及ぼす影響

【雑 誌 名】 第 86回日本消化器病学会九州支部例会、第 80回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 石井邦英、安倍弘彦、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 重症型アルコール性肝炎 - 血液浄化法と対治療費効果について -

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 917-925

【著　　者】 吉森建一、鶴田 修、河野弘志、唐原 健、富安信夫、豊永 純、佐田通夫、徳田和
信、新原 亨

【論　　題】 生検病理診断によって診断に惑わされた粘膜逸脱症候群の一例

【雑 誌 名】 第 86回日本消化器病学会九州支部例会、第 80回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】
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【著　　者】 今村理恵、安元真希子、高田有香、奥英二郎、大坪維範、関 律子、大崎浩一、橋
口道俊、薬師寺和昭、吉本幸治、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 骨髄原発の DLBCL の 2例

【雑 誌 名】 第 9回筑後血液懇話会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 芹川 習、中原慶太、立石秀夫、米湊 健、田宮芳孝、渡辺靖友、鶴田 修、豊永 純、
佐田通夫

【論　　題】 ESD に難渋した長径 9cmの適応外病変

【雑 誌 名】 第 86回日本消化器病学会九州支部例会、第 80回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 富安信夫、鶴田 修、河野弘志、光山慶一、唐原 健、吉森建一、豊永 純、佐田通
夫、大島孝一

【論　　題】 直腸多発 MALT リンパ腫の 1例

【雑 誌 名】 第 86回日本消化器病学会九州支部例会、第 80回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 富安信夫、鶴田 修、河野弘志、光山慶一、唐原 健、吉森建一、豊永 純、佐田通
夫、大島孝一

【論　　題】 T細胞性リンパ腫の 2例

【雑 誌 名】 第 86回日本消化器病学会九州支部例会、第 80回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会 合同

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 井出達也、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 ラミブジン耐性株に対するアデフォビル単独療法の臨床的検討

【雑 誌 名】 第 36回日本肝臓学会西部会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 板野 哲、佐田通夫

【論　　題】 Low dose FP 肝動注化学療法を導入治療とした進行肝細胞癌 362 例についての検
討

【雑 誌 名】 第 36回日本肝臓学会西部会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】
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【著　　者】 黒松亮子、高田晃男、佐田通夫

【論　　題】 肝細胞癌原因の推移

【雑 誌 名】 臨床検査

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 49 , 1185-1191

【著　　者】 長尾由実子、佐田通夫

【論　　題】 HCV の肝外病変

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 215 , 212-213

【著　　者】 居石哲治、谷口英太郎、川口 巧

【論　　題】 食道静脈瘤治療および肝癌治療における栄養管理の有用性

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 47回日本消化器病学会大会、第 70回日本消化器内視鏡学会総会、
第 36回日本消化吸収学会総会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 犬塚貞孝、熊本正史、富安信夫、花田慎一郎、斎藤文彦、大坪維範、野田哲裕、
天野恵介、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 にがり青汁による肝障害を認めたチトクローム P450 遺伝子多型の一例

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 9回日本肝臓学会大会 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 吉森建一、鶴田 修、河野弘志

【論　　題】 sm 癌からみた大腸癌の発育・進展

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 47回日本消化器病学会大会、第 70回日本消化器内視鏡学会総会、
第 43回日本消化器集団検診学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 田宮芳孝、立石秀夫、中原慶太、渡辺靖友、芹川 習、鶴田 修、豊永 純、佐田通
夫

【論　　題】 食道腫瘍性病変に対する ESD の合併症と対策

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 68 , 303-304

【著　　者】 中村徹、鳥村拓司、坂本雅晴、谷口英太郎、坂田隆一郎、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 血管内皮前駆細胞移植による肝線維化抑制及び肝再生を目指した細胞療法の試み

【雑 誌 名】 第 19回肝類洞壁細胞研究会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】
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【著　　者】 中村徹、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 肝硬変ラットに対する血管内皮前駆細胞を用いた細胞療法の検討

【雑 誌 名】 DDW-Japan (第 47回日本消化器病学会大会、第 9回日本肝臓学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 熊本正史、於保和彦、豊永 純

【論　　題】 B-RTO によるシャント閉鎖後の肝予備能変化と生命予後

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 47回日本消化器病学会大会、第 70回日本消化器内視鏡学会総会、
第 9回日本肝臓学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 井出達也、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 高齢者に対するインターフェロンリバビリン併用療法の問題とその対策

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 9回日本肝臓学会大会、第 47回日本消化器病学会大会、第 43回
日本消化器集団検診学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 永松洋明、板野 哲、佐田通夫

【論　　題】 進行肝細胞癌に対する CDDP+5FU 併用肝動注療法  ～ CDDP 血中濃度測定による
投与法別作用の検討～

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 9回日本肝臓学会大会、第 47回日本消化器病学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 板野 哲、佐田通夫

【論　　題】 進行肝細胞癌に対する肝動注化学療法のレジメン別検討

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 47回日本消化器病学会大会、第 70回日本消化器内視鏡学会総会
合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 坂本雅晴、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 肝硬変による門脈圧亢進症に対する血管内皮前駆細胞移植療法の検討

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 9回日本肝臓学会大会、第 47回日本消化器病学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 有永　照子

【論　　題】 C型肝炎進行例に対する脾臓摘出術後のインターフェロン治療の試み

【雑 誌 名】 消化器病学会九州地方会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】
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【著　　者】 久持顕子、佐田通夫

【論　　題】 健康食品・民間薬による薬物性肝障害の動向 -見落とさないための秘訣

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 214 , 832-837

【著　　者】 鳥村拓司、上野隆登、谷口英太郎、中村 徹、坂本雅晴、橋本 修、井上欣哉、矢野
博久、神代正道、佐田通夫

【論　　題】 Kringle 1-5 cDNA を用いた遺伝子治療による肝細胞癌増殖抑制の試み

【雑 誌 名】 第 37回日本臨床分子形態学会総会ならびに学術講演会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 鳥村拓司、上野隆登、古賀浩徳、橋本 修、安東栄治、長岡 栄、佐田通夫、矢野博
久、神代正道、桑野信彦、中島恵美

【論　　題】 肝細胞癌の化学療法における新しい drug delivery ststem の開発

【雑 誌 名】 第 64回日本癌学会学術総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 神代龍吉

【論　　題】 糖尿病治療薬と薬物性肝障害

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 214 , 799-803

【著　　者】 古賀浩徳

【論　　題】 シソ種子抽出ルテオリンのリン酸化部位特異的 STAT3分解促進作用

【雑 誌 名】 第 4回 久留米若手研究者セミナー

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 森田幸彦、於保和彦、江森啓悟、熊本正史、鶴田 修、佐田通夫、豊永 純

【論　　題】 胃静脈瘤出血予知 :出血前と後で観察し得た 54 例

【雑 誌 名】 第 12回日本門脈圧亢進症学会総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀浩徳、セルベンディラン カルパイヤ、上野隆登、鳥村拓司、矢野博久、神代
正道、桑野信彦、佐田通夫

【論　　題】 シソ種子抽出ルテオリンによる肝癌細胞アポトーシス誘導の分子機序

【雑 誌 名】 第 64回日本癌学会学術総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 今村理恵、奥英二郎、大坪維範、橋口道俊、薬師寺和昭、吉本幸治、関 律子、竹
田津宏子、緒方秀章、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 原発性マクログロブリン血症 3例の治療経験

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 大坪維範、奥英二郎、今村理恵、橋口道俊、薬師寺和昭、関 律子、吉本幸治、緒
方秀章、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 Gla domain 内に点変異 (Gla32 → Gln)を示した先天性凝固第Ⅹ因子異常症の一例

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 橋口道俊、大坪維範、今村理恵、薬師寺和昭、吉本幸治、関 律子、奥英二郎、緒
方秀章、岡村 孝、佐田通夫

【論　　題】 原発性骨髄線維症に HLA 完全一致同胞ドナーから同種骨髄非破壊的移植を行い良
好な経過を得ている一例

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 関 律子、吉田隆文、岡村 孝、奥英二郎、大坪維範、今村理恵、橋口道俊、薬師寺
和昭、吉本幸治、緒方秀章、竹田津宏子、南野隆一、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor は骨髄腫細胞において NADPH オキシダーゼ活
性を介した ROS 産生を抑制する

【雑 誌 名】 第 67回日本血液学会・第 47回日本臨床血液学会  合同総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 上野隆登、中村 徹、坂本雅晴、鳥村拓司、佐田通夫

【論　　題】 血管内皮前駆細胞 (EPC)を用いた肝線維化治療の新たな取り組み

【雑 誌 名】 第 37回日本臨床分子形態学会総会ならびに学術講演会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 鳥村拓司、上野隆登、谷口英太郎、井上欣哉、中村 徹、坂本雅晴、橋本 修、佐田
通夫、板野 哲、黒松亮子、矢野博久、神代正道

【論　　題】 血管新生抑制による肝発癌抑制の試み

【雑 誌 名】 第 7回九州肝癌研究会学術講演会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 熊本正史、於保和彦、江森啓悟、森田幸彦、鶴田 修、佐田通夫、豊永 純

【論　　題】 pipe-line varix の頻度と内視鏡的、血行動態的特徴の検討

【雑 誌 名】 第 12回日本門脈圧亢進症学会総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀郁利子 佐田通夫

【論　　題】 A 型肝炎・E 型肝炎

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 51 , 181-188

【著　　者】 佐田通夫、野村秀幸、八橋 弘

【論　　題】 C 型慢性肝炎に対するインターフェロン治療のさらなる可能性

【雑 誌 名】 Medical Tribune

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 53-54

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森建一、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 大腸ポリープの形態と内視鏡的呼称 -内視鏡所見のとり方と意味づけ -

【雑 誌 名】 消化器内視鏡

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 17 , 1141-1150

【著　　者】 木下壽文、酒井丈典、丸山祐一郎、日高敦弘、柳 克司、石川博人、内田信治、奥
田康司、青柳成明、白水和雄、岡部義信、菅 偉哉

【論　　題】 胆嚢癌

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 51 , 261-265

【著　　者】 花田慎一郎

【論　　題】 変異型サイトケラチン遺伝子導入時の凝集体形成と細胞内蛋白の局在および細胞
形態の変化

【雑 誌 名】 第 4回久留米若手研究者セミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 肝癌の発症予防 -その対策と治療 -

【雑 誌 名】 八女筑後医報

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 3-5
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【著　　者】 坪内博仁、佐田通夫、八橋 弘

【論　　題】 C 型肝炎治療への PEG-IFNα -2b+リバビリン併用療法の挑戦

【雑 誌 名】 Medical Tribune

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 79-80

【著　　者】 神代龍吉、熊木天児、松崎靖司、滝川 一

【論　　題】 薬物性肝障害 -健康食品もふくめて -

【雑 誌 名】 たんじゅうさん

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 4 , 3-10

【著　　者】 石井邦英、安倍弘彦、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 重症アルコール性肝障害 :重症型アルコール性肝炎を中心に

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 51 , 69-77

【著　　者】 神代龍吉、久持顕子、佐田通夫

【論　　題】 重症薬剤性肝障害

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 51 , 79-85

【著　　者】 古賀浩徳

【論　　題】 臨床研究医からの好意的反応

【雑 誌 名】 久留米医師会 広報

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 320 , 3

【著　　者】 古賀浩徳、Karuppaiyah Selvendiran、上野隆登、原田大、鳥村拓司、矢野博久、
神代正道、佐田通夫

【論　　題】 シソ種子抽出ルテオリンによる肝癌細胞アポトーシス誘導の分子機序

【雑 誌 名】 第 1回 京都セルバイオロジー研究会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 鳥村拓司、谷口英太郎、中村 徹、古賀浩徳、原田 大、上野隆登、佐田通夫、矢野
博久、神代正道

【論　　題】 K1-5 cDNA を用いた遺伝子治療による肝癌増殖抑制の試み

【雑 誌 名】 第 1回京都肝セルバイオロジー研究会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】
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【著　　者】 中村 徹、鳥村拓司、坂本雅晴、谷口英太郎、橋本 修、坂田隆一郎、上野隆登、佐
田通夫

【論　　題】 血管内皮前駆細胞移植による肝線維化抑制を目指した新しい細胞療法の試み

【雑 誌 名】 第 12回肝細胞研究会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀浩徳、原田大、柳本親利、久米村寛大、花田慎一郎、吉田隆文、谷口英太郎、
川口巧、馬場真二、前山倫子、鳥村拓司、神代龍吉、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 PPARγ過剰発現と PPARγリガンドによる刺激は p27の mislocalizationを是正
する

【雑 誌 名】 第 41回日本肝臓学会総会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀浩徳、原田大、柳本親利、久米村寛大、花田慎一郎、吉田隆文、谷口英太郎、
川口巧、馬場真二、前山倫子、鳥村拓司、神代龍吉、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 PPARγ過剰発現と PPARγリガンドによる刺激は p27の mislocalizationを是正
する

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 46 , A155

【著　　者】 谷口英太郎、鳥村拓司、中村 徹、原田 大、神代龍吉、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 血管内皮前駆細胞を用いた細胞療法は急性肝傷害時の肝再生を促進する

【雑 誌 名】 第 41回日本肝臓学会総会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 森田幸彦、於保和彦、豊永 純

【論　　題】 食道・胃静脈瘤の診断基準・病型分類・重症度

【雑 誌 名】 内科

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 95 , 1067-1072

【著　　者】 坂本雅晴、中村 徹、鳥村拓司、橋本 修、坂田隆一郎、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 門脈圧亢進症に対する血管内皮前駆細胞移植療法の試み

【雑 誌 名】 第 41回日本肝臓学会総会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 第 11 回熊本肝炎友の会 10 周年記念講演 B 型及び C 型肝炎治療の進歩

【雑 誌 名】 熊本肝炎友の会ニュース やまびこ

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 14 , 1-3

【著　　者】 鶴田 修

【論　　題】 大腸 de novo 発生 sm 癌の初期形態

【雑 誌 名】 第 4回日中消化器内視鏡・消化器病学術交流会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 光山慶一

【論　　題】 炎症性腸疾患とプロバイオティクス・プレバイオティクス

【雑 誌 名】 日本臨牀

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 63 , 850-858

【著　　者】 久持顕子、神代龍吉

【論　　題】 健康食品でも肝障害が起こるって本当ですか ?

【雑 誌 名】 毎日ライフ

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 36 , 53-59

【著　　者】 於保和彦、豊永 純

【論　　題】 門脈圧亢進症患者における Helicobacter pylori の感染率、胃・十二指腸潰瘍、門脈
圧亢進症性胃症、食道・胃静脈瘤出血との関連

【雑 誌 名】 第 69回日本消化器内視鏡学会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 米湊 健、小山恒男、宮田佳典

【論　　題】 バレット食道表在癌に対する拡大内視鏡診断と ESD による治療の有用性

【雑 誌 名】 第 69回日本消化器内視鏡学会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、豊永 純

【論　　題】 送水法を用いた大腸内視鏡挿入

【雑 誌 名】 第 69回日本消化器内視鏡学会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】
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【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、豊永 純

【論　　題】 どのような手法で大腸上皮性腫瘍病変の治療方針を決定するか ?

【雑 誌 名】 第 69回日本消化器内視鏡学会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 内田政史、早渕尚文、岡部義信、谷川 仁

【論　　題】 良性胆道疾患の画像診断 各モダリティの検査方法と診断における役割を中心に

【雑 誌 名】 INNERVISION

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 20 , 53-56

【著　　者】 桑原礼一郎、佐田通夫

【論　　題】 4. 新しい B 型肝炎ウイルス治療薬 1) アデホビル

【雑 誌 名】 医薬ジャーナル

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 41 , 1201-1205

【著　　者】 光山慶一、花井洋行、藤山佳秀

【論　　題】 潰瘍性大腸炎に対するプレバイオティクス療法の作用機序と効果

【雑 誌 名】 第 91回日本消化器病学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 光山慶一

【論　　題】 UC における作用機序

【雑 誌 名】 第 49回日本リウマチ学会総会・学術集会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 富安信夫、鶴田 修、光山慶一、河野弘志、唐原 健、吉森健一、豊永 純、佐田通
夫

【論　　題】 薬剤性出血性腸炎

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 40 , 611-615

【著　　者】 黒松亮子、安東栄治、佐田通夫

【論　　題】 肝細胞癌治療における経皮的ラジオ波焼灼療法の位置づけ

【雑 誌 名】 第 91回日本消化器病学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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【著　　者】 中村徹、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 線維化肝での TGF-ßシグナル伝達阻害は肝再生因子の転写を促進させる

【雑 誌 名】 第 91回日本消化器病学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 緒方健二、鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森健一、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 大腸癌の自然史 - X 線像からの検討を中心に -

【雑 誌 名】 消化器外科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 28 , 559-564

【著　　者】 古賀浩徳

【論　　題】 ルテオリンによる肝癌細胞アポトーシスの誘導 :STAT3分解と Fas発現増強

【雑 誌 名】 第 1回九州がんフォーラム

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 中村 徹

【論　　題】 血管内皮前駆細胞を用いた肝線維化に対する新しい細胞療法の試み

【雑 誌 名】 Liver Forum in Kyoto(第 7回学術集会 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 がん

【雑 誌 名】 いい病院全国ランキング 2005最新版

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 150

【著　　者】 熊本正史、於保和彦、森田幸彦、豊永 純

【論　　題】 門脈圧亢進症性胃症出血

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 50 , 305-311

【著　　者】 古賀浩徳

【論　　題】 トログリタゾン肝障害の発生機序

【雑 誌 名】 日本醫事新報

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 107～ 108
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【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 ラミブジン耐性に“次の手” B 肝の抗ウイルス薬治療にアデホビル登場

【雑 誌 名】 日経メディカル

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 1 , 22-23

【著　　者】 田中正俊、佐田通夫

【論　　題】 肝細胞癌症例に対する肝移植

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 50 , 69-73

【著　　者】 谷川久一、熊田博光、佐田通夫

【論　　題】 YMDD 変異ウイルスの増殖により肝機能の異常が認められた B 型慢性肝炎患者
(B 型肝硬変患者を含む )に対するヘプセラ 錠 10 (アデホビルピボキシル )の臨床
効果

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 50 , 193-211

【著　　者】 川口 巧、原田 大、吉田隆文、久本隆生、谷口英太郎、久米村寛大、花田慎一郎、
馬場真二、前山倫子、古賀浩徳、神代龍吉、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 2. インスリン抵抗性発現における C 型肝炎ウイルスコア蛋白の細胞生物学的意義

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 151

【著　　者】 吉森建一

【論　　題】 大腸鋸歯状腺腫 (serrated adenoma)の臨床病理学的検討

【雑 誌 名】 第 1回日本消化管学会総会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 有永照子

【論　　題】 C 型慢性肝炎におけるインターフェロン (IFN) ・リバビリン併用療法の検討 -多
施設共同研究 -

【雑 誌 名】 久留米内科医会会報

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 59 , 4-7
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【著　　者】 岡部義信、菅 偉哉、鶴田 修、佐田通夫、柳 克司、児玉孝仁、木下壽文、内藤嘉
紀、自見厚郎、豊永 純、小野尚文

【論　　題】 5. 自己免疫性膵炎 4 例に対する超音波内視鏡 (EUS) 像の検討

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 165-166

【著　　者】 児玉孝仁、柳 克司、原 雅雄、堀内彦之、木下壽文、白水和雄、青柳成明、岡部義
信、菅 偉哉、豊永 純、佐田通夫、山口 倫、自見厚郎、 神代正道

【論　　題】 術前 IPMC が疑われ PpPD 施行した IPMA の 1 例

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 167

【著　　者】 佐田通夫 (座長 )、八橋 弘

【論　　題】 インターフェロンでがんの芽を摘む

【雑 誌 名】 第 9 回日本肝臓学会大会 ブレックファーストセミナー

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2-11

【著　　者】 佐田通夫 (司会 )、矢野博久、泉 並木

【論　　題】 肝がん撲滅を目指した C 型肝炎治療

【雑 誌 名】 第 41 回日本肝臓学会総会ランチョンセミナー

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2-11

【著　　者】 佐田通夫

【論　　題】 肝がん撲滅をめざして -佐賀県杵藤地区肝疾患研修会 平成 16 年 1 月 29 日 , 8 月
27 日 -

【雑 誌 名】 肝がん撲滅をめざして

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1-6

【著　　者】 熊田 卓、関谷千尋、久保木真、金 守良、佐田通夫

【論　　題】 C 型慢性肝炎 - 高齢者の特徴とその治療対策 -

【雑 誌 名】 Geriatric Medicine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43 , 1649-1656

【著　　者】 於保和彦、佐田通夫、豊永 純

【論　　題】 食道・胃静脈瘤に対する内視鏡治療と薬物治療の現状

【雑 誌 名】 Current Review of Gastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 8-10
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【著　　者】 緒方健二、鶴田 修

【論　　題】 大腸憩室症

【雑 誌 名】 CLINICIAN

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 649-651

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森健一、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 挿入困難例とその対処法 ( 6 )腸管の走行や長さに起因する挿入困難例 ( 癒着や腹
部手術後を含めて ) c. S 状結腸が右方に偏位している症例

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 269-271

【著　　者】 谷口英太郎、鳥村拓司、佐田通夫

【論　　題】 血管内皮前駆細胞移植療法の肝再生作用とそのメカニズム

【雑 誌 名】 DDW-Japan(第 47回日本消化器病学会大会、第 9回日本肝臓学会大会 合同 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 吉田隆文、古賀浩徳、原田 大、緒方久修、吉村昭彦、佐田通夫

【論　　題】 SOCS1 による肝硬変、肝細胞癌の制御

【雑 誌 名】 臨床免疫

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43 , 451-454

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森健一、豊永 純、佐田通夫

【論　　題】 挿入困難例とその対処法 ( 6 )腸管の走行や長さに起因する挿入困難例 ( 癒着や腹
部手術後を含めて ) d. SD-junction の走行が複雑な症例

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 272-274

【著　　者】 吉森建一、鶴田 修、河野弘志、唐原 健、豊永 純

【論　　題】 検体標本の取扱い

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 475-479

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、吉森建一、伊藤 実、唐原 健、富安信夫、佐田通夫、豊永 純、
有馬信之

【論　　題】 緊急内視鏡検査を必要とする下部消化管疾患 (1) 大腸異物

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 565-570
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【著　　者】 勝田洋輔、竹下吉明、有馬 健、斎藤 裕、香月与志夫、今村理恵、吉本幸治、岡崎
梯之、明石英俊、今泉 勉

【論　　題】 骨髄単核球移植を用いた細胞治療

【雑 誌 名】 治療学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 39 , 725-728

【著　　者】 唐原 健、鶴田 修、河野弘志、吉森建一、豊永 純

【論　　題】 拡大内視鏡による癌の深達度診断 (1) V I 型 pit pattern 細分類の有用性

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 151-159

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森建一

【論　　題】 用手圧迫のポイント

【雑 誌 名】 消化器の臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 8 , 72-73

【著　　者】 唐原 健

【論　　題】 早期大腸癌の拡大内視鏡の基本とコツ

【雑 誌 名】 消化器内視鏡

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 1703-1710

【著　　者】 川原隆一、松尾英生、日高敦弘、柳 克司、児玉孝仁、岡部義信、菅 偉哉、木下壽
文、青柳成明

【論　　題】 当科における expandable metallic stent 留置 80 例における合併症の検討

【雑 誌 名】 胆道

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 421-425

【著　　者】 井出達也、神代龍吉

【論　　題】 ウイルスの遺伝子型によって治療方針はどう変わるか

【雑 誌 名】 消化器の臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 8 , 184-189

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純

【論　　題】 ひだ集中のない未分化型早期胃癌の 1 例

【雑 誌 名】 CLINICIAN

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 68-71
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【著　　者】 Ryoko Kuromatsu

【論　　題】 Natural history of untreated hepatocellular carcinoma classified by tumor stage

【雑 誌 名】 The 4th JSH Single Topic Conference - Hepatocellular Carcinoma : International
Consensus and Controversies

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ritsuko Seki, Takafumi Yoshida, Kazuo Nakamura, Sho-ichi Yamagishi, Tsutomu
Imaizumi, Takashi Okamura, Michio Sata

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits multiple myeloma through
suppressing NADPH oxidase ROS generation

【雑 誌 名】 American Society of Hematology (47th Annual Meeting and Exposition)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 Takuji Torimura, Takato Ueno, Eitaro Taniguchi, Osamu Hashimoto, Masaharu
Sakamoto, Toru Nakamura, Kinya Inoue, Ryukichi Kumashiro, Michio Sata, Hirohisa
Yano, Masamichi Kojiro

【論　　題】 Transplantation of endothelial progenitor cells expressing cytosine deaminase for
treatment of hepatocellular carcinoma

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases
(AASLD)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Eitaro Taniguchi, Takuji Torimura, Toru Nakamura, Chikatoshi Yanagimoto, Hiroto
Kumemura, Shinichiro Hanada, Takumi Kawaguchi, Hironori Koga, Ryukichi
Kumashiro, Takato Ueno, Michi Sata

【論　　題】 The mechanism of accelerated liver regeneration after endothelial progenitor cell
transplantation

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases
(AASLD)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Minoru Itou, Tetsuharu Oriishi, Takumi Kawaguchi, Eitaro Taniguchi, Shuji Sumie,
Tatsuya Ide, Takato Ueno, Atsushi Toyonaga, Michio Sata

【論　　題】 Down-regulated a gut hormone, glucagon-like peptide-1, in patients with HCV
infection

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases
(AASLD)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Toru Nakamura, Takuji Torimura, Masaharu Sakamoto , Eitaro Taniguchi, Osamu
Hashimoto, Ryuichiro Sakata, Kinya Inoue, Takato Ueno, Michio Sata

【論　　題】 Endothelial progenitor cell transplantation inhibits fibrogenesis and enhances
regeneration in rats

【雑 誌 名】 3rd Science and Research Symposium

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Toru Nakamura, Takuji Torimura, Masaharu Sakamoto, Eitaro Taniguchi, Osamu
Hashimoto, Ryuichiro Sakata, Masaru Harada, Takato Ueno, and Michio Sata

【論　　題】 Transplantation of endothelial progenitor cells prevents liver fibrosis and contributes
hepatic regeneration in chronic liver injury

【雑 誌 名】 56th American Association for The Study of Liver Disease (AASLD)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Shuji Sumie, Takumi Kawaguchi, Eitaro Taniguchi, Mina Kurogi, Eiji Ando, Ryoko
Kuromatsu, Hironori Koga, Takuji Torimura, Ryukichi Kumashiro, Masamichi Kojiro,
Michio Sata

【論　　題】 Down-regulated SH2-containing inositol phosphatase (SHIP)-2 expression in HCC and
hyperinsulinemia are involved in prognosis of men with HCV infection

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases
(AASLD)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Masaharu Sakamoto, Toru Nakamura, Takuji Torimura, Osamu Hashimoto, Ryuichiro
Sakata, Takato Ueno, Michio Sata

【論　　題】 Transplantation of endothelial progenitor cells improves portal hypertension in
cirrhosis model rats

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases
(AASLD)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Koga H, Sata M

【論　　題】 Oxidative stress induces the endoplasmic reticulum stress and formation of cytosolic
inclusions composed of cytokeratin in cultured human hepatoma-derived cells

【雑 誌 名】 American Association for the Study of Liver Diseases-The Liver Meeting 2005

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 42 , 506A
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【著　　者】 Kazuhiko Oho, Masafumi Kumamoto, Yukihiko Morita, Keigo Emori, Osamu
Tsuruta, Atsushi Toyonaga, Michio Sata

【論　　題】 Long-term results of balloon-occluded retrograde transvenous obliteration (B-RTO)
for fundal varices and encephalopathy

【雑 誌 名】 13th United European Gastroenterology Week

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yoshinobu Okabe, Osamu Tsuruta, Hideya Suga, Fumihiko Saitou, Hisafumi
Kinoshita, Atsushi Toyonaga

【論　　題】 Endoscopic ultrasonography patterns of autoimmune-related pancreatitis in five cases

【雑 誌 名】 13th United European Gastroenterology Week

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 Hironori Koga

【論　　題】 Chemoprevention of HCC

【雑 誌 名】 Asian Pacific Digestive Week 2005 (APDW)

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ryukichi Kumashiro

【論　　題】 Management of Hepatitis B

【雑 誌 名】 Seminar on Infectious Hepatitis, Its Epidemiology, Prevention and Treatment

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ryoko Kuromatsu, Satoshi Itano, Takuji Torimura

【論　　題】 Recent treatment of hepatocellular carcinoma

【雑 誌 名】 Seminar on Infectious Hepatitis, Its Epidemiology, Prevention and Treatment

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 Tatsuya Ide

【論　　題】 Management of chronic hepatitis C

【雑 誌 名】 Seminar on Infectious Hepatitis, Its Epidemiology, Prevention and Treatment

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Ritsuko Seki, Takafumi Yoshida, S Yamagishi, K Nakamura, Takashi Okamura, T
Imaizumi, Michio Sata

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits multiple myeloma through
antioxidant capacity

【雑 誌 名】 10th Congress of the European Hematology Association

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kazuhiko Oho, Yukihiko Morita, Masafumi Kumamoto, Osamu Tsuruta, Atsushi
Toyonaga, Michio Sata

【論　　題】 Helicobactor pylori infection has a protective role in variceal bleeding

【雑 誌 名】 DDW-USA (106th Annual Meeting of the American Gastroenterology Association)

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yoshinobu Okabe, Osamu Tsuruta, Hideya Suga, Hisafumi Kinoshita, Michio Sata,
Atsushi Toyonaga

【論　　題】 Endoscopic ultrasonography of autoimmune-related pancreatitis in five cases: the
reticular pattern disappears after steroid therapy ?

【雑 誌 名】 DDW-USA (American Society for Gastrointestinal Endoscopy Annual Postgraduate
Course)

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Reiichiro Kuwahara, Ryukichi Kumashiro, Tatsuya Ide, Yuriko Koga, Teruko Hino,
Akiko Hisamochi, Kazuo Tanaka, Kei Ogata, Hiroyuki Koga, Yukari Takao, Michio
Sata

【論　　題】 The selection of the patients with risk of developing hepatic failure after the
emergence of lamivudine-resistant HBV

【雑 誌 名】 40th Annual Meeting of the European Association for the Study of the Liver (EASL)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 Takuji Torimura, Takto Ueno, Eitaro Taniguchi, Michio Sata, Hirohisa Yano,
Masamichi Kojiro, Hironori Koga

【論　　題】 Liposome-mediated gene transfer of angiogenesis inhibitor K1-5 suppresses tumor
development and improves the prognosis of hepatocellular carcinoma of mice

【雑 誌 名】 96th Annual Meeting of the American Association for Cancer Research (AACR)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Hironori Koga, Masaru Harada, Michiko Maeyama, Chikatoshi Yanagimoto, Hiroto
Kumemura, Shin-ichiro Hanada, Takafumi Yoshida, Takumi Kawaguchi, Shinji Baba,
Takuji Torimura, Ryukichi Kumashiro, Takato Ueno, Michio Sata

【論　　題】 Overexpression of peroxisome proliferator-activated receptorγ and its
ligand-mediated activation restore mislocalization of p27Kip1 in human hepatoma
cells

【雑 誌 名】 Proceeding of the American Association for Cancer Research 96th Annual Meeting

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 46 , 534～ 535

【著　　者】 Minoru Itou, Tetsuharu Oriishi, Eitaro Taniguchi, Takumi Kawaguchi, Takato Ueno,
Michio Sata

【論　　題】 A gut hormone, glucagon-like peptide-1, associated with HCV-induced insulin
resistance

【雑 誌 名】 40th Annual Meeting of the European Association for the Study of the Liver (EASL)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 Osamu Tsuruta

【論　　題】 Endoscopic treatment of GI neoplasms

【雑 誌 名】 The 7th Japan-Korea Hepato-Gastrointestinal Pathology Seminar

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ryukichi Kumashiro

【論　　題】 Drug-induced hepatitis

【雑 誌 名】 2005 Annual Gastrointestinal Symposium

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】
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26.内科学（心臓・血管）

「単行本 /著書」

【著　　者】 田原宣広、今泉 勉

【タイトル】 疾患 10 出産直後から息切れ 足のむくみが・・・!?

【書名・発行所】「シミュレイション内科 心不全を探る」永井書店

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 103-107

【著　　者】 田原宣広、今泉 勉
編者 :堀内正嗣、浦 信行、北風政史、光山勝慶、森下竜一

【タイトル】 ACE阻害薬を基礎薬とした場合の併用薬

【書名・発行所】「臓器保護を考慮したチャート式高血圧併用療法」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 58-59

【著　　者】 足達 寿
編者 :小澤利男、上島弘嗣、大橋靖雄、山田信博

【タイトル】 コホート研究の成果 (16).

【書名・発行所】「Seven Countries Study」 メジカルビュー社

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 4 , 66-69

【著　　者】 山岸昌一
監修 :河盛隆造
編者 :山岸昌一

【タイトル】 メタボリックシンドロームの新しい診断基準

【書名・発行所】「ファーマナビゲーター糖尿病編」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 364-367

【著　　者】 竹内正義、山岸昌一
監修 :倉林正彦
編者 :山岸昌一

【タイトル】 カルボキシメチルリジン

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 196-197
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【著　　者】 山岸昌一
監修 :河盛隆造
編者 :山岸昌一

【タイトル】 ACTION試験

【書名・発行所】「ファーマナビゲーター糖尿病編」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 314-316

【著　　者】 竹内正義、岩城美奈、山岸昌一
監修 :倉林正彦
編者 :山岸昌一

【タイトル】 AGEs

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 40-41

【著　　者】 中村和生、山岸昌一、今泉 勉
監修 :河盛隆造、編者 :山岸昌一

【タイトル】 糖尿病患者における心不全を治療する上で考慮すべきことはなんですか ?

【書名・発行所】「ファーマナビゲーター糖尿病編」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 346-348

【著　　者】 竹中克彦、山岸昌一、今泉 勉
監修 :河盛隆造、編者 :山岸昌一

【タイトル】 MeRIA7

【書名・発行所】「ファーマナビゲーター糖尿病編」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 310-313

【著　　者】 山岸昌一、陣内裕子、今泉 勉
監修 :河盛隆造、編者 :山岸昌一

【タイトル】 STOP-NIDDM

【書名・発行所】「ファーマナビゲーター糖尿病編」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 268-271

【著　　者】 陣内裕子、山岸昌一、今泉 勉
監修 :倉林正彦、編者 :山岸昌一

【タイトル】 COとヘムオキシゲナーゼ

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 50-51
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【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉
編者 :柏木厚典

【タイトル】 AGEsと動脈硬化

【書名・発行所】「糖尿病カレントライブラリー :糖尿病と動脈硬化」分光堂

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51-54

【著　　者】 稲垣洋介、山岸昌一、今泉 勉
監修 :倉林正彦、編者 :山岸昌一

【タイトル】 PEDF

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 94-95

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉
監修 :倉林正彦、編者 :山岸昌一

【タイトル】 食後高血糖

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 242-243

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉
監修 :倉林正彦、編者 :山岸昌一

【タイトル】 糖尿病血管合併症

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 240-241

【著　　者】 山岸昌一、竹内正義、今泉 勉
監修 :倉林正彦、編者 :山岸昌一

【タイトル】 AGEs阻害薬

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 322-323

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉
編者 :糖尿病学会

【タイトル】 糖尿病網膜症における AGEsの関与と PEDFによるその阻止

【書名・発行所】「糖尿病学の進歩 第 39集」診断と治療社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 186-189
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【著　　者】 足達　寿

【タイトル】 高レムナント血症 . 薬物療法の適応とそのタイミング .

【書名・発行所】メジカルビュー社、東京

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 101-105

【著　　者】 足達　寿

【タイトル】 高コレステロール血症の治療目標 .年代別のわが国のコレステロール年次変化か
ら読みとれる将来の心血管発症と死亡リスク増加の予測 .

【書名・発行所】科学評論社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 57 , 15-20

【著　　者】 中村和生、山岸昌一、今泉 勉
監修 :倉林正彦
編者 :山岸昌一

【タイトル】 RAGE

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 100-101

【著　　者】 岡 直樹、今泉 勉
編者 :筒井裕之、吉川純一、松崎益徳

【タイトル】 肥大型心筋症における心不全はどう治療するか ?

【書名・発行所】「新・心臓病プラクティス . 6心不全に挑む・患者を救う」文光堂

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 392-396

【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉
編者 :堀 正二

【タイトル】 内科医からみた非薬物療法

【書名・発行所】「新しい診断と治療の ABC 33慢性心不全」最新医学社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 95-100

【著　　者】 Katsuda Y, Takeshita Y, Arima K, Saitoh Y, Imaizumi T, Asahara T, Nakatani T,
Okano T, Kishida A, Ishibashi-Ueda H, Shin'oka T, Nagai R, Sawa Y, Komeda M,
Takewa Y, Matsuda H, Mori H.
Eds. Mori H, Matsuda H

【タイトル】 Clinical survey of cell therapy in Japan

【書名・発行所】 "Cardiovascular Regeneration Therapies Using Tissue Engineering Approaches"
Springer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 183-189
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【著　　者】 Yamagishi S, Inagaki Y, Nakamura K, Takeuchi M, Imaizumi T
Eds:Roberta V. Zubar

【タイトル】 Pericytes and angiogenesis.

【書名・発行所】“New Angiogenesis Research Chaper V”  Nova Science

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 97-112

【著　　者】 Katsuda Y, Takeshita Y, Arima K, Saitoh Y, Sasaki K, Shintani S, Murohara T,
Imaizumi T

【タイトル】 Effects of bone marrow transplantation in patients with critical limb ischemia.

【書名・発行所】 "Cardiovascular Regeneration Therapies Using Tissue Engineering
Approaches"Springer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 213-220

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 松本 学、吉田輝久、濱田敬史、稲毛智仁、大江征嗣、竹内智宏、大坪 仁、久原伊
知郎、平木達朗、大賀雅信、池田久雄、今泉 勉

【論　　題】 VVIぺーシングにより急速に胸水貯留を生じた洞不全症候群の 1症例

【雑 誌 名】 不整脈

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 21 , 62-66

【著　　者】 Kai H, Tahara N, Imaizumi T

【論　　題】 “Lead Tube” -Like aorta with intractable systolic hypertension.

【雑 誌 名】 Clin Cardiol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 442

【著　　者】 松岡秀洋、梅井秀和、薗田和弘、畠中智子、河野啓助、大内田昌直、今泉 勉

【論　　題】 この症例から何を学か -片腎萎縮を伴う高レニン性高血圧

【雑 誌 名】 Medical Practice

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 1984-1986

【著　　者】 田原宣広、仲吉孝晴、甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 奇異なガリウムシンチ像を呈した心臓原発悪性リンパ腫の一例

【雑 誌 名】 The Circulation Frontier

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 58-61
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【著　　者】 Takenaka K, Yamagishi S, Jinnouchi Y, Nakamura K, Matsui T, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor(PEDF)-induced apoptosis and inhibition of vascular
endothelial growth factor(VEGF) expression in MG63 human osteosarcoma cells.

【雑 誌 名】 Life Sciences

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 77 , 3231-3241

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Nakamura Y, Takenaka K, Matsui T, Jinnouchi Y,
Imaizumi T

【論　　題】 Telmisartan inhibits expression of a receptor for advanced glycation end products
(RAGE) in angiotensin-Ⅱ -exposed endothelial cells and decreases serum levels of
soluble RAGE in patients with essential hypertension.

【雑 誌 名】 Microvasc Res

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 70 , 137-141

【著　　者】 Satoh A, Adachi H, Tsuruta M, Hirai Y, Hiratsuka A, Enomoto M, Furuki K, Hino A,
Takeuchi T, Imaizumi T

【論　　題】 High plasma level of remnant-like particle cholesterol in the metabolic syndrome.

【雑 誌 名】 Diabetes Care

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 28 , 2514-2518

【著　　者】 Shimada T, Toyoda K, Inoue T, Kamouchi M, Matsumoto T, Hiyamuta K, Imaizumi
T, Okada Y

【論　　題】 Prediction coronary artery disease in patients undergoing carotid endarterectomy.

【雑 誌 名】 J Neurosurg

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 103 , 593-596

【著　　者】 Kai H, Tahara N, Imaizumi T

【論　　題】 Lead-tube like aorta with intractable systolic hypertension.

【雑 誌 名】 Clin Cardiol

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 28 , 442

【著　　者】 Osada K, Imaizumi T, for the Heart Transplant Candidate Registry Committee of the
Japanese Circulation Society

【論　　題】 Special report from the heart transplant candidate registry committee in Japan.

【雑 誌 名】 J Heart Lung Transplant

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 24 , 810-814
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【著　　者】 Yamagishi S,  Nakamura K, Ueda S, Kato S, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment Epithelium-Derived Factor(PEDF) blocks the angiotensin ㈼ signaling in
endothelial cells via suppression of NADPH oxidase. - A novel anti-oxidative
mechanism of PEDF-

【雑 誌 名】 Cell & Tissue Research

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 320 , 437-445

【著　　者】 Matsumoto M, Hiraki T, Yoshida T, Hamada T, Ohga M, Ikeda H, Imaizumi T

【論　　題】 Portable type signal-averaged electrocardiography with dipyridamole - A new and
convenient method to detect patients with coronary artery disease and ischemia -

【雑 誌 名】 Circ J

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 69 , 659-665

【著　　者】 Sugano R,Matsuoka H, Haramaki N, Umei H, Murase E, Fukami K, Iida S, Ikeda H,
Imaizumi T

【論　　題】 Polymorphonuclear leukocytes may impair endothelial function - Resullts of crossover
randomized study of lipid-lowering therapies -

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 25 , 1262-1267

【著　　者】 Yokoi M, Yamagishi S, Takeuchi M, Ohgami K, Okamoto T, Saito W, Muramatsu M,
Imaizumi T, Ohno S.

【論　　題】 Elevations of AGE and vascular endothelial growth factor with decreased total
antioxidant status in the vitreous fluid of diabetic patients with retinopathy.

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 89 , 673-675

【著　　者】 1. Kai H, Kuwahara F, Tokuda K, Imaizumi T

【論　　題】 Diastolic dysfunction in hypertensive hearts -Roles of perivascular inflammation and
reactive myocardial fibrosis-

【雑 誌 名】 Hypertens Res

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 28 , 483-490

【著　　者】 Adachi H, Hino A

【論　　題】 Trends in nutritional intake and serum cholesterol levels over 40 years in
Tanushimaru, Japanese men

【雑 誌 名】 J Epidemiol

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 15 , 85-89
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【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Takenaka K, Matsui T, Jinnouchi Y, Imaizumi T.

【論　　題】 Pigment epithelium-derived  factor(PEDF) promotes growth of pericytes through
autocrine production of platelet-derived growth factor-B.

【雑 誌 名】 Microvasc Res

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 69 , 128-134

【著　　者】 Hiratsuka A, Adachi H, Fujiura Y, Yamagishi S, Hirai Y, Enomoto M, Satoh A, Hino
A, Furuki K, Imaizumi T.

【論　　題】 Strong association between serum Hepatocyte Growth Factor and metabolic syndrome.

【雑 誌 名】 J Clin Endocrinol Metab

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 90 , 2927-2931

【著　　者】 Yokoyama S, Ikeda H, Haramaki N, Yasukawa H, Murohara T, Imaizumi T

【論　　題】 Platelet P-selectin plays an important role in arterial thrombogenesis by forming large
stable platelet-leukocyte aggregates.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 45 , 1280-1286

【著　　者】 Yokoyama S, Ikeda H, Haramaki N, Yasukawa H, Katoh A, Imaizumi T

【論　　題】 HMG-CoA reductase inhibitor protects against in Vivo arterial thrombosis by
augmenting platelet-derived nitric oxide releases in rats.

【雑 誌 名】 J Cardiovasc Pharmacol

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 45 , 375-381

【著　　者】 Ueda T, Oka N, Matsumoto A, Miyazaki H, Ohmura H, Kikuchi T, Nakayama M,
Kato S, Imaizumi T.

【論　　題】 Pheochromocytoma presenting as recurrent hypotension and syncope.

【雑 誌 名】 Intern Med

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 44 , 222-227

【著　　者】 Kikuchi T, Oka N, Koga A, Miyazaki H, Ohmura H, Imaizumi T

【論　　題】 Behavior of caveolae and caveolin-3 during the development of myocyte hypertrophy.

【雑 誌 名】 J Cardiovasc Pharmacol

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 45 , 204-210
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【著　　者】 Morita H, Ikeda H, Haramaki N, Eguchi H, Imaizumi T

【論　　題】 Only two-week smoking cessation improves platelet aggregability and intraplatelet
redox imbalance of long-term smokers.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 45 , 589-594

【著　　者】 Amano S, Yamagishi S, Inagaki Y, Nakamura K, Takeuchi M, Inoue H, Imaizumi T.

【論　　題】 Pigment Epithelium-Derived Factor(PEDF) inhibits oxidative stress-induced apoptosis
and dysfunction of cultured retinal pericytes.

【雑 誌 名】 Microvasc Res

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 69 , 45-55

【著　　者】 Tsuji S, Kikuchi S, Shinpo K, Tashiro J, Kishimoto R, Abe I, Yamagishi, S, Takeuchi
M, Sasaki H

【論　　題】 Proteasome inhibiton induces selective motor neuron death in organotypic slice
cultures.

【雑 誌 名】 J Neuroscience Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 443-451

【著　　者】 Kitamura M, Kitaichi N, Takeuchi M, Kitamei H, Namba K, Yamagishi S, Iwabuchi
K, Onoe K, Ohno S

【論　　題】 Decrease in the glyceraldehyde derived advanced glycation end products in the sera of
patients with Vogt-Koyanagi-Harada disease.

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 89 , 1407-1409

【著　　者】 Kume S, Kato S, Yamagishi S, Inagaki Y, Ueda S, Arima N, Okawa T, Kojiro M,
Nagata K

【論　　題】 Advanced glycation end-products attenuate human mesenchymal stem cells and
prevent cognate differentiation into adipose tissue, cartilage, and bone.

【雑 誌 名】 J Bone Miner Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 1647-1658

【著　　者】 Inoue H, Yamagishi S

【論　　題】 Design of a new phosphate binder, anion exchange resin, based on microcalorimeter
measurements.

【雑 誌 名】 Letters in Drug Design & Discovery

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 250-254
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【著　　者】 Matsumoto M, Yoshida T, Hamada T, Inage T, Ohe M, Takeuchi T, Otsubo H, Kubara
I, Hiraki T, Ohga M, Ikeda H, Imaizumi T

【論　　題】 A case of sick sinus syndrome with acute pleural effusion induced by VVI pacing.

【雑 誌 名】 J Arrhythmia

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 21 , 62-66

【著　　者】 Panagiotakos DB, Kromhout D, Menotti A, Chrysohoou C,   Dontas A, Pitsavos C,
Adachi H,  Blackburn H,  Nedeljkovic S,  Nissinen A

【論　　題】 The relation between pulse pressure and cardiovascular mortality in 12,763
middle-aged men from various parts of the world; A 25-year follow-up of the Seven
Countries Study.

【雑 誌 名】 Arch Intern Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 165 , 2142-2147

【著　　者】 Potente M, Urbich C, Sasaki K, Hofmann WK, Heeschen C, Aicher A, Kollipara R,
DePinho RA, Zeiher AM, Dimmeler S

【論　　題】 Involvement of Foxo transcription factors in angiogenesis and postnatal
neovascularization.

【雑 誌 名】 J Clin Invest

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 115 , 2382-2392

【著　　者】 Chavakis E, Aicher A, Heeschen C, Sasaki K, Kaiser R, El Makhfi N, Urbich C, Peters
T, Scharffetter-Kochanek K, Zeiher AM, Chavakis T, Dimmeler S

【論　　題】 Role of beta2-integrins for homing and neovascularization capacity of endothelial
progenitor cells.

【雑 誌 名】 J Exp Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 201 , 63-72

【著　　者】 Tahara N, Takaki H, Taguchi A, Suyama K, Kurita T, Shimizu W, Miyazaki S,
Kawada T, Sunagawa K

【論　　題】 Pronounced HR variability after exercise in inferior ischemia: Evidence that the
cardioinhibitory vagal reflex is invoked by exercise-induced inferior ischemia.

【雑 誌 名】 Am J Physiol Heart Circ Physiol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 288 , H1179-H1185

【著　　者】 Urbich C, Heeschen C, Aicher A, Sasaki K, Bruhl T, Farhadi MR, Vajkoczy P,
Hofmann WK, Peters C, Pennacchio LA, Abolmaali ND, Chavakis E, Reinheckel T,
Zeiher AM, Dimmeler S

【論　　題】 Cathepsin L is required for endothelial progenitor cell-induced neovascularization.

【雑 誌 名】 Nat Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 206-213
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【著　　者】 Rossig L, Urbich C, Bruhl T, Dernbach E, Heeschen C, Chavakis E, Sasaki K, Aicher
D, Diehl F, Seeger F, Potente M, Aicher A, Zanetta L, Dejana E, Zeiher AM,
Dimmeler S

【論　　題】 Histone deacetylase activity is essential for the expression of HoxA9 and for
endothelial commitment of progenitor cells.

【雑 誌 名】 J Exp Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 201 , 1825-1835

【著　　者】 Miyamoto H, Kai H, Nakaura H, Osada K, Mizuta Y, Matsumoto A, Imaizumi T

【論　　題】 Safety and efficacy of repeated sauna bathing in patients with chronic ststolic faulure. -
a preliminary report -

【雑 誌 名】 J Card Fail

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 in press

【著　　者】 Kai H, Tahara N, Imaizumi T

【論　　題】 “Lead Tube” -Like aorta with intractable systolic hypertension.

【雑 誌 名】 Clin Cardiol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 442

「その他」

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 糖尿病細小血管症とプロスタサイクリン

【雑 誌 名】 血管医学

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 6 , 639-646

【著　　者】 佐々木健一郎、今泉 勉

【論　　題】 合併症を伴う高齢者高血圧の治療方針と留意点 -臓器保護作用と降圧薬の選択の
実際 -2)虚血性心疾患と高血圧

【雑 誌 名】 Geriatric Medicine<老年医学 >

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 43 , 1867-1871

【著　　者】 竹中克彦、山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 自家骨髄単核球と血管再生療法 (糖尿病神経障害 )

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 23 , 37-39
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【著　　者】 田原宣広、甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 循環器難病

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 82 , 1102-1106

【著　　者】 勝田洋輔、竹下吉明、有馬 健、齋藤 裕、香月与志夫、今村理恵、吉本幸治、岡崎
梯之、明石英俊、今泉 勉

【論　　題】 骨髄単核球移植を用いた細胞治療

【雑 誌 名】 治療学

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 39 , 725-728

【著　　者】 長田克則、今泉 勉

【論　　題】 虚血性心筋症と心移植

【雑 誌 名】 Ischemic Heart Disease (IHD) Frontier

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 6 , 127-130

【著　　者】 勝田洋輔、今泉 勉

【論　　題】 骨髄細胞による血管新生療法

【雑 誌 名】 からだの科学増刊高度先進医療

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 77-81

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 糖尿病血管障害と活性酸素 :AGEsの役割

【雑 誌 名】 分子心血管病

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 6 , 271-276

【著　　者】 岡 直樹、上田集宣、今泉 勉

【論　　題】 心筋症の予後を予測する

【雑 誌 名】 内科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 95 , 647-651

【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 心不全 . 臨床分子内分泌学 2ー心血管内分泌代謝系 (下 )

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 63 , 143-148
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【著　　者】 足達 寿、竹内智宏、今泉 勉

【論　　題】 薬物療法の適応とそのタイミング

【雑 誌 名】 Mebio

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 22 , 101-105

【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 虚血性心疾患・心不全

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 79-84

【著　　者】 松本 学、吉田輝久、濱田敬史、稲毛智仁、大江征嗣、竹内智宏、大坪 仁、久原伊
知郎、平木達朗、大賀雅信、池田久雄、今泉 勉

【論　　題】 VVIぺーシングにより急速に胸水貯留を生じた洞不全症候群の 1症例

【雑 誌 名】 不整脈

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 21 , 62-66

【著　　者】 足達 寿、日野明日香、今泉 勉

【論　　題】 年代別のわが国のコレステロール年次変化から読みとれる将来の心血管発症と死
亡リスク増加の予測

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 57 , 15-20

【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 合併症を伴う高血圧の降圧目標と降圧薬の選択「虚血性心疾患・心不全」

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 79-84

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉

【論　　題】 ホモシステイン

【雑 誌 名】 血圧

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 1115-1123

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉

【論　　題】 Ca拮抗薬と虚血性心疾患

【雑 誌 名】 Clinical Calcium

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 45-52
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【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 病態と疾患から見たレニン -アンジオテンシン系 心不全

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 143-148

【著　　者】 安川秀雄、杉 雄介、森 隆宏、今泉 勉

【論　　題】 心血管病と JAK/STAT経路の制御因子 SOCS

【雑 誌 名】 血管

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 87-93

【著　　者】 森田博彦、池田久雄、服巻信也、今泉 勉

【論　　題】 2週間の禁煙で改善する血小板機能

【雑 誌 名】 治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 87 , 2234-2236

【著　　者】 山岸昌一

【論　　題】 酸化ストレスと糖尿病網膜症

【雑 誌 名】 Therapeutic Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 550-552

【著　　者】 山岸昌一

【論　　題】 メタボリックシンドロームの基礎概念

【雑 誌 名】 Medic「シリーズMetabolic Syndromeを考える No. 1」

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 40 , 12-13

【著　　者】 山岸昌一

【論　　題】 糖尿病血管合併症発症、進展の分子機構の解明

【雑 誌 名】 糖尿病「糖尿病学会リリー賞受賞講演」

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 48 , 591-593

【著　　者】 福井大介、今泉 勉

【論　　題】 脳卒中の危険因子とは ?脳卒中の危険因子にはどんなものがありますか ?

【雑 誌 名】 Q&Aでわかる「肥満と糖尿病」

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 4 , 810-813
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【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉

【論　　題】 薬剤による内皮機能改善効果

【雑 誌 名】 Cardiac Practice

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16 , 49-54

【著　　者】 吉田輝久、竹内智宏、稲毛智仁、大江征嗣、今泉 勉

【論　　題】 アミオダロンによる間質性肺炎にてソタロールへの変更を行った心サルコイドー
シスによる心室頻拍の 1例

【雑 誌 名】 Progress in Medicine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 653-656

【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 心疾患を合併する高血圧

【雑 誌 名】 今月の治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 49-55

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 AGEs阻害薬

【雑 誌 名】 糖尿病性細小血管症ー基礎・臨床アップデート 日本臨床増刊号

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 136-138

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 AGEsと酸化ストレス

【雑 誌 名】 糖尿病「グリケーションー食品から臨床へ」

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 48 , 407-409

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 糖尿病血管合併症における AGEs/RAGEシステムの役割

【雑 誌 名】 血管医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 6 , 25-30

【著　　者】 甲斐久史

【論　　題】 選択的 COX-2阻害剤と心血管病

【雑 誌 名】 Cardiac Practice

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16 , 407-409
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【著　　者】 甲斐久史

【論　　題】 高血圧̶新しい時代の実地降圧療法「高血圧性拡張障害 -やはり炎症が関与か -」

【雑 誌 名】 Medical Practice

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 1925-1926

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 糖尿病血管合併症と酸化ストレス

【雑 誌 名】 メディカル・ビューポイント

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 2

【著　　者】 甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 病態と疾患から見たレニン -アンジオテンシン系 心不全

【雑 誌 名】 日本臨床 63(増刊号 3)

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 143-148

【著　　者】 山岸昌一、今泉 勉

【論　　題】 糖尿病網膜症の分子メカニズム :蛋白糖化 (AGEs )とその受容体 (RAGE)の分子
動態

【雑 誌 名】 日本眼科学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 109 , 338-345

【著　　者】 Takenaka K, Yamagishi S, Jinnouchi Y, Nakamura K, Matsui T, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor(PEDF)-induced apoptosis and inhibition of vascular
endothelial growth factor(VEGF) expression in MG63 human osteosarcoma cells.

【雑 誌 名】 Life Sciences

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 77 , 3231-3241

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Nakamura Y, Takenaka K, Matsui T, Jinnouchi Y,
Imaizumi T

【論　　題】 Telmisartan inhibits expression of a receptor for advanced glycation end products
(RAGE) in angiotensin-Ⅱ -exposed endothelial cells and decreases serum levels of
soluble RAGE in patients with essential hypertension.

【雑 誌 名】 Microvasc Res

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 70 , 137-141
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【著　　者】 Kai H, Kuwahara F, Tokuda K, Imaizumi T

【論　　題】 Diastolic dysfunciton in hypertensive hearts - Role of perivascular inflammation and
reactive myocardial fibrosis -

【雑 誌 名】 Hypertens Res

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 28 , 483-490

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Takenaka K, Matsui T, Jinnouchi Y, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) promotes growth of pericytes through
autocrine production of platelet-derived growth factor-B.

【雑 誌 名】 Microvasc Res

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 69 , 128-134

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Jinnouchi Y, Takenaka K, Imaizumi T

【論　　題】 Therapeutic implications of blockers of advanced glycation end products(AGEs) their
receptor(RAGE) system.

【雑 誌 名】 Int J Pharmacol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1 , 203-209

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Imaizumi T

【論　　題】 Advanced glycation end products (AGEs) and diabetic vascular complications.

【雑 誌 名】 Current Diabetes Review

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1 , 93-106

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Jinnnouchi Y, Takenaka K, Imaizumi T

【論　　題】 Therapeutic implications of blockers of advanced glycation end products (AGEs)-their
receptor (RAGE) system.

【雑 誌 名】 Int J Pharmacology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1 , 203-209

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Jinnouchi Y, Takenaka K, Imaizumi T

【論　　題】 Molecular mechanisms for vascular injury in the metabolic syndrome

【雑 誌 名】 Drugs Exp Clin Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 123-129

【著　　者】 Yamagishi S, Imaizumi T

【論　　題】 Pericyte biology and diseases.

【雑 誌 名】 Int J Tissue React

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 125-135

26.内科学（心臓・血管）

- 129 -



【著　　者】 Yamagishi S, Imaizumi T

【論　　題】 Diabetic vascular complications: pathophysiology, biochemical basis and potential
therapeutic strategy.

【雑 誌 名】 Curr Pharm Design

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 2279-2299
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27.内科学（内分泌代謝）

「単行本 /著書」

【著　　者】 堀川幸男 ,安田和基編 ,
山田研太郎

【タイトル】 FABP2

【書名・発行所】文光堂 ,糖尿病と遺伝子 (糖尿病カレントライブラリー④ )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 p130-131

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 一村美智子 ,福谷知香 ,迎徳範 ,賀来寛雄 ,三宅育代 ,広松雄治

【論　　題】 【分子甲状腺学の進歩 2005】IL-18遺伝子多型とバセドウ病

【雑 誌 名】 ホルモンと臨床

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 53  , 49-51

【著　　者】 Kurylowicz A, Kula D, Ploski R, Skorka A, Jurecka-Lubieniecka B, Zebracka J,
Steinhof-Radwanska K, Hasse-Lazar K, Hiromatsu Y, Jarzab B, Bednarczuk T.

【論　　題】 Association of CD40 gene polymorphism (C-1T) with susceptibility and phenotype of
Graves' disease.

【雑 誌 名】 Thyroid. 2005 Oct;15(10):1119-24.

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 15 , 1119-1124

【著　　者】 Mukai T, Hiromatsu Y, Fukutani T, Ichimura M, Kaku H, Miyake I, Yamada K

【論　　題】 A C/T polymorphism in the 5’ untranslated region of the CD40 gene is associated
with later onset of Graves’ disease in Japanese

【雑 誌 名】 Endocr J

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 52 , 471-477

【著　　者】 Kaida H, Ishibashi M, Nishida H, Baba K, Hiromatsu Y, Okuda S, Hayabuchi N.

【論　　題】 Assessment of therapeutic effect in patients with secondary hyperparathyroidism using
bone scintigraphy.

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med.

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 19 , 367-372
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【著　　者】 Kaida H, Ishibashi M, Nishida H, Baba K, Hiromatsu Y, Okuda S, Hayabuchi N.

【論　　題】 Usefulness of whole PTH assay in patients with renal osteodystrophy--correlation with
bone scintigraphy.

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med.

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 19 , 179-184

【著　　者】 Nishida H, Kaida H, Ishibashi M, Hiromatsu Y, Baba K, Iida S, Okuda S.

【論　　題】 Usefulness of bone uptake ratio of bone scintigraphy in hemodialysis patients.

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med.

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 19 , 91-94

【著　　者】 Nishida H, Ishibashi M, Hiromatsu Y, Kaida H, Baba K, Miyake I, Ikedo H, Kato S,
Fukami K, Iida S, Okuda S

【論　　題】 Comparison of histological findings and parathyroid scintigraphy in hemodialysis
patients with secondary hyperparathyroid glands

【雑 誌 名】 Endocr J

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 52 , 223-228

【著　　者】 Hiromatsu Y, Fukutani T, Ichimura M, Mukai T, Kaku H, Nakayama H, Miyake I,
Shoji S, Koda Y, Bednarczuk T.

【論　　題】 Interleukin-13 gene polymorphisms confer the susceptibility of Japanese populations
to Graves' disease.

【雑 誌 名】 J Clin Endocrinol Metab.

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 90 , 296-301

「その他」

【著　　者】 中山ひとみ、賀来寛雄、三宅育代、中山聡、高田和奈、加藤全、栗田弥生、加藤
智子、橋永俊彦、山田研太郎

【論　　題】 グラルギン夕食前注射と超速効型インスリンとの併用による朝食後高血糖抑制効
果

【雑 誌 名】 第 43回日本糖尿病学会九州地方会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 山田　研太郎

【論　　題】 低血糖昏睡による入院

【雑 誌 名】 ホルモンと臨床 (2005秋季増刊号 )  「糖尿病診療のクリニカルパス」

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 53 , p122-126

27.内科学（内分泌代謝）
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【著　　者】 中山ひとみ、賀来寛雄、三宅育代、中山聡、高田和奈、中村弥生、加藤智子、広
松雄治、山田研太郎

【論　　題】 Preclinical stageの褐色細胞腫を伴った von Hippel-Lindau病の一例

【雑 誌 名】 第 78回日本内分泌学会学術総会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 中山ひとみ、賀来寛雄、三宅育代、中山聡、高田和奈、中村弥生、加藤全、今村
洋一、高根直子、広松雄治、山田研太郎

【論　　題】 グラルギンの超速効型インスリンとの併用による血糖変動の安定化

【雑 誌 名】 第 48回日本糖尿病学会年次学術集会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 48 , S-287

【著　　者】 広松雄治

【論　　題】 内分泌疾患 UPDATE】 甲状腺 Basedow病眼症の病因・診断・治療

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 213 , 355-359

【著　　者】 広松雄治 ,迎徳範 ,賀来寛雄 ,三宅育代

【論　　題】 バセドウ病患者における抗 GAD抗体 (解説 )

【雑 誌 名】 内分泌・糖尿病科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 20 , 414-418

【著　　者】 山田　研太郎

【論　　題】 胃切除後の過血糖と動脈硬化

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 p103-104

27.内科学（内分泌代謝）
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28.内科学（腎臓）

「単行本 /著書」

【著　　者】 倉田正彦他監修 玉置清志

【タイトル】 糸球体腎炎

【書名・発行所】酸化ストレスナビゲーター

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 268-269

【著　　者】 矢崎義雄、菅野健太郎監修 玉置清志

【タイトル】 慢性腎不全

【書名・発行所】疾患別最新処方 (改訂第 4版 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 558-559

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 玉置 清志

【論　　題】 陳旧性結核性胸膜炎を伴う IgA腎症に施行した扁桃腺摘出術・ステロイドパルス
併用療法の 1例

【雑 誌 名】

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 藤村敏子、玉置清志、飯田修司、田中英晴、池堂博文、高宮良美、加藤誠也、田
中敬雄、奥田誠也

【論　　題】 民間療法によって末期腎不全に至ったアリストロキア酸腎症の 1例

【雑 誌 名】 日本腎臓学会誌

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Toru Sanai,Nobuaki Oochi,Mitsuo Okada,Kenzaburo Imamura,Seiya Okuda,
Mitsuo Iida

【論　　題】 Effect of saccharated ferric oxide and iron dextran on the metabolism of
phosphorus in rats

【雑 誌 名】 J Lab Clin Med

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 146 , 25~29

【著　　者】 Nishida H,Kaida H,Ishibashi M,Baba K,Kouno K,Okuda S

【論　　題】 Evaluation of exercise-induced acute renal failure in renal hyperricemia using Tc-99m
DTPA renography

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 19 , 325~329

28.内科学（腎臓）
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【著　　者】 Kaida H,Ishibashi M,Nishida H,Baba K,Hiromatsu Y,Okuda S,Hayabuchi N

【論　　題】 Usefulness of whole PTH assay in patients with renal osteodystrophy-Correlation with
bone scintgraphy

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 19 , 179~184

【著　　者】 Hidemi Nichida,Hayato Kaida,Masatoshi Ishibashi,Yuji Hiromatsu,
kenkichi Baba,Shuji Iida,Seiya Okuda

【論　　題】 Usefulness of bone uptake ratio of bone scintigraphy in hemodialysis patients

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 19 , 91~94

【著　　者】 Toru Sanai,Tadashi Hirono,Masaharu Nagata,Seiya Okuda

【論　　題】 Effects of Thyroid Function on the Course of Experimental Chronic Renal Failure in
Rats

【雑 誌 名】 Renal Failure

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 743~750

【著　　者】 Nishida H,Ishibashi M,Hiromatsu Y,Kaida H,Baba K,Miyake I,Ikedo H,
Kato S,Fukami K,Iida S, Okuda S

【論　　題】 Comparison of Histological Findings and Parathyroid Scintigraphy in Hemodialysis
Patients with Secondary Hyperparathyroid Glands

【雑 誌 名】 Endocrine Journal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 223~228

【著　　者】 Yamagishi S,Nakamura K,Ueda S,Kato S,Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor(PEDF)blocks anogiotensin Ⅱ signaling in
endothelial cells via suppression of NADPH oxidase:a novel anti-oxidative mechanism
of PEDF.

【雑 誌 名】 Cell Tissue Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 320 , 437~445

【著　　者】 Ueda S,Yamagishi S,Kaneyuki U,Okuda S

【論　　題】 Asymmetric dimethylarginine(ADMA)and cardiovascular disease.

【雑 誌 名】 Vasc Dis Prevention(in press)

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Kume S,Kato S,Yamagishi S,Inagaki Y,Ueda S,Arima N,Okawa T,
Kojiro M,Nagata K

【論　　題】 Advance glycation end-products attenuate human mesenchymal stem cells and prevent
cognate differentiation into adipose tissue,cartilage,and bone

【雑 誌 名】 J Bone Miner Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 1647~1658

【著　　者】 Matsuura T,Yamagishi S,Kodama Y,Shibata R,Ueda S,Narama I

【論　　題】 Otsuka Long-Evans Tokushima fatty(OLETF)rat is not a suitable animal model for the
study of angiopathic diabetic retinopathy

【雑 誌 名】 Int J Tissue React

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 59~62

「その他」

【著　　者】 上田誠二、奥田誠也

【論　　題】 ADMA

【雑 誌 名】 酸化ストレスナビゲーター

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 96~97

【著　　者】 玉置清志、奥田誠也

【論　　題】 糸球体腎炎

【雑 誌 名】 酸化ストレスナビゲーター

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 268~269

【著　　者】 玉置清志

【論　　題】 慢性腎不全

【雑 誌 名】 疾患別最新処方

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 558~559

28.内科学（腎臓）
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29.小児科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 (共著 )松石豊次郎、山下裕史朗、永光信一郎

【タイトル】 3部 心理的障害 17章 -25章

【書名・発行所】ネルソン小児科学 第 17版

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 69～ 94

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 津村直幹、長井健祐、池永昌昭

【論　　題】 小児の呼吸器感染症

【雑 誌 名】 感染と抗菌薬

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 8 , 277-283

【著　　者】 松石 豊次郎

【論　　題】 21世紀の日本の子どもたちとセルフエスティーム

【雑 誌 名】 母子保健

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 555 ,

【著　　者】 佐伯俊成 , 萬谷智之 , 大園秀一 , 皆川英明 , 山下英尚 , 高見浩 , 黒崎充勇 , 岡本泰昌
, 森信繁 , 山脇成人

【論　　題】 がんの病名告知に関する医学生の意識 卒前リエゾン精神医療実習の試み

【雑 誌 名】 心身医学

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 45 , 72～ 73

【著　　者】 大矢崇志、山下裕史朗、松石豊次郎

【論　　題】 Rett症候群と突然死

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 1178～ 1182

【著　　者】 木谷有里、石松秀、桑波田卓、山下裕史朗、赤須崇、松石豊次郎

【論　　題】 ラット青斑核ニューロンの神経活動に対する milnacipranの作用ー
methylphenidateとの比較ー

【雑 誌 名】 脳と発達

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 37 , 31-38
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【著　　者】 片山幸樹、渡辺順子、中島正幸、田崎隆二、梅橋豊蔵、Hsiao K-J、芳野 信

【論　　題】 ボイトラーテストでの蛍光欠如が契機となり診断されたグルコース -6-リン酸脱
水素酵素欠損症の男児例

【雑 誌 名】 日本マス・スクリーニング学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 41~44

【著　　者】 柿沼宏明、斎藤仲道、芳野 信、鈴木康之

【論　　題】 メチルマロン酸血症 2家系の出生前診断

【雑 誌 名】 日本遺伝カウンセリング学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 45~48

【著　　者】 日高秀信、池永昌昭、長井健祐

【論　　題】 抗菌薬の予防投与

【雑 誌 名】 小児科診療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 2423-9

【著　　者】 Ozono S, Saeki T, Inoue S, Mantani T, Okamura H, Yamawaki S.

【論　　題】 Family functioning and psychological distress among Japanese breast cancer patients
and families

【雑 誌 名】 Supportive Care in Cancer

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 13 , 1044-1050

【著　　者】 Alexandre R Vieira,1 Joseph R Avila,1 Sandra Daack-Hirsch,1 Ecaterina Dragan,1
Têmis M Félix,1 Fedik Rahimov,2 Jill Harrington,1 Rebecca R Schultz,1 Yoriko
Watanabe,1 Marla Johnson,1 Jennifer Fang,1 Sarah E O'Brien,1 Iêda M Orioli,3
Eduardo E Castilla,4,5 David R FitzPatrick,6 Rulang Jiang,7 Mary L Marazita,8,9 and
Jeffrey C Murray1*

【論　　題】 Medical Sequencing of Candidate Genes for Nonsyndromic Cleft Lip and Palate

【雑 誌 名】 PLoS Genet.

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 1 , 651~659

【著　　者】 Ueki I

【論　　題】 Two neonates with intussusception accompanying severe hypoxia

【雑 誌 名】 Pediatrics International

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 47 , 595~597
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【著　　者】 Tsuneoka M, Teye K, Arima N, Soejima M, Otera H, Ohashi K, Koga Y, Fujita H,
Shirouzu K, Kimura H, Koda Y.

【論　　題】 A novel MYC-target gene, mimitin, that is involved in cell proliferation of esophageal
squamous cell carcinoma.

【雑 誌 名】 J Biol Chem.

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 280 , 19977-19985

【著　　者】 Kimura A

【論　　題】 A possible mechanism of neonatal intrahepatic cholestasis caused by citrin deficiency

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 31 , 168~171

【著　　者】 Suda K, Matsumura M, Matsumoto M.

【論　　題】 Alleviation of hemolysis after the stent implantation into an obstructed extra-cardiac
conduit

【雑 誌 名】 Int J Cardiol

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 99 , 135-136

【著　　者】 Koga Y, Akita Y, Nishioka J, Yatsuga S, Povalko N, Tanabe Y, Fujimoto S, Matsuishi
T

【論　　題】 L-arginine improves the symptoms of stroke-like episodes in MELAS.

【雑 誌 名】 Neurology

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 64 , 710-712

【著　　者】 Suda K, Matsumura M, Matsumoto M.

【論　　題】 Stent implantation into vertical arterial duct in adult patient with cyanotic congenital
heart disease..

【雑 誌 名】 Ann Thorac Surg

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 79 , e5-6

【著　　者】 Suda K, Matsumura M, Matsumoto M.

【論　　題】 Shunt Obstruction after an air travel in adult patient with cyanotic congenital heart
disease.

【雑 誌 名】 Cardiology

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 103 , 142
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【著　　者】 Suda K, Matsumura M, Sano A, Yoshimura S, Ishii T.

【論　　題】 Hemoptysis from collateral arteries 12 years after a Fontan-type operation.

【雑 誌 名】 Ann Thorac Surg

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 79 , e7-8

【著　　者】 Muta H, Ishii M, Egami K, Hayasaka S, Nakamura Y, Yanagawa H, Matsuishi T

【論　　題】 Serum sodium levels in patients with Kawasaki disease

【雑 誌 名】 Pediatric Cardiology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 404-407

【著　　者】 Povalko N, Zakharova E, Rudenskaia G, Akita Y, Hirata K, Matsuishi T, Koga Y

【論　　題】 A new sequence variant in mitochondrial DNA associated with high penetrance of
Russian Leber hereditary optic neuropathy

【雑 誌 名】 Mitochondrion

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 194-199

【著　　者】 Kamizono J, Nagano S, Murofushi Y, Komiya S, Fujiwara H, Matsuishi T, Kosai K

【論　　題】 Survivin-responsive conditionally replicating adenovirus exhibits cancer-specific and
efficient viral replication

【雑 誌 名】 Cancer Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 65 , 5284-91

【著　　者】 Nagamitsu S, Nagano M, Yamashita Y, Takashima S, Matsuishi T

【論　　題】 Prefrontal cerebral blood volume patterns while playing video games - A near-infrared
spectroscopy study

【雑 誌 名】 Brain & Development (in press)

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Fukuda T, Yamashita Y, Nagamitsu S, Miyamoto K, Jing-Jijin, Ohmori T, Ohtsuka Y,
Kuwajima K, Endo S, Iwai T, Yamagata H, Tabara Y, Miki T, Matsuishi T, Kondo I

【論　　題】 Methyl-CpG binding protein 2 gene (MECP2) variations in Japanese patients with Rett
syndrome

【雑 誌 名】 Brain Dev

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 211-217
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「その他」

【著　　者】 須田 憲治

【論　　題】 胎児心エコー検査はどのような疾患を診断できるのでしょうか ?

【雑 誌 名】 小児内科

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 37 , 1589-1591

【著　　者】 熊谷 優美

【論　　題】 潰瘍性大腸炎の診断ー血液生化学検査 ,糞便検査

【雑 誌 名】 小児内科

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 37 , 1467~1471

【著　　者】 古賀靖敏、Povalko Nataliya

【論　　題】 片頭痛とミトコンドリア遺伝子異常

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 63 , 1720~1726

【著　　者】 菅原洋子 ,牟田広実 ,姫野和家子 ,須田憲治 .

【論　　題】 キャリーオーバーが問題となる主な疾患 川崎病 .特集 小児難治性疾患のキャリー
オーバーと成育医療 -日常生活がより豊かになるために -

【雑 誌 名】 小児看護

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 28 , 1126-1130

【著　　者】 大園 秀一

【論　　題】 [Journal Club]「小児がん患者のきょうだいは早期の支援が必要 -診断後 1年間隔
の追跡研究より」

【雑 誌 名】 日本サイコオンコロジー学会ニューズレター

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 4

【著　　者】 古賀靖敏

【論　　題】 MELASの新しい治療法 -L-アルギニン

【雑 誌 名】 臨床検査

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 49 , 83~88

29.小児科学

- 141 -



【著　　者】 Koteda Y, Suda K, Ito S, Egami K, Kudo Y, MD, Kishimoto S, Muta H, Sugahara Y,
Iemura M, Tananari Y, Ohbu K, Matsuishi T

【論　　題】 Steroid Pulse Therapy as an Alternative to the Second Dose of Gamma Globulin in
Kawasaki Syndrome.

【雑 誌 名】 American Heart Association 2005

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Suda K, Koteda Y, Kishimoto S, Kudo Y, Itoh S, Egami K, Muta H, Sugahara Y,
Iemura M, Kato H, Matsuishi T.

【論　　題】 Long-Term Prognosis of Kawasaki Syndrome with Giant Coronary Aneurysms is
Acceptable with Multiple Catheter and Surgical Interventions.

【雑 誌 名】 American Heart Association 2005

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】
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30.放射線医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 石橋　正敏

【タイトル】 最新機器 PET(ペット )による癌検診

【書名・発行所】五絃舎

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 隈部 力、加治亮平、荒川正博、小野崇典、末藤大明、倉田精二、早渕尚文、
佐田通夫、鹿毛政義

【論　　題】 アメーバ性肝膿瘍の一例

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 7 , 231-3

【著　　者】 鈴木 弦、早渕尚文、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、田中法瑞、千々和秀記、
坂本菊男、梅野博仁、中島 格

【論　　題】 臓器温存療法を目指した T1～ 2下咽頭癌に対する放射線治療 当院におけるチー
ム医療の役割

【雑 誌 名】 臨床画像

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 50 , 1243-1249

【著　　者】 内山雄介 ,本田英一郎 ,橋川正典 ,杉田保雄

【論　　題】 胸髄レベルに発生した脊髄クモ膜嚢胞の 2例

【雑 誌 名】 NEURO・IMAGING CONFERENCE 筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 2005 , 10～ 21

【著　　者】 内山雄介 ,小島和行 ,安陪等思 ,田中法瑞 ,早渕尚文

【論　　題】 咽頭領域における悪性腫瘍の画像診断

【雑 誌 名】 映像情報Medical

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 37 , 598～ 606

【著　　者】 内田政史、早渕尚文、岡部義信、谷川 仁

【論　　題】 良性胆道疾患の画像診断

【雑 誌 名】 INNERVISION

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 20 , 53-56
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【著　　者】 日本医学放射線学会将来計画委員会 (委員長 :早渕尚文 他 )

【論　　題】 新臨床研修制度が放射線科へ与えた影響 :将来計画委員会アンケート報告

【雑 誌 名】 日本医学放射線学会雑誌

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 65 , 470-473

【著　　者】 馬場健吉、石橋正敏、甲斐田勇人、早渕尚文、大内田昌直

【論　　題】 肺塞栓症の早期診断のための緊急核医学検査の試み

【雑 誌 名】 Theraputic Reseach

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1074-1076

【著　　者】 石橋　正敏

【論　　題】 地域連携で PET検診を最大限に活用

【雑 誌 名】 新医療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 363 , 112-113

【著　　者】 内田政史、早渕尚文、奥田康司

【論　　題】 マルチスライス CTを用いた胆管の描出 ―三次元画像描出、特に DIC-CTを中心
に―

【雑 誌 名】 胆と膵

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 183-190

【著　　者】 内田　政史

【論　　題】 読影・診療における 3D画像の有用性 - 3D再処理画像を含む画像配信ネットワー
クシステムについて

【雑 誌 名】 INNERVISION

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 39-47

【著　　者】 池田 恢、早渕尚文、遠藤真広、広川 裕、白土博樹、保科正夫、渡辺良晴、
熊谷孝三、泉 孝吉

【論　　題】 放射線治療事故を今後にどう生かすか -第 17回学術大会シンポジウム 5のまとめ
-

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 133-139
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【著　　者】 内山大治、小金丸雅道、安陪等思、富田直史、野々下政昭、檜垣賢作、坂本照夫、
早渕尚文

【論　　題】 原因に segmental mediolytic arteriopathyが疑われた腹腔内出血症例に対し塞栓術
が有用であった 1例

【雑 誌 名】 日本インターベンショナルラジオロジー学会雑誌 20	278-281	2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文、遠藤真広、池田 恢、廣川 裕

【論　　題】 放射線治療のリスクマネジメント -放射線治療事故の教訓をどう生かすか

【雑 誌 名】 医療安全

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 61-64

【著　　者】 藤本公則、上甲 剛、内山大治、佐土原順子、寺崎 洋、河野れい、早渕尚文

【論　　題】 慢性腎不全と長期血液透析患者にみられる胸部合併症 病態生理と画像診断

【雑 誌 名】 臨床画像 21(11)	1150-1165 2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 辻 吉保、迫田 順、小野哲二朗、古賀研志、池田純啓、本村 聡、今村賢一郎、末
藤大明、大島孝一、菊池昌弘、内田政史、早渕尚文

【論　　題】 粗大な石灰化を有した腸間膜原発 Castleman病の 1例

【雑 誌 名】 画像診断

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 1516-20

【著　　者】 加留部謙之輔、大島孝一、鈴宮淳司、末藤大明、原田実根

【論　　題】 頭頸部悪性リンパ腫の病態と病理診断 -鼻型 NK/T細胞性リンパ腫を中心に

【雑 誌 名】 病理と臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 1208-13

【著　　者】 石橋　正敏

【論　　題】 PETセンターの現状と展望

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 22-27
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【著　　者】 Terasaki H, Fujimoto K, Müller NL, Sadohara J, Uchida M, Koga T, Aizawa H,
Hayabuchi N.

【論　　題】 Pulmonary Sarcoidosis: Comparison of Findings of Inspiratory and Expiratory
High-Resolution CT and Pulmonary Function Tests Between Smokers and
Nonsmokers

【雑 誌 名】 American Journal of Roentgenology

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 185 , 333-338

【著　　者】 Hayato Kaida, Masatoshi Ishibashi, Hidemi Nishida, Kenkichi Baba, Yuji Hiromatsu,
Seiya Okuda ,Naofumi Hayabuchi

【論　　題】 Assessment of therapeutic effect in patients with secondary hyperparathyroidism using
bone scintigraphy

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 367-372

【著　　者】 Hidemi Nishida, Hayato Kaida, Masatoshi Ishibashi, Kenkichi Baba, Keisuke
Kouno,Seiya Okuda
19

【論　　題】 Evaluation of exercise-induced acte renal failure in renal hypouricemia using Tc-99m
DTPA renography

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 325-329

【著　　者】 Hayato Kaida, Masatoshi Ishibashi, Hidemi Nishida, Kenkichi Baba, Yuji Hiromatsu,
Seiya Okuda, Naofumi Hayabuchi

【論　　題】 Usefulness of whole PTH assay in patients with renal osteodystrophy-Correlation with
bone scintigraphy

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 179-184

【著　　者】 Hidemi Nishida,Hayato Kaida,Masatoshi Ishibashi,Yuji Hiromatsu,Kenkichi
Baba,Shuji Iida,
Seiya Okuda

【論　　題】 Usefulness of bone uptake ratio of bone scintigraphy in hemodialysis patients

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 91-94
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【著　　者】 Hidemi Nishida, Masatoshi Ishibashi, Yuji Hiromatsu, Hayato Kaida, Kenkichi
Baba,Ikuyo Miyake, Hirofumi Ikedo, Seiya Kato, Kei Fukami, Shuji Iida, Seiya Okuda

【論　　題】 Comparison of histological indings and arathyroid scintigraphy in emodialysis patients
with secondary yperparathyroid lands

【雑 誌 名】 Endor J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 223-228

【著　　者】 Masafumi Uchida, Masatoshi Ishibashi, Naofumi Tomita, Masaharu Shinagawa,
Naofumi Hayabuchi Kouji Okuda

【論　　題】 Hilar and Suprapancreatic Cholangiocarcinoma: Value of 3D Angiography and
Multiphase Fusion Images Using MDCT

【雑 誌 名】 American Journal of Roentgenology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 184 , 1572-1577

【著　　者】 Takahiro Yamaguchi, Kouichi Ohshima, Kennosuke Karube, Takeshi Tutiya, Riko
Kawano, Hiroaki Suefuji, Akiko Shimizu, Jyuichirou Nakayama,Junji Suzumiya,
Youichi Moroi, Kazutaka Urabe, Masutaka Furue,Tetsuya Koga,Masahiro Kikuchi

【論　　題】 Clinicopathological features of cutaneous lesions of adult T-cell leukaemia/lymphoma

【雑 誌 名】 Brit J Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 152 , 76-81

【著　　者】 Ayako Nakamura,Naofumi Hayabuchi,Tomoe Osaki,Susumu Osaki

【論　　題】 Output of Radiopharmaceutical nuclides of known injected doses from a municipal
sewage treatment system

【雑 誌 名】 Health Phys

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 88 , 163-168

【著　　者】 Hiroaki Suefuji,Koichi Ohshima,Kennosuke Karube,Riko Kawano,Kazuyuki
Nabeshima,Junnji Suzumiya,Naofumi Hayabuchi,Masahiko Kikuchi

【論　　題】 CXCR3-positive B cells found at elevated frequency in the peripheral blood of patients
with MALT lymphoma are attracted by MIG and belong to the lymphoma clone

【雑 誌 名】 Int J Cancer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 114 , 896-90

【著　　者】 Hayato Kaida, Masatoshi Ishibashi, Hidemi Nishida, Kenkichi Baba, Naofumi
Hayabuchi

【論　　題】 Rahabdomyolysis induced by psychotropic drugs

【雑 誌 名】 Clin Nucl Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 569
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「その他」

【著　　者】 廣瀬靖光、小金丸雅道、内山大治、有川俊二、安陪等思、早渕尚文

【論　　題】 右胃大網動脈瘤に対し塞栓術を施行した 1例

【雑 誌 名】 第一回日本 IVR学会九州地方会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 内山大治、小金丸雅道、廣瀬靖光、安陪等思、早渕尚文、白浜正博、永田見生

【論　　題】 脚延長術後に生じた前脛骨動脈瘤に対し TAEが有用であった 1例

【雑 誌 名】 第一回日本 IVR学会九州地方会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 小金丸雅道、内山大治、廣瀬靖光、富田直史、安陪等思、早渕尚文

【論　　題】 腹腔動脈下方分岐症例に対する留置カテーテル開発と初期経験

【雑 誌 名】 第一回日本 IVR学会九州地方会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、魚住 淳、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、早渕尚文

【論　　題】 胃リンパ腫の放射線治療後粘膜障害

【雑 誌 名】 第 18回日本放射線腫瘍学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 教育講演 小児がんに対する放射線治療の工夫

【雑 誌 名】 第 21回日本小児がん学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 末藤大明、鈴木 弦、倉田精二、江藤英博、魚住 淳、淡河恵津世、早渕尚文

【論　　題】 食道表在癌 -Ir-RALS線量に関する検討 -

【雑 誌 名】 第 18回日本放射線腫瘍学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、稲田浩子、寺崎瑞彦、鈴木 弦、江藤英博、末藤大明、大倉 順、川田
秀道、
小野博志、福留良文、早渕尚文

【論　　題】 小児の放射線治療における頭頚部固定用シェルの工夫

【雑 誌 名】 第 21回日本小児がん学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】
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【著　　者】 末藤大明

【論　　題】 「高齢者における頭頸部初発Ⅰ期びまん性大細胞性 B細胞性リンパ腫 (DLBL)症例
に対する治療方法」に関するアンケート集計結果について

【雑 誌 名】 平成 17年度科学研究費補助金 基盤研究 (A)「早期の癌に対する標準的放射線治療
方法の確立のための研究」第 2回全体会議

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 がん治療の現状と今後 :超高齢化社会を迎えて

【雑 誌 名】 菊池郡市医師会西部例会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 放射線療法の副作用とその対策

【雑 誌 名】 第 11回日本癌治療学会教育セミナー

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 内山大治、小金丸雅道、安陪等思、廣瀬靖光、内田政史、早渕尚文、大塚裕之、
明石英俊

【論　　題】 後脛骨動脈破裂に対し TEAを施行した Ehlers-Danlos症候群Ⅳ型の一例

【雑 誌 名】 第 41回日本医学放射線学会秋季臨床大会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 小金丸雅道、内山大治、廣瀬靖光、中村真衣子、安陪等思、早渕尚文、東南辰幸、
新関 敬、小野典之

【論　　題】 腹腔動脈瘤合併肝細胞癌に対し、動脈瘤塞栓術およびリザーバー留置をおこなっ
た 1症例

【雑 誌 名】 第 29回リザーバー研究会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、淡河恵津世、寺崎 洋、藤本公則、江藤英博、末藤大明、石橋正敏、早渕
尚文

【論　　題】 肺腫瘍に対する多門照射後効果判定

【雑 誌 名】 第 18回筑後放射線腫瘍懇話会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 末藤大明、鈴木 弦、江藤英博、淡河恵津世、辻 千代子、服部睦行、早渕尚文

【論　　題】 CT治療計画で注意すべき症例

【雑 誌 名】 第 17回九州放射線治療セミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、魚住 淳、江藤英博、末藤大明、淡河恵津世、辻 千代子、服部睦行、早
渕尚文

【論　　題】 胃リンパ腫の放射線治療後に生じた GAVE(gastro antrum vascular ectagia)の 1例

【雑 誌 名】 第 17回九州放射線治療セミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 消化管悪性リンパ腫の治療

【雑 誌 名】 香川消化器談話会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 辻 千代子、鈴木 弦、服部睦行、末藤大明、江藤英博、淡河恵津世、早渕尚文

【論　　題】 転移性肺腫瘍に対する多門照射後に重症放射線肺炎を呈した症例

【雑 誌 名】 第 17回九州放射線治療セミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、寺崎瑞彦、田中真紀、安陪等思、辻 千代子、末藤大明、江藤英博、
鈴木 弦、早渕尚文

【論　　題】 乳癌の髄膜転移

【雑 誌 名】 第 23回九州乳癌治療研究会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 特別講演 切らずになおすがん治療の話

【雑 誌 名】 第 42回放射線影響懇話会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、早渕尚文、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、田中法瑞、坂本菊男、
千々和秀記、梅野博仁、中島 格

【論　　題】 聴器癌に対する化学放射線療法の治療成績

【雑 誌 名】 第 29回日本頭頸部癌学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 廣瀬靖光、小金丸雅道、内山大治、安陪等思、早渕尚文、坂本照夫

【論　　題】 Domestic violenceによる IIIc型脾損傷に対し、TAEが有用であった一例

【雑 誌 名】 第 161回日本医学放射線学会九州地方会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 小林  崇、西村 浩、川越伸俊、内山大治、小金丸雅道、早渕尚文

【論　　題】 CT、MRAで診断が困難であった腎動静脈奇形の一例

【雑 誌 名】 第 161回日本医学放射線学会九州地方会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、藤本公則、鈴木 弦、江藤英博、末藤大明、早渕尚文

【論　　題】 乳房温存療法後の放射線治療の影響

【雑 誌 名】 第 10回九州乳癌懇話会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、早渕尚文、淡河恵津世、江藤英博、千々和秀記、坂本菊男、梅野博仁、
中島 格

【論　　題】 臓器温存を目指した T1-2下咽頭癌に対する放射線治療

【雑 誌 名】 第 64回日本医学放射線学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 末藤大明、早渕尚文、大島孝一、加留部謙之輔、菊池昌弘

【論　　題】 マルトリンパ腫症例に関して組織・抹梢血中のケモカインレセプター (CXCR3)お
よびそのリガンド (MIG)における検討

【雑 誌 名】 第 20回悪性リンパ腫治療研究会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 有川俊二、内田政史、陣内絹代、品川正治、内山大治、早渕尚文、岡部義信、菅
偉哉、
内藤嘉紀

【論　　題】 膵 IPMTにおけるMPR,CPR,3D-CTAの有用性の検討

【雑 誌 名】 第 10回三次元 CT・MRI研究会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】
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【著　　者】 内山大治、内田政史、小金丸雅道、富田直史、藤本公則、早渕尚文、浦江忠志、
横倉義武

【論　　題】 CTでのMulti-phase fusion imageが診断に有用であった気管支動脈蔓状血管腫の
一例

【雑 誌 名】 第 10回三次元 CT・MRI研究会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 和田邦彦、坂田研二、末藤大明、舟越禎広、吉岡慎一郎、松尾 健、竹田津英稔、
倉田精二、境 研二、野口和典、久保保彦

【論　　題】 初回治療後に急速に再発した肝細胞癌に対して放射線治療、温熱療法、動注化学
療法を併用し著効した一例

【雑 誌 名】 第 10回筑後肝癌研究会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 放射線治療のリスクマネージメント :放射線治療事故の教訓をどう生かすか

【雑 誌 名】 第 19回山形県放射線科医の会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 内田政史、早渕尚文

【論　　題】 肝癌画像診断のための 3D動画を含む簡易画像参照 systemの開発

【雑 誌 名】 第 10回筑後肝癌研究会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 日医放、私学の立場から :新臨床研修医制度下の放射線科の現状と久留米大学

【雑 誌 名】 JRCニュース (日本放射線科専門医会・医会誌 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 149 , 6-7

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 教育講演「放射線治療事故事例と今後の対策」要旨

【雑 誌 名】 JAMMRA 放射線事故医療研究会会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 3-18

【著　　者】 早渕尚文

【論　　題】 放射線治療品質管理士制度の意義と現況

【雑 誌 名】 新医療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 372 , 59-61
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【著　　者】 Etsuyo Ogo, Toshi Abe, Hiroaki Suefuji, Hidehiro Eto, Gen Suzuki, Naofumi
Hayabuchi

【論　　題】 Radiation oncology and radiobiology (Outocome reseach and quality)
Trials of decreasing stress in radiotherapy especially for children and women

【雑 誌 名】 Radiological Society of North America RSNA2005

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Daiji Uchiyama, Masamichi Koganemaru, Toshi Abe, Naofumi Tomita, Masaaki
Nonoshita, Daizou Hori, Naofumi Hayabuchi

【論　　題】 Usefulness of preoperative uterine arterial embolization for cervical pregnancy

【雑 誌 名】 The 9th International Symposium on Interventional Radiology & New Vascular
Imaging Cooperated with The 34th Annual Meeting of the Japanese Sciety of
Angiography & Interventional Radiology Awaji Yumebutai, Hyogo, JAPAN

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】
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31.神経精神医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 内野俊郎、前田久雄 「編者」小山司

【タイトル】 社会不安の患者への病態説明のポイントー心理教育的態度を重視する立場からー

【書名・発行所】社会不安障害治療のストラテジー、先端医学社

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 98～ 102

【著　　者】 恵紙英昭
石竹達也・佐川公矯「編者」

【タイトル】 久留米大学公開講座 28 ライフステージからみた心の健康診断ーうつ病

【書名・発行所】有限会社 五絃舎

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 28 , 67～ 101

【著　　者】 松井 豊 (編者 )

【タイトル】 外傷性ストレス障害の臨床

【書名・発行所】惨事ストレスへのケア ブレーン出版

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 81-106

【著　　者】 土生川 光成 , 内村 直尚 , 松山誠一朗

【タイトル】 睡眠センターの活動

【書名・発行所】臨床精神医学

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 34 , 71-78

【著　　者】 小鳥居望、内村直尚 ;保坂隆 編集

【タイトル】 睡眠相後退症候群の治療について

【書名・発行所】精神科 -専門医にきく最新の臨床 -

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 157-160

【著　　者】 内村直尚 ;竹宮敏子 監修

【タイトル】 睡眠薬の使い方

【書名・発行所】不眠診療ガイドブック

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16-27
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【著　　者】 内村直尚 ;堀川直史、野村総一郎 編集

【タイトル】 「眠れない」(不眠 )

【書名・発行所】スーパーローテート各科研修シリーズ すべての診療科で役立つ 精神科必修ハンド
ブック

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 53-54

【著　　者】 内村直尚 ;石竹達也、佐川公矯 編著

【タイトル】 いびき、居眠りは要注意 -睡眠時無呼吸症候群 -

【書名・発行所】久留米大学公開講座 28 ライフステージからみた健康診断

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 127-143

【著　　者】 内村直尚 ;清水徹男 総監修

【タイトル】 睡眠薬は正しく使えばこわくない

【書名・発行所】より良い「眠り」のためのステップアップ 4 睡眠薬をよく知ろう

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1-14

【著　　者】 内村直尚 ;内山真、土井永史、清水徹男 監修

【タイトル】 服薬指導

【書名・発行所】ローテーターのための睡眠医学 -特に各種身体疾患に伴う睡眠障害について -

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 400-404

【著　　者】 内村直尚 ;内山真、土井永史、清水徹男 監修

【タイトル】 うまく眠る秘訣

【書名・発行所】ローテーターのための睡眠医学 -特に各種身体疾患に伴う睡眠障害について -

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 405-410

【著　　者】 内村直尚 ;内山真、土井永史、清水徹男 監修

【タイトル】 プライマリ・ケア医の分野と専門医の分野

【書名・発行所】ローテーターのための睡眠医学 -特に各種身体疾患に伴う睡眠障害について -

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 395-399

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 内野俊郎、牧田 潔、前田正治

【論　　題】 心理教育と薬物療法 :心理教育を経験することによって抗精神病薬のメリットが
本人に実感された例

【雑 誌 名】 Schizophrenia Frontier

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 6 , 289-294
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【著　　者】 恵紙英昭、田中みとみ、丸岡隆之、後藤直樹、小鳥居望、大江美佐里、近間浩史、
前田久雄

【論　　題】 久留米大学病院における急性期治療病棟の運営

【雑 誌 名】 精神科救急

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 8 , 70-77

【著　　者】 辻丸秀策、大西 良、恵紙英昭、大岡由佳、福山裕夫、山本 亨

【論　　題】 アルコール症の季節性に関する研究

【雑 誌 名】 日本アルコール精神医学雑誌

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 11 , 5-14

【著　　者】 本岡大道、近間浩史、森田喜一郎、小鳥居 望、前田正治、内野俊郎、内村直尚、
本間五郎、堀川周一、向笠広和、前田久雄

【論　　題】 慢性統合失調症を対象とした haloperidolから risperidoneへの switchingについて
-PANSS,DIEPSS,QOL26による検討 -

【雑 誌 名】 臨床精神薬理

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 8 , 1257-1263

【著　　者】 大治太郎、松山歌夜子、櫻井斉司、山口栄一、石田開太、橋爪祐二、山田茂人、
前田久雄

【論　　題】 統合失調症を合併したターナー症候群の 2例

【雑 誌 名】 九州神経精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 29-35

【著　　者】 内村直尚、橋爪祐二、土生川光成、小鳥居望、山本克康、大川敏秀、松山誠一朗、
桑原啓郎

【論　　題】 一般内科を受診している身体疾患患者の不眠治療の現状と問題点 (2):睡眠薬の処
方状況

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 83-86

【著　　者】 山田英孝、中原辰雄、黒木俊秀、槁本喜次郎、堤 哲之、平野 誠、前田久雄

【論　　題】 ドパミン D1及び D2受容体の刺激は Parkinの発現に影響を与えない

【雑 誌 名】 九州神経精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 36-41
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【著　　者】 内野俊郎、前田正治

【論　　題】 統合失調症における薬物療法の導入・継続と心理教育的アプローチ

【雑 誌 名】 臨床精神薬理

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 8 , 13-22

【著　　者】 山本　寛子

【論　　題】 未治療統合失調症者の表情弁別課題視覚事象関連電位 (P300)と治療後の推移 -ペ
ロスピロンとリスペリドンの比較 -

【雑 誌 名】 九州神経精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 19-28

【著　　者】 鋤田みすず、辻丸秀策、大西 良、岩永直美、大岡由佳、山口智也、福山裕夫、石
田重信、牧田 潔、内野俊郎

【論　　題】 患者家族と一般家族の統合失調症に対する社会的距離とイメージ -多面的調査か
らの比較 -

【雑 誌 名】 久留米大学文学部紀要 社会福祉学科編

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 57-67

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 生活習慣と睡眠

【雑 誌 名】 クリニカルプラクティス

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , 852-856

【著　　者】 原野睦生、内村直尚、上野雄文、安陪等思、石橋正彦、飯田信夫、田中得雄、前
田久雄、曽良一郎、伊豫雅臣、槁本謙二、小宮山徳太郎、山田光彦、関根吉統、
稲田俊也、尾崎紀夫、岩田仲生、氏家 寛

【論　　題】 覚醒剤精神病におけるドパミンレセプター D2遺伝子 TaqⅠ A多型と脳MRI

【雑 誌 名】 日本アルコール精神医学雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 33-41

【著　　者】 内村直尚、桑原啓郎、野瀬巌、橋爪祐二、大山哲、土生川光成、小鳥居望、松山
誠一朗、山本克康、大川敏秀、中島亨、前田久雄

【論　　題】 Zolpidemの夜間睡眠および翌朝の眠気に及ぼす影響 -Brotizolamを対照とした比
較試験 -

【雑 誌 名】 新薬と臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 22-34
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【著　　者】 内村直尚、橋爪祐二、土生川光成、小鳥居望、山本克康、大川敏秀、松山誠一朗、
桑原啓郎

【論　　題】 一般内科を受診している身体疾患患者の不眠治療の現状と問題点 (3):睡眠薬に対
する意識

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 85-89

【著　　者】 内村直尚、橋爪祐二、土生川光成、小鳥居望、山本克康、大川敏秀、松山誠一朗、
桑原啓郎

【論　　題】 一般内科を受診している身体疾患患者の不眠治療の現状と問題点

【雑 誌 名】 問診状況と不眠症状

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 105-108

【著　　者】 石井洋平、森田喜一郎、西浦佐知子、岡村尚昌、牧田 潔、倉掛交次、津田 彰

【論　　題】 陽性・陰性感情負荷が探索眼球運動に及ぼす影響

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 159-167

【著　　者】 Yasuo Asaumi,Hiroshi Hasuo,Takashi Akasu

【論　　題】 Properties of dopamine-induced outward current in neurons of the rat dorsolateral
septal nucleus.

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 57-62

【著　　者】 Reiji Yoshimura,Jun Nakamura,Koji Shinkai,Makiko Goto,Yasuhisa Yamada,Kyoko
Kaji,Shingo Kakihara,Nobuhisa Ueda,Kimio Kohara,Hideaki Ninomiya,Hideaki
Egami,Hisao Maeda

【論　　題】 An open study of risperidone liquid in the acute phase of schizophrenia.

【雑 誌 名】 Hum psychopharmacol Clin Exp

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 243-248

【著　　者】 Naohisa Uchimura,Toru Nakajima,Kunihiko Hayashi,Iwao Nose,Yuji
Hashizume,Tetsu Ohyama,Mitsunari Habukawa,Nozomu Kotorii,Hiroo
Kuwahara,Hisao Maeda

【論　　題】 Effect of zolpidem on sleep architecture and itsy next-morning resideal effect in
insomniac patients:A randomized crossover comparative study with brotizolam

【雑 誌 名】 Progress in Neuro-Psychophaemacoligy&Biological Psychiatry

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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【著　　者】 ATSUSHI NISHIYORI, AKIRA SHIBATA, ITSURO OGIMOTO, NAOHISA
UCHIMURA, HIDEAKI EGAMI, JUN NAKAMURA, RITSU SAKATA AND
KATSUHIRO FUKUDA

【論　　題】 Alcohpl drinking frequency is more directly associated with alcohol use disorder than
alcohol metabolizing enzymes among male Japanease

【雑 誌 名】 Psychiatry and Clinical Neurosciences

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 38-44

【著　　者】 Marie Futter,Ken Uematsu,Stewart A.Bullock,Yong Kim,Hugh C.Hemmings
Jr.,Akinori Nishi,Paul Greengard,Angus C.Nairn

【論　　題】 Phosphorylation of spinophilin by ERK and cyclin-dependent PK5(Cdk5).

【雑 誌 名】 Proceeding of the National Academy of Science of the United States of America

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 102 , 3489-3494

【著　　者】 Ken Uematsu,Marie Futter,Linda C.Hsieh-Wilson,Hideho Higashi,Hisao
Maeda,Angus C.Nairn,Paul Greengard,Akinori Nishi

【論　　題】 Regulation of spinophilin Ser94 phosphorylation in neostriatal neurons involves both
DARPP-32-dependent and independent pathways.

【雑 誌 名】 Journal of Neurochemistry

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 95 , 1642-1652

【著　　者】 Mitsunari Habukawa,Naohisa Uchimura,Iwao Nose,Nozomu Kotorii,Katsuyasu
Yamamoto,Seiichirou Matsuyama,Tsurumi Hashimoto,Sachi Demizu,Hisao Maeda

【論　　題】 Emotional states and quality of life in patients with obstructive sleep apnea

【雑 誌 名】 Sleep and Biological Rhythms

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 3 , 99-105

「その他」

【著　　者】 前田久雄

【論　　題】 精神科医療のリスクマネージメント 組織管理者の役割

【雑 誌 名】 臨床精神医学

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 34 , 54～ 58

【著　　者】 西尾雅明 、大島巌 、伊藤順一郎 、福井里江、瀬戸屋希、贄川信幸 、香月富士日、
森山亜希子 、内野俊郎、池淵恵美 、安西信雄 、後藤雅博、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 13 )～施設調
査ベースライン調査の概要～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】
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【著　　者】 福井里江、香月富士日、大島巌 、伊藤順一郎 、瀬戸屋希、贄川信幸 、森山亜希
子 、内野俊郎、西尾雅明 、池淵恵美 、安西信雄 、後藤雅博、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 12 )～スタッ
フ調査ベースライン調査の概要～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 戸屋希、福井里江、贄川信幸 、大島巌 、伊藤順一郎 、内野俊郎、西尾雅明 、池
淵恵美 、安西信雄 、後藤雅博、香月富士日、森山亜希子 、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 8 )～ツール
キットを用いたリーダー研修会の実際と役割～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 大島巌 、伊藤順一郎 、福井里江、瀬戸屋希、贄川信幸 、内野俊郎、西尾雅明 、
池淵恵美 、安西信雄 、後藤雅博、岩崎俊司、原田誠一、舟橋龍秀、廣瀬棟彦、山
口博之、宇都宮恵美、下原宣彦、香月富士日、森山亜希子 、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 7)～普及ガイ
ドライン・ツールキット作成と各施設におけるシステム作りの状況～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 伊藤順一郎 、大島巌 、内野俊郎、西尾雅明 、池淵恵美 、安西信雄 、後藤雅博、
岩崎俊司、原田誠一、舟橋龍秀、廣瀬棟彦、山口博之、宇都宮恵美、下原宣彦、
福井里江、瀬戸屋希、贄川信幸 、香月富士日、森山亜希子 、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 6)～グループ
研究の全体構想と平成 18年度の取り組み～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 内野俊郎、瀬戸屋希、福井里江、大島巌 、伊藤順一郎 、西尾雅明 、池淵恵美 、
安西信雄 、後藤雅博、贄川信幸 、香月富士日、森山亜希子 、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 11)～ツール
キット「広報普及活動の進め方」の必要性と意義～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】
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【著　　者】 内野 俊郎

【論　　題】 急性期から始める精神科リハビリテーションと薬物療法の役割 (ランチョンセミ
ナー )

【雑 誌 名】 日本精神障害者リハビリテーション学会第 13回大阪大会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 贄川信幸 、瀬戸屋希、福井里江、大島巌 、伊藤順一郎 、内野俊郎、西尾雅明 、
池淵恵美 、安西信雄 、後藤雅博、香月富士日、森山亜希子 、塚田和美

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 10)～ツール
キット「関係作りとニーズアセスメントの進め方」の必要性と意義～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 牧田 潔、内野俊郎、坂本明子 、前田正治、市川 泉 、古川由美子 、井上素仁

【論　　題】 統合失調症を持つ人たちを対象にした科学的根拠に基づく心理社会的介入プログ
ラム普及促進のためのツールキット開発とその有効性の評価 (その 14)～社会的
距離尺度からみた今回調査～

【雑 誌 名】 厚生労働省班研究報告会 (16指 -1)

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 恵紙英昭、田中みとみ、本岡大道、小路純央、前田久雄

【論　　題】 久留米大学病院における急性期治療病棟の DPCシミュレーション

【雑 誌 名】 第 18回日本総合病院精神医学会総会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 s-120

【著　　者】 後藤直樹、恵紙英昭、田中みとみ、丸岡隆之、橋爪祐二、本岡大道、前田久雄

【論　　題】 精神科急性期治療病棟において 3ヶ月以上の治療を要した症例についての検討

【雑 誌 名】 第 18回日本総合病院精神医学会総会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 s-118

【著　　者】 田中みとみ、境 理恵、恵紙英昭、丸岡隆之、前田久雄

【論　　題】 急性期治療病棟におけるコミュニティーミーティングの意義

【雑 誌 名】 第 18回日本総合病院精神医学会総会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 s-110
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【著　　者】 内野俊郎、坂本明子、牧田 潔

【論　　題】 初心者のための「患者さんへの心理教育」実践講座

【雑 誌 名】 精神看護

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 8 , 66-77

【著　　者】 内野 俊郎

【論　　題】 急性期における心理教育

【雑 誌 名】 第 10回兵庫県精神科急性期治療研究会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 恵紙英昭、田中みとみ、丸岡隆之、後藤直樹、小鳥居 望、大江美佐里、前田久雄

【論　　題】 自殺企図により入院した患者の検討

【雑 誌 名】 第 13回日本精神科救急学会総会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 61

【著　　者】 前田正治、大江美佐里

【論　　題】 PTSDの発症要因と予防的介入

【雑 誌 名】 看護技術

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 51 , 15-19

【著　　者】 内村直尚、橋爪祐二、土生川光成、小鳥居望、山本克康、松山誠一朗、大川敏秀、
山本高士、桑原啓郎、前田久雄

【論　　題】 一般内科を受診している身体疾患患者の不眠治療の現状と問題点 (1)―問診状況と
不眠症状―

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 大川敏秀、内村直尚、土生川光成、西浦佐知子、小路純央、森田喜一郎、前田久
雄

【論　　題】 睡眠時無呼吸症侯群患者における探索眼球運動を用いた認知機能の検討

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 生活習慣病と不眠

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】
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【著　　者】 内村直尚、橋爪祐二、土生川光成、小鳥居望、山本克康、松山誠一朗、大川敏秀、
比江嶋啓至、桑原啓郎、前田久雄

【論　　題】 高校生の睡眠と日常生活との関わり―高校生のためのグッドスリープイレブン (11
カ条 )の提言―

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 内村直尚、橋爪祐二、土生川光成、小鳥居望、山本克康、松山誠一朗、大川敏秀、
小城公宏、桑原啓郎、前田久雄

【論　　題】 一般内科を受診している身体疾患患者の不眠治療の現状と問題点 (2)―睡眠薬の処
方状況―

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 小鳥居望、内村直尚、土生川光成、大川敏秀、山本克康、橋爪祐二、前田久雄

【論　　題】 統合失調症の急性期における睡眠障害とリスペリドン内用液のもたらす影響につ
いての検討

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 松山誠一朗、内村直尚、大島博治、大島正親

【論　　題】 塩酸ジフェンヒドラミン (ドリエル )にて耐性が出現したアルコール依存症患者の
一例

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 恵紙　英昭

【論　　題】 久留米大学病院における精神科急性期治療病棟の運用

【雑 誌 名】 フォーラム「総合病院精神科・大学病院精神科の医療を考える」主催 :精神医学
講座担当者会議、全国自治体病院協議会精神科特別部会、日本総合病院精神医学
会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 山本克康、内村直尚、土生川光成、竹内暢、小鳥居望、大島正親、大島博治、有
吉祐、前田久雄

【論　　題】 レム睡眠行動障害に対するパロキセチンの有効性の検討

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 橋爪祐二、稲生宗司、内村直尚、桑原啓郎、前田久雄

【論　　題】 植物抽出液 (PKC)の香りの不眠症者に対する効果

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 土生川光成、内村直尚、山本寛子、森田喜一郎、前田久雄

【論　　題】 睡眠時無呼吸症侯群患者における認知機能および日中の眠気に関する検討

【雑 誌 名】 第 30回日本睡眠学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 内野 俊郎

【論　　題】 QOLと非定型抗精神病薬～精神科リハビリテーションとチーム医療の立場から～

【雑 誌 名】 南北海道医師会精神科医学学術講演会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 恵紙　英昭

【論　　題】 身体表現性障害ー身体科医師とどう連携をとるかー

【雑 誌 名】 精神科

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 6 , 464-470

【著　　者】 恵紙英昭、田中みとみ、橋爪祐二、前田久雄

【論　　題】 久留米大学病院に精神科救急システムを通して入院した症例の検討

【雑 誌 名】 第 101回日本精神神経学会 大宮

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 内野 俊郎

【論　　題】 再考・なぜ当事者への心理教育を行なうのか ?～初心者が心理教育を行なうため
に～

【雑 誌 名】 第 8回心理教育・家族教室ネットワーク

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 前田 久雄

【論　　題】 統合失調症における情動障害

【雑 誌 名】 精神科治療学

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 20 , 347-354
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【著　　者】 恵紙　英昭

【論　　題】 久留米大学病院の急性期治療病棟を中心とした治療構造～地域精神医療とのかか
わりも含めて～

【雑 誌 名】 第 1回横浜急性期治療研究会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 平田豊明 (分担研究 )、恵紙英昭、川畑俊貴、小沼杏坪、佐藤茂樹、杉山直也、武
井 満、八田耕太郎、藤村尚宏、吉住 昭 (研究協力者 )

【論　　題】 精神科病棟における患者像と医療内容に関する研究 平成 16年度 総括・分担研究
報告書

【雑 誌 名】 厚生労働科学研究費補助金 障害保健福祉総合研究事業

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 15-51

【著　　者】 恵紙　英昭

【論　　題】 自傷する子ども達～とくに境界性パーソナリティー障害について～

【雑 誌 名】 平成 16年度「学校医研修会」 大牟田医師会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 前田 久雄

【論　　題】 久留米大学病院における抗精神病薬使用の調査研究

【雑 誌 名】 精神科急性期治療病棟・リハビリテーション病棟等の在り方に関する研究 平成 16
年度厚生労働科学研究費補助金総合・分担研究報告書

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 60-71

【著　　者】 恵紙　英昭

【論　　題】 思春期のこころの理解と支援～ひきこもりや境界性パーソナリティー障害～

【雑 誌 名】 福岡県立大牟田南高等学校 職員 (保健 )研修会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 恵紙　英昭

【論　　題】 思春期の精神疾患の病態とその初期対応について～一番最初に出会う専門家とし
て心得ておくこと～

【雑 誌 名】 筑後地区スクールカウンセラー研修会 久留米 えーるびあ久留米

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】
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【著　　者】 小路 純央

【論　　題】 「第 101回日本精神神経学会」印象記

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 1148-1149

【著　　者】 内村直尚、松山誠一朗

【論　　題】 病気と薬の説明ガイド 不眠症

【雑 誌 名】 薬局

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56(増刊号 ) , 37

【著　　者】 内野俊郎、牧田 潔、前田正治

【論　　題】 心理教育と薬物療法～心理教育を経験することによって抗精神病薬のメリットが
実感された症例～

【雑 誌 名】 Schizophrenia Frontier

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 6 , 289-294

【著　　者】 石丸正吾、山内今日子、石田開太、向笠広和

【論　　題】 聖マリア病院における身体疾患合併アルコール依存症者のリエゾン治療について
-特に離脱せん妄に関して -

【雑 誌 名】 新薬と臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 855～ 860

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 中・高年期の不眠

【雑 誌 名】 性差と医療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 933

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 睡眠薬は正しく処方されているか

【雑 誌 名】 すいみん ing

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 2-7

【著　　者】 前田 久雄

【論　　題】 統合失調症にみられる情動認知障害の認知神経科学

【雑 誌 名】 最新精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 75-80
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【著　　者】 前田　正治

【論　　題】 惨事ストレス対策に取り組む風土づくり

【雑 誌 名】 近代消防

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 536 , 54-57

【著　　者】 前田正治、矢島潤平、大岡由佳

【論　　題】 消防隊員のメンタルヘルス調査

【雑 誌 名】 平成 16年度厚生労働科学総括分担研究報告書

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43-56

【著　　者】 前田　正治

【論　　題】 学校危機とトラウマケア

【雑 誌 名】 福岡県医報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1349 , 6-7

【著　　者】 前田　正治

【論　　題】 えひめ丸事故生還生徒に対する包括的ケア

【雑 誌 名】 第 13回箱根精神薬理シンポジウム講演録

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 55-62

【著　　者】 大川匡子、内村直尚、井上雄一

【論　　題】 睡眠障害の治療をめぐって -研修医と指導医に向けて -

【雑 誌 名】 臨床精神薬理

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 8 , 1453

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 睡眠薬の正しい使い方

【雑 誌 名】 Medical Tribune

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 66

【著　　者】 内村直尚、高岡俊夫

【論　　題】 入眠障害を治療する

【雑 誌 名】 日経メディカル

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 7 , 87-90
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【著　　者】 内村直尚、土生川光成、山本克康、小鳥居望

【論　　題】 日中の過眠の実態とその対策に関する研究

【雑 誌 名】 睡眠時無呼吸症候群における QOLに関する検討 厚生科学研究費補助金 平成 16
年度報告書

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 60-64

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 生活習慣病と不眠

【雑 誌 名】 PROGRESS IN MEDICINE

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 2617-2623

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 よりよい睡眠が心身の健康を保つ

【雑 誌 名】 ふくおか精神保健

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 50 , 53-58

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 睡眠障害の診断と治療

【雑 誌 名】 分子精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 475-482

【著　　者】 内村直尚、比江嶋啓至

【論　　題】 睡眠薬

【雑 誌 名】 精神科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 6 , 441-447

【著　　者】 内村直尚、久保千春

【論　　題】 対談 睡眠外来の実態

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 879-886

【著　　者】 内村　直尚

【論　　題】 睡眠時の異常行動 周期性四肢運動障害

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , -
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【著　　者】 平田豊明 , 恵紙英昭 , 川畑俊貴 , 小沼杏坪 , 佐藤茂樹 , 杉山直也 , 武井満 , 八田耕太
郎 , 藤村尚宏 , 吉住昭

【論　　題】 精神科急性病棟の現状と今後の機能および配置等に関する研究

【雑 誌 名】 厚生労働科学研究費補助金 , 障害保健福祉総合研究事業 , 精神科病棟における患者
像と医療内容に関する研究 , 平成 16年度総括・分担研究報告書

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 松山誠一朗、内村直尚

【論　　題】 レム睡眠行動障害の治療

【雑 誌 名】 Modern Physician

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 47-53

【著　　者】 堀口淳、内村直尚

【論　　題】 プライマリケア医、一般医のための不眠症の診断と睡眠薬導入剤選択のポイント

【雑 誌 名】 Medical Tribune

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 38 , 22-23

【著　　者】 大江美佐里、前田正治、境理恵、赤司英博、田中みとみ、丸岡隆之、恵紙英昭、
前田久雄

【論　　題】 急性期治療病棟での再発予防を目的とした短期介入プログラムの実施 ―概要およ
び「注意サイン」の疾患別特徴について―

【雑 誌 名】 財団法人メンタルヘルス岡本記念財団研究助成報告集

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 19-24

【著　　者】 前田 久雄

【論　　題】 女性勤務医の現状と今後の課題 -久留米大学における現状と課題

【雑 誌 名】 勤務医のつどい

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2

【著　　者】 前田 久雄

【論　　題】 地域社会からみて精神科病院に期待されるもの

【雑 誌 名】 福精協会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2

【著　　者】 土生川光成、内村直尚、松山誠一朗

【論　　題】 睡眠センターの活動

【雑 誌 名】 臨床精神医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 34 , 71-78
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【著　　者】 三木浩司

【論　　題】 いつも治療的であることー石坂、村井、北山論文へのコメントー

【雑 誌 名】 九州大学心理臨床研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , 25-27

【著　　者】 丸岡隆之

【論　　題】 えひめ丸沈没事故被害者のケア

【雑 誌 名】 九州集団療法研究会だより

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 30-31

【著　　者】 Yuji Hashizume, Naohisa Uchimura, Emiko Miwa, Tsutomu Nakamura, Hisao Maeda

【論　　題】 The effect of bedding on lateral position sleep for OSAHS patients

【雑 誌 名】 Associtated Professional Sleep Societies 19th Annual Meeting

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Hideaki Egami, Naoki Goto, Koji Chikama, Naohisa Uchimura and Hisao Maeda

【論　　題】 A case of irregular sleep-wake pattern with post-traumatic stress disorder and
depressive state treated successfully with fluvoxamine,triazolam and mecobalamin
combination

【雑 誌 名】 International Clinical apsychopharmacology

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 20 , A8

【著　　者】 Morita, K., Shoji, H., Nishiura, Y., Shoji, Y., Matsuoka, T., Maeda, H.

【論　　題】 Characteristics of cognitive function in patients with Parkinson's disease: a comparison
with healthy subjects

【雑 誌 名】 International Congress Series, Unveiling the Mystery of the Brain. Neurophysiological
Investigation of the Brain Function. Proceedings of The 8th International Evoked
Potentials Symposium held in Fukuoka, Japan, Oct./5-8, 2004

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 344～ 347

【著　　者】 Nishiura, S., Morita, K., Habukawa, K., Yamamoto, H., Shoji, Y., Uchimura, N.,
Maeda, H.

【論　　題】 Characteristics of cognitive function in patients with sleep apnea syndrome: an
event-related potential study

【雑 誌 名】 International Congress Series, Unveiling the Mystery of the Brain. Neurophysiological
Investigation of the Brain Function. Proceedings of The 8th International Evoked
Potentials Symposium held in Fukuoka, Japan, Oct./5-8, 2004

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 356～ 358
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【著　　者】 Shoji, Y., Morita, K., Shigemori, M., Yamamoto, H., Nishimura, S., Maeda, H.

【論　　題】 Characteristics of cognitive function in patients with higher brain dysfunction after
brain injury: an event-related potential study

【雑 誌 名】 International Congress Series, Unveiling the Mystery of the Brain. Neurophysiological
Investigation of the Brain Function. Proceedings of The 8th International Evoked
Potentials Symposium held in Fukuoka, Japan, Oct./5-8, 2004

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 352～ 355

【著　　者】 Yamamoto, H., Morita, K., Shoji, Y., Nishiura, S., Maeda, H.

【論　　題】 The improvement of cognitive function reflected by event-related potentials in
drug-naive schizophrenia with atypical antipsychotics

【雑 誌 名】 International Congress Series, Unveiling the Mystery of the Brain. Neurophysiological
Investigation of the Brain Function. Proceedings of The 8th International Evoked
Potentials Symposium held in Fukuoka, Japan, Oct./5-8, 2004

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 348～ 351
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32.皮膚科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 橋本 隆

【タイトル】 IgA pemphigus

【書名・発行所】難治性皮膚疾患の病態と治療、第 2版、編集 :小川秀興 吉川印刷所

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 29-31

【著　　者】 橋本 隆 編集 :宮地良樹

【タイトル】 水疱症

【書名・発行所】臨床診断に苦渋する 100の外来皮膚疾患
メディカルビュー社

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 230-231

【著　　者】 橋本 隆

【タイトル】 水疱症

【書名・発行所】日本皮膚科白書、第 2版 (第 103回日本皮膚科学会総会記念改訂版 )発行人 理事
長 玉置邦彦、日本皮膚科学会、金原出版

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 135-143

【著　　者】 濱田尚宏、小野文武、樋口雅子、黒瀬浩一郎、西岡昭二、名嘉眞武国、安元慎一
郎、橋本 隆

【タイトル】 強直性脊椎炎を合併した膿疱性乾癬の 1例

【書名・発行所】第 20回日本乾癬学会記録集 (Proceedings of the 20th Annual Meeting of the
Japanese Society for Psoriasis Research, Karuizawa, September 9-10, 2005)

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 91-92

【著　　者】 深川修司、安元慎一郎、絹川直子、野瀬善明、古江増隆

【タイトル】 11、合併症 (ウイルス感染症、細菌感染症、白内障 )

【書名・発行所】アトピー性皮膚炎 ,よりよい治療のための EBMデータ集 ,中山書店

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 62~72

【著　　者】 安元慎一郎 , 編者

【タイトル】 帯状疱疹

【書名・発行所】ガイドライン外来診療 2005、日経メディカル開発

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 275~278
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「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 水疱症、臨床診断に苦渋する 100の外来皮膚疾患。編集 :宮地良樹

【雑 誌 名】 メディカルビュー社

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 230-231

【著　　者】 木村容子、楠原正洋、橋本 隆

【論　　題】 巨大な潰瘍を呈したスポロトリコーシスの 1例

【雑 誌 名】 皮膚科の臨床

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 47 , 1245-1248

【著　　者】 樋口雅子、大山文吾、西岡昭二、楠原正洋、橋本 隆

【論　　題】 小児に発症した非結核性抗酸菌症の 1例

【雑 誌 名】 皮膚科の臨床

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 47 , 1159-1162

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 水疱症

【雑 誌 名】 日本皮膚科白書、第 2版 (第 103回日本皮膚科学会総会記念改訂版 )発行人 理事
長 玉置邦彦、日本皮膚科学会、金原出版

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 135-143

【著　　者】 橋本 隆、楠原正洋

【論　　題】 クリニカル・クイズ 皮膚疾患「スポロトリコーシス」

【雑 誌 名】 Japan Clipping Today

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 2005 , 9-10

【著　　者】 越後岳士、大石直人、白崎文朗、稲沖 真、佐藤伸一、竹原和彦、長谷川洋一、橋
本 隆

【論　　題】 高齢者に発症した抗 p200類天疱瘡の 1例

【雑 誌 名】 皮臨

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 1076-1079

【著　　者】 前山 直、文森健明、前山泰彦、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 Milia en plaqueの 1例

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 954-956
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【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 掌蹠膿疱症の治療

【雑 誌 名】 掌蹠膿疱症の治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 4226 , 91-92

【著　　者】 濱田尚宏、小野文武、樋口雅子、黒瀬浩一郎、西岡昭二、名嘉眞武国、安元慎一
郎、橋本 隆

【論　　題】 強直性脊椎炎を合併した膿疱性乾癬の 1例

【雑 誌 名】 第 20回日本乾癬学会記録集 (Proceedings of the 20th Annual Meeting of the
Japanese Society for Psoriasis Research, Karuizawa,

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】  September 9-10 , 91-92

【著　　者】 石井文人、橋本 隆

【論　　題】 尋常性天疱瘡患者におけるプレドニゾロンとミゾリビン併用療法の治療経験

【雑 誌 名】 西日皮膚

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67 , 624-628

【著　　者】 川崎 奏、小原 理、河 陽子、大岡志穂、山前恵美子、松永るり、保坂恵理、相馬
良直、橋本 隆、溝口昌子

【論　　題】 後天性表皮水疱症の 1例

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 1849-1852

【著　　者】 石井文人、徳山敏恵、廣田香織、黒瀬浩一郎、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 インターフェロン -�とリバビリンの併用療法中に発症した毛孔性紅色ひこう疹
の 1例

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 1207-1210

【著　　者】 木村容子、文森健明、辛島正志、井上光世、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 SLEに合併したMycobacterium chelonae感染症の 1例

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 1171-1174

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 落葉状天疱瘡

【雑 誌 名】 日本医師会雑誌 特別号「実践 皮膚病変のみかた」

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 134 , S119

32.皮膚科学
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【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 尋常性天疱瘡

【雑 誌 名】 日本医師会雑誌 特別号「実践 皮膚病変のみかた」

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 134 , S118

【著　　者】 文森健明、橋本 隆

【論　　題】 【シミはどこまできれいになるか ?その理論と実際 治療法編】 光で治す、Q
スィッチルビーレーザーが奏効した老人性色素斑

【雑 誌 名】 Visual Dermatology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 4 , 820-821

【著　　者】 島田浩光、楠原正洋、橋本 隆

【論　　題】 高校柔道部員に集団発生した Trichophyton tonsulans感染症

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 757-759

【著　　者】 黒瀬浩一郎、桃崎直也、井上義彦、濱田尚宏、名嘉眞武国、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 上口唇、鼻部の腫瘍切除後欠損に対する para-alar flapの使用経験

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 1063-1068

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 アンケート・聞き慣れない病名。intercellular IgA vesiculopustular dermatosis
(IAVPD)

【雑 誌 名】 皮膚病診療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 144

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 巻頭言 Subspecialityと physician-scientist

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 903-904

【著　　者】 熊野仁子、石井文人、三原 典、濱田尚宏、前山泰彦、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 腫瘍随伴性天疱瘡̶胸腺種を合併し軽症に経過した症例

【雑 誌 名】 皮膚病診療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 667-670
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【著　　者】 安元慎一郎、橋本 隆、中山樹一朗、小澤 明、中川秀己

【論　　題】 乾癬治療におけるシクロスポリンMEPC療法̶西部支部会員によるアンケート調
査̶

【雑 誌 名】 西日皮膚

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67 , 252-257

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 水疱性類天疱瘡における BP180 ELISA値

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 62-65

【著　　者】 文森健明、中野俊二、中野 拓、右田博文、橋本 隆

【論　　題】 歯科用電動注射器を用いて無痛麻酔を試みた小児口腔内粘液のう腫の 1例

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 564-567

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 ボーエン病、Japan Clipping Today, クリニカスクイズ

【雑 誌 名】 皮膚疾患

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9-10

【著　　者】 石井文人、濱田尚宏、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 水疱型先天性魚鱗癬様紅皮症の 1例

【雑 誌 名】 第 19回角化症研究会記録集 (2004年 8月 7日開催、東京商工会議所 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】  70-720

【著　　者】 辛島正志、橋本 隆

【論　　題】 BPAG1(BP230)と中間径線維との細胞生物学的相互作用の検討

【雑 誌 名】 第 19回角化症研究会記録集 (2004年 8月 7日開催、東京商工会議所 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28-31

【著　　者】 舛 明子、笹井 収、菊池克子、相場節也、駒井礼子、橋本 隆

【論　　題】 ステロイドを含む多剤併用療法に反応した瘢痕性類天疱瘡の 1例

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 132-134
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【著　　者】 河瀬 歩、相馬良直、山前恵美子、溝口昌子、橋本 隆

【論　　題】 Linear Epidermolytic hyperkeratosisの 1例

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 253-255

【著　　者】 河瀬 歩、相馬良直、山前恵美子、溝口昌子、橋本 隆

【論　　題】 Clinicolor: Linear Epidermolytic hyperkeratosisの 1例

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 145-146

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 スポロトリコーシス、Japan Clipping Today, クリニカスクイズ

【雑 誌 名】 皮膚疾患

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9-10

【著　　者】 Hamada T, Kawano Y, Szczecinska W, Wozniak K, Yasumoto S, Kowalewski C,
Hashimoto T

【論　　題】 Novel keratin 5 and 14 gene mutations in patients with epidermolysis bullosa simplex
from Poland.

【雑 誌 名】 Arch Dermatol Res

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 296 , 577-579

【著　　者】 Desmet S, Devos SA, Chan I, Hamada T, Dhooge I, McGrath JA, Naeyaert JM

【論　　題】 Clinical and molecular abnormalities in lipoid proteinosis.

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 15 , 344-346

【著　　者】 Kusuhara M and Matsue H

【論　　題】 Limitations of CD95 ligand-transduced killer dendritic cells to prevent skin graft
rejections

【雑 誌 名】 Experimental Dermatology

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 14 , 273-280

【著　　者】 Dainichi T, Takeshita H, Moroi Y, Urabe K, Yoshida M, Hisamatsu Y, Komai A,
Duan H, Koga T, Hashimoto T, Furue M

【論　　題】 Cicatricial pemphigoid with autoantibodies against the laminin 5 gamma 2 subunit

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 15 , 189-193
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【著　　者】 Wakahara M, Kiyohara T, Kumakiri M, Ueda T, Ishiguro K, Fujita T, Amagai M,
Hashimoto T

【論　　題】 Paraneoplastic pemphigus with widespread mucosal involvement

【雑 誌 名】 Acta Derm Venereol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 85 , 530-532

【著　　者】 Nakama T, Natsuaki Y, Hamda T, Kurose K, Karashima T, Yasumoto S, Hashimoto T

【論　　題】 Presentation of four cases of effective use of Fibrast spray and of one cautionary case

【雑 誌 名】 The proceedings of the Scientific Session of the 2nd Meeting of Fibroblast Growth
Factor (FGF) Research Group in Fukuoka, Medical Consultation and New Remedies
(Shinryo to Shinyaku)

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 42 , 1119-1120

【著　　者】 Morizane S, Yamamoto T, Hisamatsu Y, Tsuji K, Oono T, Hashimoto T, Iwatsuki K

【論　　題】 Pemphigus vegetans with IgG and IgA antidesmoglein 3 antibodies

【雑 誌 名】 Br J Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 153 , 1236-1237

【著　　者】 Motegi S, Abe M, Tamura A, Ishii N, Hashimoto T, Ishikawa O

【論　　題】 Childhood bullous pemphigoid successfully treated with diaminodiphenyl sulfone

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 32 , 809-812

【著　　者】 Kurokawa M, Koketsu H, Oda Y, Nagamine H, Toyama T, Hashimoto T, Setoyama M

【論　　題】 A case of pemphigus vulgaris accompanied by multiple myeloma

【雑 誌 名】 Int J Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 44 , 873-875

【著　　者】 Katagata Y, Takahashi M, Horiuchi Y, Takeda H, Kondo S, Tezuka T, Hashimoto T

【論　　題】 Immunoelectron microscopy of keratin filaments in cultured malignant melanomas and
squamous cell carcinomas

【雑 誌 名】 Yamagata Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 117-124
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【著　　者】 Osawa M, Demitsu T, Toda S, Yokokura H, Umemoto N, Yamada T, Yoneda K,
Kakurai M, Yoshida M, Hashimoto T

【論　　題】 A Case of Mixed Bullous Disease of Epidermolysis bullosa acquisita and Linear IgA
Bullous Dermatosis

【雑 誌 名】 Dermatology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 211 , 146-148

【著　　者】 Bruckner AL, Fitzpatrick JE, Hashimoto T, Weston WL, Morelli JG

【論　　題】 Atypical IgA/IgG Pemphigus Involving the Skin, Oral Mucosa, and Colon in a Child:
A Novel Variant of IgA Pemphigus?

【雑 誌 名】 Pediatr Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 321-327

【著　　者】 Shinojima Y, Ochiai T, Kawamura A, Arakawa H, Fukuda K, Hashimoto T

【論　　題】 A case of bullous pemphigoid associated with autoantibodies targeting antigenic sites
other than the NC16a domain of BP180

【雑 誌 名】 Clin Exp Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 503-505

【著　　者】 Dainichi T, Takeshita H, Moroi Y, Urabe K, Yoshida M, Hisamatsu Y, Komai A,
Duan H, Koga T, Hashimoto T, Furue M

【論　　題】 Cicatricial pemphigoid with autoantibodies against the laminin 5 gamma 2 subunit

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 189-193

【著　　者】 Hamada T, Hashimoto T

【論　　題】 A Japanese case of dermatitis herpetiformis with facial and palmar lesions

【雑 誌 名】 Clin Exp Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 298-300

【著　　者】 Tashiro H, Arai H, Hashimoto T, Takezaki S, Kawana S

【論　　題】 Pemphigoid nodularis: two case studies and analysis of autoantibodies before and after
the development of generalized blistering

【雑 誌 名】 J Nippon Med Sch

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 72 , 60-65
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【著　　者】 Duhieu S, Laperdrix C, Hashimoto T, LeBitoux M-A, Haftek M

【論　　題】 Desmosome-binding antibody KM48 recognises an extracellular antigen different from
desmosomal cadherins Dsg 1-3 and Dsc 1-3

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 80-84

【著　　者】 Takahashi Y, Rouan F, Uitto J, Ishida-Yamamoto A, Iizuka H, Owaribe K, Tanigawa
M, Ishii N, Yasumoto S, Hashimoto T

【論　　題】 Plectin deficient epidermolysis bullosa simplex with 27-year-history of muscular
dystrophy

【雑 誌 名】 J Dermatol Sci

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 37 , 87-93

【著　　者】 Raap U, Volker B, Petering H, Hashimoto T, Zillikens D, Kapp A, Werfel T

【論　　題】 Successful treatment of subcorneal pustular type of IgA pemphigus

【雑 誌 名】 Hautarzt

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 66-70

【著　　者】 Washio H, Hara H, Suzuki H, Yoshida M, Hashimoto T

【論　　題】 Bullous Pemphigoid on Psoriasis Lesions after UVA Radiation

【雑 誌 名】 Acta Derm Venereol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 85 , 561-563

【著　　者】 Liu H.J., Moroi M., Yasumoto S., Koga T., Masuda T., Chen Q.J., Tu Y.T., Furue M.,
Aburatani H.,
Urabe A.

【論　　題】 Expression of elafin in extramammary Paget’s disease.

【雑 誌 名】 Br. J. Dermatol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 152 , 578~579

【著　　者】 Hamada T., Ishii N., Karashima T., Kawano Y., Yasumoto S., Hashimoto T.

【論　　題】 The common
KRT9 gene mutation in a Japanese patient with epidermolytic palmoplantar
keratoderma and
kuckle pad-like keratoses.

【雑 誌 名】 J. Dermatol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 32 , 500~512
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【著　　者】 Marinovic B, Bukvic Mokos Z, Basta-Juzbasic A, Lakos Jukic I, Loncaric D,
Hashimoto T, Pasic A

【論　　題】 Atypical clinical appearance of pemphigus vulgaris on the face: case report

【雑 誌 名】 Acta Dermatovenerol Croat

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 233-6

「その他」

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 妻への感謝、今日は

【雑 誌 名】 久留米医師会広報

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 3

【著　　者】 吉田まりこ、濱田尚宏、安元慎一郎、橋本 隆、天谷雅行、橋本公二

【論　　題】 BP230 ELISA法の開発について

【雑 誌 名】 第 12回分子皮膚科学フォーラム

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 濱田尚宏、石井文人、島田浩光、河野優子、辛島正志、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 Hemorrhagic Darier’s diseaseの 1例

【雑 誌 名】 第 12回分子皮膚科学フォーラム

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 夏秋洋平、濱田尚宏、小野文武、辛島正志、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 Castleman病を合併した腫瘍随伴性天疱瘡の 1例

【雑 誌 名】 第 27回水疱症研究会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 濱田尚宏、小野文武、黒瀬浩一郎、西岡昭二、名嘉眞武国、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 強直性脊椎炎を合併した膿疱性乾癬の長期観察例

【雑 誌 名】 第 20回日本乾癬学会学術大会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 桃崎直也、夏秋洋平、横須賀美也子、小野文武、濱田尚宏、黒瀬浩一郎、名嘉眞
武国、橋本 隆

【論　　題】 リンパ節転移を伴った基底細胞癌の 2例

【雑 誌 名】 第 20回日本皮膚外科学会総会・学術集会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】
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【著　　者】 石井文人、濱田尚宏、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 臨床的に Peeling skin syndromeを疑った 1例

【雑 誌 名】 第 20回角化症研究会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 木村容子、濱田尚宏、上田厚登、名嘉眞武国、安本慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 手掌に生じた悪性黒色腫の 1例

【雑 誌 名】 日本皮膚科学会第 333回福岡地方会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 文森健明、石井文人、濱田尚宏、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 魚鱗癬の会について

【雑 誌 名】 日本皮膚科学会第 333回福岡地方会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 文森健明、石井文人、濱田尚宏、安元慎一郎、秋田幸大、秋山真志、清水 宏、橋
本 隆

【論　　題】 水疱型先天性魚鱗癬様紅皮症の 1例

【雑 誌 名】 第 29回日本小児皮膚科学会学術大会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 夏秋洋平、濱田尚宏、黒瀬浩一郎、名嘉眞武国、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 皮膚血管肉腫の 1例

【雑 誌 名】 第 21回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 夏秋洋平、濱田尚宏、黒瀬浩一郎、名嘉眞武国、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 久留米大学皮膚科における過去 5年間の菌状息肉症の臨床的検討

【雑 誌 名】 第 104回日本皮膚科学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 桃崎直也、濱田尚宏、黒瀬浩一郎、西岡昭二、名嘉眞武国、橋本 隆

【論　　題】 久留米大学皮膚科における近年 10年間の悪性黒色腫の統計的検討

【雑 誌 名】 第 104回日本皮膚科学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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【著　　者】 竹中 基、佐藤伸一、計盛幸子、河野優子、濱田尚宏、橋本 隆

【論　　題】 単純型先天性表皮水疱症の 1例

【雑 誌 名】 第 104回日本皮膚科学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 木村容子、猿田 寛、田中倫子、三原 典、濱田尚宏、辛島正志、安元慎一郎、橋本
隆

【論　　題】 皮膚型結節性多発動脈炎の 1例

【雑 誌 名】 第 28回皮膚脈管膠原病研究会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 掌蹠膿疱症の治療

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 4226 , 91-92

【著　　者】 石井文人、濱田尚宏、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 水疱型先天性魚鱗癬様紅皮症の 1例

【雑 誌 名】 第 19回角化症研究会記録集 (2004年 8月 7日開催、東京商工会議所 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 70-72

【著　　者】 辛島正志、橋本 隆

【論　　題】 BPAG1(BP230)と中間径線維との細胞生物学的相互作用の検討

【雑 誌 名】 第 19回角化症研究会記録集 (2004年 8月 7日開催、東京商工会議所 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28-31

【著　　者】 安元慎一郎

【論　　題】 XIV.感染症検査、4.ウイルス感染症、10)上皮細胞中水痘ウイルス抗原

【雑 誌 名】 小児内科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 37s , 603~604

【著　　者】 小野文武、安元慎一郎

【論　　題】 PHNが予測される帯状疱疹の初期治療は ?

【雑 誌 名】 デルマ

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 101 , 126~130
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【著　　者】 安元慎一郎

【論　　題】 VIII.感染症、1.単純疱疹

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 47 , 1513-1518

【著　　者】 安元慎一郎、大賀正一、永淵正法

【論　　題】 急性 EBウイルス感染症

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 1488-1490

【著　　者】 Hamada T, Chan I, Ishii N, Yasumoto S, Wessagowit V, Hashimoto T, McGrath JA

【論　　題】 Spectrum of mutations in the extracellular matrix protein 1 gene underlying lipoid
proteinosis.

【雑 誌 名】 Society for Investigative Dermatology 2005

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】
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33.外科学（白水）

「単行本 /著書」

【著　　者】 緒方 裕

【タイトル】 大腸癌 c. 直腸進行癌

【書名・発行所】消化器疾患最新の治療 2005-2006 戸田剛太郎 ,菅野健太郎 ,上西紀夫 編集 ,南江堂

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 256-259

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 緒方 裕、的野敬子、笹富輝男、石橋生哉、鳥越昇二郎、大北 亮、志田誠一郎、溝
部智亮、池田 悟、小河秀二郎、小篠洋之、白水和雄

【論　　題】 Mitomycin Cによる直腸癌組織内 thymidine phosphrylase (dThdPase)活性増強効果
.

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 538-543

【著　　者】 野副安弘 ,緒方 裕 ,的野敬子 ,金澤昌満 ,笹冨輝男 ,荒木靖三 ,小林昶運 ,磯本浩晴
,白水和雄

【論　　題】 大腸癌における薬剤感受性試験 CD-DST (Collagen gel Droplet embedded culture
Drug Sensitivity Test)法の検討 ―特に 5-FU感受性と腫瘍内 DPD
(Dihydropyrimidene dehydrogenase)活性および TS (Thymidylate Synthase)活性と
の関連―.

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 303-306

【著　　者】 冨田尚裕 ,渡邊昌彦 ,亀山雅男 ,高尾良彦 ,洲之内広紀 ,緒方 裕 ,白戸博志 ,橋爪
正 ,加藤孝一郎 ,赤須孝之 ,池内健二 ,高橋慶一 ,久保隆一 ,山口茂樹 ,金光幸秀 ,
幸田圭史 ,西口幸雄 ,長谷川博俊 ,小川国市

【論　　題】 下部直腸癌に対する超低位直腸切除・経肛門吻合術の現況―第 20回大腸疾患外科
療法研究会アンケート調査結果 .

【雑 誌 名】 日本大腸肛門病会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 58 , 1-12

【著　　者】 佐藤哲郎、姫野秀一、中野眼一、緒方 裕、野口 剛、川原克信

【論　　題】 回盲弁に発生した悪性腫瘍の 2治験例 .

【雑 誌 名】 大分県医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 12-16
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【著　　者】 Hirata A, Hosoi F, Miyagawa M, Ueda S, Naito S, Fujii T, Kuwano M, Ono M.

【論　　題】 Her2 overexpression sensitizes drug sensitivity to gefitinib, an epidermal growth factor
receptor tyrosine kinase inhibitor, through inhibition of HER2/HER3 heterodimer
formation in lung cancer cells.

【雑 誌 名】 Cancer Res

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 65 , 4253-4260

【著　　者】 Ogata Y, Matono K, Hayashi A, Takamori S, Miwa K, Sasatomi T, Ishibashi N, Shida
S, Shirouzu K

【論　　題】 Repeat pulmonary resection for isolated recurrent lung metastases yields results
comparable to those after first pulmonary resection in colorectal cancer.

【雑 誌 名】 World J Surg

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 29 , 363-368

【著　　者】 Matono K, Ogata Y, Tsuda H, Araki Y, Shirouzu K

【論　　題】 Effects of antineoplaston AS2-1 against post-operative lung metastasis in
orthotopically implanted colon cancer in nude rat.

【雑 誌 名】 Oncology Rep

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 13 , 389-395

【著　　者】 Yokoyama G, Fujii T, Tayama K, Yamana H, Kuwano M, Shirouzu K.

【論　　題】 G1 arrest induced by phorbol ester via protein kinase C delta and the MAPK pathway
in SKBR-3 breast cancer cells.

【雑 誌 名】 Biochem Biophys Res Commun

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 327 , 720-726

【著　　者】 Yokoyama G, Fujii T, Ogo E, Yanaga H, Toh U, Yamaguchi M, Mishima M,
Takamori S, Shirouzu K, Yamana H.

【論　　題】 Advanced chemoresistant breast cancer responding to multidisciplinary treatment with
hyperthermia, radiotherapy, and intra-arterial infusion.

【雑 誌 名】 Int J Clin Oncol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 139-143

【著　　者】 Toshihiro Matsuo, Norman Yusuke Kimura, Shinzo Takamori and Kazuo Shirouzu

【論　　題】 A case of recurrent pulmonary mucinous cystadenoma.

【雑 誌 名】 Euro J Cardiothorac Surg

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 176~177
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34.外科学（青柳）

「単行本 /著書」

【著　　者】 木下壽文、中山和道、編集 :高田忠敬・二村雄次

【タイトル】 12. 乳頭部癌

【書名・発行所】胆道外科 (医学書院 )

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 173-182

【著　　者】 木下壽文、中山和道、編集 :高田忠敬・二村雄次

【タイトル】 17.XI-2. 上中部胆管癌

【書名・発行所】胆道外科 (医学書院 )

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 289-293

【著　　者】 明石英俊

【タイトル】 ヘパリンとワルファリン

【書名・発行所】 Angiology Frontier

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 4 , 131～ 137

【著　　者】 明石英俊

【タイトル】 心臓手術のオモテとウラ
上行大動脈置換術

【書名・発行所】 HEART nursing

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 18 , 320～ 322

【著　　者】 明石英俊

【タイトル】 大動脈外科手術の Knack&Pitfalls.
i-3 グラフト選択

【書名・発行所】大動脈外科の要点と盲点

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 192～ 195

【著　　者】 明石英俊

【タイトル】 glueの種類と使い方

【書名・発行所】大動脈外科の要点と盲点

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 191～ 191
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【著　　者】 明石英俊

【タイトル】 大動脈外科手術の Knack&Pitfalls. iii-2 同時 CABG

【書名・発行所】大動脈外科の要点と盲点

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 285～ 288

【著　　者】 青柳成明
編者 高本眞一

【タイトル】 手術適応決定の knack & pitfallsーMarfan症候群ー

【書名・発行所】 Knack & Pitfalls  心臓外科 大動脈外科の要点と盲点 文光堂

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 60-62, 307, 103

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 廣松伸一、青柳成明、永川紀子、細川幸夫、赤岩圭一、明石英俊

【論　　題】 高齢者に特有な症状・症候別の救急処置
急性動脈閉塞症の診断と治療

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 82 , 654～ 658

【著　　者】 廣松伸一

【論　　題】 超音波による腹部大動脈拡張の診断

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 92～ 93

【著　　者】 K.Tayama., T.Kosuga., K.Takagi., S.Aoyagi

【論　　題】 Remodeling operation for unruptured aneurysms of three sinuses of Valsalva

【雑 誌 名】 J Thorac Cardiovasc Surg

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 129 , 951～ 952

【著　　者】 Nobuhiko Hayshida,Takahiro Shojima,Yoshinori Yokokura,Hidetsugu Hori, Kazuhiro
Yoshikawa,Hiroshi Tomoeda,Shigeaki Aoyagi

【論　　題】 P-Wave Aignal-Averaged Electrocardiogram for Predicting Atrial Arrhythmia After
Cardiac Surgery

【雑 誌 名】 Ann Thorac Surg

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 79 , 859~564
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「その他」

【著　　者】 廣松伸一、清水勉、赤須厳、青柳成明

【論　　題】 特発性足背動脈破裂の 1例

【雑 誌 名】 第 67回日本臨床外科学会総会 一般演題 (東京 )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 廣松伸一、明石英俊、岡崎悌之、石原健次、田中厚寿、飛永覚、大塚裕之、赤岩
圭一、横倉寛子、永川紀子、細川幸夫、中村英司、尼子真生、田山慶一郎、青柳
成明

【論　　題】 大腿膝上膝窩動脈バイパスにおける 7㎜ Hybrid PTFEグラフトの中期成績

【雑 誌 名】 第 33回日本血管外科学会総会 ポスター (北海道 )

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 廣松伸一、明石英俊、田山慶一郎、岡崎悌之、石原健次、田中厚寿、飛永覚、大
塚裕之、赤岩圭一、尼子真生、横倉寛子、永川紀子、細川幸夫、中村英司、青柳
成明

【論　　題】 腹部大動脈瘤に対する治療指針～低侵襲腹部大動脈手術とは～

【雑 誌 名】 第 35回日本心臓血管外科学会総会 一般演題 (浜松 )

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 明石英俊、田山慶一郎、田山栄基、廣松伸一、林田信彦、岡崎悌之、石原健次、
田中厚寿、飛永覚、大塚裕之、尼子真生、細川幸夫、永川紀子、青柳成明

【論　　題】 弓部置換での脳灌流の隔離の重要性と吻合部出血の防止法

【雑 誌 名】 第 35回日本心臓血管外科学会総会 ビデオ (浜松 )

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 S.Fukunaga., E.Tayama., K.Arinaga., H.Akashi., S.Aoyagi

【論　　題】 Aortic root replacement with a composite graft

【雑 誌 名】 12 th Tokyo Symposium on Cardiovascular Surgery (東京 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 S.Hiromatsu., N.Egawa., Y.Hosokawa., H.Yokokura., H.Akashi., S.Aoyagi

【論　　題】 Strategy for solitary iliac aneurysms

【雑 誌 名】 13 th Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular Surgery ポスター
(Thailand)

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】
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35.小児外科

「単行本 /著書」

【著　　者】 森田桂子 ,井上光鋭 ,甲斐田章子 ,田中芳明
「編者」標葉隆三郎 ,島田慈彦 ,他

【タイトル】 第 5章 栄養管理の実際 . Ⅷ .2 小児 . MMIHS(巨大膀胱・腸管蠕動不全 )患児に対
する栄養管理 .

【書名・発行所】実践 静脈栄養と経腸栄養 応用編 エルゼビア・ジャパン ,東京

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 178-180

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 八木 実、Nguyen NQ、Tippett M、Holloway RH、窪田正幸

【論　　題】 Multiple intraluminal electrical impedancometry(MII)による食道運動機能評価

【雑 誌 名】 小児外科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 37 , 383 ‒ 388

【著　　者】 八木 実、本間信治、窪田正幸、大滝雅博

【論　　題】 GERと漢方 ―EGG法による検討―

【雑 誌 名】 小児外科

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 37 , 284 ‒ 290

【著　　者】 Yagi M, Kubota M, Kanada S, Kinoshita Y , Okuyama N, Yamazaki S, Murata H,
Hirayama Y

【論　　題】 Fecoflowmetric profiles in post-operative patients with Hirschsprung’s disease

【雑 誌 名】 Journal of Pediatric Surgery

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】  40 , 551-554

「その他」

【著　　者】 田中芳明

【論　　題】 教育セミナー「静脈栄養法 -栄養剤の種類と特徴 -」

【雑 誌 名】 第 20回日本静脈経腸栄養学会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 20 , 63

35.小児外科

- 190 -



【著　　者】 田中芳明

【論　　題】 シンポジウムⅤ「病態別栄養管理における健康食品の臨床応用 . 1.慢性肝障害 ,糖
尿病の酸化ストレスに対する抗酸化療法 ,2.脱水症に対する経口補水療法」

【雑 誌 名】 第 8回日本病態栄養学会年次学術集会 , 日本病態栄養学会誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 7 , 325

35.小児外科

- 191 -



36.脳神経外科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 重森 稔

【タイトル】 頭部外傷 治療と看護のポイント

【書名・発行所】「脳神経外科看護の臨床ポイント」テキストブック

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 106～ 124

【著　　者】 徳富孝志

【タイトル】 第 4章治療 治療法の選択とその根拠 頭蓋・脳外傷

【書名・発行所】脳神経外科学体系 12 神経外傷 感染・炎症性疾患

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 132～ 136

【著　　者】 重森 稔、塩見直人、宮城知也

【タイトル】 第 3章基本手術手技 頭蓋・脳への到達法 頭蓋修復術

【書名・発行所】脳神経外科学体系 3 基本手術手技 解剖 /麻酔

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 176～ 185

【著　　者】 重森 稔、塩見直人、宮城知也

【タイトル】 第 3章神経外傷における検査 予後の判定 頭蓋・脳外傷

【書名・発行所】脳神経外科学体系 12 神経外傷 感染・炎症性疾患

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 120～ 126

【著　　者】 重森 稔、徳富孝志、宮城知也

【タイトル】 分野別医療の現状 重症頭部外傷

【書名・発行所】脳神経外科の治療戦略と成績 前方視的調査 (2003～ 2004)、医学書院

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 73～ 79

【著　　者】 安陪等思、広畑 優

【タイトル】 第 2章使用機材 2脳動脈瘤の治療に求められる血管造影装置の機能と放射線防護

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療ー最新症例集ー、先端医療技術研究所

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 16-22
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【著　　者】 安陪等思、広畑 優

【タイトル】 第 17章再発例に対する塞栓術 5ネッククリッピング術後 9年目にくも膜下出血を
きたした再発脳動脈瘤に対する塞栓術

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療ー最新症例集ー、先端医療技術研究所

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 240～ 241

【著　　者】 広畑 優、藤村直子、宮城知也

【タイトル】 第 8章脳動脈瘤部位別塞栓術ーその他の前方循環系動脈瘤 4末梢性前大脳動脈瘤

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療ー最新症例集ー、先端医療技術研究所

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 146～ 147

【著　　者】 広畑 優、藤村直子、安陪等思

【タイトル】 第 10章脳動脈瘤部位別塞栓術ー稀な部位の動脈瘤 1前大脳動脈水平部脳動脈瘤

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療ー最新症例集ー、先端医療技術研究所

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 166～ 167

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【タイトル】 第 2章画像の読み方 8頭部外傷術後

【書名・発行所】脳神経疾患できるナースの術後管理 Q&A、メディカ出版

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 95～ 100

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【タイトル】 頭部外傷に関する Updateな知識 2 ガイドライン

【書名・発行所】ケアスタッフと患者・家族のための頭部外傷、医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 18～ 22

【著　　者】 広畑 優

【タイトル】 脳の健康診断ー脳ドックー

【書名・発行所】久留米大学公開講座 28 ライフステージからみた健康診断、五絃舎

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 104～ 126

【著　　者】 重森 稔

【タイトル】 頭部外傷

【書名・発行所】標準脳神経外科学第 10版、医学書院

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 240～ 273
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【著　　者】 徳富孝志、重森 稔

【タイトル】 2.頭蓋骨骨折  ①陥没骨折

【書名・発行所】脳神経外科手術アトラス下巻、医学書院

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 160～ 164

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 倉本晃一、内門久明、田島 裕、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 神経内視鏡にて嚢胞内リザーバー留置を行った高齢者再発頭蓋咽頭腫の 1例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 33 , 1207～ 1212

【著　　者】 小野純一、小川武希、坂本哲也、川又達朗、徳富孝志、片山容一、重森 稔、山浦
晶、中村紀夫

【論　　題】 頭部外傷データバンクにおける重症頭部外傷の検討ー交通事故受傷例における頭
蓋外損傷および転帰の分析ー

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 28 , 6～ 10

【著　　者】 本田英一郎、中村 恵、江頭秀哲、広畑 優、藤村直子、竹内靖治、香月裕志

【論　　題】 Radiation-induced common carotid artery stenosisの 1例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 53～ 54

【著　　者】 塩見直人、徳富孝志、宮城知也、香月裕志、前田充秀、重森 稔

【論　　題】 緊急穿頭術を施行した急性硬膜下血腫重症例の治療成績

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 28 , 33～ 39

【著　　者】 高崎勝幸、香月裕志、倉本晃一、重森 稔

【論　　題】 器質化下慢性硬膜下血腫の 2例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 71～ 73

【著　　者】 宮城知也、香月裕志、土井 亮、塩見直人、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 頭部外傷における preventable trauma death例の検討

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 28 , 59～ 62
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【著　　者】 内門久明、折戸公彦、徳富孝志、重森 稔、田中法瑞、安陪等思

【論　　題】 骨腫瘍性病変と鑑別を要した外側環軸関節症

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 58～ 59

【著　　者】 寺崎瑞彦、重森 稔、Bouffet Eric

【論　　題】 小児上衣腫の治療方針

【雑 誌 名】 小児の脳神経

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 30 , 415～ 423

【著　　者】 坂田清彦、田島 裕、重森 稔

【論　　題】 外転神経麻痺にて発症し外転神経鞘腫と鑑別を要した三叉神経鞘腫の一例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 35～ 36

【著　　者】 坂田清彦、刈茅 崇、宮城尚久、重森 稔

【論　　題】 中頭蓋窩に頭蓋内腫瘤として発生した顔面神経鞘腫の一例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 33～ 34

【著　　者】 山口真太朗、竹内靖治、中山顕児、荒川正博、重森 稔

【論　　題】 前頭蓋窩硬膜動静脈瘻の 2手術例ー病理組織学的所見からみた発症機序につい
てー

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 33 , 1219～ 1226

【著　　者】 徳富孝志、小川武希、小野純一、川又達朗、坂本哲也、重森 稔、山浦 晶、中村紀
夫

【論　　題】 頭部外傷データバンク登録症例における CT分類からの検討

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 28 , 1～ 5

【著　　者】 小野純一、小川武希、坂本哲也、川又達朗、徳富孝志、片山容一、重森 稔、山浦
晶、中村紀夫

【論　　題】 頭部外傷データバンクにおける重症頭部外傷の検討ー臨床的特徴、画像所見およ
び転帰の年齢別分析ー

【雑 誌 名】 Neurosurgical Emergency

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 160～ 167

36.脳神経外科学

- 195 -



【著　　者】 重森 稔、徳富孝志、宮城知也、塩見直人、神経外傷研究グループ

【論　　題】 救急医療と経営学ー神経外傷領域における医療経済ー

【雑 誌 名】 Neurosurgical Emergency

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 10 , 132～ 137

【著　　者】 宮城尚久、青木孝親、土井 亮、古賀さとみ、前田充秀、広畑 優、徳富孝志、重森
稔

【論　　題】 延髄の充実性巨大血管芽腫の 1手術例

【雑 誌 名】 脳神経外科ジャーナル

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 14 , 713～ 717

【著　　者】 塩見直人、古賀さとみ、広畑 優、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 超高齢者慢性硬膜下血腫の臨床像

【雑 誌 名】 Geriatric Neurosurgery

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 17 , 59~63

【著　　者】 徳富孝志、宮城知也、香月裕志、菊池清志、重森 稔

【論　　題】 救命救急センターにおける脳神経外科診療の経済的影響ーわれわれの施設の現
況ー

【雑 誌 名】 Neurosurgical Emergency

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 10 , 65～ 69

【著　　者】 大野克彦、三好 和、吉村浩一、山川良治、広畑 優

【論　　題】 大量の前房出血をきたし予後不良であった特発性頸動脈海綿静脈洞瘻の 1例

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 59 , 1381～ 1384

【著　　者】 寺崎瑞彦、淡河恵津世、早渕尚文、重森 稔

【論　　題】 Temozolomideが有効であった再発乳癌髄膜播腫の 1例

【雑 誌 名】 乳癌の臨床

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 20 , 342～ 328

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【論　　題】 慢性硬膜下血腫の手術における内視鏡の利用

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 33 , 785～ 788
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【著　　者】 塩見直人、広畑 優、宮城知也、藤村直子、刈茅 崇、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 血管内治療を施行した顔面外傷を伴う多発外傷例の検討ー超緊急の外頸動脈塞栓
術の意義ー

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 33 , 673～ 680

【著　　者】 宮城知也、香月裕志、塩見直人、徳富孝志、重森 稔、山下典夫、坂本照夫

【論　　題】 脳出血を合併した HELLP症候群と考えられた 2症例

【雑 誌 名】 日本神経救急学会雑誌

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 18 , 62～ 64

【著　　者】 宮城尚久、盛満人之、藤村直子、福島慎太郎、前田充秀、広畑 優、徳富孝志、重
森 稔

【論　　題】 内頸静脈を通じ頭蓋外へと進展した髄膜腫の 1手術例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 33 , 271～ 275

【著　　者】 藤村直子、広畑 優、安陪等思、原 真弥、重森 稔

【論　　題】 後頭動脈塞栓後に胸鎖乳突筋の虚血を来たした横・S状静脈洞部硬膜動静脈瘻の 1
症例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 33 , 43～ 48

【著　　者】 広畑 優、盛満人之、山口真太朗、笹平俊一、藤村直子、竹内靖治、重森 稔

【論　　題】 くも膜下出血後の症候性脳血管攣縮の頻度ー関連 4病院間での脳血管攣縮予防の
治療法と症候性脳血管攣縮の頻度の差についての検討ー

【雑 誌 名】 脳卒中の外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 33 , 57~60

【著　　者】 N. Yajima, R. Yamanaka, T. Mine, N. Tsuchiya, J. Homma, M. Sano, T. Kuramoto, Y.
Obata, N. Komatsu, Y. Arima, A. Yamada, M. Shigemori, K. Itoh, R. Tanaka

【論　　題】 Immunologic Evaluation of Personalized Peptide Vaccination for Patients with
Advanced Malignant Glioma

【雑 誌 名】 Clinical Cancer Research

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 11 , 5900～ 5911
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【著　　者】 Y. Sugita, Y. Nakamura, M. Yamamoto, E. Oda, O. Tokunaga, M. Shigemori

【論　　題】 Expression of tubulin beta Ⅱ in neuroepithelial tumors: reflection of architectural
changes in the developing human brain

【雑 誌 名】 Acta Neuropathol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 110 , 127～ 134

【著　　者】 N. Fujimura, H. Yilmsz, G. Abdo, K.O.Loblad, R. Sztajzel, D.A. Rufenacht

【論　　題】 Adjunct Use of a Self-expanding Stent for Trearment of Intracranial Stenosis. A Case
Report

【雑 誌 名】 Interventional Neuroradiology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 269~275

【著　　者】 M. Terasaki, H. Uchikado, Y. Takeuchi, M. Shigemori

【論　　題】 Minimally Invasive Management of Ependymoma of the Aqueduct of Sylvius:
Therapeutic Considerations and Management

【雑 誌 名】 Minimally Invasive Neurosurgery

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 48 , 322~324

「その他」

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【論　　題】 Brain Nurse実力チェック !Q&A  外傷

【雑 誌 名】 ブレインナーシング

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 21 , 26～ 31

【著　　者】 徳富孝志

【論　　題】 外傷と三叉神経・顔面神経

【雑 誌 名】 Clinical Neuroscience

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 23 , 1030~1031

【著　　者】 重森 稔

【論　　題】 米軍病院での研修の思い出

【雑 誌 名】 医学図書館ニュース

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 2
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【著　　者】 塩見直人、宮城知也、内門久明、重森 稔

【論　　題】 特集 救急でみる脳神経疾患 4重症脳・脊髄外傷の治療と管理

【雑 誌 名】 ブレインナーシング

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 21 , 55～ 64

【著　　者】 徳富孝志

【論　　題】 脳損傷急性期の保護療法

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 68 , 239～ 244

【著　　者】 徳富孝志

【論　　題】 重症頭部外傷の病態と治療

【雑 誌 名】 脳神経外科ジャーナル

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 14 , 425～ 432

【著　　者】 徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 高齢者の交通事故ー頭部外傷データバンクからの報告ー

【雑 誌 名】 交通科学研究資料

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 46 , 104～ 105

【著　　者】 重森 稔

【論　　題】 病気の話 高次脳機能障害

【雑 誌 名】 ちっご川

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 3 , 3

【著　　者】 小野純一、小川武希、坂本哲也、川又達朗、徳富孝志、片山容一、重森 稔、中村
紀夫

【論　　題】 頭部外傷データバンクにおける重症頭部外傷の検討ー交通事故の受傷原因別の病
態と転帰ー

【雑 誌 名】 交通科学研究資料

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 46 , 116～ 117

【著　　者】 徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 高齢者の交通事故ー頭部外傷データバンクからの報告ー

【雑 誌 名】 交通科学研究資料

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 46 , 104～ 105
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【著　　者】 宮城知也、香月裕志、塩見直人、重森 稔

【論　　題】 頭部外傷 頭蓋骨骨折の分類

【雑 誌 名】 Clinical Neuroscience

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 23 , 539～ 541

【著　　者】 藤村直子

【論　　題】 ジュネーブ大学留学報告

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 68 , 6～ 7

【著　　者】 重森 稔、倉本晃一

【論　　題】 質疑応答 Q&A くも膜嚢胞の診断・治療

【雑 誌 名】 日本醫事新報

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 94～ 95

【著　　者】 重森 稔、徳富孝志、森田喜一郎、石田重信、梅津祐一

【論　　題】 福岡県高次脳機能障害支援モデル事業 :平成 16年度報告書

【雑 誌 名】

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 37～ 52

【著　　者】 広畑 優、安陪等思

【論　　題】 血管内治療に伴う検査とナースの役割

【雑 誌 名】 ブレインナーシング

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 21 , 38～ 45

【著　　者】 重森 稔

【論　　題】 脳卒中治療ガイドライン 2004と最新の脳神経外科手術

【雑 誌 名】 田川医報

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 110 , 28～ 30

【著　　者】 N. Shiomi, M. Shigemori

【論　　題】 A Guide to Initial Management of Minor Head Injury

【雑 誌 名】 13th World Congress of Neurological Surgery

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 473~474
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【著　　者】 Y. Shoji, K. Morita, M. Shigemori, H. Yamamoto, S. Nishiura, H. Maeda

【論　　題】 Characteristics of Cognitive Function in Patients with Higher Brain Dysfunction after
Brain Injury: an Event-related Potential Study

【雑 誌 名】 International Congress Series

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1278 , 352~355
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37.整形外科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 大川孝浩、樋口富士男

【タイトル】 Chiari骨盤骨切り術

【書名・発行所】整形外科 Knack & Pitfalls 股関節外科の要点と盲点 文光堂

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 184-187

【著　　者】 大川孝浩、永田見生、岩本幸英 [ほか ] 編

【タイトル】 感染症疾患

【書名・発行所】改定第 7版 .整形外科学・外傷学 .文光堂

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 373-379

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生

【タイトル】 腰部脊柱管狭窄の治療 薬物療法

【書名・発行所】プライマリケアのための腰部脊柱管狭窄̶外来マネジメント̶
菊地臣一編 ,医薬ジャーナル ,東京

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67-73

【著　　者】 永田見生、佐藤公昭

【タイトル】 中下位頚椎前方法・後方法における側方展開

【書名・発行所】脊椎外科の要点と盲点 :頚椎、文江堂

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 108-114

【著　　者】 四宮謙一 菊池臣一 里見和彦 米延策雄 戸山芳昭 永田見生 宮本雅史 白土 修 持田讓
治 小森博達 高橋和久

【タイトル】 第 1章 疫学・自然経過

【書名・発行所】腰椎椎間板ヘルニア診療ガイドライン 日本整形外科学会診療ガイドライン委員会
腰椎椎間板ヘルニアガイドライン策定委員会編集 南江堂

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9-22

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 大川孝浩

【論　　題】 アトピー性皮膚炎に合併する化膿性股関節炎―整形外科で見られる他領域疾患診
療のコツ

【雑 誌 名】 Ortho Community

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 16 , 7-8
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【著　　者】 白濱正博、坂井健介、八木雅春、永田見生、成田陽次朗、前田朗

【論　　題】 遷延治癒および偽関節に対する新しい髄内釘を用いた治療

【雑 誌 名】 骨折

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 27 , 76-79

【著　　者】 千葉一裕、山本逸雄、平林 尚、岩崎幹季、後藤博史、米廷策雄、戸山芳昭

【論　　題】 コンピューターを活用した骨化巣計測法を用いた後縦靭帯骨化症の術後骨化進展
に関する多施設共同研究

【雑 誌 名】 臨床整形外科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 40 , 403-412

【著　　者】 加藤義治、都築暢之、永田見生、戸山芳昭、岩崎幹季、米廷策雄

【論　　題】 コンピューターを活用した頚椎後縦靭帯骨化巣計測法の計測者内および計測者間
依頼性の検証

【雑 誌 名】 臨床整形外科

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 40 , 395-400

【著　　者】 田中順子、山田 圭、吉田健治、山下 寿、田中憲治、中村英智、西田俊晴、高山純
一、仲摩憲次郎、永田高志、後藤琢也

【論　　題】 環軸椎回旋位固定の治療経験

【雑 誌 名】 西日本脊椎研究会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 162-167

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生

【論　　題】 胸・腰椎圧迫骨折

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 926-930

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、神保幸太郎、横須賀公章

【論　　題】 後方進入脊椎短縮術を行った骨粗鬆症性椎体骨折例の検討

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 430-432

【著　　者】 黒川宏亮 田中寿人 大野晴子

【論　　題】 骨粗鬆症性橈骨遠位端骨折に対する小切開掌側ピンを追加した Desmanet変法

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 623-630
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【著　　者】 永田高志、山下 寿

【論　　題】 高齢者の大腿骨頚部骨折・転子部骨折 (救急室編・下 )-

【雑 誌 名】 ER magazine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 328-330

【著　　者】 永田高志、山下 寿

【論　　題】 高齢者に多い上肢の外傷
-上腕骨近位部骨折の診療 -

【雑 誌 名】 ER magazine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 38-42

【著　　者】 山田 圭、吉田健治、山下 寿、星子 久、中村英智、西田俊晴、高山純一、仲摩憲
次郎、永田高志、田中順子、後藤琢也

【論　　題】 胸腰椎破裂骨折の治療経験

【雑 誌 名】 骨折

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 412-416

【著　　者】 前田 朗 ,成田陽二郎 ,村上秀孝 ,安永英樹

【論　　題】 前十字靭帯再建術後に膝蓋大腿関節軟骨損傷が重度化した症例の検討

【雑 誌 名】 関節鏡

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 139-144

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、神保幸太郎、横須賀公章

【論　　題】 内視鏡視下腰椎椎間板ヘルニア摘出術 (MED法 )の初期症例の検討 :
同一術者による Love変法との比較

【雑 誌 名】 日本腰痛会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 131-136

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生

【論　　題】 腰部脊柱管狭窄症の神経症候

【雑 誌 名】 脊椎脊髄

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 494-499

【著　　者】 朴 珍守、永田見生

【論　　題】 砂時計形腫の画像診断の実際

【雑 誌 名】 脊椎脊髄ジャーナル

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 15-21
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【著　　者】 田中寿人 大野晴子 渡辺英夫

【論　　題】 新鮮脊椎圧迫骨折に対するクロスバンド式胸腰仙椎コルセットの使用経験

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 15-20

【著　　者】 永田高志、山下 寿

【論　　題】 高齢者の大腿骨頚部骨折・転子部骨折 (救急室編・上 )-

【雑 誌 名】 ER magazine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 230-232

【著　　者】 坂井健介 白浜正博 八木雅春 永田見生

【論　　題】 脂肪塞栓症候群の検討 ̶ SIRSとの関連性̶

【雑 誌 名】 骨折

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 117-120

【著　　者】 朴 珍守、佐藤公昭、永田見生

【論　　題】 当科における分離症、分離すべり症の手術療法

【雑 誌 名】 西日本脊椎研究会誌 :、

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 29-33

【著　　者】 山田 圭、吉田健治、山下 寿、星子 久、中村英智、渡部裕一、別府俊介、仲摩憲
次郎、永田高志、田中順子、後藤琢也

【論　　題】 当科における脊椎緊急手術例の検討

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 319-324

【著　　者】 坂井健介、八木雅春、吉田健治

【論　　題】 代表的な手指骨折に対する Day Surgery

【雑 誌 名】 骨・関節・靱帯

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 225-235

【著　　者】 庄田孝則、吉村昭彦

【論　　題】 サイトカインシグナル制御と関節破壊制御

【雑 誌 名】 分子リウマチ

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 103-107
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【著　　者】 篠崎俊郎、後藤昌史、平井良昌、吉田龍弘、樋口富士男、小野豪治、日高滋紀、
日高達郎、
永田見生

【論　　題】 大腿骨骨頭下骨折をきたしたアルカプトン尿症の 1例 .

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 460-462

【著　　者】 濱田哲矢 福島信宏 庄田孝則 善明美千久 平岡弘二 永田見生

【論　　題】 19年を経過して肺に転移を生じた Ewing肉腫の 1例

【雑 誌 名】 整形外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 532-534

【著　　者】 永田　見生

【論　　題】 神経障害を伴う骨粗鬆症性脊椎骨折に対する後方アプローチによる手術療法

【雑 誌 名】 MB Orthop

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 50-55

【著　　者】 朴 珍守、横須賀公章、神保幸太郎、佐藤公昭、永田見生

【論　　題】 インスツルメンテーションを用いた後頭頚椎固定術の検討

【雑 誌 名】 西日本脊椎研究会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 89-92

【著　　者】 副島 崇、村上秀孝、井上貴司、金澤知之進、加藤田倫宏、永田見生

【論　　題】 前十字靭帯再建術における移植腱初期固定設定の影響

【雑 誌 名】 膝

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 108-111

【著　　者】 副島崇 志波直人 永田見生

【論　　題】 リハビリテーションの現場で役立つバイオメカニクス :膝関節

【雑 誌 名】 Clinical Rehabilitation

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 14 , 862～ 865

【著　　者】 大川孝浩、熊谷 優、永田見生

【論　　題】 股関節手術における肺血栓塞栓症―術中経食道的心エコー法による検討 (特集 :整
形外科手術と DVT.PTE)

【雑 誌 名】 Monthly Book Orthopaedics

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 36-43
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【著　　者】 前田 朗、史野根生、前 達雄

【論　　題】 ACL再建術移植腱の選択と再建方法

【雑 誌 名】 臨床スポーツ医学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 247-255

【著　　者】 中村総克 ,堀 大輔 ,児玉悦寛 ,河野奈保子 ,前田 朗

【論　　題】 前十字靭帯再建術後の膝他動屈曲時に生じる膝後外側部痛の検討

【雑 誌 名】 九州・山口スポーツ医・科学研究会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 23-27

【著　　者】 永田見生、佐藤公昭、柳川 堯、角間辰之、津留美智代

【論　　題】 腰痛診療ガイドラインについて

【雑 誌 名】 リウマチ科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 34 , 103-108

【著　　者】 Barnes B, Boden SD, Louis-Ugbo J, Tomak PR, Park JS, Park MS, Minamide A.

【論　　題】 Lower dose of rhBMP-2 achieves spine fusion when combined with an
osteoconductive bulking agent in non-human primates.

【雑 誌 名】 Spine

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 30 , 1127-33

【著　　者】 Park JS, Shirachi I, Sato K, Ando N, Nagata K.

【論　　題】 Lipoma with dumb-bell extradural extension through the intervertebral foramen into
the spinal canal. Case report.

【雑 誌 名】 J Neurosurg Spine.

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 2 , 69-71

【著　　者】 Kim KS, Yoon ST, Li J, Park JS, Hutton WC.

【論　　題】 Disc degeneration in the rabbit: a biochemical and radiological

【雑 誌 名】 Spine

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 30 , 33-7

【著　　者】 Kawakami Y., Tsuda M., Takahashi S., Taniguchi N., Esteban CR., Zemmyo M.,
Furumatsu T., Lotz M., Belmonte JC., Asahara H.

【論　　題】 Transcriptional coactivator PGC-1alpha regulates chondrogenesis via association with
Sox9.

【雑 誌 名】 Proc Natl Acad Sci U S A.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 102 , 2414-2419、
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【著　　者】 Kume S., Kato S., Yamagishi S., Inagaki Y., Ueda S., Arima N., Okawa T., Kojiro M.,
Nagata K.

【論　　題】 Advanced glycation end-products attenuate human mesenchymal stem cells and
prevent cognate differentiation into adipose tissue, cartilage, and bone.

【雑 誌 名】 J Bone Miner Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 1647-58

【著　　者】 Jimbo K., Park JS., Yokosuka K., Sato K., Nagata K.

【論　　題】 Positive Feedback Loop of Interleukin-1β upregulating Production of Inflammatory
Mediators in Human Intervertebral Disc Cells in Vitro.

【雑 誌 名】 The Journal of Neurosurgery : Spine.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2  , 589-595

【著　　者】 Shirahama M

【論　　題】 Surgical Treatment of Vertically Unstable Sacral Fractures
Using a New Plate

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 9-18

【著　　者】 Chiba K., Yamamoto I., Hirabayashi H., Iwasaki M., Goto H., Yonenobu K., Toyama
Y.

【論　　題】 Multicenter study investigating the postoperative progression of ossification of the
posterior longitudinal ligament in the cervical spine: a new computer-assisted
measurement.

【雑 誌 名】 J Neurosurg Spine. :.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 3 , 17-23

【著　　者】 Shouda T, Hiraoka K, Komiya S, Hamada T, Zenmyo M, Iwasaki H, Isayama T,
Fukushima N, Nagata K and Yoshimura A

【論　　題】 Suppression of IL-6 production and proliferation by blocking STAT3 activation in
malignant soft tissue tumor cells.

【雑 誌 名】 Cancer Letters

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 231 , 176-184

【著　　者】 Soejima T, Murakami H, Inoue T, Kanazawa T, Katouda M, Nagata K

【論　　題】 Cartilage change after arthroscopic repair for an isolated meniscal tear

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 127-31
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【著　　者】 Moriyama M,Watanabe S, Hiraki T,Kano T,Okawa T,Ishibashi

【論　　題】 Relationship between intraoperative transesophageal echocardiography findings and
perfusion lung scintigraphy results on first operative day.

【雑 誌 名】 Br J Anaesth

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 94 , 607-612

【著　　者】 Horton WC. Kraiwattanapong C., Akamaru T., Minamide A., Park JS., Park MS.,
Hutton WC.

【論　　題】 The role of the sterum, costosternal articulations, intervertebral disc, and facets in
thoracic sagittal plane biomechanics: a comparison of three different sequences of
surgical release.

【雑 誌 名】 Spine.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 30 , 2014-2023

「その他」

【著　　者】 大川孝浩、熊谷 優、日高大次郎、永田見生、志波直人、樋口富士男、井上明生

【論　　題】 変形性股関節症に対する関節温存手術の適応選択と問題点―Chiari手術における
適応とは ?(シンポジウム :変形性股関節症に対する関節温存手術の限界 )

【雑 誌 名】 第 32回日本股関節学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 大川孝浩

【論　　題】 両側股関節症における非手術側の変化 (日本整形外科学会教育研修講演、兼シン
ポジウム :変形性関節症 (膝・股関節 )の保存療法の限界 )

【雑 誌 名】 第 109回西日本整形・災害外科学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 大川孝浩、熊谷優、久保学、福田浩子、志波直人、樋口富士男、井上明生、永田
見生

【論　　題】 骨頭変形および関節不適合を有する前・初期股関節症に対する Chiari手術の手術
適応 (パネルディスカッション :前・初期股関節症に対する手術療法、RAO vs そ
の他の手術 )

【雑 誌 名】 第 78回日本整形外科学会学術集会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、神保幸太郎、横須賀公章

【論　　題】 内視鏡視下腰椎椎間板ヘルニア摘出術 (MED法 )の初期症例と Love変法との比較
検討

【雑 誌 名】 日本整形外科学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 79 , S388
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【著　　者】 濱田哲矢 平岡弘二 善明美千久 庄田孝則 福嶋信広 永田見生

【論　　題】 治療時期を逸した転移性骨腫瘍の検討

【雑 誌 名】 日本整形外科学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 79 , 589

【著　　者】 津留美智代、永田見生 .

【論　　題】 骨疾患プロテオミクス .疾患プロテオミクスの最前線
-プロテオミクスで病気を治せるか -

【雑 誌 名】 遺伝子医学MOOK

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2号 ,

【著　　者】 永田見生

【論　　題】 腰部脊柱管狭窄症の病態と治療法の選択

【雑 誌 名】 大阪臨床整形外科医会会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 ,  62-63

【著　　者】 永田見生、芝啓一郎、小西宏昭、寺田和正、米 和徳

【論　　題】 座談会 :実地医家における腰部脊柱管狭窄症の診断と治療

【雑 誌 名】 Mecical Trebune 特別企画 第 2部 2005年 2月 10日

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 T.Okawa

【論　　題】 Early Failure of Total Hip Replacement with Ceramic on Ceramic Sandwich Cup.
(Faculty lecture)

【雑 誌 名】 4th Asia Psific Orthpaedic Symposium, Hip and Knee arthroplasty

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Okawa T、Noble PC、Ismaily SK、Conditt MA

【論　　題】 The effect of neck design on the range of motion of THR in the dysplastic hips

【雑 誌 名】 Orthopaedic Research Society 51th Annual meeting

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 Thompson MT , Okawa T, Noble PC,,Johnston JD,Mathis KB.

【論　　題】 Anterior Impingement after THR; The Role of Implant and the Level of the Femotral
Neck Osteotomy

【雑 誌 名】 Orthopaedic Research Society 51th Annual meeting

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】
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38.眼科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 荻野誠周 監修、沖波 聡、松村美代 編集

【タイトル】 ぶどう膜炎の硝子体手術

【書名・発行所】 DVDでみる硝子体手術、銀海舎

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 93～ 99

【著　　者】 荻野誠周 監修、沖波 聡、松村美代 編集

【タイトル】 黄斑変性の硝子体手術

【書名・発行所】 DVDでみる硝子体手術、銀海舎

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 73～ 82

【著　　者】 永田 誠 監修、松村美代、黒田真一郎、溝口尚則、木村英也 編集

【タイトル】 先天白内障に対する手術療法

【書名・発行所】眼科マイクロサージェリー、エルゼビア・ジャパン

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 366～ 378

【著　　者】 永田 誠 監修、松村美代、黒田真一郎、溝口尚則、木村英也 編集

【タイトル】 麻酔法

【書名・発行所】眼科マイクロサージェリー、エルゼビア・ジャパン

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 79～ 86

【著　　者】 永田 誠 監修、松村美代、黒田真一郎、溝口尚則、木村英也 編集

【タイトル】 白内障手術の術式の選択と眼内レンズの適応

【書名・発行所】眼科マイクロサージェリー、エルゼビア・ジャパン

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 258～ 263

【著　　者】 永田 誠 監修、松村美代、黒田真一郎、溝口尚則、木村英也 編集

【タイトル】 黄斑上膜

【書名・発行所】眼科マイクロサージェリー、エルゼビア・ジャパン

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 618～ 625
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【著　　者】 吉田晃敏 編集

【タイトル】 網膜硝子体手術助手の心得

【書名・発行所】すぐに役立つ眼科診療の知識 網膜・硝子体、金原出版

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 149～ 155

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 古川真理子、熊谷和之、荻野誠周、大野克彦

【論　　題】 糖尿病黄斑浮腫に対する硝子体手術後の長期視力成績

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 59 , 1905～ 1910

【著　　者】 照屋健一、新井三樹、山川良治

【論　　題】 視神経萎縮で発見された神経梅毒の 1例

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 59 , 1749～ 1753

【著　　者】 岩田健作、手島靖夫、山川良治、久米慎一郎、有馬信之

【論　　題】 内直筋に認められた胞巣状軟部肉腫

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 59 , 1489～ 1492

【著　　者】 大野克彦、熊谷和之、古川真理子、沖田和久、荻野誠周

【論　　題】 偽黄斑円孔に対する内境界膜剥離の長期成績

【雑 誌 名】 眼科手術

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 18 , 567～ 570

【著　　者】 大野克彦、三好 和、吉村浩一、山川良治、広畑 優

【論　　題】 大量の前房出血をきたし予後不良であった特発性頸動脈海綿静脈洞瘻の 1例

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 59 , 1381～ 1384

【著　　者】 吉村浩一

【論　　題】 内視鏡による眼内の観察と硝子体手術

【雑 誌 名】 福岡県眼科医会報

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 191 , 3～ 5
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【著　　者】 星野健、松原孝、福島伊知郎、福地俊雄、桐山直子、藤関義人、河原澄枝、高橋
寛二、緒方奈保子、西村哲哉、宇山昌延、松村美代

【論　　題】 ハイドロジェル (MIRAgel)を使用した網膜剥離手術の術後晩期合併症とその発症
頻度についての検討

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 47-53

【著　　者】 越山 健、木村 徹、木村 亘、横山光伸、中川泰典、熊谷直樹、一色佳彦、村上一
郎

【論　　題】 蝶形骨洞アスペルギルス症から視神経周囲炎を来し両眼盲となった鼻柱視神経症
の 1剖

【雑 誌 名】 神経眼科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 533～ 539

【著　　者】 松岡雅人、河原澄枝、木本高志、山崎有加里、松村美代

【論　　題】 梅毒性ぶどう膜炎の 2症例

【雑 誌 名】 日本眼科紀要

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 792-796

【著　　者】 井上留美子 , 田口千香子 , 浦野哲 , 河原澄枝 , 原善太郎 , 中村宗平 , 吉村浩一 , 疋田
直文 , 山川良

【論　　題】 サルコイドーシスぶどう膜炎に対する硝子体手術

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 59 , 1047-1051

【著　　者】 松本泰明、三間由美子、河原澄枝、松村美代

【論　　題】 緑膿菌性壊死性強膜炎の 1例

【雑 誌 名】 あたらしい眼科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 1253-1258

【著　　者】 馬場順子、鵜木則之、篠田久治

【論　　題】 小児の外傷性黄斑円孔に内境界膜剥離を施行した 1症例

【雑 誌 名】 眼科手術

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 439～ 442

38.眼科学

- 213 -



「その他」

【著　　者】 門田　遊

【論　　題】 角膜疾患の生活指導

【雑 誌 名】 眼科ケア

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 7 , 686-693

【著　　者】 新井　三樹

【論　　題】 糖尿病網膜症による視力低下患者の自立支援

【雑 誌 名】 日本眼科紀要

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 56 , 311-315
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39.産婦人科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 嘉村敏治

【タイトル】 膣・外陰癌

【書名・発行所】今日の治療指針 2005年版

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 879～ 880

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 喜多川 亮、安達 勇

【論　　題】 乳がんの化学療法

【雑 誌 名】 産科と婦人科

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 72 , 69～ 75

【著　　者】 大田俊一郎・林龍之介・川越秀洋・牛嶋公生・堀大蔵・嘉村敏治

【論　　題】 産婦人科医師不足・現状とその背景について 久留米大学の場合

【雑 誌 名】 日産婦九州連合誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 116～ 122

【著　　者】 高橋俊一・中園亜紀・井上茂・徳田諭道・野々下晃子・永山祥代・林龍之介・堀
大蔵・嘉村敏治

【論　　題】 分娩を契機に診断された尿崩症の一例

【雑 誌 名】 日本妊娠高血圧学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 87～ 88

【著　　者】 野々下晃子・永山祥代・上杉佳子・北田雅恵・堀大蔵・大場和之・御船弘治・嘉
村敏治

【論　　題】 子宮腺筋症より発生したと推測される子宮体部漿液性腺癌の 1例

【雑 誌 名】 日本婦人科腫瘍学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 572～ 577

【著　　者】 野々下晃子・永山祥代・上杉佳子・北田雅恵・堀大蔵・大場和之・御船弘治・嘉
村敏治

【論　　題】 Dahl S ラットを用いた妊娠高血圧症候群モデル動物の作成

【雑 誌 名】 九州実験動物雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 21 , 27～ 31
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【著　　者】 喜多川亮・牛嶋公生・藤吉啓造・園田豪之介・河野光一郎・西尾真・藤本剛史・
藤吉直樹・宮部亨介・嘉村敏治

【論　　題】 子宮体部悪性腫瘍に対する doxorubuchin(DXR)/cisplatin(CDDP)併用療法 (AP療
法 )の feasibility study

【雑 誌 名】 日本産科婦人科学会九州連合地方部会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 49～ 55

【著　　者】 Hara M, Matsuda S, Tamura M, Takedatsu H, Tanaka M, Kawano K, Mochizuki K,
Kamura T, Itoh K, Harada M

【論　　題】 Identification of human papillomavirus 16-E6 protein-derived peptides with the
potential to generate cytotoxic T-lymphocytes toward human leukocyte antigen - A24
+ cervical cancer

【雑 誌 名】 Int J Oncol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 1371~1379

「その他」

【著　　者】 駒井幹・嘉村敏治

【論　　題】 SCC抗原

【雑 誌 名】 medicina

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 42 , 536～ 537

【著　　者】 駒井幹・嘉村敏治

【論　　題】 CA125

【雑 誌 名】 medicina

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 42 , 532～ 533

【著　　者】 牛嶋公生・嘉村敏治

【論　　題】 卵巣癌手術治療ー初期・進行

【雑 誌 名】 産婦人科の実際

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 1921～ 1925

【著　　者】 古賀文敏・中島章・岩下弘子・藤本剛史・堀大蔵・嘉村敏治

【論　　題】 不育症と抗リン脂質抗体症候群

【雑 誌 名】 産婦人科治療

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 91 , 154～ 158
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【著　　者】 杉山徹・喜多川亮・嘉村敏治

【論　　題】 新薬展望 2005 子宮悪性腫瘍治療薬

【雑 誌 名】 医薬ジャーナル

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 41 , 131～ 188

【著　　者】 林龍之介・嘉村敏治

【論　　題】 産科・婦人科でよく見る意識障害の治療

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 82 , 60～ 64

【著　　者】 嘉村敏治・喜多川亮

【論　　題】 Phase III study of cisplatin with or without paclitaxel in stage IVB,recurrent,or
persistent squamous cell carcinoma of the cervix : a gynecologic oncology group
study.子宮頸がんの集学的治療に用いる化学療法として、シスプラチンとパクリ
タキセル併用療法の高い有用性を示唆する論文

【雑 誌 名】 Mebio Oncology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 81~83

【著　　者】 藤吉啓造・牛嶋公生・嘉村敏治

【論　　題】 子宮頸部扁平上皮癌 III期の治療法と予後

【雑 誌 名】 産婦人科の実際

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 1461～ 1466

【著　　者】 Kamura T

【論　　題】 Cisplatin-resistance and transcription factor YB-1 ovarian cancer

【雑 誌 名】 AOCOG2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 173～ 174

【著　　者】 Ushijima K.Yoshikawa H,Hirakawa T,Yasugi T,Saito T,Yasuda M,Kuzuya K,Fujii
T,Hatae M,Kamura T

【論　　題】 Fertlity-sparding treatment by high dose oral medoroxyprogesterone acetate for
endometrial cancer and atypical hyperplasia in young women : a multicentric phase II
study

【雑 誌 名】 ASCO2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 460
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【著　　者】 Fukui A,Ota S,Ushijima K,Kamura T,Motomura S,Kage M

【論　　題】 Primary squamous cell carcinoma of the ovary (pure type)

【雑 誌 名】 AOCOG2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 320

【著　　者】 Fujiyoshi N,Fujiyoshi K,Ushijima K,Kamura T

【論　　題】 Prognostic factors of recurent ovarian cancer

【雑 誌 名】 AOCOG2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 318

【著　　者】 Nishio S,Ushijima K,Fujiyoshi N,Kawano K,Kitagawa R,Fujiyoshi K,Kamura T

【論　　題】 Results of concurrent chemoradiotherapy with daily cisplatin for uterine cervical
cancer

【雑 誌 名】 AOCOG2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 266

【著　　者】 Kitagawa R,Ushijima K,Fujiyoshi K,Kamura T

【論　　題】 A feasibility doxorubicin (AP) for the postoperative chemotherapy in patients with
high risk endometrial carcinoma

【雑 誌 名】 AOCOG2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 229

【著　　者】 Ushijima K,Kamura T,Yoshikawa H,Hirakawa T,Yasugi T

【論　　題】 Fertlity-sparding treatment by high dose oral medoroxyprogesterone acetate for
endometrial cancer and atypical hyperplasia in young women : a multicentric phase II
study

【雑 誌 名】 ASCO2005

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 228
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40.泌尿器科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 松岡 啓

【タイトル】 膀胱憩室、膀胱瘤

【書名・発行所】医学書院

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 787~788

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 松岡 啓

【論　　題】 泌尿器疾患と性差医療

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 82 , 1315~1318

【著　　者】 松岡 啓

【論　　題】 腹腔鏡下腎盂尿管形成術の適応と手技

【雑 誌 名】 腎と透析

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 58 , 826~829

【著　　者】 野口正典、末金茂高、富安克郎、松岡 啓、尾畑やよい、吉田和美、溝口順子、峯
孝志、山田 亮、伊東恭悟

【論　　題】 再燃前立腺癌に対するテーラーメイド型癌ペプチドワクチン療法

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67 , 376~384

【著　　者】 飯田 如、井上通朗、小田倉隆、松尾光哲、」斉藤幸二郎、松岡 啓

【論　　題】 傍腎盂のう胞に対する後腹膜鏡下開窓術の検討

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Endourology and ESWL

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 125~130

【著　　者】 西原聖顕、川越伸俊、松岡 啓、野々下政昭、小金丸雅道、安部等思、元森照夫

【論　　題】 N-butyl2-cyanoacrylate(NBCA)を用いた経カテーテル動脈塞栓術が奏効した腎動
静脈奇形の一例

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67 , 132~135
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【著　　者】 末金茂高、松岡 啓、飯田 如、井上通朗、江口善朗、松尾光哲

【論　　題】 再発した表在性膀胱腫瘍に対する外来でのレーザー治療

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Endourology and ESWL

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 143~146

【著　　者】 Yao A, Harada M, Matsueda S, Ishihara Y, Shomura H, Takao Y, Noguchi M,
Matsuoka K, Hara I, Kamidono S, and Itoh K

【論　　題】 New epitope peptides derived from parathyroid hormone-related protein which have
the capacity to induce prostate cancer-reactive cytotoxic T lymphocytes in HLA-A2+
prostate cancer patients.

【雑 誌 名】 Prostate

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 62 , 233-242

【著　　者】 Noguchi M, Kyogo I, Yao A, Mine T, Yamada A,Obata Y, Furuta M, Harada M,
Suekana S, Matsuoka K

【論　　題】 Immunological evaluation of individualized peptide vaccination with a low dose of
estramustine for HLA-A24+HRPC patients

【雑 誌 名】 The Prostate

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 1~12

「その他」

【著　　者】 飯田 如

【論　　題】 総合企画 3(CS3)尿路結石症の診断治療

【雑 誌 名】 第 93回日本泌尿器科学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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41.耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 中島 格 ,千々和秀記

【タイトル】 喉頭腫瘍手術のための臨床解剖

【書名・発行所】東京医学社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 254-257

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 千々和秀記、坂本菊男、梅野博仁、中島 格

【論　　題】 下咽頭癌 T3・T4症例の治療成績

【雑 誌 名】 日本気管食道科学会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 56 , 458~464

【著　　者】 鈴木 玄、早渕尚文、淡河江津世、江藤英博、末藤大明、田中法瑞、千々和秀記、
坂本菊男、梅野博仁、中島 格

【論　　題】 喉頭温存を目指した T1～ 2下咽頭癌に対する放射線治療
当院におけるチーム医療を中心に

【雑 誌 名】 臨床放射線

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 50 , 1243～ 1249

【著　　者】 梅野博仁、千々和秀記、坂本菊男、千年俊一、宮嶋義巳、中島 格

【論　　題】 中咽頭癌非根治症例の検討

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 51 , S37～ S42

【著　　者】 坂本菊男、 宮嶋義巳、  中島 格、田中法瑞、安倍等思、早渕尚文

【論　　題】 鼻副鼻腔癌の選択的動注化学療法 -適応と限界 -

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 31 , 408~412

【著　　者】 菊池 淳、坂本菊男、佐藤公則、中島 格、橋本鶴美、原 浩貴、名倉美津佳

【論　　題】 重症の睡眠時無呼吸症候群に対する集学的治療

【雑 誌 名】 日本耳鼻咽喉科学会会報

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 108 , 787~793
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【著　　者】 坂本菊男、中島 格

【論　　題】 頸部リンパ節腫脹
5.転移性リンパ節、悪性リンパ腫

【雑 誌 名】 耳鼻咽喉科・頭頸部外科

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 77 , 557～ 562

【著　　者】 菊池 淳、坂本菊男、佐藤公則、中島 格、名倉美津佳

【論　　題】 扁桃肥大と鼻・副鼻腔疾患からみた CPAPの効果の検討

【雑 誌 名】 口腔・咽頭科

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 17 , 323～ 331

【著　　者】 坂本菊男 ,小林信介 , 高根陽子 , 宮嶋義巳 , 中島 格

【論　　題】 咽頭に限局したアミロイドーシス例

【雑 誌 名】 耳鼻臨床

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 98 , 303～ 308

【著　　者】 栗田知幸 , 坂本菊男 ,中島 格 , 松田洋一 , 粕谷尚男

【論　　題】 頭頸部に発症した Toxic Shock-Like Syndrome症例

【雑 誌 名】 日本耳鼻咽喉科学会会報

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 108 , 226～ 229

【著　　者】 坂本菊男 ,千々和圭一 , 宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 原発不明頸部転移癌の臨床的検討ー治療後に原発巣が判明した症例を中心にー

【雑 誌 名】 耳鼻臨床

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 98 , 157～ 166

【著　　者】 坂本菊男 ,伊豆丸慎介 , 栗田知幸 , 宮嶋義巳 , 中島 格

【論　　題】 粘表皮癌の臨床病理学的検討

【雑 誌 名】 日本耳鼻咽喉科学会会報

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 108 , 142～ 149

【著　　者】 坂本菊男 ,中島 格

【論　　題】 Concurrent chemotherapy 中咽頭癌

【雑 誌 名】 JOHNS

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 21 , 43～ 46
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【著　　者】 千々和秀記 ,千々和圭一 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 下咽頭・食道同時性重複癌症例に対する喉頭温存治療

【雑 誌 名】 耳鼻

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 209-213

【著　　者】 坂本菊男、宮嶋義巳、中島 格、田中法瑞、安陪等思、早渕尚文

【論　　題】 鼻副鼻腔癌の選択的動注化学療法

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 408-412

【著　　者】 千々和秀記 ,進武一郎 ,宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,中島 格 ,鈴木 弦 ,早渕尚文

【論　　題】 下咽頭癌症例の郭清転移リンパ節の病理所見と追加治療の選択

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 475-480

【著　　者】 長谷川泰久 ,斉川雅久・・・中島 格 ,他

【論　　題】 頸部郭清術の分類と名称に関する試案

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 71-78

【著　　者】 梅野　博仁

【論　　題】 声帯内脂肪注入術の適応と限界は ?

【雑 誌 名】 JOHNS

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 21 , 742-744

【著　　者】 坂本菊男 ,富田和英 ,宮嶋義巳 ,千々和秀記 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 下咽頭癌 T1,T2症例の治療成績 -再発症例の検討 -

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 265-272

【著　　者】 富田 和英

【論　　題】 下咽頭癌における p53蛋白の発現と臨床病理学的因子の関連についての検討

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 403-410
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【著　　者】 坂本菊男 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 耳下腺悪性腫瘍術後顔面神経麻痺例の検討

【雑 誌 名】 頭頸部外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 207-212

【著　　者】 坂本菊男 ,宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 舌根部に進展した声門上部扁平上皮癌の検討

【雑 誌 名】 喉頭

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 92-96

【著　　者】 鈴木弦 ,早渕尚文 ,淡河恵津世 ,江藤英博 ,末藤大明 ,田中法瑞 ,千々和秀記 ,坂本
菊男 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 臓器温存を目指した T1～ 2下咽頭癌に対する放射線治療 .当院におけるチーム医
療を中心に

【雑 誌 名】 臨床放射線

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 50 , 1243-1249

【著　　者】 千々和秀記 千々和圭一 梅野博仁 中島 格 藤田博正 末吉 晋

【論　　題】 下咽頭・食道同時性重複癌症例の臨床的検討ー喉頭 ,食道温存を目指してー

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 343～ 348

【著　　者】 森 一項 梅野博仁

【論　　題】 喉頭癌

【雑 誌 名】 JOHNS

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 21 , 439～ 446

【著　　者】 栗田知幸 坂本菊男 千々和秀記 梅野博仁 中島 格

【論　　題】 下咽頭梨状窩瘻の臨床的

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 17～ 22

【著　　者】 上田 祥久 ,千々和秀記 ,中島  格

【論　　題】 長期の経過観察中に下咽頭癌が発生した Plummer-Vinson症候群

【雑 誌 名】 耳鼻臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 98 , 182-183
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【著　　者】 上田 祥久 ,福永 博之 ,千々和圭一 ,中島  格

【論　　題】 喉頭骨軟骨腫の 1症例

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 355-359

【著　　者】 上田 祥久 ,松田 洋一 ,橋本 清 ,黒木 岳人 ,伊藤 信輔

【論　　題】 小児単純性慢性中耳炎の手術成績

【雑 誌 名】 Otology Japan

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 24-27

【著　　者】 千々和秀記 ,千々和圭一 ,梅野 博仁 ,中島  格 ,藤田 博正 ,末吉 晋

【論　　題】 下咽頭・食道同時性重複癌の臨床的検討 -喉頭、食道温存を目指して -

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 343-348

【著　　者】 宮嶋 義巳

【論　　題】 鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する選択的動注化学療法

【雑 誌 名】 日鼻誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 44 , 81-82

【著　　者】 Li X, Nakashima T, Dong P

【論　　題】 The expression of p21 WAF1/CIP1 and PCNA in hypopharyngeal and laryngeal
squamous cell carcinoma

【雑 誌 名】 J Clin Otolaryngol (China)

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 97-99

【著　　者】 Kiminori Sato, HIrohito Umeno, Tadashi Nakashima

【論　　題】 Histological investigation of liposuctioned fat for injection laryngoplasty

【雑 誌 名】 Am J Otolaryngol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 219～ 225

【著　　者】 Sato K, Nakashima T

【論　　題】 Vitamin A-storing stellate cells in the human bewborn vocal fold

【雑 誌 名】 Ann Otol Rhinol Laryngol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 114 , 517-524

41.耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

- 225 -



【著　　者】 Nakashima T, Tomita H, Tsuda S, Chitose S

【論　　題】 Radiotherapy of the neck influences the distribution of laryngeal secretory glands

【雑 誌 名】 J Laryngol Otol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 119 , 976-980

【著　　者】 Hirohito Umeno, Hidetaka Shirouzu,Shun-ichi Chitose,Tadashi Nakashima

【論　　題】 Analysis of voice function following autologous fat injection for vocal fold paralysis

【雑 誌 名】 Otolaryngol Head Neck Surg

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 132 , 103-107

【著　　者】 Sato K, Nakashima T

【論　　題】 Endoscopic sinus surgery for antrochoanal polyp using CO2 laser and/or
microresector: a long-term result

【雑 誌 名】 J Laryngol Otol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 119 , 362-365

「その他」

【著　　者】 小野剛治 ,坂本菊男 ,中島 格

【論　　題】 HLA-A24陽性頭頸部癌患者における SCC抗原由来のペプチドによる cytotoxic T
lymphocytesの誘導

【雑 誌 名】 日耳鼻福岡県地方部会 第 140回 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 上田祥久 ,松田洋一 ,吉田申一 ,伊藤信輔 ,中島 格

【論　　題】 外耳道が正常な耳小骨奇形の手術成績

【雑 誌 名】 日耳鼻福岡県地方部会 第 140回 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 栗田知幸 ,宮地英彰 ,瓜生英興 ,松本 博 ,松尾未央子 ,力丸文秀 ,檜垣雄一郎 ,冨田
吉信

【論　　題】 当科における初診時M1症例の検討

【雑 誌 名】 日耳鼻福岡県地方部会 第 140回 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演会

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】
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【著　　者】 梅野博仁 藤田博正 井上要二郎

【論　　題】 チーム医療による下咽頭進行癌の定型的切除・再建術

【雑 誌 名】 日本外科系連合会ビデオライブラリー

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 前田明輝 ,千々和秀記 ,宮嶋義巳 ,中島 格

【論　　題】 声門癌浸潤の病理組織学的および免疫組織学的検討

【雑 誌 名】 第 57回 日本気管食道科学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 進 武一郎 ,千々和秀記 ,梅野博仁 ,中島 格 ,末吉 晋 ,藤田博正

【論　　題】 原発性頸部食道腺癌の一例

【雑 誌 名】 第 57回 日本気管食道科学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 上田祥久 ,松田洋一 ,吉田申一 ,伊藤信輔

【論　　題】 外耳道が正常な耳小骨奇形の手術成績

【雑 誌 名】 第 15回 日本耳科学会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 坂本菊男 ,宮嶋義巳 ,高根陽子 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 閉塞性睡眠時無呼吸症候群症例における鼻・副鼻腔手術の治療効

【雑 誌 名】 第 44回 日本鼻科学会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 白水英貴 ,梅野博仁 ,前田明輝 ,中島 格

【論　　題】 篩骨洞 rhabdomyosarcomaの一症例

【雑 誌 名】 第 30回 日本耳鼻咽喉科医会臨床家フォーラム

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 白水英貴 ,梅野博仁 ,前田明輝 ,中島 格

【論　　題】 篩骨洞 rhabdomyosarcomaの一症例

【雑 誌 名】 第 14回 北部九州頭頸部がん懇話会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 千々和秀記 ,高根 陽子 ,上田 祥久 ,中島  格

【論　　題】 早期に遠隔転移をきたした早期口腔癌症例

【雑 誌 名】 第 67回 耳鼻咽喉科臨床学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 千々和秀記 ,進武一郎 ,梅野博仁 ,中島 格 ,鈴木 弦 ,早渕尚文

【論　　題】 シンポジウム
「頸部郭清術の標準化と今後の展開」
郭清リンパ節の病理所見による追加治療の選択

【雑 誌 名】 第 29回 日本頭頸部癌学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 高根陽子 ,千々和秀記 ,坂本菊男 ,梅野博仁 ,中島 格 ,山内俊彦 ,清川兼輔

【論　　題】 小児に発生した耳下腺癌の 2症例

【雑 誌 名】 第 29回 日本頭頸部癌学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 坂本菊男 ,西浦勇一郎 ,宮嶋義巳 ,前田明輝 ,高根陽子 ,中島 格 ,唐 宇飛 ,山名秀
明

【論　　題】 再発鼻腔悪性黒色腫の免疫療法

【雑 誌 名】 第 106回 日本耳鼻咽喉科学会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 高根陽子 ,坂本菊男 ,宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,中島 格 ,石橋正敏 ,早渕尚文

【論　　題】 頭頸部癌における FDG-PET検査の検討

【雑 誌 名】 日耳鼻福岡県地方部会 第 138回 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 小野剛治 ,坂本菊男 ,中島 格 ,峯 孝志 ,伊東恭悟 ,山田 亮

【論　　題】 マウスモデルにおける固形癌に対しての新しいペプチドワクチン療法の研究

【雑 誌 名】 日耳鼻福岡県地方部会 第 138回 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 千々和秀記 ,前田明輝 ,宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,佐藤公則 ,中島 格

【論　　題】 声門癌の病理組織学的研究
-間隙 (space)進展と頸部リンパ節転移の関係 -

【雑 誌 名】 第 17回 日本喉頭科学会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】
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【著　　者】 高根陽子 ,坂本菊男 ,宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,中島 格 ,石橋正敏 ,早渕尚文

【論　　題】 頭頸部腫瘍における FDG-PET検査の検討

【雑 誌 名】 第 5回 久留米・佐賀頭頸部腫瘍フォーラム

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 白水英貴 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 声帯内脂肪注入術における披裂軟骨内方移動および内転効果

【雑 誌 名】 第 17回 日本喉頭科学会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 梅野博仁 ,千年俊一 ,白水英貴 ,中島 格

【論　　題】 声帯溝症に対する声帯内脂肪注入術

【雑 誌 名】 第 17回 日本喉頭科学会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 權藤久次郎 ,梅野 博

【論　　題】 喉頭進行癌における pitfall

【雑 誌 名】 第 13回 北部九州頭頸部がん懇話会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 權藤久次郎 ,濱川幸世 ,梅野博仁 ,中島 格 ,藤田博正

【論　　題】 腐食性咽喉頭・食道炎の 1症例

【雑 誌 名】 第 28回 日本嚥下医学会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 Tadashi Nakashima,Kazuhide Tomita, Xiaoyan Li,Hideki Chijiwa,
Kikuo Sakamoto

【論　　題】 Prognostic value of clinicopathological parameters in carcinoma of the hypopharynx

【雑 誌 名】 The 108th  Annual Meeting of American Academy of Otolaryngology-Head and Neck
Surgery

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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42.麻酔学

「単行本 /著書」

【著　　者】 佐野智美
加納龍彦 , 田山文隆編集

【タイトル】 西洋医学編 ;各論 , 頭痛

【書名・発行所】痛みのマネジメント̶西洋医学と鍼灸医学からのアプローチ̶
医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 p.15-p.25

【著　　者】 山田信一
加納龍彦 , 田山文隆編集

【タイトル】 西洋医学編 ;各論 , 腰部下肢痛

【書名・発行所】痛みのマネジメント̶西洋医学と鍼灸医学からのアプローチ̶
医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 p.57-p.67

【著　　者】 加納龍彦
加納龍彦 , 田山文隆編集

【タイトル】 西洋医学編 ;総論

【書名・発行所】痛みのマネジメント̶西洋医学と鍼灸医学からのアプローチ̶
医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 p.1-p.14

【著　　者】 Kano T, Miyagawa Y
Eds. Shimoji K, Wills WD Jr

【タイトル】 Clinical pharmacology

【書名・発行所】 Evoked Spina1 Cord Potentia1s
Springer-Verlag

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 90-102

【著　　者】 Kano T, Watanabe S
Eds. Shimoji K, Willis WDJr

【タイトル】 Spinal cord hypothermia during aortic surgery

【書名・発行所】 Evoked Spina1 Cord Potentia1s
Springer-Verlag

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 150-152
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【著　　者】 Kano T, Harada H
Eds. Shimoji K, Willis WD

【タイトル】 Spinal cord ischemia during aortic surgery

【書名・発行所】 Evoked Spina1 Cord Potentia1s
Springer-Verlag

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 p.153-p.155

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 大川孝浩 , 熊谷 優 , 永田見生 , 渡邉誠之

【論　　題】 股関節手術における肺血栓塞栓症 ―術中経食道的心エコー法による検討―

【雑 誌 名】 MB Orthop

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18  , 36-43

【著　　者】 河野靖生 , 小牧ゆか , 渡邉誠之 , 加納龍彦

【論　　題】 子宮動脈塞栓術に伴う下腹部痛に硬膜外麻酔が有用であった 1例

【雑 誌 名】 ペインクリニック

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 381-383

【著　　者】 渡邉誠之 , 平木照之 , 上田伸英 , 山本洋介 , 原 将人 , 加納龍彦

【論　　題】 人工股関節手術における術中超音波陽性塞栓子と術直後の肺塞栓症について

【雑 誌 名】 Therapeutic Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26  , 1168-1171

【著　　者】 河野靖生

【論　　題】 気管・気管支狭窄に対する Dumon式ステント挿入術時の呼吸管理

【雑 誌 名】 麻酔

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 504-512

【著　　者】 河野靖生 , 上田伸英 , 加納龍彦

【論　　題】 多発性硬化症患者に対する緊急開腹術の麻酔経験

【雑 誌 名】 麻酔

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】  54  , 906-908
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【著　　者】 原 将人 , 加納龍彦

【論　　題】 高齢者の大腿骨頸部骨折に対する人工骨頭置換術 :等比重 0.5%ブピバカインを単
独で

【雑 誌 名】 LiSA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 178-181

【著　　者】 Moriyama M, Hiraki T, Kano T, Okawa T, Ishibashi M

【論　　題】 Relationship between intraoperative transoesophageal echocardiography findings and
perfusion lung scintigraphy results on first postoperative day

【雑 誌 名】 British Journal of Anaesthesia

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 94 , 607-612

【著　　者】 Moriyama M, Sato T, Inoue H, Fukuyama S, Teranishi H, Kangawa K, Kano T,
Yoshimura A, Kojima M

【論　　題】 The neuropeptide neuromedin U promotes inflammation by direct activation of mast
cells

【雑 誌 名】 JEM

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 202 , 217-224

【著　　者】 Harada H, Wang Y, Mishima Y, Uehara N, Makaya T, Kano T

【論　　題】 A novel method of detecting rCBF with laser-Doppler flowmetry without cranial
window through the skull for a MCAO rat model

【雑 誌 名】 Brain Research Protocols

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 14 , 165-170

【著　　者】 Mishima Y, Harada H, Sugiyama K, Miyagawa Y, Uehara N, Kano T

【論　　題】 Induction of neuronal, tolerance by electroconvulsive shock in rats subjected to
forebrain ischemia

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52  , 153-160

【著　　者】 Kakinohana M, Harada H, Mishima Y, Kano T, Sugahara K

【論　　題】 Neuroprotective effect of epidural electrical stimulation against ischemic spinal cord
injury in rats

【雑 誌 名】 Anesthesiology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 103 , 84-92
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【著　　者】 Fukushige T, Yamada S, Sano T, Kano T, Kawasaki Y

【論　　題】 Five cases of far lateral lumbar disc herniations treated conservatively

【雑 誌 名】 The Pain Clinic

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 213-219

【著　　者】 Fukushige T, Yamada S, Sano T, Kano T, Kawasaki Y

【論　　題】 Five cases of far lateral lumbar disc herniations treated conservatively

【雑 誌 名】 The Pain Clinic

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 213-219

「その他」

【著　　者】 北里淑子 , 山田信一 , 加納龍彦

【論　　題】 局所麻酔薬過敏症として紹介受診された 6症例

【雑 誌 名】 九州麻酔科学会第 43回大会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 佐野智美 , 山田信一 , 津田勝哉 , 加納龍彦

【論　　題】 群発頭痛発作がもたらした疼痛行動

【雑 誌 名】 日本ペインクリニック学会第 39回大会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 福重哲志 , 津田勝哉 , 山田信一 , 佐野智美 , 加納龍彦

【論　　題】 仙骨転移 , 浸潤によるがん性疼痛に対する持続くも膜下ブロックの経験

【雑 誌 名】 日本麻酔科学会第 52回学術集会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 津田勝哉 , 山田信一 , 中川景子 , 福重哲志 , 上田直行 , 加納龍彦

【論　　題】 高位脊髄損傷合併妊娠患者における経膣分娩 , 手術の麻酔管理

【雑 誌 名】 日本麻酔科学会第 52回学術集会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 山田信一 , 津田勝哉 , 佐野智美 , 福重哲志 , 加納龍彦

【論　　題】 メピバカインに対して即時型 , 遅延型アレルギーを呈した 3症例

【雑 誌 名】 日本麻酔科学会第 52回学術集会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 佐野智美 , 福重哲志 , 津田勝哉 , 山田信一 , 加納龍彦

【論　　題】 強オピオイドによる 14歳女子の非悪性・慢性疼痛管理

【雑 誌 名】 日本麻酔科学会第 52回学術集会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 上田　直行

【論　　題】 筋弛緩薬

【雑 誌 名】 麻酔科学レビュー

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 117-121

【著　　者】 山田信一 , 津田勝哉 , 佐野智美 , 福重哲志 , 加納龍彦

【論　　題】 心因的関与が強いと考えられた難治性下肢痛の 3症例

【雑 誌 名】 第 8回筑後麻酔・ペインクリニック懇話会

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 上田直行 , 平木照之 , 新山修平

【論　　題】 臨床麻酔で筋弛緩モニターを活用しよう !―誰にでもできるモニター法―

【雑 誌 名】 LiSA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 646-650

【著　　者】 山田信一

【論　　題】 オキシコドン内服で生じるかゆみについて

【雑 誌 名】 ペインクリニック

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1711-1712

【著　　者】 加納龍彦

【論　　題】 麻酔科医業務および周辺領域の変化

【雑 誌 名】 麻酔

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 981
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43.救急医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 著者 ;山下典雄、坂本照夫
編者 ;蓑輪良行

【タイトル】 アルコール性脳症を疑ったらビタミン B1

【書名・発行所】 ER救急医療の方向性を探る (救急医学、29(10)9月臨時増刊号 )、へるす出版

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 29 , 209-211

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編者 ;島崎修次、浅井康文、有賀 徹、杉本 壽、前川剛志、益子邦洋、行岡哲男

【タイトル】 鼻出血

【書名・発行所】救急研修標準テキスト、医学書院

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 209-211

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編集者 ;岡元和文

【タイトル】 腹部 CTの基本的な読み方を教えて ?、

【書名・発行所】ナーシングケア Q&A、全科に必要なクリティカルケア Q&A、総合医学社

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 34-35

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編集者 ;岡元和文

【タイトル】 腹部 X線写真の基本的な読み方を教えて ?

【書名・発行所】ナーシングケア Q&A、全科に必要なクリティカルケア Q&A、総合医学社、

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 32-33

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編者 ;山口 徹、北原光男

【タイトル】 鈍的腹部外傷

【書名・発行所】今日の治療指針 2005. 医学書院

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 44

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 檜垣賢作、坂本照夫、山下典雄、秦 洋文、小金丸雅道

【論　　題】 腸間膜損傷に対する IVRの有用性

【雑 誌 名】 日本腹部救急医学会雑誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 25 , 809-813
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【著　　者】 内山大治、小金丸雅道、安陪等思、富田直史、野々下政昭、檜垣賢作、坂本照夫、
早渕尚文

【論　　題】 原因に segmental mediolytic arteriopathyが疑われた腹腔内出血症例に対し塞栓術
が有用であった 1例

【雑 誌 名】 Interventional Radiology

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 20 , 278-281

【著　　者】 宮城知也、香月裕志、塩見直人、徳富孝志、重森 稔、山下典雄、坂本照夫

【論　　題】 脳出血を合併した HELLP症候群と考えられた 2症例

【雑 誌 名】 日本神経救急学会雑誌

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 18 , 62-64

【著　　者】 森松嘉孝、廣橋伸之、小川邦子、坂本照夫、加納龍彦、原田博史、有馬信之、相
澤久道

【論　　題】 上顎洞腺癌の肺動脈腫瘍塞栓によって呼吸不全を呈した von Recklinghausen病

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 53 , 659-662

【著　　者】 橋本芳明、江本竜一郎、古澤正人 ,、安川 醇、 高野達夫、 海野達弘、 高橋昌宏、
岡原 修、長尾 牧、 坂本照夫、全日本航空事業連合会ヘリコプター部会ドクター
ヘリ分科会安全運航専門委員会

【論　　題】 高速道路上離着陸に際して安全確保の方法

【雑 誌 名】 日本航空医療学会雑誌

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 6 , 22-28

【著　　者】 Takaaki Tokito, Morihiro Tajiri, Mitsuyoshi Ayabe, Hiroshi Shoji, Yasuhiko
Maeyama, Nobuyuki Hirohashi

【論　　題】 A clinical trial of ribavirin administration for Japanese encephalitis

【雑 誌 名】 NEUROINFECTION

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 10 , 94-97

【著　　者】 Toshinobu Yokoyama, Teruo Sakamoto, Norihiko Shida, Masaharu Kinoshita,
Yoshifumi Kunou, Ritsuko Karukaya, Manabu Takamatsu, Hisamichi Aizawa

【論　　題】 Fatal Rapidly Progressive Interstitial Pneumonitis Associated With Amyopathic
Dermatomyositis and CD8 T Lymphocytes

【雑 誌 名】 Journal of Intencive Care Medicine

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 20 , 160-163
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「その他」

【著　　者】 疋田茂樹、坂本照夫、秦 洋文、最所純平、山下典雄、花田敬一郎、平井良昌、白
水和雄

【論　　題】 下部消化管 (小腸・大腸 )穿孔

【雑 誌 名】 外科治療

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 93 , 629-636

【著　　者】 吉無田太郎、菊間幹太、宇津秀晃、山下典雄、廣橋伸之、喜多村泰博、高松学文、
最所純平、坂本照夫

【論　　題】 AT III 製剤投与方法の違いによる臨床的効果 (様々なパラメーターの比較検討 )

【雑 誌 名】 第 16回バイオメディカルフォーラム

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 坂本照夫、山下典雄、宇津秀晃、高松学文、秦 洋文、廣橋伸之、最所純平

【論　　題】 心大血管疾患症例に対するドクターヘリの効果

【雑 誌 名】 第 12回日本航空医療学会総会 (シンポジウム )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 廣橋伸之、坂本照夫、宇津秀晃

【論　　題】 Sepsis における血中 MIF, HMGB1濃度と TLR4 発現

【雑 誌 名】 第 11回日本エンドトキシン研究会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 廣橋伸之、坂本照夫、宇津秀晃、吉無田太郎、山下典雄、最所純平、菊間幹太、
高松学文

【論　　題】 SIRS/SEPSISにおけるMIF, HMGB1と TLR4, RP105発現

【雑 誌 名】 第 33回日本救急医学会総会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 坂本照夫

【論　　題】 福岡県メディカルコントロールの現状と救急救命士再教育の今後のあり方

【雑 誌 名】 第 24回福岡救急医学会 (パネルディスカッション )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 吉無田太郎、本田順一、高森信三、橋本好司、衛藤公寿、廣川雅士、藤木 玲

【論　　題】 多剤耐性緑膿菌を認めた症例の比較検討

【雑 誌 名】 第 3回筑後重症感染症研究会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 坂本照夫

【論　　題】 「Trauma Registryと臓器損傷分類」腹部臓器損傷分類について、-消化管損傷分
類、大網・腸管膜損傷分類 -

【雑 誌 名】 第 19回日本外傷学会 (ワークショップ )

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 高松学文、坂本照夫、宇津秀晃

【論　　題】 重症急性膵炎

【雑 誌 名】 腎と透析

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 58 , 738-742

【著　　者】 坂本照夫

【論　　題】 特集、救急略語事典 BT(bacterial translocation)

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 29 , 404

【著　　者】 廣橋伸之、坂本照夫、宇津秀晃、吉無田太郎、志田憲彦、山下典雄、最所純平、
菊間幹太、高松学文

【論　　題】 劇症型感染症防止のための一考察、

【雑 誌 名】 第 8回日本臨床救急医学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 最所純平、坂本照夫、山下典雄、廣橋伸之、志田憲彦、宇津秀晃、吉無田太郎、
高須 修、高松学文

【論　　題】 地方の消防本部における心肺停止症例における気道確保の検討

【雑 誌 名】 第 8回日本臨床救急医学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫

【論　　題】 心肺停止 5Hと 5Tを見逃すな !

【雑 誌 名】 レジデントノート

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 7 , 37～ 43
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【著　　者】 菊間幹太、坂本照夫、廣橋伸之、最所純平、山下典雄、志田憲彦、高松学文、吉
無田太郎、宇津秀晃

【論　　題】 アナフィラキシーショックのにエンドトキシンショックを併発し診断に苦慮した
一例

【雑 誌 名】 第 8回日本臨床救急医学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 菊間幹太

【論　　題】 診断に苦慮したショックの症例

【雑 誌 名】 第 2回筑後重症感染症研究会 (CPC)

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 廣橋伸之、坂本照夫、宇津秀晃、志田憲彦、山下典雄、最所純平、吉無田太郎、
西村宗胤、守崎勝悟、菊間幹太

【論　　題】 ALI/ARDSに対するシベレスタットナトリウム (エラスポール )の効果検討 -過去
の ALI/ARDS症例との比較 -

【雑 誌 名】 第 32回日本集中治療医学会総会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 菊間幹太、坂本照夫、最所純平、山下典雄、志田憲彦、廣橋伸之、高松学文、西
村宗胤、宇津秀晃、守崎勝悟

【論　　題】 外傷による拘束性換気障害に対し、ダブルルーメン気管切開チューブによる片肺
Bag IPPBが有用であった 1例

【雑 誌 名】 第 32回日本集中治療医学会総会 (東京 )

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 吉無田太郎、本田順一、高森信三、橋本好司、衛藤公寿、廣川雅士、藤木 玲

【論　　題】 病院感染対策としての聴診器細菌培養

【雑 誌 名】 第 20回日本環境感染学会総会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 高松学文、坂本照夫、宇津秀晃、吉無田太郎、廣橋伸之、志田憲彦、山下典雄、
最所純平、西村宗胤、今井達也、菊間幹太、守崎勝悟

【論　　題】 急性膵炎への効果的な血液浄化法の適応

【雑 誌 名】 ICUと CCU

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 29 , s135-s137
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【著　　者】 疋田茂樹、坂本照夫、秦 洋文、山下典雄、田中英二、今井達也、牛島正貴

【論　　題】 ショックによる肝機能低下とその対策

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 29 , 69-72
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44.形成外科・顎顔面外科学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 山内俊彦、清川兼輔、井上要二郎、力丸英明 .

【論　　題】 顔面神経麻痺に対する術式選択のアルゴリズム .

【雑 誌 名】 日本頭蓋顎顔面外科学会誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 21 , 177～ 186

【著　　者】 渡部功一、福島淳一、西由起子、王丸陽光、清川兼輔 .

【論　　題】 第 1趾の剥奪損傷に対し遊離内側足底皮弁による再建を行った 1例 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 25 , 600～ 606

【著　　者】 河野惠美、清川兼輔、川場知幸、後藤勝弥 .

【論　　題】 両側内眼角部に海綿状血管腫様の病変を認めた硬膜動静脈瘻の 1例 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 25 , 462～ 465

【著　　者】 清川兼輔、力丸英明、福島淳一、井上要二郎、山内俊彦 .

【論　　題】 ペースト状人工骨 (Biopex-R)を用いた頭蓋顎顔面領域の広範囲陥凹・凹凸変形の
修復法 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌 .

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 25 , 383～ 392

【著　　者】 王丸陽光、清川兼輔、福島淳一、古賀憲幸 .

【論　　題】 Pericranial Flapを用いて再建を行ったまれな Infantile Myofibromatosis (IM) の治
療経験 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 25 , 360～ 364

【著　　者】 渡部功一、清川兼輔、坂本有孝、森久陽一郎 .

【論　　題】 感染を生じた下腿部巨大 Chronic Expanding Hematomaの治療経験 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 25 , 296～ 302
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【著　　者】 K. Kiyokawa, S. Tanaka, Y. Kiduka, Y. Inoue, T. Yamauchi, Y. Tai.

【論　　題】 Reconstruction of the Form and Function of the Lateral Malleolus and Ankle Joint.

【雑 誌 名】 J. Reconstr. Microsurg.

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 21 , 371～ 376

【著　　者】 Rikimaru H, Kiyokawa K, Inoue Y, Tai Y.

【論　　題】 Three-Dimensional Anatomical Vascular Distribution in the Pectoralis Major
Myocutaneous Flap.

【雑 誌 名】 Plast. Reconstr. Surg.

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 115 , 1342～ 1352

【著　　者】 K. Kiyokawa, M. Takagi, J. Fukushima, Y. Kizuka, Y. Inoue, Y. Tai.

【論　　題】 Surgical Treatment Following Huge Arteriovenous Malformation Extending From the
Lower Lip to the Chin: Combination of Embolization, Total Resection and a Double
Cross Lip Flap.

【雑 誌 名】 J. Craniofac. Surg.

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 16 , 443～ 448

「その他」

【著　　者】 清川兼輔 .

【論　　題】 随想「形成外科とチーム医療」.

【雑 誌 名】 形成外科

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 48 , 1073

【著　　者】 井上要二郎、福島淳一、山内俊彦、力丸英明、清川兼輔 .

【論　　題】 特集「臨床に即した実験モデル」
ラットの浅腹壁静脈を用いた皮弁と拡大皮弁モデル -安定した結果を出すための
コツとポイント -.

【雑 誌 名】 形成外科

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 48 , 985～ 993

【著　　者】 清川兼輔 .

【論　　題】 再建外科とチーム医療 .

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 67 , 253～ 260
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【著　　者】 清川兼輔、古賀憲幸 .

【論　　題】 「特集 /新鮮顔面外傷診療マニュアル」顎顔面損傷のプライマリケア .

【雑 誌 名】 PEPARS

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 1～ 7
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45.歯科口腔医療センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 古賀真 , 楠川仁悟 , 名取徹 , 森永大作 , 豊福司生

【論　　題】 口腔内腫瘤形成をきたした透析アミロイドーシスの 2例

【雑 誌 名】 日本口腔科学会雑誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 54 , 39-43

【著　　者】 森永大作、古賀 真、中村千春、青木将虎、岩本 修、楠川仁悟

【論　　題】 歯性感染症に続発した硬膜下膿瘍の 1例

【雑 誌 名】 日本口腔科学会雑誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 51 , 31～ 34

【著　　者】 平尾 健、名取 徹、松本 一、岩本 修、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 舌に転移した食道癌の 1例

【雑 誌 名】 日本口腔外科学会雑誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 51 , 55～ 58

【著　　者】 岩本 修、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 下顎歯肉扁平上皮癌の臨床的腫瘍進展様式からみた外科切除症例の検討

【雑 誌 名】 頭頚部癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 444-450

【著　　者】 古賀 真、豊福司生、青木将虎、倉富慶太郎、中山英二、楠川仁悟

【論　　題】 抜歯後に生じた外傷性動脈瘤によると思われる出血に対して動脈塞栓術を施行し
た 1例

【雑 誌 名】 日本口腔外科学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 63-66

【著　　者】 中村千春、古賀千尋、北嶋禎治、青木将虎、井上留里子、野口 涼、亀山忠光 *、
高向和宜 **

【論　　題】 ストレスが関連した舌痛症の二症例

【雑 誌 名】 日本歯科心身医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 11-15
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【著　　者】 Y.Yokomizo,Y.Murai,E.Tanaka,H.Inokuchi,J.Kusukawa,H.Higashi

【論　　題】 Excitatory GABAergic synaptic potentials in the mesencephalic trigeminal nucleus of
adult rat in vitro

【雑 誌 名】 Neuroscience Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 463-474

【著　　者】 J Kusukawa, Y Suefuji, F Ryu, R Noguchi, O Iwamoto, T Kameyama

【論　　題】 Dissemination of cancer cells into circulation occurs by incisional biopsy of oral
squamous cell carcinoma.

【雑 誌 名】 Journal of Oral Pathology and Medicine

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 29 , 303～ 307

【著　　者】 Chihiro Koga, Hiroshi Harada, Jingo Kusukawa, Tadamitsu Kameyama

【論　　題】 Synovial sarcoma arising in the mandibular bone

【雑 誌 名】 Oral oncology EXTRA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 39～ 43

【著　　者】 Chihiro Koga,Hiroshi Harada,Jingo Kusukawa,Tadamitsu Kameyama

【論　　題】 Synovial sarcoma arising in the mandibular bone

【雑 誌 名】 Oral oncology EXTRA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 41 , 45~48

【著　　者】 Toh U,	Fujii T, Seki N, Niiya F, Shirouzu K, Yamana H.

【論　　題】 Characterization of IL-2-activated TILs and their use in intrapericardial
immunotherapy in malignant pericardial effusion

【雑 誌 名】 Cancer Immunol Immunother

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 Dec , 1-9

【著　　者】 Lee JK,	 Seki N, Sayers TJ, Subleski J, Gruys EM, Murphy WJ, Wiltrout RH

【論　　題】 Constitutive expression of functional CD40 on mouse renal cancer cells: induction of
Fas and Fas-mediated killing by CD40L.

【雑 誌 名】 Cell Immunol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 235 , 145-152
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46.消化器疾患情報

「単行本 /著書」

【著　　者】 長尾由実子 ,佐田通夫
編集 石井裕正

【タイトル】 肝炎ウイルスによる肝外病変

【書名・発行所】臨床消化器病学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 514-516

【著　　者】 長尾由実子 ,佐田通夫
編集 小俣政男 ,千葉 勉

【タイトル】 A型肝炎

【書名・発行所】専門医のための消化器病学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 314～ 320

【著　　者】 長尾由実子 ,佐田通夫
編集 石井裕正

【タイトル】 A型肝炎

【書名・発行所】臨床消化器病学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 394-397

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 佐田通夫 ,長尾由実子

【論　　題】 ウイルス肝炎からの発癌とその予防

【雑 誌 名】 アークメディア 犬山シンポジウム記録刊行会

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51-54

【著　　者】 Nagao Y, Kawaguchi T, Tanaka K, Kumashiro R, Sata M.

【論　　題】 Extrahepatic manifestations and insulin resistance in an HCV hyperendemic area.

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 16 , 291-296

【著　　者】 Kawaguchi T, Nagao Y, Tanaka K, Ide T, Harada M, Kumashiro R, Sata M.

【論　　題】 Causal relationship between hepatitis C virus core and the development of type 2
diabetes mellitus in a hepatitis C virus hyperendemic area.

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 16 , 109-114
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【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, Omary MB, Kawaguchi T, Taniguchi E, Koga H,
Yoshida T, Maeyama M, Baba S, Ueno T, Sata M.

【論　　題】 Keratin-containing inclusions affect cell morphology and distribution of cytosolic
cellular components.

【雑 誌 名】 Exp Cell Res.

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 304 , 471-482

【著　　者】 Sasatomi K, Sakisaka S, Kawaguchi T, Hanada S, Taniguchi E, Koga H, Harada M,
Sata M.

【論　　題】 Cholestasis in a rat model of graft-versus-host disease is accompanied by alteration of
the expression and distribution of tight-junction-associated proteins.

【雑 誌 名】 Int J Mol Med.

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 15 , 431-436

【著　　者】 Kawaguchi T, Tanaka M, Itano S, Ono N, Shimauchi Y, Nagamatsu H, Sakisaka S,
Dake MD, Tanikawa K, Sata M.

【論　　題】 Successful treatment for bronchial bleeding from invasive pulmonary metastasis of
hepatocellular carcinoma: a case report.

【雑 誌 名】 Hepatogastroenterology

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 48 , 851-853

【著　　者】 Harada M, Kawaguchi T, Kumemura H, Terada K, Ninomiya H, Taniguchi E, Hanada
S, Baba S, Maeyama M, Koga H, Ueno T, Furuta K, Suganuma T, Sugiyama T, Sata
M.

【論　　題】 The Wilson disease protein ATP7B resides in the late endosomes with Rab7 and the
Niemann-Pick C1 protein.

【雑 誌 名】 Am J Pathol.

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 166 , 499-510

【著　　者】 Nagao Y, Kawaguchi T, Ide T, Kumashiro R, Sata M.

【論　　題】 Exacerbation of oral erosive lichen planus by combination of interferon and ribavirin
therapy for chronic hepatitis C.

【雑 誌 名】 Int J Mol Med.

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 15 , 237-241

「その他」

【著　　者】 川口 巧、佐田 通夫

【論　　題】 肝疾患と栄養

【雑 誌 名】 八女筑後医報  平成 17年 12月

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 311 , 4～ 9
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【著　　者】 川口 巧、谷口 英太郎、佐田 通夫

【論　　題】 Direct segmental multi-frequency bioelectric impedance assay を用いた肝硬変患者の
栄養評価

【雑 誌 名】 第 36回 日本肝臓学会西部会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 居石 哲治、谷口 英太郎、川口 巧

【論　　題】 消化器疾患における栄養管理の位置づけ
食道静脈瘤治療および肝癌治療における栄養管理の有用性

【雑 誌 名】 第 47回 日本消化器病学会大会、第 70回日本消化器内視鏡学会総会、第 36回日
本消化吸収学会総会 合同

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀 浩徳、原田 大、柳本 親則、久米村 寛大、花田 慎一郎、吉田 隆文、谷口 英
太郎、川口 巧、馬場 真二、前山 倫子、鳥村 拓司、神代 龍吉、上野 隆登、佐田
通夫

【論　　題】 PPARγ 過剰発現と PPARγ リガンドによる刺激は P27の mislocalization を是正
する

【雑 誌 名】 第 41回 日本肝臓学会総会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 長尾由実子 ,千葉逸朗 ,佐田通夫

【論　　題】 歯学部並びに歯科衛生士学校の学生を対象に実施した B型及び C型肝炎に対して
の意識調査

【雑 誌 名】 第 79回日本感染症学会 総会 (名古屋 )

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 長尾由実子 ,佐田通夫

【論　　題】 HCVの肝外病変

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 215 , 212-213

【著　　者】 Minoru Itou, Tetsuharu Oriishi, Takumi Kawguchi, Eitaro Taniguchi, Syuji Sumie,
Tatsuya Ide,Takato Ueno, Atsushi Toyonaga, Michio Sata

【論　　題】 DOWN-REGULATED A GUT HORMONE, GLUCAGON-LIKE PEPTIDE-1, IN
PATIENTS WITH HCV INFECTION

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study  of Liver Diseases

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Eitaro Taniguchi, Takuji Torimura, Toru Nakamura, Chikatoshi Yanagimoto, Hiroto
Kumemura,Shinichiro Hanada, Takumi Kawaguchi, Hironori Koga, Ryukichi
Kumashiro,Takato Ueno, Michio Sata

【論　　題】 THE MECHANISM OF ACCELATED LIVER GENERATION AFTER
ENDOTHELIAL PORGENITOR CELL TRANSPLANTATION

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study  of Liver Diseases

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kawaguchi T, Taniguchi E, Ide T, Nagao Y,  Yanagimoto C, Kumemura H, Hanada S,
Maeyama M, Koga H, Kumashiro R,  Sata M.

【論　　題】 Clearance of HCV improves  insulin resistance, beta cell function, and hepatic
expression of insulin receptor substrate 1 and 2.

【雑 誌 名】 56th Annual Meeting of the American Association for the Study of Liver Diseases
(San Francisco, USA)

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 Hironori Koga, Masaru Harada, Michiko Maeyama, Chikatoshi Yanagimoto, Hiroto
Kumemura, Sinichiro Hanada, Takafumi Yoshida, Takumi Kawaguchi, Shinji Baba,
Takuji Torimura, Ryukichi Kumashiro, Takato Ueno, Michio Sata

【論　　題】 Overexpression of peroxisome proliferator-activated receptor γ and its
ligand-mediated activation restore mislocalization of p27 Kip1 in hman hepatoma cells

【雑 誌 名】 96th Annual Meetinng of the American Association for Cancer Research(AACR)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 46 , 534

【著　　者】 Takafumi Yoshida, Hisanobu Ogata, Takao Hisamoto, Hiroto Kumemura, Shinichiro
Hanada, Eitaro Taniguchi, Takumi Kawaguchi, Shinji Baba, Michiko Maeyama,
Hironori Koga, Masaru Harada, Takato Ueno, Akihiko Yoshimura, Michio Sata

【論　　題】 The sprouty-related protein, spred, a novel therapeutic way for HCC

【雑 誌 名】 40th  Annual Meetinng of the European Association for the Study of the Liver(EASL)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 42 , 143

【著　　者】 Minoru Itou, Tetsuharu Oriishi, Eitaro Taniguchi, Takumi Kawaguchi, Takato Ueno,
Michio Sata

【論　　題】 A gut hormone, glucagon-like peptide-1, associated with HCV-induced insulin
resistance

【雑 誌 名】 40th  Annual Meetinng of the European Association for the Study of the Liver(EASL)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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47.医療センター :リウマチ・膠原病センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 日野原重明、井村裕夫監修、貫和敏博編集  加地正英

【タイトル】 かぜ症候群

【書名・発行所】看護のための最新医学講座 第 2巻 第 2版 呼吸器疾患  中山書店 東京

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 196-206

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kaji Masahide, Fukuda Takaaki, Tanaka Mmasatoshi, Aizawa Hisamichi,

【論　　題】 A side effect of neuraminidase inhibitor in a patient with liver cirrhosis

【雑 誌 名】 J. Infct. Chemother.

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 11 , 41-43

「その他」

【著　　者】 加地正英

【論　　題】 臨床免疫学 (下 )インフルエンザワクチン

【雑 誌 名】 日本臨牀

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 63 , 595-600
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48.医療センター :循環器科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Yokoyama S, Ikeda H, Haramaki N, Yasukawa H, Murohara T, Imaizumi T

【論　　題】 Platelet P-selectin plays an important role in arterial thrombogenesis by forming large
stable platelet-leukocyte aggregates.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 45 , 1280-1286

【著　　者】 Sugano R, Matsuoka H, Haramaki N, Umei H, Murase E, Fukami K, Iida S,
Ikeda H, Imaizumi T

【論　　題】 Polymorphonuclear leukocytes may impair endothelial function. Results of crossover
randomized study of lipid lowering therapies.

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 25 , 1262-1267

【著　　者】 Morita H, Ikeda H, Haramaki N, Eguchi H, Imaizumi T

【論　　題】 Only two-week smoking cessation improves platelet aggregability and intraplatelet
redox imbalance of long-term smokers.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 45 , 589-594

【著　　者】 Yokoyama S, Ikeda H, Haramaki N, Yasukawa H, Katoh A, Imaizumi T

【論　　題】 HMG-CoA reductase inhibitor protects against in vivo arterial thrombosis by
augmenting platelet-derived nitric oxide releases in rats.

【雑 誌 名】 J Cardiovasc Pharmacol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 45 , 375-381
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49.医療センター :外  科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 孝冨士喜久生、青柳慶史朗、矢野正二郎、村上直孝、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 4型スキルス胃癌の腹膜転移

【雑 誌 名】 癌と化学療法

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 32 , 1384～ 1388

【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良、青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 D3郭清を行った N0.16転移胃癌症例の検討

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 82 , 1186～ 1188

【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良、青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 早期胃癌類似陥凹型 T2胃癌症例の検討

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 82 , 987～ 989

【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良、青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 早期胃癌症例の深達度別検討

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 82 , 838～ 841

【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良、青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 胃癌と大腸癌の重複症例の検討ーとくに同時性と異時性との比較検討ー

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 82 , 668～ 671

【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良 , 青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 壁外発育型胃癌の 4例

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 82 , 481～ 483
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【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良 , 青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 進行胃癌における末梢血 TGF-β 1と VEGF測定の意義

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 82 , 296～ 298

【著　　者】 孝冨士喜久生、武田仁良 , 青柳慶史朗、矢野正二郎、宮城委史、今泉拓也、白水
和雄

【論　　題】 噴門部早期胃癌と直腸癌を同時に合併した胃小細胞癌の 1切除例

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 116～ 118

【著　　者】 Kikuo Koufuji, Kazuo Shirouzu, Keishirou Aoyagi, Shojirou Yano, Motoshi Miyagi,
Takuya Imaizumi, Jinryo Takeda

【論　　題】 Surgery and clinicopathological features of gastric adenocarcinoma involving the
Esophago-Gastric Junction

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 52 , 73～ 79
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50.医療センター :脳卒中科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 馬場 敦子

【論　　題】 脳損傷後の意識障害の回復と高次脳機能の変化

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 68 , 120～ 131
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51.医療センター :整形外科

「単行本 /著書」

【著　　者】 岩本幸英監修、久保俊一編集

【タイトル】 メタルオンメタル人工股関節置換術

【書名・発行所】整形外科 knock&Pitfalls、股関節外科の要点と盲点、文光堂

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 268～ 269

【著　　者】 樋口富士男、後藤昌史 (泉 孝英編集 )

【タイトル】 五十肩

【書名・発行所】ガイドライン外来診療 2005 日経メディカル開発

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 232-238

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 主任研究者 佐川公矯 ,分担研究者 樋口富士男 他

【論　　題】 人工膝関節手術における回収式自己血輸血の有効性と安全性の検討 .

【雑 誌 名】 厚生労働科学研究費補助金 (医薬品・医薬機器等レギュラトリーサイエンス総合
研究事業
「同種血輸血安全性向上に伴う自己血輸血適応の再検討」に関する研究 平成 16年
度研究報告書

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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52.医療センター :リハビリテーションセンター

「単行本 /著書」

【著　　者】 (編者 )石神重信ほか
志波直人、梅津祐一

【タイトル】 疾患とリハビリテーション 腰痛

【書名・発行所】最新リハビリテーション 第 2版 医歯薬出版

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 351-355

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Nakamura T, Mizushima T, Yamamoto M, Kawazu T, Umezu Y, Tajima F

【論　　題】 Muscle sympathetic nerve activity during isometric exercise in patients with
cerebrovascular accidents

【雑 誌 名】 Arch Phys Med Rehabil

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 86 , 436-441
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53.医療センター :眼  科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 越山 健、木村 徹、木村 亘、横山光伸、中川泰典、熊谷直樹、一色佳彦、村上一
郎

【論　　題】 蝶形骨洞アスペルギルス症から視神経周囲炎を来し両眼盲となった鼻性視神経症
の 1剖検例

【雑 誌 名】 神経眼科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 533～ 539
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54.医療センター :放射線科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 内山雄介 ,小島和行 ,安陪等思 ,田中法瑞 ,早渕尚文

【論　　題】 咽頭領域における悪性腫瘍の画像診断

【雑 誌 名】 映像情報Medical

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 37 , 598-606

【著　　者】 Masahide Kaji, Shinjiro Kaieda, Katsuichirou Tanaka, Takaaki Fukuda,
Kazuyuki Kojima, Hisamichi Aizawa

【論　　題】 Two cases of cervical abscess in rheumatoid arthritis patients

【雑 誌 名】 Mod Rheumatol

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 15 , 213-216
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55.循環器病研究所

「単行本 /著書」

【著　　者】 Katsuda Y, Takeshita Y, Arima K, Saitoh Y, Sasaki K, Shintani S, Murohara T,
Imaizumi
編者 :Mori H, Matsuda H.

【タイトル】 Effect of bone marrow transplantation in patients with critical limb ischemia.

【書名・発行所】 "Cardiovascular regeneration therapies using tissue engineering" approaches. Springer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 213-220

【著　　者】 Katsuda Y, Takeshita Y, Arima K, Saitoh Y, Imaizumi T
編者 :Mori H, Matsuda H.

【タイトル】 Clinical survey of cell therapy in Japan.

【書名・発行所】 "Cardiovascular regeneration therapies using tissue engineering approaches." Springer

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 183-190

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Yokoyama S, Ikeda H, Haramaki N, Yasukawa H, Katoh A, Imaizumi T.

【論　　題】 HMG-CoA reductase inhibitor protects against in Vivo arterial thrombosis by
augmenting platelet-derived nitric oxide releases in rats.

【雑 誌 名】 J Cardiovasc Pharmacol

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 45 , 375-381

【著　　者】 Yokoyama S, Ikeda H, Haramaki N, Yasukawa H, Murohara T, Imaizumi T

【論　　題】 Platelet P-selectin plays an important role in arterial thrombogenesis by forming large
stable platelet-leukocyte aggregates.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 45 , 1280-1286

「その他」

【著　　者】 勝田洋輔、今泉 勉

【論　　題】 骨髄細胞移植による血管新生療法

【雑 誌 名】 からだの科学増刊高度先進医療

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 77-81
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【著　　者】 勝田洋輔、竹下吉明、有馬 健、齋藤 裕、香月与志夫、今村理恵、吉本幸治、岡崎
梯之、明石英俊、今泉 勉

【論　　題】 骨髄単核球移植を用いた細胞治療

【雑 誌 名】 治療学

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 39 , 725-728

【著　　者】 勝田洋輔

【論　　題】 高血圧と末梢循環不全

【雑 誌 名】 日医生涯教育講座カラー図説 日本医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 134

【著　　者】 安川秀雄、杉 雄介、森 隆宏、今泉 勉

【論　　題】 心血管病と JAK/STAT経路の制御因子 SOCS

【雑 誌 名】 血管

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 87-93

【著　　者】 有馬健・勝田洋輔・竹下吉明・斉藤裕・佐々木健一郎高城喜典・池田久雄

【論　　題】 Ischemic neuropathy is improved by autologous transplantation of bone marrwo
mononuclear cells in humans.

【雑 誌 名】 Scientific Sesseions of American Heart Association

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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56.高次脳疾患研究所

「単行本 /著書」

【著　　者】 神囿純一、室伏善照、小戝健一郎

【タイトル】 多因子で増殖制御 /癌特異標的化するアデノウイルスベクターのはじめての標準
化作成技術 .

【書名・発行所】バイオテクノロジージャーナル

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 728～ 731

【著　　者】 高橋知之、藤原久義、國貞隆弘、小財健一郎

【タイトル】 ES細胞の心筋分化と再生医学への技術開発ー ES細胞の分化ー

【書名・発行所】幹細胞生物学の新たな展開 (最新医学社 )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 60 , 28~34

【著　　者】 Yamamoto H, Morita K, Shoji Y, Nishiura S, Maeda H

【タイトル】 The improvement of cognitive function reflected by event-related potentials in
drug-naive schizophrenia with atypical antipsycotics.

【書名・発行所】 Unveiling the Mystery of the Brain -Neurophysiological Investigation of the Brain
Function-  Tuji S,Tobimatsu S, Kakigi R, Uozumi T, Akamatsu N, ed.   Int Congress
Series 1278  Elsevier  2005;348-51.
Unveiling the Mystery of the Brain -Neurophysiological Investigation of the Brain
Function-   Int Congress Series 1278  Elsevier

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 348~51

【著　　者】 Shoji Y, Morita K, Shigemori M, Yamamoto H, Nishiura S, Maeda H

【タイトル】 Characteristics of cognitive function in patients with higher dysfunction after brain
injury:  An event -related potential study.

【書名・発行所】 Unveiling the Mystery of the Brain -Neurophysiological Investigation of the Brain
Function-  Int Congress Series 1278  Elsevier

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 352~5

【著　　者】 Nishiura S, Morita K, Habukawa K, Yamamoto H, Shoji Y, Uchimura N, Maeda H

【タイトル】 Characteristics of cognitive function in patients with SAS using event-related potential
study.

【書名・発行所】 Unveiling the Mystery of the Brain -Neurophysiological Investigation of the Unveiling
the Mystery of the Brain -Neurophysiological Investigation of the Brain Function-
Int Congress Series 1278  Elsevier

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 356~8
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【著　　者】 Morita K, Shoji H, Yamamoto H, Nishiura S, Shoji Y, Matsuoka T, Maeda H

【タイトル】 Characteristics of cognitive function in patients with Parkinson's disease: A
comparison with healthy subjects.

【書名・発行所】 Unveiling the Mystery of the Brain. -Neurophysiological Investigation of the Brain
Function.   International Congress Series 1278 Neurology   Elsevier

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 344～ 7

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 原野睦生、内村直尚、上野雄文、安陪等思、石橋正彦、飯田信夫、田中得雄、前
田久雄、曽良一郎、伊豫雅臣、橋本謙二、小宮山徳太郎、山田光彦、関根吉統、
稲田俊也、尾崎紀夫、岩田仲生、氏家 寛

【論　　題】 覚せい剤精神病におけるドパミンレセプター D2遺伝子 TaqⅠ A多型と脳MRI

【雑 誌 名】 日本アルコール精神医学雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 33-41

【著　　者】 石井洋平・森田喜一郎・西浦佐知子・岡村尚昌・牧田 潔・倉掛交次・津田 彰

【論　　題】 陽性・陰性感情負荷が探索眼球運動に及ぼす影響

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 159-67　

【著　　者】 森田喜一郎

【論　　題】 統合失調症者の高次脳機能の特徴 -健常者との比較検討 -

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 221-30

【著　　者】 Morita Y, Ujike H, Tanaka Y, Uchida N, Nomura A, Ohtani K, Kishimoto M, Morio
A, Imamura T, Sakai A, Inada T, Harano M, Komiyama T, Yamada M, Sekine Y,
Iwata N, Iyo M, Sora I, Ozaki N, Kuroda S.

【論　　題】 A nonsynonymous polymorphism in the human fatty acid amide hydrolase gene did
not associate with either methamphetamine dependence or schizophrenia.

【雑 誌 名】 Neurosci Lett.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 376 , 182-7
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【著　　者】 Ohgake Shintaro, Hashimoto Kenji, Shimizu Eiji, Koizumi Hiroki, Okamura Naoe,
Koike Kaori, Matsuzawa Daisuke, Sekine Yoshimoto, Inada Toshiya, Ozaki Norio,
Iwata Nakao, Harano Mutsuo, Komiyama Tokutaro, Yamada Mitsuhiko, Sora Ichiro,
Ujike Hiroshi, Shirayama Yukihiko, Iyo Masaomi

【論　　題】 Functional polymorphism of the NQO2 gene is associated with methamphetamine
psychosis.

【雑 誌 名】 Addiction Biology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 145-8

【著　　者】 Okada H, Takemura G, Kosai K, Li Y, Takahashi T, Esaki M, Yuge K, Miyata S,
Maruyama R, Mikami A, Minatoguchi S, Fujiwara T, Fujiwara H

【論　　題】 Postinfarction gene therapy against transforming growth factor-beat signal modulates
infarct tissue dynamics and attenuates left ventricular remodeling and heart failure

【雑 誌 名】 Circulation

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 111 , 2430-2437

【著　　者】 Itoh K, Hashimoto K, Shimizu E, Sekine Y, Ozaki N, Inada T, Harano M, Iwata N,
Komiyama T, Yamada M, Sora I, Nakata K, Ujike H, Iyo M.

【論　　題】 Association study between brain-derived neurotrophic factor gene polymorphisms and
methamphetamine abusers in Japan.

【雑 誌 名】 Am J Med Genet B Neuropsychiatr Genet.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 132 , 70-3

【著　　者】 Nishiyama T, Ikeda M, Iwata N, Suzuki T, Kitajima T, Yamanouchi Y, Sekine Y, Iyo
M, Harano M, Komiyama T, Yamada M, Sora I, Ujike H, Inada T, Furukawa T, Ozaki
N

【論　　題】 Haplotype association between GABAA receptor gamma2 subunit gene (GABRG2)
and methamphetamine use disorder.

【雑 誌 名】 Pharmacogenomics J.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 89-95

【著　　者】 Kamizono J, Nagano S, Murofushi Y, Komiya S, Fujiwara H, Matsuishi T, Kosai K

【論　　題】 Survivin-responsive conditionally replicating adenovirus exhibits cancer-specific and
efficient viral replication

【雑 誌 名】 Cancer Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 65 , 5284-5291
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【著　　者】 Ushikoshi H, Takahashi T, Chen X, Khai NC, Esaki M, Goto K, Takemura G,
Maruyama R, Minatoguchi S, Fujiwara T, Nagano S, Yuge K, Kawai T, Murofushi Y,
Fujiwara H, Kosai K

【論　　題】 Local overexpression of HB-EGF exacerbates remodeling following myocardial
infarction by activating non-cardiomyocytes.

【雑 誌 名】 Lab Invest

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 85 , 862～ 873

【著　　者】 Nagano S,Oshika H,Fujiwara H,Komiya S,Kosai K.

【論　　題】 An Efficient Construction of Conditionally Replicating Adenoviruses that Target
Tumor Cells with Multiple Factors

【雑 誌 名】 Gene Ther

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 1385-1393

【著　　者】 Yuge K, Takahashi T, Nagano S, Terazaki Y, Murofushi Y, Ushikoshi H, Kawai T,
Khai T, Nakamura T, Fujiwara H, Kosai K

【論　　題】 Adenoviral Gene Transduction of Hepatocyte Growth Factor Elicits Inhibitory Effects
for Hepatoma

【雑 誌 名】 Int J Oncol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 77-85

【著　　者】 Morita Y, Ujike H, Tanaka Y, Uchida N, Nomura A, Otani K, Kishimoto M, Morio A,
Inada T, Harano M, Komiyama T, Yamada M, Sekine Y, Iwata N, Iyo M, Sora I,
Ozaki N.

【論　　題】 The X-box binding protein 1 (XBP1) gene is not associated with methamphetamine
dependence.

【雑 誌 名】 Neurosci Lett

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 383 , 194-8

【著　　者】 Ikeda M, Iwata N, Suzuki T, Kitajima T, Yamanouchi Y, Kinoshiya Y, Sekine Y, Iyo
M, Harano M, Komiyama T, Yamada M, Sora I, Ujike H, Inada T, Ozaki N.

【論　　題】 Positive association of AKT1 haplotype to Japanese methamphetamine use disorder.

【雑 誌 名】 Int J Neuropsychopharmacol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 1-5

【著　　者】 Hashimoto T, Hashimoto K, Matsuzawa D, Shimizu E, Sekine Y, Inada T, Ozaki N,
Iwata N, Harano M, Komiyama T, Yamada M, Sora I, Ujike H, Iyo M

【論　　題】 A functional glutathione S-transferase P1 gene polymorphism is associated with
methamphetamine-induced psychosis in Japanese population.

【雑 誌 名】 Am J Med Genet B Neuropsychiatr Genet.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 135 , 5-9
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【著　　者】 Suzuki A, Nakamura K, Sekine Y, Minabe Y, Takei N, Suzuki K, Iwata Y, Kawai M,
Takebayashi K, Matsuzaki H, Iyo M, Ozaki N, Inada T, Iwata N, Harano M,
Komiyama T, Yamada M, Sora I, Ujike H, Mori N

【論　　題】 An association study between catechol-O-methyl transferase gene polymorphism and
methamphetamine psychotic disorder.

【雑 誌 名】 Psychiat Genet

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16 , 133-8

【著　　者】 Tada T, Nguyen JB, Hitoshi Y, Watson NP, Dunn JF, Ohara S, Nagano S, Kosai K,
Israel MA

【論　　題】 Diffuse Encephaloventriculitis and Substantial Leukoencephalopathy after
Intraventricular Administration of Recombinant Adenovirus

【雑 誌 名】 Neurol Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 378-386

「その他」

【著　　者】 森田喜一郎、西浦佐知子、小路純央、松岡稔昌、五十君啓泰、前田久雄

【論　　題】 統合失調症の回復課程における非定型抗精神病薬の作用 :情動関連探索眼球運動
を指標にして

【雑 誌 名】 第 15回日本臨床精神神経薬理学会  (東京 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 小路純央、森田喜一郎、西浦佐知子、森 圭一郎、前田久雄

【論　　題】 未治療統合失調症におけるペロスピロンの作用 : P300を指標にして 2年の経過

【雑 誌 名】 第 15回日本臨床精神神経薬理学会  (東京 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 小財健一郎

【論　　題】 遺伝子治療と再生医学

【雑 誌 名】 第 32回日本小児栄養消化器肝臓学会 . (教育講演 ) 2005年 10月 8-9日 (久留米 )
第 32回日本小児栄養消化器肝臓学会 . (教育講演 ) (久留米 )

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 神囿純一、室伏善照、小財健一郎

【論　　題】 Survivin依存性増殖型アデノウイルスによる癌特異的効果的治療法の開発 .

【雑 誌 名】 第 64回日本癌学会学術総会、(ワークショップ )(北海道 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 室伏善照、神囿純一、小財健一郎

【論　　題】 独立した 4因子で増殖制御される CRA開発による癌治療効果と癌特異性の向上 .

【雑 誌 名】 第 64回日本癌学会学術総会、(ワークショップ )、(北海道 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 小財健一郎、神囿純一、室伏善照

【論　　題】 多因子で癌特異化を可能とする増殖制御型アデノウイルスの効率的作製法の開発 .

【雑 誌 名】 第 64回日本癌学会学術総会、(ワークショップ )(北海道 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 五十君啓泰、森田喜一郎

【論　　題】 精神疾患罹患者の樹木画における樹冠除去の意義及び重傷度評価尺度との関係

【雑 誌 名】 日本描画テスト・描画療法学会第 14回大会  (東京 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 7.	土井 亮、森田喜一郎、渡辺レイ子、徳富孝志、重森 稔、西浦佐知子

【論　　題】 事象関連電位を用いた脳外傷後高次脳昨機能障害者の認知機能の特徴～健常者と
の比較検討

【雑 誌 名】 第 14回日本意識障害学会 (高松、香川 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 松岡稔昌、森田喜一郎、小路純央、山本寛子、西浦佐知子、前田久雄

【論　　題】 生物学的評価による脳外傷後高次脳機能障害者の認知機能の特徴～健常
者との比較検討～

【雑 誌 名】 第 28回日本神経科学大会 (横浜 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 井上雅之、森田喜一郎、西浦佐知子、小路純央、松岡稔昌、前田久雄

【論　　題】 fMRIによる急性期及び回復期の統合失調症者における表情認知の研究

【雑 誌 名】 第 27回日本生物学的精神医学会・第 35回日本神経精神薬理・学会合同年会  (大
阪 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 森田喜一郎、松岡稔昌、山本寛子、西浦佐知子、小路純央、前田久雄

【論　　題】 統合失調症者の情動関連認知機能の特徴 :事象関連電位、探索眼球運動、fMRIの
解析

【雑 誌 名】 第 28回日本神経科学大会 (横浜 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Kosai K., Takahashi T.

【論　　題】 CD9 Gene Therapy Directly Normalizes Hypertrophy and Tachycardia on
Cardiomyocytes and Abolishes the Fatality After Myocardial Infarction in Mice.

【雑 誌 名】 第 11回日本遺伝子治療学会 . (シンポジウム )(東京 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 森田喜一郎、井上雅之、小路純央、西浦佐知子、前田久雄

【論　　題】 閉眼反応時間を用いた表情認知、情動反応の特徴 :統合失調症と統合失調症圏無
いの障害者の比較検討

【雑 誌 名】 第 27回日本生物学的精神医学会・第 35回日本神経精神薬理ヨ学会合同年会   (大
阪 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 小財健一郎 .

【論　　題】 遺伝子治療と再生医学 .

【雑 誌 名】 第 54回 (社 )全日本鍼灸学会学術大会 . (教育講演 )(福岡 )

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木竜世、池田匡志、山之内芳雄、北島剛司、稲田俊也、尾崎紀夫、岩田仲生、
氏家寛、原野睦生、曽良一郎、伊豫雅臣、小宮山徳太郎、山田光彦、関根吉統、
JGIDA.

【論　　題】 MPDZとMethamphetamine使用障害との関連解析 .

【雑 誌 名】 第 8回 ニコチン・薬物依存研究フォーラム学術年会  (名古屋 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 青山渚、北市清幸、齋藤真一、尾崎紀夫、稲田俊也、高橋長秀、前野信久、岩田
仲生、氏家寛、原野睦生、曽良一郎、伊豫雅臣、小宮山徳太郎、山田光彦、関根
吉統、JGIDA.

【論　　題】 SLC22A3遺伝子多型と覚醒剤乱用者との関連研究

【雑 誌 名】 第 8回 ニコチン・薬物依存研究フォーラム学術年会  (名古屋 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 小財健一郎、高橋知之、河合隆雄、藤原久義、國貞隆弘

【論　　題】 独自技術開発によるヒト、マウス ES細胞での心筋再生医学 .

【雑 誌 名】 第 4回日本再生医療学会総会 . (ワークショップ )(大阪 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】
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【著　　者】 小財健一郎、高橋知之、河合隆雄、藤原久義、國貞隆弘

【論　　題】 ヒト、マウス ES細胞と遺伝子治療技術応用による再生医学の基盤技術開発 .

【雑 誌 名】 第 4回日本再生医療学会総会 . (ワークショップ )(大阪 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 池田匡志、鈴木竜世、山之内芳雄、北島剛司、稲田俊也、尾崎紀夫、岩田仲生、
氏家寛、原野睦生、曽良一郎、伊豫雅臣、小宮山徳太郎、山田光彦、関根 吉統、
JGIDA.

【論　　題】 AKT1とMethamphetamine使用障害との関連解析 .

【雑 誌 名】 第 8回 ニコチン・薬物依存研究フォーラム学術年会 (名古屋 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kosai K, Kamizono J, Nagano S, Murofushi Y, Komiya S.

【論　　題】 Survivin-Responsive Conditionally Replicating Adenovirus Exhibits Strictly
Cancer-Specific and Efficient Viral Replication.

【雑 誌 名】 The 8th Annual Meeting of the American Society of Gene Therapy,  (St. Louis, MO,
USA).

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Nishiura S, Morita K, Habukawa K, Yamamoto H, Shoji Y, Uchimura N, MaedaH

【論　　題】 Characteristics of emotional related cognitive function in patients with sleep apnea
syndrome using event-related potentials a and exploratory eye movements :
comparison with healthy subjects

【雑 誌 名】 8th World Congress of Biological Psychiatry   (Vienna, Austria)

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kosai K, Takahashi T.

【論　　題】 Definitive Identification and Isolation of Embryonic Stem Cell-Derived Target Cells
by Adenoviral Conditional Targeting; Efficient Purification of Immature and Mature
Cells in the Cardiac Lineage.

【雑 誌 名】 The 8th Annual Meeting of the American Society of Gene Therapy, (St. Louis, MO,
USA).

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kosai K, Kusaga A, Isagai T, Hirata K, Nagano S, Murofushi Y, Takahasi T,
Takashima S, Matsuishi T

【論　　題】 Rett Syndrome Is Reversible and Treatable by MeCP2 Gene Therapy into the Striatum
in Mice.

【雑 誌 名】 The 8th Annual Meeting of the American Society of Gene Therapy,  (St. Louis, MO,
USA).

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Ushikosi H, Takahashi T, Takemura G, Li Y, Esaki M, Khai NC, Kawai T, Fujiwara
H, Kosai K.

【論　　題】 CD9 Gene Therapy Inhibits Cardiac Hypertrophy and Tachycardia, and Attenuates the
Remodeling after Myocardial Infarction in Mice.

【雑 誌 名】 The 8th Annual Meeting of the American Society of Gene Therapy,  (St. Louis, MO,
USA).

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 Shoji Y, Morita K,  Matsuoka T, Yamamoto H, Nihiura S, Maeda H

【論　　題】 Characteristics of emotional related cognitive function in patients after brain injury
evaluating by visual event-related potentials, exploratory eye movements: comparison
with healthy subjects

【雑 誌 名】 subjects  8th World Congress of Biological Psychiatry
(Vienna, Austria)

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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57.先端癌治療研究センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 中村 徹、佐田通夫、上野隆登 .
荒川泰行 編

【タイトル】 線維化肝での TGF-β シグナル伝達阻害は肝再生因子を促進させる

【書名・発行所】消化器病学の進歩 2005 - モノグラフ -
日本メディカルレビュー社

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 307-312

【著　　者】 山中龍也、森井 研、高橋英明、田中隆一、西尾和人、 編者「高倉公朋」

【タイトル】 治療感受性遺伝子

【書名・発行所】脳腫瘍の診断と治療 -最新の研究動向 . 日本臨床社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 49-54

【著　　者】 矢島直樹、山中龍也、峯 孝志、重森 稔、伊東恭悟、田中隆一 編者「高倉公朋」

【タイトル】 CTL precursor-oriented ペプチドワクチン療法

【書名・発行所】脳腫瘍の診断と治療 -最新の研究動向 . 日本臨床社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 582-587

【著　　者】 Ueno T,Nakamura T,Sasaki N,Morita Y,Nagata E,Sata M.
Okita K ed.

【タイトル】 Pathogenesis and significance of restricted diet and exercise therapy in
nonalcoholicsteatohepatitis (NASH)

【書名・発行所】 NASH and Nutrirional Therapy,Springer-Verlag

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 84~91

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Morita Y, Ueno T, Sasaki N, Kuhara K, Yoshioka S, Tateishi Y, Nagata E, Kage M,
Sata M.

【論　　題】 Comparison of liver histology between patients with non-alcoholic steatohepatitis and
patients with alcoholic steatohepatitis in Japan

【雑 誌 名】 Alcohol Clin Exp Res

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 29 , 277S-281S
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【著　　者】 Kim SJ, Winter K, Nian C, Tsuneoka M, Koda Y, McIntosh CH.

【論　　題】 GIP stimulation of pancreatic beta-cell survival is dependent upon phosphatidylinositol
3-kinase (PI3-K)/ protein kinase B (PKB) signaling, inactivation of the forkhead
transcription factor Foxo1 and downregulation of bax expression

【雑 誌 名】 J. Biol. Chem.

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 280 , 22297～ 22307

【著　　者】 Soejima, M., Tachida, H., Tsuneoka, M.,  Takenaka, O., Kimura, H., and Koda, Y.

【論　　題】 Nucleotide Sequence Analyses of Human Complement 6 (C6) Gene Suggest
Balancing Selection

【雑 誌 名】 Annals of Human Genetics

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 69 , 239～ 252

【著　　者】 Shichijo S, Ishihara Y, Azuma K, Komatsu N, Higashimoto N, Ito M, Nakamura T,
Ueno T, Harada M, Itoh K.

【論　　題】 ABCE1, a member of ATP-binding cassette transporter gene, encodes peptides capable
of inducing HLA-A2-restricted and tumor-reactive cytotoxic T lymphocytes in colon
cancer patients

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 13 , 907-913

【著　　者】 Tsuneoka, M., Teye, K., Arima, N., Soejima, M., Ohashi, K., Koga, Y., Fujita, H.,
Shirouzu, K., Kimura, H., and Koda, Y.

【論　　題】 A novel Myc-target gene, mimitin, which is involved in cell proliferation of
esophageal squamous cell carcinoma

【雑 誌 名】 J. Biol. Chem.

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 280 , 19977～ 19985

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, Omary MB, Kawaguchi T, Taniguchi E, Koga H,
Yoshida T, Maeyama M, Baba S, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Keratin-containing inclusions affect cell morphology and distribution of cytosolic
cellular components

【雑 誌 名】 Exp Cell Res

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 304 , 471-482

【著　　者】 Sakamoto M, Ueno T, Nakamura T, Sakata R, Hasimoto O, Torimura T, Sata M

【論　　題】 Improvement of portal hypertension and hepatic blood flow in cirrhotic rats by
oestrogen

【雑 誌 名】 Eur J of Clin Invest

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 35 , 220-225
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【著　　者】 Harada M, Kawaguchi T, Kumemura H, Terada K, Ninomiya H, Taniguchi E, Hanada
S, Baba S, Maeyama M, Koga H, Ueno T, Furuta K, Suganuma T, Sugiyama T, Sata
M

【論　　題】 The Wilson disease protein ATP7B resides in the late endosomes with Rab7 and the
Niemann-Pick C1 protein

【雑 誌 名】 Am J of Pathol

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 166 , 499-510

【著　　者】 Takedatsu H, Yoshimoto K, Okamura T, Yakushij K, Imamura R, Hashiguchi M, Seki
R, Obata Y, Harada M, Yamada A, Yamana H, Sata M, Itoh K.

【論　　題】 Immunological evaluation of vaccination of peptides derived from epithelial
cancer-related antigens in two patients with hematological malignancy.

【雑 誌 名】 Int J Oncol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1605-12

【著　　者】 Nakano K, Todo T, Zhao G, Yamaguchi K, Kuroki S, Cohen JB, Glorioso JC, Tanaka
M.

【論　　題】 Enhanced efficacy of conditionally replicating herpes simplex virus (G207) combined
with 5-fluorouracil and surgical resection in peritoneal cancer dissemination models.

【雑 誌 名】 J Gene Med

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Wang Y, Harada M, Yano H, Ogasawara S, Takedatsu H, Arima Y, Matsueda S,
Yamada A, Itoh K.

【論　　題】 Prostatic acid phosphatase as a target molecule in specific immunotherapy for patients
with non-prostate adenocarcinoma.

【雑 誌 名】 J Immunother.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 535-41

【著　　者】 Tamura M, Yamada A, Takao Y, Matsueda S, Komatsu N, Yutani S, Ibe T, Sata M,
Itoh K.

【論　　題】 Identification of hepatitis C virus 1b-derived peptides recognized by both cellular and
humoral immune systems in HCV1b+ HLA-A24+ patients.

【雑 誌 名】 Hepatol Res.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 32 , 227-34
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【著　　者】 Yamanaka R, Homma J, Yajima N, Tsuchiya N, Sano M,  Kobayashi T, Yoshida S,
Abe T, Narita M, Tahahashi M, Tanaka R.

【論　　題】 Clinical Evaluation of Dendritic Cell Vaccination for Patients with Recurrent Glioma:
Results of a Clinical Phase I/II Trial.

【雑 誌 名】 Clin Cancer Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 4160-4167

【著　　者】 Morita Y, Ueno T, Sasaki N, Tateishi Y, Nagata E, Kage M, Sata M

【論　　題】 Nateglinide is useful for nonalcoholic steatohepatitis (NASH) patients with type 2
diabetes

【雑 誌 名】 Hepatogastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 1338-1348

【著　　者】 Yamamoto  K, Mine T, Katagiri K, Suzuki N, Kawaoka T, Ueno T, Matsueda S,
Yamada A, Itoh K, Yamana H, Oka M.

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination for patients with
pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Oncol Rep.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 13 , 875-83

【著　　者】 Yamanaka R, Xanthopoulos KG

【論　　題】 Induction of Antigen-specific Immune Responses against malignant brain tumors by
intramuscular injection of Sindbis DNA encoding GP100 and IL-18.

【雑 誌 名】 DNA Cell Biol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 24 , 317-324

【著　　者】 Tsuchiya N, Yamanaka R, Yajima N, Homma  J, Sano  M, Komata T, Ikeda T,
Fujimoto I, Takahashi H, Tanaka R and Ikenaka  K

【論　　題】 Isolation and characterization of an N-Linked oligosaccharide that Is increased in
glioblastoma tissue and cell line.

【雑 誌 名】 Int J Oncol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 1231-1239

【著　　者】 Yajima N, Yamanaka R, Mine T, Tsuchiya N, Honma J, Sano M, Kuramoto T, Obata
Y, Komatsu N, Arima Y, Yamada  A, Shigemori M, Itoh K, Tanaka R.

【論　　題】 Immunological and clinical evaluation of personalized peptide vaccination for Patients
with advanced malignant glioma.

【雑 誌 名】 Clin Cancer Res.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 11 , 5900-11.

57.先端癌治療研究センター

- 273 -



【著　　者】 Nakano K, Asano R, Tsumoto K, Kwon H, Goins WF, Kumagai I, Cohen JB, Glorioso
JC.

【論　　題】 Herpes simplex virus targeting to the EGF receptor by a gD-specific soluble bridging
molecule.

【雑 誌 名】 Mol Ther

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yamaguchi K, Nakano K, et al

【論　　題】 Ki-ras mutations in codon 12 and p53 mutations (biomarkers) and cytology in bile in
patients with hepatobiliary-pancreatic carcinoma.

【雑 誌 名】 Hepato-Gastroenterology

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yamanaka R,  Homma J, Tsuchya N, Yajima N, Kobayashi T, Tanaka R

【論　　題】 Tumor lysate and IL-18 loaded dendritic cells elicits Th1 response, tumor-specific
CD8+ cytotoxic T cells in patients with malignant glioma.

【雑 誌 名】 J Neuro-oncol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 72 , 107-113

【著　　者】 Yano Y, Yamashita F, Kuwaki K, Fukumori K, Kato O, Kiyomatsu K, Sakai T,
Yamamoto H, Yamasaki F, Ando E, Sata M

【論　　題】 Partial spontaneous regression of hepatocellular carcinoma: a case with high
concentrations of serum lens culinaris agglutinin-reactive alpha fetoprotein

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 97-103

【著　　者】 Yamanaka R,  Morii K, SHINBO Y, Takeuchi S,  Tamura T, Hondoh H,   Takahashi
H, Onda K,  Takahashi H,  Tanaka R

【論　　題】 Modified ProMACE-MOPP Hybrid Regimen with moderate dose methotrexate for
Patients with Primary CNS Lymphoma.

【雑 誌 名】 Ann. Hematol.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 84 , 447-455

【著　　者】 Yamaguchi K, Kobayashi K, Ogura Y, Nakamura K, Nakano K, Mizumoto K, Tanaka
M

【論　　題】 Radiation therapy, bypass operation and celiac plexus block in patients with
unresectable locally advanced pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Hepato-Gastroenterol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Noguchi M, Itoh K, Yao A, Mine T, Yamada A, Obata Y, Furuta M, Harada M,
Suekane S, Matsuoka K.

【論　　題】 Immunological evaluation of individualized peptide vaccination with a low dose of
estramustine for HLA-A24(+) HRPC patients.

【雑 誌 名】 Prostate.

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 1-12

「その他」

【著　　者】 上野隆登

【論　　題】 肝臓の機能と性差

【雑 誌 名】 性差と医療

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 2 , 1447

【著　　者】 上野隆登

【論　　題】 節から芽がでる

【雑 誌 名】 久留米大学医学図書館ニュース 巻頭言集

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 109

【著　　者】 上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 類洞壁細胞の機能と生活習慣

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 659-666

【著　　者】 坂田隆一郎、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 カテキンの有用性

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 1011-1017

【著　　者】 上野隆登

【論　　題】 NASH の糖尿病治療は ?

【雑 誌 名】 肥満と糖尿病

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 4 , 1013-1016

【著　　者】 谷川久一、山田剛太郎、有井滋樹、上野隆登、白鳥敬子

【論　　題】 年齢・性差と肝胆膵疾患

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 51 , 289-303
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【著　　者】 上野隆登

【論　　題】 本年度よりいよいよ全国共用試験 OSCE が本格実施

【雑 誌 名】 医学教育ニュース

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 11 , 2

【著　　者】 川口 巧、原田 大、吉田隆文、久本隆生、谷口英太郎、久米村寛大、花田慎一郎、
馬場真二、前山倫子、古賀浩徳、神代龍吉、上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 2. インスリン抵抗性発現における C 型肝炎ウイルスコア蛋白の細胞生物学的意義

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 82 , 151

【著　　者】 上野隆登

【論　　題】 非アルコール性脂肪性肝疾患と糖尿病

【雑 誌 名】 Astellas Square

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 1 , 16-18
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58.バイオ統計センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 SKETCH研究会執筆
「監修」楠正

【タイトル】 臨床データの信頼性と妥当性共同執筆

【書名・発行所】臨床データの信頼性と妥当性、
サイエンティスト社

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 共著者 (多数 )
編者 (津谷喜一郎・内田英二 )

【タイトル】 統計ガイドラインとコントロールの選択

【書名・発行所】くすりとエビデンス、中山書店

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 32-42

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Yanagawa T

【論　　題】 Estimating the correlation dimension from chaotic system with dynamic noise

【雑 誌 名】 Journal of the Japan Statistical Society

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 35 , 287 - 302

【著　　者】 Yanagawa T

【論　　題】 Constructing a logistic model for assessing risks of environmental contaminants

【雑 誌 名】 2005 International Conference on Intelligent Technologies and Applied Statistics
Proceedings

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 97 - 102

「その他」

【著　　者】 柳川 堯

【論　　題】 バイオ統計学

【雑 誌 名】 情報処理

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 46 , 254-259
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【著　　者】 柳川 堯

【論　　題】 バイオ統計学

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 68 , 13-15

58.バイオ統計センター

- 278 -



59.ＧＣ／ＭＳ施設

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 青木久美子 ,吉田一郎 ,猪口隆洋 ,田代恭子 ,稲場美佐 ,文森明代 ,松本かおり ,原
千尋 ,田中正敏

【論　　題】 タンデム質量分析法による新生児マススクリーニング対象疾患の検討

【雑 誌 名】 日本マス・スクリーニング学会誌

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 15 , 81～ 86

【著　　者】 松本かおり ,吉田一郎 ,猪口隆洋 ,青木久美子 ,田代恭子 ,稲場美佐 ,文森明代 ,原
千尋 ,田中正敏

【論　　題】 周産期の薬剤使用に保護者が過敏であったグリセロール尿症の一例

【雑 誌 名】 日本小児臨床薬理学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 135～ 137

「その他」

【著　　者】 Akiyo Fumimori, Ichiro Yoshida, Takahiro Inokuchi, Kumiko Aoki, Kyoko Tashiro,
Misa Inaba, Kaori Matsumoto, Shinichi Hirose, Makoto Yoshino, Keiko Kobayashi,
Takeyori Saheki, Masatoshi Tanaka

【論　　題】 2-Hydroxyisovaleric aciduria in patients with citrin deficiency

【雑 誌 名】 Journal of Inherited Metabolic Disease

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 28 , 66

【著　　者】 Kumiko Aoki, Ichiro Yoshida, Takahiro Inokuchi, Misa Inaba, Akiyo Fumimori, Kaori
Matsumoto and Masatoshi Tanaka

【論　　題】 Retrospective evaluation for neonatal metabolic screening by GC/MS and MS/MS

【雑 誌 名】 Journal of Inherited Metabolic Disease

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 28 , 7

【著　　者】 Kyoko Tashiro, Ichiro Yoshida, Takahiro Inokuchi, Kumiko Aoki, Misa Inaba, Akiyo
Fumimori, Kaori Matsumoto and Masatoshi Tanaka

【論　　題】 Ethylmalonic aciduria detected by neonatal metabolic screening

【雑 誌 名】 6th International Congress on Fatty Acid Oxidation

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 69
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60.動物実験センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 上村亮三 ,御船弘治 ,矢吹映 ,瀬戸山健太郎 ,菅野正美 ,鳥取潤一 ,鈴木秀作

【論　　題】 低体温 Clawnミニブタの血行動態と ANP動態

【雑 誌 名】 九州実験動物雑誌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 21 , 21～ 25

【著　　者】 野々下晃子 ,永山祥代 ,上杉佳子 ,北田雅恵 ,堀大蔵 ,大場和之 ,御船弘治 ,嘉村敏
治

【論　　題】 Dahl Sラットを用いた妊娠高血圧症候群モデル動物の作成

【雑 誌 名】 九州実験動物雑誌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 21 , 27～ 31

【著　　者】 Yoshihiro Nishi, Hiroshi Hiejima, Hiroharu Mifune, Takahiro Sato, Kenji Kangawa,
and Masayasu Kojima

【論　　題】 Developmental Changes in the Pattern of Ghrelin's Acyl Modiffication and the Levels
of Acyl-Modified Ghrelins in Murine Stomach

【雑 誌 名】 Endocrinology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 146 , 2709～ 2715
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61.ＲＩ施設

「単行本 /著書」

【著　　者】 井上浩義

【タイトル】 放射線の基礎

【書名・発行所】基礎医学・生物系の同位体実験 -放射性同位体・安定同位体・X線結晶解析の基
礎 -;慧文社刊

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 5～ 32

【著　　者】 井上浩義 (倉林正彦 ,山岸昌一編 )

【タイトル】 キサンチンオキシダーゼ

【書名・発行所】「酸化ストレスナビゲーター」メディカルレビュー社刊

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 48～ 49

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 放射線教育 :オフスクール学習からオンスクール学習への展開

【雑 誌 名】 広領域教育

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 59 , 56～ 58

【著　　者】 井上浩義 ,奥苑依里子 ,山崎真理子 ,D Shanthana Lakshmi

【論　　題】 どこでも放射線教育 -コラボレーション活動 -

【雑 誌 名】 ISOTOPE NEWS

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 6 , 18-20

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 IT技術を用いたオンライン放射線教材

【雑 誌 名】 RADIOISOTOPES

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 54 , 67-72

【著　　者】 井上浩義 ,山岸昌一

【論　　題】 放射線教育教材の開発と教育実践例 .

【雑 誌 名】 科教研報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 49～ 54
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【著　　者】 井上浩義 ,山崎真理子 ,甲斐原梢

【論　　題】 電気浸透隔膜法を用いた廃棄ホエイからの新規ラクトフェリン抽出方法

【雑 誌 名】 Milk Science

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 53 , 242-243

【著　　者】 井上浩義 ,坂井慈実

【論　　題】 運動負荷時に放出されるラクトフェリンとその役割

【雑 誌 名】 Milk Science

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 53 , 323-324

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 放射線教育におけるコラボレーション

【雑 誌 名】 久留米大学医学部放射性同位元素施設紀要

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 3 , 7-10

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 強イオン性陰イオン交換濾紙膜を用いた放射性ヨウ素廃水処理Ⅲ

【雑 誌 名】 久留米大学医学部放射性同位元素施設紀要

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 3 , 1-6

【著　　者】 Yamagishi S, Takeuchi M, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Inoue H

【論　　題】 Angiotensin II augments advanced glycation end-product-induced pericyte apoptosis
through RAGE overexpression.

【雑 誌 名】 FEBS Letter

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 579 , 4265-4270

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Inoue H

【論　　題】 Unique athoroprotective property of azelnidipine, a dihydropyridine-based calcium
antagonist.

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 65 , 155-157

【著　　者】 Inoue H, Yamagishi S

【論　　題】 Design of New Phosphate Binder, Anion Exchange Resin, based on Microcalorimeter
Measurements.

【雑 誌 名】 Lett Drug Design & Discovery

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 250-254
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【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Inoue H

【論　　題】 Acarbose is promissing therapeutic strategy for the treatment of patients with
nonalcholic steatohepatitis (NASH)

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 65 , 377-379

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Inoue H, Kikuchi S, Takeuchi M

【論　　題】 Possible participation of advanced glycation end products in the pathogenesis of
colorectal cancer in diabetic patients

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 64 , 1208-1210

【著　　者】 Yamagishi S, Takeuchi M, Inoue H

【論　　題】 Olmesartan medoxomil, a newly developed Angiotensin II Type 1 receptor antagonist,
protects against renal damage in advanced glycation end product (AGE)-injected rats.

【雑 誌 名】 Drug Exptl Clin Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 45-51

【著　　者】 Yamagishi S, Takeuchi M, Inoue H

【論　　題】 Renoprotective effects of azelnidipine, a dihydropyridine-based calcium antagonist in
advanced glycation end product (AGE)-injected rats.

【雑 誌 名】 Int J Tissue React

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 27 , 137～ 143

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Inoue H, Takeuchi M

【論　　題】 Met72Thr polymorphism of pigment epithelium-derived factor gene and susceptibility
to age-related macular degeneration.

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 64 , 1202-1204

【著　　者】 Amano S, Yamagishi S, Inagaki Y, Nakamura K, Takeuchi M, Inoue H, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits oxidative stress-induced apoptosis
and dysfunction of cultured retinal pericytes.

【雑 誌 名】 Microvasc Res

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 69 , 45-55
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【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Inoue H

【論　　題】 Therapeutic potentials of unicellular green alga chlorella in advanced glycation end
product (AGE)-related disorders.

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 65 , 935-955

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Inoue H, Kikuchi S, Takeuchi M

【論　　題】 Serum or cerebrospinal fluid levels of glyceraldehydde-derived advanced glycation
end products (AGEs) may be a promising biomarker for early detection of Alzheimer’
s disease.

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 64 , 1205-1207

「その他」

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 脱 !糖尿病宣言

【雑 誌 名】 はぴねすくらぶ

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 27 , 13～ 16

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 電気浸透隔膜法によるラクトフェリンの抽出

【雑 誌 名】 ジャパンフードサイエンス

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 44 , 58-62

【著　　者】 井上 浩義

【論　　題】 IT技術を用いたオンライン放射線教材

【雑 誌 名】 原子力百科事典 ATOMICA(オンラインデータベース )

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Inoue H, Yamasaki M, Lakshmi DS, Kojo T, Yamagishi S

【論　　題】 Effects of Supersonic Treatment on Lactoferrin Separation from Whey Waste using
Reversed Micellar System.

【雑 誌 名】 Membrane Science and Technology Conference (PERMEA 2005)

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 29～ 30
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【著　　者】 Inoue H, Lakshmi DS, Yamasaki M, Yamagishi S

【論　　題】 Removal of Pertechnetate ion, 99mTcCO4-, from Radioactive Waste using Anion
Exchange Paper Membrane.

【雑 誌 名】 Membrane Science and Technology Conference (PERMEA 2005)

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 198～ 199

【著　　者】 Inoue H

【論　　題】 Novel Separation Method of Lactoferrin from Whey using Electrodialysis or Reversed
Micellar System.

【雑 誌 名】 Biosquare 2005 (France Lyon)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 13

【著　　者】 Inoue H

【論　　題】 DNA aptamer against toxic advanced glycation end-products (AGEs).

【雑 誌 名】 BioSquare 2005 (France Lyon)

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 12

【著　　者】 Inoue H, Kagoshima M, Yamasaki M

【論　　題】 Radiation studied on the Internet  - on-line radiation teaching materials ‒ .

【雑 誌 名】 Proceedings of the third International Symposium on Radiation Education

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 455-461

【著　　者】 Inoue H, Kagoshima M

【論　　題】 Understanding and Awareness of Irradiated Food in Japanese Young Students.

【雑 誌 名】 Proceedings of the third International Symposium on Radiation Education

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 462-467

61.ＲＩ施設

- 285 -



62.情報教育センター旭町分室

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Fujita H, Sueyoshi S, Tanaka T, Tanaka Y, Sasahara H, Shirouzu K, Suzuki G,
Hayabuchi N, Inutsuka H.

【論　　題】 Prospective non-randomized trial comparing
esophagectomy-followed-by-chemoradiotherapy versus
chemoradiotherapy-followed-by-esophagectomy for T4 esophageal cancers.

【雑 誌 名】 J Surg Oncol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 90 , 209～ 219
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63.画像診断センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 安陪等思 ,広畑 優 ,竹内靖治

【タイトル】 ダブルカテーテル法を用いて bleb内にコイルを入れずに塞栓し得た脳底動脈先端
部破裂脳動脈瘤

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療 -最新症例集 -
先端医療技術研究社 	東京

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 154-155

【著　　者】 安陪等思 ,広畑 優

【タイトル】 ネッククリッピング術後 9年目にくも膜下出血を来した再発脳動脈瘤に対する塞
栓術

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療 -最新症例集 -
先端医療技術研究社 	東京

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 240-241

【著　　者】 安陪等思 ,広畑 優

【タイトル】 脳動脈瘤の治療に求められる血管造影装置の機能と放射線防護

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療 -最新症例集 -
先端医療技術研究社 	東京

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16-22

【著　　者】 広畑 優 ,藤村直子 ,安陪等思

【タイトル】 前大脳動脈水平部脳動脈瘤

【書名・発行所】脳動脈瘤の血管内治療 -最新症例集 -
先端医療技術研究社 	東京

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 166-167

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 藤本公則、上甲 剛、ほか

【論　　題】 慢性腎不全と長期血液透析患者にみられる胸部合併症 :病態生理と画像診断

【雑 誌 名】 臨床画像

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 21 , 1150～ 1165
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【著　　者】 河村誠治・福島重廣・吉永幸靖・川田秀道・三浦久夫・宮川照生・福留良文・梅
崎典良・
石橋正敏・森田誠一郎・早渕尚文

【論　　題】 骨シンチグラフィへの経時的差分画像法適用に関する研究

【雑 誌 名】 日本放射線技術学会雑誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 61 , 997～ 1005

【著　　者】 藤本　公則

【論　　題】 Dynamic MRIによる肺腫瘤の良、悪性の鑑別

【雑 誌 名】 断層映像研究会雑誌

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 32 , 115～ 121

【著　　者】 力丸 徹 ,米光純子 ,嶋田亜希子 ,古賀亜子 ,西山 守 ,橋本好司 ,棚町千代子 ,藤本
公則 ,佐川公矯 ,相澤久道

【論　　題】 真菌血症より分離された Candidaに対する各種抗真菌薬の in vitro抗真菌活性

【雑 誌 名】 感染症学雑誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 79 , 20～ 24

【著　　者】 藤本公則、佐土原順子、甲斐田勇人、ほか

【論　　題】 非小細胞肺癌における縦隔・肺門リンパ節転移診断 :CT, MRI, FDG-PETにつぃて

【雑 誌 名】 臨床画像

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 22 , 38～ 49

【著　　者】 坂本菊男、宮嶋義巳、中島 格、田中法瑞、安陪等思、早渕尚文

【論　　題】 鼻副鼻腔癌の選択的動注化学療法 -適応と限界 -

【雑 誌 名】 頭頚部癌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 31 , 408-412

【著　　者】 藤村直子、広畑 優、安陪等思、原 真弥、重森 稔

【論　　題】 後頭動脈塞栓後に胸鎖乳突筋の虚血を来した横・S状静脈洞部硬膜動静脈瘻の 1
症例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 33 , 43-48
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【著　　者】 安陪等思、谷川 仁、田中法瑞、内山雄介、早渕尚文

【論　　題】 脳神経血管内治療における頭部ファントムの開発 -患者皮膚線量計測の標準化に
向けて

【雑 誌 名】 INNERVISION

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 65

【著　　者】 内山雄介、小島和行、安陪等思、田中法瑞、早渕尚文

【論　　題】 咽頭領域における悪性腫瘍の画像診断

【雑 誌 名】 映像情報Medical

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 37 , 598-606

【著　　者】 内山大治、小金丸雅道、安陪等思、富田直史、野々下政昭、檜垣賢作、坂本照夫、
早渕尚文

【論　　題】 原因に segmental mediolytic arteriopathyが疑われた腹腔内出血症例に対し塞栓術
が有用であった 1例

【雑 誌 名】 日本インターベンショナルラジオロジー学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 278-281

【著　　者】 西原聖顕、川越伸俊、松岡 啓、野々下政昭、小金丸雅道、安陪等思、元森昭夫

【論　　題】 N-butyl 2-cyanoacrylate(NBCA)を用いた経カテーテル動脈塞栓術が奏功した腎動
静脈奇形の 1例

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67 , 132-135

【著　　者】 Tsubamoto M, Muller NL, Johkoh T, Ichikado K, Taniguchi H, Kondoh Y, Fujimoto
K, et al

【論　　題】 Pathologic sungroups of nonspecific interstitial pneumonia: differential diagnosis from
other idiopathic interstitial pneumonias on high-resolution computed tomography

【雑 誌 名】 J Comput Assist Tomogr

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 29 , 793～ 800

【著　　者】 Terasaki H, Fujimoto K, Muller NL, et al

【論　　題】 Pulmonary sarcoidosis: comparison of findings of inspiratory and expiratory
high-resolution CT and pulmonary function tests between smokers and nonsmokers

【雑 誌 名】 Am J Roentgenol

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 185 , 333～ 338
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【著　　者】 Koga T, Ikeda J, Fujimoto K, Takamori S, Kinoshita M, Aizawa H

【論　　題】 Recurrent pneumonia in a 38-year-old female (Bronchial leiomyoma and secondary
bronchiectasis)

【雑 誌 名】 Breathe

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 1 , 341-344

【著　　者】 Silva CIS, Müller NL, Fujimoto K, Johkoh T, Azen SA, Churg A

【論　　題】 Churg-Strauss Syndrome: High Resolution CT and Pathologic Findings

【雑 誌 名】 J Thorac Imaging

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 20 , 74-80

【著　　者】 Screaton NJ, Hiorns MP, Lee KS, Franquet T, Johkoh T, Fujimoto K, Ichikado K,
Colby TV, Müller NL

【論　　題】 Serial high resolution CT in non-specific interstitial pneumonia: prognostic value of
the initial pattern

【雑 誌 名】 Clinical Radiology

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 60 , 96-104

「その他」

【著　　者】 川田　秀道

【論　　題】 シカゴ大学短期留学報告書

【雑 誌 名】 日本放射線技術学会雑誌

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 61 , 1106～ 1110

【著　　者】 安陪等思

【論　　題】 放射線防護の基礎知識

【雑 誌 名】 第 21回日本脳神経血管内治療学会総会 CEPテキスト

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 132-135

【著　　者】 安陪等思

【論　　題】 IVR関連 外国雑誌の紹介

【雑 誌 名】 日本血管造影・インターベンショナルラジオロジー学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 311-312
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【著　　者】 安陪等思

【論　　題】 講義は LIVEだ !

【雑 誌 名】 医学教育ニュース

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 4
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64.臨床検査部

「単行本 /著書」

【著　　者】 単著 :東谷 孝徳   編者 :大戸 斉

【タイトル】 輸血後発熱副作用がみられた自己血輸血

【書名・発行所】症例に学ぶ EBM指向輸血検査・治療 医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 161～ 165

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 釘嶋 美穂 ,池田 かおり ,岡村 禎子 ,松下 時子 ,村田 きよみ ,平川 道子 ,渡邉 美千
子 ,川野 洋之 ,佐川 公矯

【論　　題】 貯血式自己血採血クリニカルパスを改訂し患者の安全・安楽を図る

【雑 誌 名】 自己血輸血

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 18 , 96～ 99

【著　　者】 和田 裕子 ,古賀 亮子 ,堺 夕美子 ,村田 きよみ ,平川 道子 ,渡邉 美千子 ,佐川 公矯

【論　　題】 貯血式自己血輸血採血のオリエンテーションの改善

【雑 誌 名】 自己血輸血

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 18 , 100～ 105

【著　　者】 力丸 徹 ,米光 純子 ,嶋田 亜希子 ,古賀 亜子 ,西村 守 ,橋本 好司 ,棚町 千代子 ,藤
本 公則 ,佐川 公矯 ,相澤 久道

【論　　題】 真菌血症により分離された Candidaに対する各種抗真菌薬の in vitro抗真菌活性

【雑 誌 名】 感染症学雑誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 79 , 20～ 24

【著　　者】 中田 一徳 ,橋本 好司 ,小山田 一法 ,宮崎 雅秀 ,棚町 千代子 ,糸山 貴子 ,
堀田 吏乃 ,福島 奈央 ,佐川 公矯

【論　　題】 冷却塔におけるレジオネラ属菌の検出状況について -年間を通しての監視の必要
性 -

【雑 誌 名】 日本臨床微生物学雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 107～ 110
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「その他」

【著　　者】 佐川　公矯

【論　　題】 自己血輸血ガイドライン改訂 3版 (案 )の改訂点

【雑 誌 名】 自己血輸血

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 18 , 158～ 163

【著　　者】 真茅 孝志 ,山下 大輔 ,佐野 茂 ,杉原 学 ,戸畑 裕志 ,加納 龍彦

【論　　題】 パルスオキシメータに関するマニキュアの影響

【雑 誌 名】 医科器械学

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 75 , 704～ 705

【著　　者】 佐川　公矯

【論　　題】 エリスロポエチン

【雑 誌 名】 Medical Technology

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 33 , 722～ 723

【著　　者】 石原　宏朗

【論　　題】 小児の検査値とパニック値

【雑 誌 名】 小児看護

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 28 , 466～ 470

【著　　者】 東谷 孝徳 ,佐川 公矯

【論　　題】 不規則抗体がある場合の輸血準備

【雑 誌 名】 麻酔科診療プラクティス 周術期の輸液・輸血療法

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 152～ 153

【著　　者】 田代　恭子

【論　　題】 線溶にやさしいデータを求めるには～発信する情報の確実性を追う～

【雑 誌 名】 第 18回博多シンポジウム

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 89～ 103

【著　　者】 佐川　公矯

【論　　題】 輸血に関するガイドライン

【雑 誌 名】 日本外科学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 106 , 7～ 12
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65.中央手術部

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 渡邉誠之 , 平木照之 , 上田伸英 , 山本洋介 , 原 将人 , 加納龍彦

【論　　題】 人工股関節手術における術中超音波陽性塞栓子と術直後の肺塞栓症について

【雑 誌 名】 Therapeutic Research

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 26 , 1168-1171

【著　　者】 Moriyama M, Watanabe S, Hiraki T, Kano T, Okawa T, Ishibashi M

【論　　題】 Relationship between intraoperative transoesophageal echocardiography findigs and
perfusion lung scintigraphy results on first postoperative day

【雑 誌 名】 British Journal of  Anaesth

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 94 , 607-612

「その他」

【著　　者】 上田直行 , 平木照之 , 新山修平

【論　　題】 臨床麻酔で筋弛緩モニターを活用しよう !―誰にでもできるモニター法―

【雑 誌 名】 LiSA

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 ,  646-650
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66.高度救命救急センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫

【タイトル】 アルコール性脳症を疑ったらビタミン B1

【書名・発行所】 ER救急医療の方向性を探る (救急医学、9月臨時増刊号 )、へるす出版

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 29 , 1531-1534

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 塩見直人、徳富孝志、宮城知也、香月裕志、前田充秀、重森 稔

【論　　題】 緊急穿頭術を施行した急性硬膜下血腫重症例の治療成績

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 28 , 33～ 39

【著　　者】 宮城尚久、青木孝親、土井 亮、古賀さとみ、前田充秀、広畑 優、徳富孝志、重森
稔

【論　　題】 延髄の充実性巨大血管芽腫の 1手術例

【雑 誌 名】 脳神経外科ジャーナル

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 14 , 713～ 717

【著　　者】 檜垣賢作、坂本照夫、山下典雄、秦 洋文、小金丸雅道

【論　　題】 腸間膜損傷に対する IVRの有用性

【雑 誌 名】 日本腹部救急医学会雑誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 25 , 809-813

【著　　者】 宮城知也、香月裕志、塩見直人、徳富孝志、重森 稔、山下典雄、坂本照夫

【論　　題】 脳出血を合併した HELLP症候群と考えられた 2症例 .

【雑 誌 名】 日本神経救急学会雑誌

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 18 , 62-64

【著　　者】 宮城尚久、盛満人之、藤村直子、福島慎太郎、前田充秀、広畑 優、徳富孝志、重
森 稔

【論　　題】 内頸静脈を通じ頭蓋外へと進展した髄膜腫の 1手術例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 33 , 271～ 275
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【著　　者】 藤村直子、広畑 優、安陪等思、原 真弥、重森 稔

【論　　題】 後頭動脈塞栓後に胸鎖乳突筋の虚血を来たした横・S状静脈洞部硬膜動静脈瘻の 1
症例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 33 , 43～ 48

【著　　者】 香月裕史 , 土井亮 , 塩見直人 , 徳富孝志 , 重森稔

【論　　題】 神経外傷における preventable trauma death例の検討 .

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 28 , 59~62

【著　　者】 前田充秀、原田博史、兼行詩子、吉村潤子、神代正道

【論　　題】 大腿原発Myxofibrosarcomaの 1例ー主に免疫組織化学上の pitfallについてー

【雑 誌 名】 診断病理

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 284～ 288

「その他」

【著　　者】 坂本照夫、山下典雄、宇津秀晃、高松学文、秦 洋文、廣橋伸之、最所純平

【論　　題】 心大血管疾患症例に対するドクターヘリの効果

【雑 誌 名】 第 12回日本航空医療学会総会 (シンポジウム )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫、最所純平、廣橋伸之、高松学文、宇津秀晃、秦 洋文

【論　　題】 救急車現着前にドクターヘリ出動要請された症例の検討

【雑 誌 名】 第 12回日本航空医療学会総会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫、最所純平、廣橋伸之、高松学文、宇津秀晃、吉無田太郎

【論　　題】 救命士による処置範囲拡充とドクターヘリ全国展開の提案

【雑 誌 名】 第 33回日本救急医学会総会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫、最所純平、廣橋伸之、高松学文、宇津秀晃、吉無田太郎

【論　　題】 3次救急医療主体の併設型救命救急センターの採算性

【雑 誌 名】 第 33回日本救急医学会総会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】
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【著　　者】 山下典雄

【論　　題】 FAST(focused assessment with sonography for trauma)による腹部外傷の診断、

【雑 誌 名】 カレントテラピー

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 23 , 23-27

【著　　者】 高松学文、坂本照夫、宇津秀晃

【論　　題】 重症急性膵炎

【雑 誌 名】 腎と透析

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 58 , 738-742

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫、廣橋伸之、高松学文、秦 洋文、宇津秀晃

【論　　題】 重症外傷患者におけるドクターヘリの有効性 -年度間比較 -

【雑 誌 名】 第 19回日本外傷学会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫

【論　　題】 心肺停止 5Hと 5Tを見逃すな !.

【雑 誌 名】 レジデントノート

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 7 , 37-43

【著　　者】 山下典雄、坂本照夫、最所純平、志田憲彦、廣橋伸之、吉無田太郎、宇津秀晃、
高松学文

【論　　題】 イレウス管の長期留置にて小腸出血を起こした重症急性膵炎の 1症

【雑 誌 名】 第 8回日本臨床救急医学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 高松学文、坂本照夫、宇津秀晃、吉無田太郎、廣橋伸之、志田憲彦、山下典雄、
最所純平、西村宗胤、今井達也、菊間幹太、守崎勝悟

【論　　題】 重症膵炎への有効的な血液浄化法の適応

【雑 誌 名】 ICUと CCU

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 29 , s135-s137

【著　　者】 山下典雄、最所純平、志田憲彦、廣橋伸之、高松学文、宇津秀晃、吉無田太郎、
菊間幹太、坂本照夫

【論　　題】 熱射病に対する血液浄化法の適応について

【雑 誌 名】 第 32回日本集中治療医学会総会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】
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【著　　者】 疋田茂樹、坂本照夫、秦 洋文、山下典雄、田中英二、今井達也、牛島正貴

【論　　題】 ショックによる肝機能低下とその対策 .

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 29 , 69-72
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67.大学病院リハビリ部

「単行本 /著書」

【著　　者】 志波直人、梅津祐一

【タイトル】 腰痛

【書名・発行所】最新リハビリテーション医学第 2版

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 351-355

【著　　者】 田篭久実、今石喜成、西村久徳、志波直人 :島田洋一、高橋仁美編者

【タイトル】 骨関節疾患の理学療法。股、大腿。、112-133, 2005.

【書名・発行所】リハ実践テクニック メジカルビュー社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 112～ 133

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 志波直人、松瀬博夫、名護健、梅津祐一、田川善彦

【論　　題】 宇宙環境で有効な骨格筋維持装置開発の研究。

【雑 誌 名】 Space Utilization Research
http://surc.isas.jaxa.jp/SpaceUtilizRes/Articles/075_Shiba.pdf

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 21 , 236-239

【著　　者】 志波直人、名護健、松瀬博夫、岩佐聖彦、前田貴司、広田圭介、荻野美佐、梅津
祐一、永田見生、田川善彦、松尾重明、山本敏泰

【論　　題】 拮抗筋電気刺激を用いた上肢、下肢の運動療法

【雑 誌 名】 生体医工学

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 43 , 193

【著　　者】 伊藤 毅 ,田中翔一朗 ,竹内一行 ,田川善彦 ,志波直人 ,Jeffrey R. Basford

【論　　題】 極限環境下におけるヒトの筋骨格系への効果的運動法に関する研究

【雑 誌 名】 日本機械学会論文集 C編

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 71 , 3231-3238

【著　　者】 志波直人、田篭久実

【論　　題】 ここまで知っておきたい痛みへのアプローチ⑰痛みのある患者への生活指導―歩
行補助具― 3.変形性関節症における疼痛と歩行補助具―変形性股関節症を中心に
―。

【雑 誌 名】 痛みと臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 5 , 60-65
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【著　　者】 志波直人、田川善彦、大島博

【論　　題】 スペースメディスン (航空宇宙医学 )への応用が期待される電気刺激療法。特集 /
新時代の運動器リハビリテーション。

【雑 誌 名】 整形外科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 56 , 1141-1148

【著　　者】 志波　直人

【論　　題】 整形外科看護のウソ ?ホント ?

【雑 誌 名】 整形外科看護

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 10 , 48-49

「その他」

【著　　者】 志波直人、田川善彦

【論　　題】 宇宙医学への応用が期待される骨格筋電気刺激―産官学連携へのわれわれの取り
組み―。

【雑 誌 名】 第 12回日本 FES研究会学術講演会特別講演。2005.12.3.東北

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 志波　直人

【論　　題】 電気刺激を用いた骨格筋収縮についてー筋骨格系廃用に対する取り組みー。

【雑 誌 名】 第 12回日本リハビリテーション医学会北海道地方会リハビリテーション分科会 ,
2005.10.8. 札幌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 志波　直人

【論　　題】 リハビリテーションで用いる電気刺激についてーとくに電気刺激による骨格筋収
縮についてー。

【雑 誌 名】 鹿児島整形外科教育研修会北薩地区地方会、2005.5.17.川内

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 志波直人、名護健、松瀬博夫、岩佐聖彦、前田貴司、広田圭介、荻野美佐、梅津
祐一、永田見生、田川善彦、松尾重明、山本敏泰

【論　　題】 拮抗筋電気刺激を用いた上肢、下肢の運動療法。

【雑 誌 名】 第 44回日本生体医工学大会、2005.4.26.筑波

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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【著　　者】 志波　直人

【論　　題】 宇宙空間で筋力維持効果のあるインテリジエントスーツの開発について。

【雑 誌 名】 JAXA産官学ユニット第 5回宇宙での生活支援研究会。2005.4.12.東京

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 志波　直人

【論　　題】 宇宙医学への電気刺激の応用

【雑 誌 名】 宇宙航空開発機構 (JAXA)筑波宇宙センター技術ユニット・サブユニット特別講
演会、2005.3.8.筑波

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 志波直人 ,松瀬博夫 ,名護健 ,梅津祐一 ,田川善彦

【論　　題】 宇宙空間で有効な筋力維持装置開発の研究。

【雑 誌 名】 第 21回宇宙利用シンポジウム、2005.1.12、東京

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 Naoto Shiba, Hiroo Matsuse, Takeshi Nago, Yuichi Umezu, and Yoshihiko Tagawa

【論　　題】 Development of a Device To Maintain Skeletal Muscle Mass and Strength In Space

【雑 誌 名】 56th International Astronautical Congress, 2005.10.15-21. Fukuoka

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】
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68.放射線治療センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 鈴木 弦

【論　　題】 臓器温存療法を目指した T1～ 2下咽頭癌に対する放射線治療 当院におけるチー
ム医療の役割

【雑 誌 名】 臨床放射線

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 50 , 1243-1249

【著　　者】 江藤英博、鈴木 弦、淡河恵津世、早渕尚文、佐々木優、板野 哲

【論　　題】 甲状軟骨に転移した肝細胞癌の 1例

【雑 誌 名】 臨床放射線

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 50 , 1103-1106

【著　　者】 千々和秀記、進武一郎、宮嶋義巳、梅野博仁、中島 格、鈴木 弦、早渕尚文

【論　　題】 下咽頭癌症例の郭清転移リンパ節の病理所見と追加治療の選択

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 31 , 475-480

【著　　者】 Hiromasa Fujita,Susume Sueyoshi,Toshiaki Tanaka,Yuichi Tanaka,Satoru
Matono,Naoki Mori,Kazuo Shiouzu,Hideaki Yamana,Gen Suzuki,Naofumi
Hayabuchi,
Masasuke Matsui

【論　　題】 Esophagectomy:Is it necessary after chemoradiotherapy for a locally advanced T4
esophageal cancer? Prospective nonrandomized trial comparing chemoradiotherapy
with surgery versus without surgery

【雑 誌 名】 World J Surg

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 29 , 25-31

【著　　者】 Hiromasa Fujita,Susumu Sueyoshi,Toshiaki Tanaka,Yuichi Tanaka,Hiroko Sasahara,
Kazuo Shirouzu,Gen Suzuki, Naofumi Hayabuchi,Hiroki Inutsuka

【論　　題】 Prospective non-randomized trial comparing
esophagectomy-followed-by-chemoradiotherapy versus
chemoradiotherapy-followed-by esphagectomy for T4 esophageal cancers

【雑 誌 名】 J Surg Oncol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 90 , 209-219
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「その他」

【著　　者】 鈴木 弦、魚住 淳、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、早渕尚文

【論　　題】 胃リンパ腫の放射線治療後粘膜障害

【雑 誌 名】 第 18回日本放射線腫瘍学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 末藤大明、鈴木 弦、倉田精二、江藤英博、魚住 淳、淡河恵津世、早渕尚文

【論　　題】 食道表在癌 -Ir-RALS線量に関する検討 -

【雑 誌 名】 第 18回日本放射線腫瘍学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、稲田浩子、寺崎瑞彦、鈴木 弦、江藤英博、末藤大明、大倉 順、川田
秀道、
小野博志、福留良文、早渕尚文

【論　　題】 小児の放射線治療における頭頚部固定用シェルの工夫

【雑 誌 名】 第 21回日本小児がん学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 中村和正、塩山善之、河島光彦、斉藤吉弘、中村直樹、荒谷和紀、中田健生、晴
山雅人、
高田崇裕、唐澤久美子、鈴木 弦、渡辺俊一、萬 篤憲、立花弘之、早渕尚文、本田
浩、
山田章吾

【論　　題】 早期下咽頭癌に対する放射線治療成績の検討

【雑 誌 名】 第 43回日本癌治療学会総会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、淡河恵津世、寺崎 洋、藤本公則、江藤英博、末藤大明、石橋正敏、早渕
尚文

【論　　題】 肺腫瘍に対する多門照射後効果判定

【雑 誌 名】 第 18回筑後放射線腫瘍懇話会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 末藤大明、鈴木 弦、江藤英博、淡河恵津世、辻 千代子、服部睦行、早渕尚文

【論　　題】 CT治療計画で注意すべき症例

【雑 誌 名】 第 17回九州放射線治療セミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】
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【著　　者】 辻 千代子、鈴木 弦、服部睦行、末藤大明、江藤英博、淡河恵津世、早渕尚文

【論　　題】 転移性肺腫瘍に対する多門照射後に重症放射線肺炎を呈した症例

【雑 誌 名】 第 17回九州放射線治療セミナー

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 江藤英博、鈴木 弦、藤村敏子、淡河恵津世、早渕尚文、佐々木優、板野 哲、黒木
淳一

【論　　題】 原発性肝細胞癌の甲状軟骨転移の 2例

【雑 誌 名】 第 29回日本頭頸部癌学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 千々和秀記、坂本菊男、梅野博仁、中島 格、鈴木 弦、早渕尚文

【論　　題】 郭清リンパ節の病理所見による追加治療の選択

【雑 誌 名】 第 29回日本頭頸部癌学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、鈴木 弦、江藤英博、早渕尚文、藤井輝彦

【論　　題】 乳房温存術後放射線治療時の病衣についての検討

【雑 誌 名】 第 13回日本乳癌学会総会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、魚住 淳、江藤英博、末藤大明、淡河恵津世、辻 千代子、服部睦行、早
渕尚文

【論　　題】 胃リンパ腫の放射線治療後に生じた GAVE(gastro antrum vascular ectagia)の 1例

【雑 誌 名】 第 17回九州放射線治療セミナー

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、早渕尚文、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、田中法瑞、坂本菊男、
千々和秀記、梅野博仁、中島 格

【論　　題】 聴器癌に対する化学放射線療法の治療成績

【雑 誌 名】 第 29回日本頭頸部癌学会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、寺崎瑞彦、田中真紀、安陪等思、辻 千代子、末藤大明、江藤英博、
鈴木 弦、早渕尚文

【論　　題】 乳癌の髄膜転移

【雑 誌 名】 第 23回九州乳癌治療研究会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】
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【著　　者】 淡河恵津世、藤本公則、鈴木 弦、江藤英博、末藤大明、早渕尚文

【論　　題】 乳房温存療法後の放射線治療の影響

【雑 誌 名】 第 10回九州乳癌懇話会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 魚住 淳、鈴木 弦、有川俊二、富田直史、内田政史、早渕尚文

【論　　題】 胃リンパ腫の放射線治療後粘膜障害

【雑 誌 名】 第 69回日本消化器内視鏡学会総会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、早渕尚文、淡河恵津世、江藤英博、千々和秀記、坂本菊男、梅野博仁、
中島 格

【論　　題】 臓器温存を目指した T1-2下咽頭癌に対する放射線治療

【雑 誌 名】 第 64回日本医学放射線学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 淡河恵津世、鈴木 弦、江藤英博、大倉 順、川田秀道、小野博志、掃本和一、早渕
尚文

【論　　題】 乳房温存術後放射線治療時の病衣の開発についての検討

【雑 誌 名】 第 64回日本医学放射線学会総会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 千々和秀記、梅野博仁、中島 格、井上要二郎、山内俊彦、清川兼輔、鈴木 弦、早
渕尚文

【論　　題】 下咽頭癌 T3・T4症例の治療経験

【雑 誌 名】 第 5回久留米・佐賀頭頸部フォーラム

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦、淡河恵津世、江藤英博、早渕尚文、千々和秀記、梅野博仁、中島 格、王
丸光一、山内俊彦、清川兼輔

【論　　題】 放射線皮膚炎に対する低出力レベルレーザーの初期経験

【雑 誌 名】 第 5回久留米・佐賀頭頸部フォーラム

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

68.放射線治療センター

- 305 -



【著　　者】 江藤英博、鈴木 弦、淡河恵津世、中村真衣子、藤吉啓造、嘉村敏治、吉川雄之、
早渕尚文

【論　　題】 子宮頸癌の放射線治療後に発症した二次性悪性腫瘍の 3例

【雑 誌 名】 第 17回筑後放射線腫瘍懇話会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 江藤英博、鈴木 弦、淡河恵津世、早渕尚文、佐々木優、板野 哲

【論　　題】 甲状軟骨に転移した肝細胞癌の 1例

【雑 誌 名】 第 160回日本医学放射線学会九州地方会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 辻 千代子、淡河恵津世、鈴木 弦、江藤英博、早渕尚文、平井 裕

【論　　題】 7年間無治療で経過した進行乳癌の放射線化学療法の 1例

【雑 誌 名】 第 2回日本乳癌学会地方会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 服部睦行、鈴木 弦、江藤英博、淡河恵津世、中村真衣子、早渕尚文、梅野博仁、
中島 格、鈴木 聡、大曲淳一

【論　　題】 化学放射線療法を施行した蝶形骨洞癌の一例

【雑 誌 名】 第 160回日本医学放射線学会九州地方会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 鈴木 弦

【論　　題】 悪性腫瘍の栄養管理

【雑 誌 名】

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 Etsuyo Ogo, Toshi Abe, Hiroaki Suefuji, Hidehiro Eto, Gen Suzuki, Naofumi
Hayabuchi

【論　　題】 Radiation oncology and radiobiology (Outocome reseach and quality)
Trials of decreasing stress in radiotherapy especially for children and women

【雑 誌 名】 Radiological Society of North America RSNA2005

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】
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69.人工腎臓センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 野口正典、末金茂高、冨安克郎、松岡啓、尾畑やよい、吉田和美、溝口順子、峯
孝志、山田亮、伊東恭悟

【論　　題】 再燃前立腺癌に対するテーラーメイド型癌ペプチドワクチン療法

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 67 , 376-384

【著　　者】 末金茂高、松岡啓、飯田如、井上通朗、江口善朗、松尾光哲

【論　　題】 再発した表在性膀胱腫瘍に対する外来でのレーザー治療

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Endourology and ESWL

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 18 , 143-146

【著　　者】 Nishida H,Kaida H,Ishibashi M,Baba K,Kouno k,Okuda S

【論　　題】 Evaluation of exercise-induced acute renal failure in renal hypouricemai using Tc-99m
DTPA renography

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 19 , 325~329

【著　　者】 Kaida H,Ishibashi M,Nishida H,Baba K,Hiromatsu Y,Okuda S,Hayabuchi N

【論　　題】 Usefulness of whole PTH assay in patients with renal osteodystrophy -Correlation with
bone scintigraphy

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 19 , 179~184

【著　　者】 Nishida H,Kaida H,Ishibashi M,Hiromatsu Y,Baba K,Iida S,Okuda s

【論　　題】 Usefulness of bone uptake ratio of bone scintigraphy in hemodialysis patients

【雑 誌 名】 Annals of Nuclear Medicine

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 19 , 91~94

【著　　者】 Masanori Noguchi, Kyogo Itoh, Akihisa Yao, Takashi Mine, Akira Yamada, Yayoi
Obata, Masatoshi Furuta, Mamoru Harada, Shigetaka Suekane and Kei Matsuoka.

【論　　題】 Immunological evaluation of individualized peptide vaccination with a low dose of
estramustine for HLA-A24+HRPC patients

【雑 誌 名】 The Prostate

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 63 , 1-12
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【著　　者】 Nishida H,Ishibashi M,Hiromatsu Y,Kaida H,Baba K,Miyake I,Ikedo H,Kato
S,Fukami K,Iida S, OKuda S

【論　　題】 Comparison of Histological Findings and Parathyroid Scintigraphy in Hemodialysis
Patients with Secondary Hyperparathroid Glands

【雑 誌 名】 Endocrine Journal

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 223~228

「その他」

【著　　者】 Kei Fukami,Mark E Cooper,Josephine M Forbes

【論　　題】 Agents in development for the treatment of diabetic nephropathy

【雑 誌 名】 Expert Opin. Investing.Drugs

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 14 , 279~294
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70.臨床研修管理センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 宮原 茂

【論　　題】 γーセミノプロテイン

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 63 , 698-701

【著　　者】 宮原茂、高森信三、原田大

【論　　題】 新しい臨床研修制度の現状と問題点

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 68 , 28-36
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71.病理部

「単行本 /著書」

【著　　者】 鹿毛政義 (単著 )
戸田剛太郎、税所宏光、寺野 彰、幕内雅敏 (編者 )

【タイトル】 非アルコ -ル性脂肪肝炎 (NASH)の病理診断

【書名・発行所】 Annual Review  消化器
中外医学社

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 36～ 40

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 原田博史、河原明彦、横山俊朗、有馬信之

【論　　題】 頸部リンパ節転移巣にて著明な Rhabdoid transformationを呈した甲状腺乳頭癌の
1例

【雑 誌 名】 日本臨床細胞学会九州連合会雑誌

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 36 , 113-118

【著　　者】 河原明彦、横山俊朗、鹿毛政義、

【論　　題】 消化管間質腫瘍 (Gastrointestinal stromal tumor)の悪性度評価における KIT蛋白の
発現強度と細胞形態の関係

【雑 誌 名】 医学検査

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 54 , 1394-1399

【著　　者】 隈部 力、加治亮平、荒川正博、小野崇典、末藤大明、倉田精二、早渕尚文、佐田
通夫
鹿毛政義

【論　　題】 アメ -バ性肝膿瘍の 1例

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 7 , 231～ 233

【著　　者】 R Seki, T Okumura, IT Maruyama, K tanaka, T Ide, M Kage, M Sata, N Uyesaka

【論　　題】 Quantitave Stusies on the impaired filterability of erythrocytes from patients
with liver cirrhosis

【雑 誌 名】 日本バイオレオロジ -学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 19 , 50～ 59
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【著　　者】 高梨訓博、宮西浩嗣、高田弘一、高橋 稔、奥田敏徳、石渡裕俊、古川孝広、高山
哲治
佐藤康史、鹿毛政義、加藤淳二、新津洋司郎

【論　　題】 経動脈性門脈造影下 CTにて濃染した、尾状葉を中心とする巨大肝過形成結節の 1
例

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 46 , 208～ 214

【著　　者】 Akihiko Kawahara, Hiroshi Harada, Toshiro Yokoyama, Masayoshi Kage,

【論　　題】 p63 Expression of Clear Myoepithelial Cells in Epithelial-Myoepitjelial Carcinoma of
the Salivary Gland A Useful Marker for Naked myoepithelial Cells in cytology

【雑 誌 名】 Cancer Cytopathology

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 105 , 240-245

【著　　者】 Toshiro Yokoyama, Akihiko Kawahara,Masayoshi Kage,Masamichi Koujiro,
Hideki Takayasu, Takashi Sato,

【論　　題】 Image Analysis of Irregularity of Cluster Shape in Cytological Diagnosis of Breast
Tumors: Cluster Analysis with 2D Fractal Dimension

【雑 誌 名】 Diagnositic Cytopathology

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 33 , 71-77

【著　　者】 Zen Y, Harada K, Sasaki M, Tsuneyama K, Matsui K, Haratake J, Sakisaka
S,Maeyama S,
Yamamoto K, Nakano M, Shimamatsu K, Kage M, Kurose N, Uchiyama A, Kaizaki
Y, Toda G, NakanumaY

【論　　題】 Are bile duct lesions of primary biliary cirrhosis distinguishable from those of
autoimmune hepatitis and chronic viral hepatitis?
Interobserver histological agreement on trimmed bile ducts

【雑 誌 名】 J. Gastroenterol

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 40 , 164～ 170

「その他」

【著　　者】 原田博史 ,河原明彦

【論　　題】 唾液腺腫瘍における筋上皮系細胞の免疫組織化学的評価と診断上の問題点につい
て

【雑 誌 名】 日本唾液腺学会雑誌

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 46 , 69～ 78
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【著　　者】 横山俊朗 河原明彦 山口知彦 安倍秀幸 吉田友子 鹿毛政義 藤井輝彦 横山吾郎

【論　　題】 乳癌再発予後因子としての核形態学的検討

【雑 誌 名】 第 44回日本臨床細胞学会秋期大会 (奈良 )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 多比良朋希 安倍秀幸 山口知彦 河原明彦 吉田友子 横山俊朗 内藤嘉紀 岡部義信
山口 倫 鹿毛政義

【論　　題】 膵管内乳頭粘液性 (IPMN)の細胞学的検討

【雑 誌 名】 第 44回日本臨床細胞学会秋期大会 (奈良 )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 河原明彦、原田博史、横山俊朗、鹿毛政義、

【論　　題】 新報告様式に基づいた唾液腺穿刺吸引細胞診ーその利点の問題点ー

【雑 誌 名】 第 44回日本臨床細胞学会秋期大会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 山口知彦 河原明彦 横山俊朗 鹿毛政義 黒木美菜 藤吉直樹 大田俊一郎 藤吉啓造
牛嶋公生 嘉村敏治

【論　　題】 有茎性外陰部腫瘍の一例

【雑 誌 名】 第 21回日本臨床細胞学会福岡県支部総会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 安倍秀幸 多比良朋希 山口知彦 河原明彦 吉田友子 横山俊朗 神代咲子 矢野博久
鹿毛政義

【論　　題】 Subependymal giant cell astrocytomaの一例

【雑 誌 名】 第 21回日本臨床細胞学会福岡県支部総会 (福岡 )

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 河野光一郎 藤吉啓造 藤吉直樹 牛嶋公生 嘉村敏治 山口知彦 鹿毛政義

【論　　題】 大量の胸水を伴った卵黄嚢腫瘍の一例

【雑 誌 名】 第 21回日本臨床細胞学会九州連合会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 横山俊朗 河原明彦 山口知彦 安倍秀幸 多比良朋希 吉田友子 鹿毛政義 藤井輝彦
横山吾郎

【論　　題】 乳房転移性腫瘍 (Signet-ring cell carcinoma)の一例

【雑 誌 名】 第 21回日本臨床細胞学会九州連合会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】
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【著　　者】 横山俊朗 河原明彦 山口知彦 安倍秀幸 多比良朋希 吉田友子 鹿毛政義 藤井輝彦
横山吾郎

【論　　題】 原発性乳癌と鑑別困難であった乳房転移性腫瘍の 1例

【雑 誌 名】 第 20回日本臨床細胞学会九州連合会学会 (佐賀 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 河原明彦 横山俊朗 山口知彦 安倍秀幸 多比良朋希 吉田友子 鹿毛政義 原田博史

【論　　題】 多形腺腫との鑑別が困難であった唾液腺悪性腫瘍の 1例

【雑 誌 名】 第 20回日本臨床細胞学会九州連合会学会 (佐賀 )

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 横山俊朗

【論　　題】 乳腺細胞診のピットフォール

【雑 誌 名】 第 3回福岡県細胞検査士研修会

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 西田直代 矢野博久 山口知彦 藤吉啓造 牛嶋公生 鹿毛政義 嘉村敏治

【論　　題】 子宮頸部円錐切除術を施行した腺系病変 9例の細胞学的検討

【雑 誌 名】 第 46回日本臨床細胞学会総会 (福岡 )

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 安倍秀幸 山口倫 多比良朋希 山口知彦 吉田友子 河原明彦 横山俊朗 鹿毛政義

【論　　題】 腹膜原発奨液性乳頭癌の一例

【雑 誌 名】 第 46回日本臨床細胞学会総会 (福岡 )

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 横山俊朗

【論　　題】 早期乳がんにおける細胞診の役割

【雑 誌 名】 第 18回医療技術者セミナー

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 鹿毛政義

【論　　題】 門脈圧亢進症をきたす疾患の肝生検診断

【雑 誌 名】 病理と臨床

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 23 , 281～ 287
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【著　　者】 鹿毛政義、谷川 健

【論　　題】 Budd-Chiari 症候群

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 51 , 371～ 378

【著　　者】 鹿毛政義、谷川 健

【論　　題】 腫瘍類似病変との鑑別 :胆管細胞腺腫と胆管性過誤腫

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 50 , 905～ 908
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72.循環器病センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 松岡秀洋、梅井秀和、薗田和弘、畠中智子、河野啓助、大内田昌直、今泉 勉

【論　　題】 この症例から何を学か -片腎萎縮を伴う高レニン性高血圧

【雑 誌 名】 Medical Practice

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 22 , 1984-1986

【著　　者】 Sugano R, Matsuoka H, Haramaki N, Umei H, Murase E, Fukami K, Iida S, Ikeda H,
Imaizumi T

【論　　題】 Polymorphonucler leukocytes may impair endothelial function. - Results of crossover
randomized study of lipid lowering therapies -

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 25 , 1262-1267

「その他」

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉

【論　　題】 ホモシステイン

【雑 誌 名】 血圧

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 12 , 1115-1123

【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 血管内皮機能評価の臨床応用

【雑 誌 名】 Innervision

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 20 , 37-40

【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 動脈硬化と血管内皮機能

【雑 誌 名】 Vascular Lab

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 2 , 25-33

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉

【論　　題】 Ca拮抗薬と虚血性心疾患

【雑 誌 名】 Clinical Calcium

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 15 , 45-52
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【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 低血圧および低血圧症の診断・治療

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 4253 , 88-89

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉

【論　　題】 薬剤による内皮機能改善効果

【雑 誌 名】 Cardiac Practice

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 16 , 49-54

【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 抗酸化サプリメントとのつきあい方ムコエンザイム Q10サプリメントをめぐって

【雑 誌 名】 食生活

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 99 , 74-78

72.循環器病センター

- 316 -



73.総合周産期母子医療センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 共著者 :前野泰樹 廣瀬彰子、姫野和家子
編者 :衛藤義勝ほか

【タイトル】 胎児不整脈の診断と治療

【書名・発行所】小児科診療。診断と治療社

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 68 , 153-160
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74.緩和ケアセンター

「単行本 /著書」

【著　　者】 福重哲志
加納龍彦 , 田山文隆編集

【タイトル】 西洋医学編 ;各論 , がんの痛み

【書名・発行所】痛みのマネジメント̶西洋医学と鍼灸医学からのアプローチ̶
医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 p.68-p.75

【著　　者】 福重哲志
加納龍彦 , 田山文隆編集

【タイトル】 西洋医学編 ;各論 , 顔面痛

【書名・発行所】痛みのマネジメント -西洋医学と鍼灸医学からのアプローチ -
医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 p.26-p.32

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Fukushige T, Yamada S, Sano T, Kano T, Kawasaki Y

【論　　題】 Five cases of far lateral lumbar disc herniations treated conservatively

【雑 誌 名】 The Pain Clinic

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 17 , 213-219

「その他」

【著　　者】 福重哲志 , 三浦比呂子 , 早渕尚文

【論　　題】 緩和ケアセンターの現状と展望

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 68 , 321-326
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75.集学治療センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 森 直樹、藤田博正、末吉 晋、田中寿明、田中優一、笹原弘子、的野 吾、李 美慧、
山名秀明、白水和雄 .

【論　　題】 強アルカリ飲用による腐食性咽頭食道狭窄の 2例。

【雑 誌 名】 日消外会誌

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 38 , 1684-1689

【著　　者】 唐 宇飛、藤井輝彦、三輪啓介、横山吾郎、山口美樹、河村大輔、町田英一郎、白
水和雄、山名秀明 .

【論　　題】 難治性再発乳癌に対する Trastuzumab(Herceptin)と自己活性化リンパ球局所投与
の併用による免疫療法。

【雑 誌 名】 癌と化学療法

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 32 , 1789-1791

【著　　者】 山名　秀明

【論　　題】 癌のワクチン療法 .

【雑 誌 名】 Biotherapy

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 19 , 133-141

【著　　者】 Nagamatsu Y, Terazaki Y, Muta F, Yamana H, Shirouzu K.

【論　　題】 Expired gas analysis during exercise testing pre-pneumonectomy.

【雑 誌 名】 Surg Today

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 35 , 1021-1025

【著　　者】 Toh U, Fujii T, Seki N, Niiya F, Shirouzu K, Yamana H.

【論　　題】 Characterization of IL-2-activated TILs and their use in intrapericardial
immunotherapy in malignant pericardial effusion.

【雑 誌 名】 Cancer Immunol Immunother.

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 16 , 1 ～　9

【著　　者】 Nakamura H, Takamori S, Fujii T, Ono M, Yamana H, Kuwano M, Shirouzu K.

【論　　題】 Cooperative cell-growth inhibition by combination treatment with ZD1839 (Iressa)
and trastuzumab (Herceptin) in non-small cell lung cancer.

【雑 誌 名】 Cancer Lett

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 230 , 33-46
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【著　　者】 Toh U, Fujii T, Seki N, Niiya F, Shirouzu K, Yamana H.

【論　　題】 Characterization of IL-2-activated TILs and their use in intrapericardial
immunotherapy in malignant pericardial effusion.

【雑 誌 名】 Cancer Immunol Immnother

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 55 , 1219-1227

【著　　者】 Alan D. Brooks, Teresa Ramirez, Uhi Toh, Jennifer Onksen, Peter J. Elliott, William J.
Murphy, Thomas J. Sayers

【論　　題】 The Proteasome Inhibitor Bortezomib(Velcade) Sensitizes Some Human Tumor Cells
to Apo2L/TRAIL-Mediated Apoptosis

【雑 誌 名】 Ann. N.Y. Acad. Sci

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 1059 , 1-8

【著　　者】 Fujii T, Nakamura AM, Yokoyama G, Yamaguchi M, Tayama K, Miwa K, Toh U,
Kawamura D, Shirouzu K, Yamana H, Kuwano M, Tsuda H.

【論　　題】 Antineoplaston induces G(1) arrest by PKCalpha and MAPK pathway in SKBR-3
breast cancer cells.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 14 , 489-494

【著　　者】 Takedatsu H, Yoshimoto K, Okamura T, Yakushiji K, Imamura R, Hashiguchi M, Seki
R, Obata Y, Harada M, Yamada A, Yamana H, Sata M, Itoh K

【論　　題】 Immunological evaluation of vaccination of peptides drived from epithelial
cancer-related antigens in two patients with hematological malignancy.

【雑 誌 名】 Int J Oncol

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 26 , 1605-1612

【著　　者】 Yamamoto K, Mine T, Katagiri K, Suzuki N, Kawaoka T, Ueno T, Matsueda S,
Yamada A, Itoh K, Yamana H, Oka M

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination for patients with
pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 13 , 875-883

【著　　者】 K. Tayama, T. Fujii, U. Toh, G. Yokoyama, K. Miwa, S. Takamori, K. Shirouzu, E.
Ogo, H. Yamana

【論　　題】 The synergistic clinical effect of autologous tumor-stimulated T lymphocyte and
herceptin on the immunotherapy of breast cancer

【雑 誌 名】 Journal of Clinical Oncology (Proc Am Soc Clin Oncl)

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 23 , 71
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【著　　者】 U. Toh, H. Yamana, T. Fujii, K. Tayama, K. Miwa, H. Horiuchi, M. Kokanemaru, K.
Shirouzu

【論　　題】 The cell transfer immunotherapy of intraarterial infusion for the patients with liver
metastases of gastrointestinal and pancreas cancer

【雑 誌 名】 Journal of Clinical Oncology (Proc Am Soc Clin Oncl)

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 23 , 186

【著　　者】 Yokoyama G, Fujii T, Ogo E, Yanaga H, Yoh U, Yamaguchi M, Mishima M,
Takamori S, Shirouzu K, Yamana H

【論　　題】 Advanced chemoresistant breast cancer responding to multidisciplinary treatment with
hyperthermia, radotherapy, and intraarterial infusion.

【雑 誌 名】 Int J Clin Oncol

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 10 , 139-143

【著　　者】 Yokoyama G, Fujii T, Tayama K, Yamana H, Kuwano M, Shirouz K

【論　　題】 PKCδ and MAPK mediate G1 arrest induced by PMA in SKBR-3 breast cancer
cells.

【雑 誌 名】 Biochem Biophys Res Commun

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 327 , 720-726

【著　　者】 Fujita H, Sueyoshi S, Tanaka T, Tanaka Y, Matono S, Mori N, shirouzu K, Yamana H,
Suzuki G, Hayabuchi M, Matsui M:

【論　　題】 Esophagectomy is it necessary after chemoradiotherapy for a locally advanced T4
esophageal cancer? Prospective randomized trial comparing chemoradiotherapy with
surgery versus without surgery.

【雑 誌 名】 World J Surg

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 29 , 25-30
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76.病院情報部

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 和田 豊郁 ,下川 忠弘 ,田辺 紀貴

【論　　題】 病院情報システム移行時の通達に対する
ポップアップウィンドウの有効性

【雑 誌 名】 医療情報学 25連合大会論文集

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 25 ,
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77.薬剤部

「その他」

【著　　者】 久保　裕子

【論　　題】 プレアボイド報告事例 (19)

【雑 誌 名】 福岡県病院薬剤師会会誌

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 25～ 27

【著　　者】 堤一貴、森田桂子

【論　　題】 抗癌剤の混合調製業務 (11) 集学治療センターにおける薬剤師の役割

【雑 誌 名】 週刊 薬事新報

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 9～ 14

【著　　者】 高橋　誠

【論　　題】 地区研修会報告 「薬剤師のための薬物動態ものがたり」

【雑 誌 名】 福岡県病院薬剤師会会誌

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 54
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78.看護部

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 中野　峰子

【論　　題】 中堅看護師の職務満足度向上への検討
-ベナーの事例を用いた面接によるエンカレッジメントを通して -

【雑 誌 名】 第 36回日本看護学会論文集 -看護管理 -

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 50～ 52

【著　　者】 江口裕美、井上真美子、一枝あゆみ、秋山良子、小野 緑

【論　　題】 CAPD在宅管理に向けた看護支援
ー家族生活力量アセスメントスケールを用いてー

【雑 誌 名】 第 36回日本看護学会論文集
-小児看護ー

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 297～ 299

「その他」

【著　　者】 釘嶋美穂・平川道子・佐川公矯

【論　　題】 貯血式自己血採血のクリニカルパス

【雑 誌 名】 看護技術

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 51 , 27～ 31
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79.医療センター :臨床検査室

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 岡部義信、菅偉哉、木山雅晴、川原隆一、安永昌史、木下壽文、内藤嘉紀、山口
倫、自見厚郎、神代正道、豊永純、佐田通夫

【論　　題】 中心部壊死と膵管内腫瘍栓を認めた膵腺房細胞癌の 1例

【雑 誌 名】 消化器画像

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 7 , 747-750

【著　　者】 Koji Shiota, Atsuo Jimi, Rin Yamaguchi, Masao Hara, Hisafumi Kinoshita, Masamichi
Kojiro

【論　　題】 Carcinoid tumor of Vater's papilla presenting with chronic pancreatitis-a case report-

【雑 誌 名】

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 52 , 105-109

「その他」

【著　　者】 山口 倫

【論　　題】 中心に広範な無細胞領域を伴う浸潤性乳管癌の検討 : 血管新生の観点から

【雑 誌 名】 第十三回日本乳癌学会総会ポスター発表 (倉敷 )

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 山口 倫

【論　　題】 胃底腺ポリポーシスより発生した多発性胃型腺腫の一例

【雑 誌 名】 第 79回日本消化器内視鏡学会九州支部例会口演発表 (沖縄 )

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 山口 倫

【論　　題】 乳癌組織におけるMacrophageと微小血管増生及び COX2の臨床病理学的意義

【雑 誌 名】 第十三回日本乳癌学会総会共同演者 (倉敷 )

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】

【著　　者】 山口 倫

【論　　題】 Rhabdoid featureを呈した未分化結腸癌の一例

【雑 誌 名】 日本病理学会ポスター発表 (横浜 )

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】
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【著　　者】 山口 倫

【論　　題】 乳腺病理診断のコツと落とし穴 - その臨床学的意義 -

【雑 誌 名】 老人保健法指定講習会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】

【著　　者】 山口 倫

【論　　題】 傍腫瘍性辺縁系脳炎を初発リンパ節転移で見つかった潜在性乳癌 (invasive
micropapillary carcinoma)の一例

【雑 誌 名】 日本乳癌学会九州地方会 (福岡 )ポスター発表

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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80.看護学科

「単行本 /著書」

【著　　者】 杉本敏夫・米増國雄・南部志・和田謙一郎編著、朝倉美江・梓川一・東超・雨宮
由紀枝・中島洋子ほか (計 95名 )

【タイトル】 介護、介助、ガイドヘルパー、見当識、行動療法、身体介護、生活モデル、生活
歴、多問題家族、特定疾患治療研究事業、特定疾病、特定福祉用具、ナイトケア、
難病患者等居宅生活支援事業、訪問栄養食事指導、訪問介護員、訪問看護、訪問
看護ステーション、訪問入浴介護、訪問薬剤管理指導、訪問リハビリテーション、
保健福祉事業 (23項目 )

【書名・発行所】ケアマネジメント用語辞典、ミネルヴァ書房

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 46、58-59、132、144-145、62、281、325、365-366、375、379、441-443、447

【著　　者】 舞弓京子、津田彰

【タイトル】 看護大学生の看護師・保健師国家試験前後の気分変化

【書名・発行所】 POMS短縮版手引きと事例解説 金子書房

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 59～ 63

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 豊増功次 石井敦子 吉田典子 川口貞親

【論　　題】 追跡調査から見たライフスタイルの変化とメンタルヘルスおよび社会的支援との
関係

【雑 誌 名】 久留米大学健康・スポーツ科学センター研究記要

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 13 , 31-36

【著　　者】 藤井智恵子

【論　　題】 がん患児を持つ母親の退院後の在宅生活適応プロセス

【雑 誌 名】 日本小児看護学会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 14 ,

【著　　者】 舞弓　京子

【論　　題】 青年期における自己概念の分析による関係性の構築と支援についての一考察

【雑 誌 名】 日本適応看護理論研究会学術論文集

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 4 , 135～ 141
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【著　　者】 上田智美 宮下優佳 佐田姉穂 田中みとみ 舞弓京子

【論　　題】 投書されたことにより思いが噴出したうつ病患者の看護

【雑 誌 名】 日本適応看護理論研究会学術論文集

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 4 , 59～ 67

【著　　者】 中西ひとみ 上野由美子 松尾美佐子 舞弓京子

【論　　題】 女性に対して妄想を抱く統合失調症患者の看護

【雑 誌 名】 日本適応看護理論研究会学術論文集

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 4 , 143～ 153

【著　　者】 西川清子 舞弓京子 金子道子

【論　　題】 症状の一進一退を繰り返す強迫性障害者の看護

【雑 誌 名】 日本適応看護理論研究会学術論文集

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 4 , 155～ 165

【著　　者】 見城道子、野村志保子、飯田澄美子

【論　　題】 看護師と患者の相互作用の構造に関わる研究ー心臓カテーテル検査・治療のオリ
エンテーション場面の関わりー

【雑 誌 名】 日本看護学教育学会誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 15 , 41～ 58

【著　　者】 西田和子、加藤登紀子、後藤由紀、清水隆司、永田頌史

【論　　題】 産業看護職のストレス、職務満足感、ストレスコーピング

【雑 誌 名】 産業ストレス研究

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 12 , 197-204

【著　　者】 瀨川睦子・原 頼子

【論　　題】 終末期看護実習における死生観構築と共感性育成の効果的指導
(The Effective Education Death Attitude Empathy Nursing Students Terminal Nursing
)

【雑 誌 名】 川崎医療福祉学会誌

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 15 , 141~147

【著　　者】 森美穂子、堤明純、高木勝、重本亨、三橋睦子、石井敦子、名切信、五嶋佳子、
石竹達也

【論　　題】 退職後の睡眠の質に及ぼす交替勤務の影響

【雑 誌 名】 産業衛生学雑誌

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 47 , 113～ 118
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【著　　者】 岩崎眞弓、野村志保子

【論　　題】 局所温罨法によるリラクゼーション効果の検討ー温罨法と足浴が身体に及ぼす影
響の比較検討よりー

【雑 誌 名】 日本看護研究学会雑誌

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 28 , 33～ 43

【著　　者】 古村美津代 中島洋子

【論　　題】 高齢者に対する身体抑制の認識に関する演習の効果

【雑 誌 名】 日本看護福祉学会誌

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 10 , 42～ 49

【著　　者】 山勢博彰、水永豊子、荒金郁代、中島洋子、三橋睦子、山本冨士江、北原悦子、
中馬成子、小田正枝

【論　　題】 臨床看護師のクリテイカルシンキングに基づく主観的看護過程能力に影響を与え
る要因に関する探索的研究 -構造方程式モデルの作成の試み -

【雑 誌 名】 看護診断

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 10 , 15-24

【著　　者】 藤丸千尋 藤井智恵子 岩崎瑞枝

【論　　題】 小児期発症のミトコンドリア脳筋症患者の末期看護

【雑 誌 名】 日本看護福祉学会

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 10 , 76～ 84

【著　　者】 古村美津代 中島洋子

【論　　題】 抑うつを伴う老人保健施設入所に対するライフレビューの効果

【雑 誌 名】 老年看護学

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 9 , 77～ 84

【著　　者】 五嶋佳子 , 永冨香織 , 重本亨 , 石井敦子 , 佐藤祐佳 , 鬼崎信好 , 石竹達也

【論　　題】 介護保険制度下における訪問リハビリテーションの利用状況分析

【雑 誌 名】 久留米医学会

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 68 , 37-43
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「その他」

【著　　者】 スミス・デレック、三橋睦子

【論　　題】 A Detailed Analysis of Musculoskeletal Disorder Risk Factors among Japanese
Hospital Nurses

【雑 誌 名】 第 25回日本看護科学学会学術集会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 344

【著　　者】 古村美津代 中島洋子 木室知子

【論　　題】 高齢者の尊厳」理解に向けた身体抑制の演習の効果

【雑 誌 名】 日本老年看護学会第 10回学術集会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 田中佳代、中嶋カツヱ、堀大蔵、林秀樹、和﨑陽子

【論　　題】 1型糖尿病を持つ女性のリプロダクティブヘルスに関する問題の構造化
-1型糖尿病を持つ女性の月経・性生活・妊娠 -

【雑 誌 名】 第 21回 日本糖尿病・妊娠学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 中島洋子

【論　　題】 伊万里市における認知症予防推進事業の有効性と課題ー伊万里市モデル地区と他
地域の高齢者の意識調査による分析よりー

【雑 誌 名】 日本老年看護学会第 10回学術大会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 吉田寿子・三橋睦子・瀨川睦子・原 頼子・寺田敦子他

【論　　題】 看護学生のフィジカルイグザミネーション・アセスメントの臨地実習における実
践状況

【雑 誌 名】 第 10回日本看護研究学会九州地方会学術集会誌

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 52

【著　　者】 原 頼子・瀨川睦子

【論　　題】 看護大学生の終末期看護論授業前後における死に対する態度の変化

【雑 誌 名】 第 10回日本看護研究学会九州地方会学術集会誌

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 70
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【著　　者】 古村美津代 中島洋子 木室知子

【論　　題】 「高齢者の尊厳」理解に向けた身体抑制の演習の効果

【雑 誌 名】 日本老年看護学会 第 10回学術集会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 103

【著　　者】 吉田寿子・三橋睦子・瀨川睦子・原 頼子・寺田敦子他

【論　　題】 フィジカルイグザミネーション・アセスメント能力の卒後における活用状況と課
題

【雑 誌 名】 第 10回日本看護研究学会九州地方会学術集会誌

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】 53

【著　　者】 田中佳代、中嶋カツヱ、堀大蔵、林秀樹、和﨑陽子

【論　　題】 1型糖尿病を持つ女性のリプロダクティブヘルスに関する問題の構造化
-リプロダクティブヘルスに関わる意識・知識・支援に関する因子 -

【雑 誌 名】 第 21回 日本糖尿病・妊娠学会

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 田中佳代、中嶋カツヱ、堀大蔵、和﨑陽子

【論　　題】 1型糖尿病を持つ女性のリプロダクティブヘルスに関する問題の構造化
-医療従事者の意識と支援状況の関連 -

【雑 誌 名】 第 46回 日本母性衛生学会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 和﨑陽子、中嶋カツヱ、田中佳代

【論　　題】 看護師の生殖補助医療技術の是非と利用に対する認識

【雑 誌 名】 第 46回 日本母性衛生学会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 和﨑陽子、中嶋カツヱ、田中佳代

【論　　題】 看護師の生殖補助医療技術に対する認知の現状

【雑 誌 名】 第 46回 日本母性衛生学会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 野村志保子

【論　　題】 看護学科教育活動ー実情と課題ー

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 68 , 282～ 287
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【著　　者】 篠原純子、松岡緑、樗木晶子、長家智子、赤司千波、川上千普美、原頼子、永江
ゆき子、濱田正美

【論　　題】 虚血性心疾患患者の不安・ストレス・家族関係と自尊感情との関連性

【雑 誌 名】 九州大学医学部保健学科紀要

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】 6 , 9～ 16

【著　　者】 石井敦子 , 石竹達也 , 山野ヒデ子 , 瀧井宏隆

【論　　題】 小規模事業場における身体活動向上のためのトランスセオレティカル・モデル
(TTM)の導入

【雑 誌 名】 産業衛生学雑誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 47 , 235

【著　　者】 田中佳代、中嶋カツヱ、堀大蔵、林秀樹、和﨑陽子

【論　　題】 1型糖尿病を持つ女性の自尊感情に影響を及ぼすリプロダクティブヘルスに関す
る問題

【雑 誌 名】 第 10回 日本糖尿病教育・看護学会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 木室知子、佐藤祐佳、寺田敦子、三橋睦子、藤丸知子

【論　　題】 看護大学生の 1年次におけるストレスの時間的推移と関連要因

【雑 誌 名】 第 64回日本公衆衛生学会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 894

【著　　者】 安藤英雄 , 名切信 , 石竹達也 , 石井敦子 , 重本亨 , 永冨香織

【論　　題】 冷え性女性における寒冷ストレス反応

【雑 誌 名】 日本産業衛生学雑誌

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 47 , 235

【著　　者】 木室知子 佐藤祐佳 三橋睦子 藤丸知子

【論　　題】 看護大学生の 1年次におけるストレスの時間的推移と関連要因

【雑 誌 名】 第 64回 日本公衆衛生学会総会

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】 52 , 894
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【著　　者】 江﨑久美・中島洋子

【論　　題】 老健施設における認知症高齢者への転倒・転落予防の取り組みの実態ー看護・介
護職の認識と行動に関する調査よりー

【雑 誌 名】 第 36回日本看護学会ー老年看護ー

【発行年月】 2005.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 三橋睦子、石井敦子、大坪靖直、石竹達也

【論　　題】 北京における SARSアウトブレイク時の集団隔離が人に及ぼす影響―一般健康、
QOL、感染症のリスク認知への影響を中心に―

【雑 誌 名】 第 7回日本災害看護学会年次大会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】 96

【著　　者】 中嶋カツヱ、田中佳代、和﨑陽子

【論　　題】 看護大学生による中学生への性教育「公開授業」の取り組み

【雑 誌 名】 第 24回 日本思春期学会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 中島洋子・古村美津代・岩谷トモ子

【論　　題】 介護保険 5年後の痴呆予防推進事業における訪問指導の役割と活動

【雑 誌 名】 平成 16年度認知症予防推進事業報告書 (伊万里市・社会福祉法人伊万里敬愛会編
集発行 )

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 35～ 40

【著　　者】 中河原綾、和崎陽子、大塚康代、樺島結花、丸山真紀子

【論　　題】 当科におけるインシデントレポートに対する意識調査

【雑 誌 名】 第 15回福岡母性衛生学会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 吉村美奈子・中島洋子

【論　　題】 嚥下障害患者における NOC5段階尺度における基準化の実施と効果ー臨床での使
用の可能性を高めるためにー

【雑 誌 名】 第 11回日本看護診断学会学術大会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 10 , 180～ 181
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【著　　者】 中島洋子・古村美津代

【論　　題】 高齢者の尊厳を考える身体抑制の演習に関する研究

【雑 誌 名】 日本看護学教育学会誌、第 15回学術大会

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】 15 , 110

【著　　者】 寺田敦子 (発表 )・瀨川睦子

【論　　題】 臨地実習での「自己決定を助ける援助」に関する指導の方法―手術前の説明場面
に同席した学生の実習記録を通して―

【雑 誌 名】 日本ホスピス・在宅ケア研究会誌

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 13 , 124～

【著　　者】 藤井智恵子 渡辺順子 安枝尚美 古賀文敏 相部美由紀 旭隆宏 日高文郎 布井博幸
芳野信

【論　　題】 非罹患者家族を対象とした遺伝カウンセリングの経験を通じて得られた問題点～
慢性肉芽腫症家系例より～

【雑 誌 名】 日本遺伝カウンセリング学会

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 吉田一郎編

【論　　題】 小児看護教育と小児の基準値

【雑 誌 名】 小児看護 へるす出版

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】 8 , 422～ 427

【著　　者】 古賀文敏 渡辺順子 中島章 野々下晃子 嘉村敏治 藤井智恵子 安枝尚美 芳野信

【論　　題】 羊水検査にて 20トリソミーモザイクを認めたい一症例

【雑 誌 名】 日本遺伝カウンセリング学会

【発行年月】 2005.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 加悦美恵、飯野矢住代、森本紀巳子、辻俊子、渕上輝子、河合千恵子

【論　　題】 看護基礎教育課程における模擬患者導入の臨地実習におよぼす影響

【雑 誌 名】 平成 15年度～平成 16年度科学研究費補助金研究成果報告書

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 1～ 65
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【著　　者】 飯野　矢住代

【論　　題】 がん患者と家族のサポートグループ (Cancer Help Net:CHN)の意義とMovement
に関する研究

【雑 誌 名】 財団法人 笹川医学医療研究財団 平成 16年度 終末期医療における QOLの向上に
関する研究助成報告書

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】

【著　　者】 石井敦子 ,山野ヒデ子 ,松浦賢長 ,安酸史子

【論　　題】 身体活動向上プログラム実施が予防的保健行動と一般性セルフ・エフィカシーに
及ぼす影響

【雑 誌 名】 第 35回日本看護学会論文集 -地域看護学 -

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 111～ 112

【著　　者】 石井保代 梯あゆみ 立山真梨 富田伸 富永聖子 中川律子 中園明美 永田美代子
平岡靖治 藤丸知子 森いくみ 門田路子

【論　　題】 女性・子どもに対する暴力への医療機関の対応の調査報告書

【雑 誌 名】 久留米ー女性・子どもに対する暴力の防止を考える会 (報告書 )

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 1～ 24

【著　　者】 鮫島道和、長谷川勝俊、宮谷恵、安田真美、渡邉順子、野村志保子

【論　　題】 本学における「公開授業」の取組み

【雑 誌 名】 聖隷クリストファー大学看護学部紀要

【発行年月】 2005.3

【巻 、 頁】 43～ 53

【著　　者】 長家智子、松岡緑、篠原純子、川上千普、樗木晶子、赤司千波、原頼子、永江ゆ
き子、濱田正美

【論　　題】 虚血性心疾患患者の自己管理行動への影響因子

【雑 誌 名】 九州大学医学部保健学科紀要

【発行年月】 2005.2

【巻 、 頁】 5 , 33～ 40

【著　　者】 飯野 矢住代

【論　　題】 糖尿病網膜症患者の受診行動パターンと影響要因

【雑 誌 名】 日本糖尿病教育・看護学会誌

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】 9 , 161
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【著　　者】 加悦美恵 飯野矢住代 河合千恵子

【論　　題】 看護基礎教育における模擬患者導入の臨地実習におよぼす影響

【雑 誌 名】 日本看護科学学会

【発行年月】 2005.

【巻 、 頁】
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81.医療センター :看護部

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 本山公子 ,冷川照子 ,梶原志穂美 ,濵千恵子 ,川浪美紀

【論　　題】 患者参画型看護計画と看護師の自律性と関連性の検討―基準作成前後の評価を通
して

【雑 誌 名】 第 36回日本看護学会論文集 ,看護管理

【発行年月】 2005.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 竹林　あゆみ

【論　　題】 バイオクリーンルームにおける空気清浄度の検討
～空中浮遊微粒子数の経時的変化を測定して～

【雑 誌 名】 第 19回日本手術看護学会

【発行年月】 2005.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 大友裕子 ,森本紀巳子 ,野村志保子

【論　　題】 虚血性心疾患患者の生活自己管理の様相

【雑 誌 名】 第 5回日本心血管カテーテル治療学会学術集会

【発行年月】 2005.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 大田留美 ,濱千恵子 ,川浪美紀

【論　　題】 虚血性心疾患患者の禁煙への援助―ロイ適応看護論を用いた 1事例の分析から―

【雑 誌 名】 第 36回日本看護学会論文集 ,看護総合

【発行年月】 2005.7

【巻 、 頁】
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82.健康・スポーツ科学センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 豊増功次、石井敦子、吉田典子、川口貞親

【論　　題】 追跡調査から見たライフスタイルの変化とメンタルヘルスおよび社会的支援との
関係

【雑 誌 名】 久留米大学健康・スポーツ科学センター研究紀要

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 13 , 31～ 36

【著　　者】 満園良一、大下泰司、佐伯俊英、横山信行、深水哲二

【論　　題】 インピーダンス法 (X-SCAN)における体水分量の妥当性

【雑 誌 名】 久留米大学健康・スポーツ科学センター研究紀要

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 13 , 49～ 53

【著　　者】 古賀智美、末吉靖宏、川平和美、満園良一

【論　　題】 荷重センサ・ジャイロセンサ・加速度センサを用いた麻痺歩行動作の計測

【雑 誌 名】 九州体育・スポーツ学研究

【発行年月】 2005.5

【巻 、 頁】 19 , 45～ 48

【著　　者】 豊増　功次

【論　　題】 新人看護師の「ヒヤリ・ハット」体験状況とメンタルヘルスの関係

【雑 誌 名】 日循予防誌

【発行年月】 2005.1

【巻 、 頁】 40 , 55~59

「その他」

【著　　者】 平木場浩二、満園良一

【論　　題】 長時間のトレーニング～生理的背景～

【雑 誌 名】 体育の科学

【発行年月】 2005.6

【巻 、 頁】 55 , 447～ 52
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83.情報システム室 (病院）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 下川忠弘、福嶺初美

【論　　題】 バリアンス登録に際して記録者の判断を介さないための登録項目の検討及びバリ
アンス登録システムの開発・検証

【雑 誌 名】 日本クリニカルパス学会誌

【発行年月】 2005.12

【巻 、 頁】 7 , 344
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